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Ⅰ 研究目的
学習指導要領第１章総則において、新たに「生徒が学校や学級での生活によりよく適応するとと

もに、現在及び将来の生き方を考え行動する態度や能力を育成することができるよう、学校の教育
活動全体を通じ、ガイダンスの機能の充実を図ること」が示された。これを受けて、第４章特別活

「 、 、動において 学校生活への適応や人間関係の形成 選択教科や進路の選択などの指導に当たっては
ガイダンスの機能を充実するよう学級活動等の指導を工夫すること」が求められている。

しかし、これまでもガイダンスの機能を生かした指導が展開されてはきたものの、意図的、計画
、 、的に行われることが少なく 学校生活に十分適応できずに人間関係にかかわる問題を抱える生徒や

学習における選択に当たって目的意識をもてず適切に対応できない生徒も見られる。
このような状況を改善するためには、特別活動の学級活動における生徒一人一人の可能性を開発

するようなガイダンスの機能を生かした指導計画を作成し、生徒が豊かな人間関係のなかで有意義
な生活を築き、主体的に選択や決定が行えるようにしていくことが必要である。

そこで、この研究は、ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成をとおして、学校生活への適
応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方を明らかにし、中学校における学級活動の指導の
改善に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究の方向性
学校生活への適応と主体的な選択を促す学級活動の指導の進め方の改善に資するため、ガイダン

、 、 、スの機能を生かす場面や 機能を充実させるための工夫点 学級活動の題材とのかかわりに着目し
３年間の系統性・発展性に配慮した学級活動の指導計画を作成し提示することとする。

Ⅲ 研究の年次計画
この研究は平成15年度から平成16年度にわたる２年次研究である。

第１年次（平成15年度）
学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本的な考え方の検

討、基本構想の立案、推進試案の作成、指導計画の作成
第２年次（平成16年度）

指導計画に基づく指導実践とその分析・考察、学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校
学級活動の進め方に関する研究のまとめ

Ⅳ 本年度の研究の内容と方法
１ 研究の目標

中学校学級活動において、ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づいて指導実践を行い、
その結果の分析と考察をとおして、学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進
め方の妥当性について検討し、明らかにする。

２ 研究の内容
(1) ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画の作成

第１年次に作成した推進試案に基づき、ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の
指導計画案を作成する。併せて、３年間の指導計画案と各学年の指導計画案を修正する。

(2) ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成や指導実践の推進にかかわる留意事項
第１年次の研究で課題となった 「指導計画の作成や指導実践の推進を学校全体で計画的、組、

織的に進める際の、校内の組織体制の在り方」と「指導計画案を各学校で運用する上での留意
点」を整理する。

(3) ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づく指導実践とその分析・考察
ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案に基づいた指導実践を行う。

その結果について、担任教師（指導教師）へのアンケートを基に分析・考察する。
(4) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する研究のまとめ

、ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画に基づいた指導実践の成果と課題をまとめ
学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方の妥当性について明らかにする。

３ 研究の方法
(1) 質問紙法

研究協力校の教師を対象とした調査を指導実践後に行い、学校生活への適応と主体的な選択
を促す中学校学級活動の進め方に関する妥当性の検討に役立てる。

(2) 指導実践
ガイダンスの機能を生かした指導計画案を用いた学級活動の指導実践を行い、妥当性につい

て確かめる。
４ 研究の対象

研究協力校 花巻市立湯口中学校
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Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画の作成

学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本的な考え方とそ

れに基づく基本構想及び推進試案、３年間の学級活動の指導計画と各学年の学級活動の指導計画

（第１次案）については、本研究の第１年次（平成15年度）に明らかにした。この第１年次の研

究の内容は、第２年次の研究内容である「中学校学級活動におけるガイダンスの機能を生かした

指導計画」の作成の基盤となるものであり、以下にその概略を示す。

(1) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本的な考え方

適応とは、自らが暮らす生活環境に対して、物的関係や人的関係において積極的にかかわっ

、 。 、 、てよりよく順応し 精神的にもうまく合致している状況ととらえる また 主体的な選択とは

さまざまな問題に出会った時に、自らのもちうる情報や解決法を基に、自らの意志と責任でよ

り適切な選択や決定をすることととらえる。以上のことを踏まえ 「学校生活への適応と主体的、

な選択」について、本研究では次のようにとらえることとする。

これらのことは、ガイダンスの機能の充実がねらうところに一致するものであり、それは同

時に、生徒の自己指導能力を高めていくことでもある。すなわち 「学校生活への適応と主体的、

な選択」の能力を高めることは自己指導能力を高めることであり、これらのことにかかわる能

力として、人間関係能力、感情統制能力、思考能力、問題解決能力、意志決定能力、情報選択

能力の六つを上げることができる。この六つの能力については 【表１】のようにとらえること、

ができると

考える。

本研究が

目指す、生

徒の「学校

生活への適

応と主体的

な選択」における「適応にか

かわる能力」及び「選択にか

かわる能力」と【表１】の六

、つの能力との関係については

右の【図１】のようにとらえ

ることとする。

(2) ガイダンスの機能を生かした指導計画を作成することについての基本的な考え方

ア ガイダンスの機能を生かした指導計画を作成することの意義

生徒の「学校生活への適応と主体的な選択」を促すため、学級活動はもとより、中学校教

育全体の指導の具体的な改善の方策として学習指導要領に「ガイダンスの機能の充実」が示

。「 」 、「 、 、された ガイダンス は 案内 指導

、 」 、手引き 学生指導 といった意味であり

学習指導要領解説の特別活動編（ .82）p
には右のように規定されている。

また、ガイダンスには 「適応機能 「分配機能 「順応機能」の三つの機能があり、そ、 」、 」、

れぞれの働きや相互の関係をまとめると、次頁の【図２】のようになる。順応機能は教師や

【図１】学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの

能力の関係

○生徒のよりよい適応や選択にかかわる、集団場面を中

心とする指導・援助であり、生徒一人一人を 大限に

開発しようとするもの。

○一人一人の生徒が学校や学級の生活に積極的にかかわってよりよく適応し、豊かな人間関係の中

〔適応にかかわるとらえ〕で好ましい人間関係を形成し有意義な生活を築くようにすること。

○学業や進路あるいは自己の生き方等にかかわって、自らの意志と責任でより適切な選択やよりよ

〔選択にかかわるとらえ〕 （ 学習指導要領解説－総則編－」 .90より部分引用）い自己決定ができるようにすること。 「 p

表１】学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの能力【
人間関係能力 を 能力人とのかかわり 意識的につくる

感情統制能力 自分の思い通りにならない状況に陥っても、 する能力感情を統制し、冷静に状況を判断

思 考 能 力 他からの指示や知識に頼るのではなく、 ことのできる能力自分で適切に考える

問題解決能力 自分の保有する て する能力さまざまな解決の方法を繰り出し 問題を解決

意志決定能力 、必要なものを する能力さまざまな情報の中から 選び自信と勇気をもって決定

情報選択能力 情報を し、自分の 能力選択 生き方を方向付ける

「注」 表中の は、それぞれの能力の中核となる語句を表すゴシック

選択にかかわる能力適応にかかわる能力

思考能力

問題解決能力 情報選択能力
人間関係能力

意志決定能力
感情統制能力
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学校へ働きかけるも

のであり、これがな

されて、適応機能と

分配機能が作用する

のだが、三者はあく

までも一体のもので

ある。一方、適応機

能と分配機能は、直

接生徒に働きかける

ものであり、適応機

能は「学校生活への

適応」に、分配機能

は「主体的な選択」

に合致する。そこで、

「学校生活への適応

と主体的な選択」のた

めに「ガイダンスの

機能の充実」が学習

【図２】ガイダンスの三つの機能指導要領に示された。

、 、 、この ガイダンスの機能を生かす上では 生徒の活動に対して適切な情報提供や案内・説明

体験活動、各種の援助・相談活動などを学校全体として進めることが必要である。ガイダンス

、 、の機能を生かした学級活動の指導計画を作成し それに基づいた指導を展開することによって

学校生活への適応や主体的な選択が促されるばかりでなく、生徒に自己指導の力が身に付き、

生涯にわたって自己実現していくことにつながるものと考える。

イ ガイダンスの機能を生かした指導計画作成の視点

ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画は、一つ一つの活動の系統性・発展性に留意

し、学校として計画的、組織

的に行うように組まれていな

ければならない。そのための

指導計画作成の視点として、

右の六点を考える。

(3) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案

ア 推進試案の作成に当たり基本としておさえること

学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案の作成に当

たっては、①学校全体の計画的・組織的な取組によってガイダンスの機能を充実させるように進

めることが重要である。さらに、②３年間の系統性・発展性を踏まえた計画を作成すること、③

学校教育目標や目指す生徒像を確認し、全教師の共通理解と協力のもとに進めることも常に念頭

に置きながら進めることが大切である。

イ 推進試案の作成にかかわるガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画の見直しの視点と

作成の仕方

(ｱ) 現在使用している学級活動の指導計画の見直しと修正

現在使用している学級活動の指導計画を、生徒や地域の実態等、学校の特質を踏まえつつ、

次の視点から見直し、必要に応じて修正する。

この点に関しては、次の(ｲ)と(ｳ)とも並行して進める必要がある。

(ｲ) ガイダンスの機能を生かす場面の検討

次頁【表２】のような場面で、ガイダンスの機能の充実を図る指導の工夫を一層進める必要

がある。

・学校生活への適応と主体的な選択を促すためにガイダンスの機能を生かす場面

・学習指導要領の学級活動の内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわり

・ガイダンスの機能を生かす題材の系統性・発展性

・ガイダンスの機能を充実させるための工夫点（指導内容や指導方法等）

・全教師の協力のもとでの展開

・３年間を見通した展開

① 学校行事や生徒会行事等との整合性が図られているか。適時性は図られているか。

② ガイダンスの機能の充実のために指導すべき題材はもれなく位置付いてるか。その系統性や適時性はどうか。

適応機能 分配機能

順応機能

相 互に関連

生徒を広範囲な

各教科や職業に 分「

配」するように働

きかける機能

生徒が学校生活

や社会生活に「適

応」するように働

きかける機能

学校の用意する教育課程や教師の用いる指導方法が生徒に「順応」す

るように、学校や教師に働きかける機能

【適応機能の内容】
①不適応を予防する
②不適応を初期に発見する
③不適応の事例の診断をする
④不適応の治療とフォロー

【分配機能の内容】
①生徒が修学的（学業的 、職業）
的機会をよく知る

②自己の能力、興味・関心等をよ
く知る

③選択と決定において生徒を援助
する

【順応機能の内容】
①カウンセラーは、保護者、雇用者、その他社会人と接触し、学校にとって有効な情報を
得て、それを活用するように学校を援助する
→生徒に、職業の分析と自己分析をもたらす多様な勤労体験や教育課程を用意する

②生徒の能力、興味・関心等をよく理解し、それに順応した教育課程を編制、実施する
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(ｳ) 学習指導要領に示された学級活動の活動内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわり

学習指導要領には、学級活動の活

動内容が三つ示され、それぞれにつ

いてより具体的な活動内容例が示さ

れている。これらの学級活動の活動

内容例とガイダンスの機能を生かす

題材とのかかわりを 「学習指導要領、

解説－特別活動編－」と先行研究を

基にして 【表３】のように考えた。、

(ｴ) 「適応にかかわる能力」及び「選

択にかかわる能力」との関係

２頁の【表１ 【図１】の六つの能】

力を、学年レベルと単位時間レベル

の指導計画案に位置付ける。

(ｵ) ガイダンスの機能を充実させるた

めの工夫点

後に、ガイダンスの機能を充実

させるための工夫として 【表４】の、

五つの観点に沿って学級活動の指導計画案（３年間、各学年、単位時間の指導計画）を再度見直

し、ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画を完成させる。

ウ ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画に基づく指導実践とその後の指導計画の修正

作成した学級活動の指導計画に基づいて指導実践を行った後は、指導計画を再検討し、修正を加

。 、 。えていく そのために 毎時間の指導実践後に指導計画に修正すべき点や改善すべき点を記録する

このような指導実践と指導計画の修正のサイクルを着実に行うことによって、学校生活への適応

と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めることができるものと考える。

【表２】ガイダンスの機能を生かす場面
生かす場面 特 徴 的 な 事 項 ど の よ う な 配 慮 や 工 夫 が 必 要 か

新生活への期待の一方で環境の変化への不 ・できる限り不安を取り除き、新生活への夢や希望を膨らませるようにする
生徒が学

安が交錯し、生徒の精神状態が不安定になる ・教師と生徒及び生徒相互の好ましい人間関係が生まれるように配慮する
校生活や

入学時や

傾向がある。 ・生徒自身が学校や学級における諸活動や集団の意義、内容などについて十分に
そこでの

新学期開

理解し、自発的によりよい生活に取り組むことができるように必要に応じて十
人間関係

始時期

分な指導時間を確保する
などによ

学習や諸活動に意欲的に取り組むことがで ・新たな学習活動や諸活動が始まる前の段階では、左記の点に配慮して事前指導
りよく適

新たな学

きない要因としては、目的を明確にもつこと を十分に行い、生徒がこれから始まる学習活動や諸活動に、意欲をもって積極
応する指

習や各種

ができなかった場合や、やり方が分からない 的かつ主体的に取り組むことができるようにする
導におい

の学習活

場合、見通しがもてない場合、人間関係に不 ・学習指導や学習活動及び諸活動で使用した資料を整理し、適宜修正を加えて引き
て

動の開始

安がある場合等が考えられる。 継いでいく時期

生徒各自が、必ずしも自己の興味・関心や ・学習活動のねらいや内容及び方法、よりよい選択の仕方や考え方等についての

意志に基づいて選択しているとは言い難く、 理解を図り、生徒の学習意欲を喚起して主体的に学習に取り組むことができる選択教科

結果的に自ら選択した選択教科の学習に意欲 よう工夫する等に関し

的でない面もある。 ・指導の時間を十分に確保するため、学級活動の時間の他に、選択教科等の時間選択教科 て

の一部を充てるなどの工夫をするや進路等
進路の問題は、絶えず選択の連続であり、 ・生徒一人一人が自己理解を深め、自己の将来の生き方を考え卒業後の進路を主の選択の

しかも中学校卒業時のみならず一生涯にわた 体的に選択し、積極的に自己実現を図っていくことができるような指導の工夫指導にお 進路の選
るものでもある。 をするいて 択に関し

・進路指導にかかわるガイダンスの場や機会が、従来のままで十分であるかどうて
か、何についてのガイダンスを、いつ、どのような形で、どれだけ行っていく

かを吟味する

【表４】ガイダンスの機能を充実させるための工夫点
ガイダンスの機能を充実させるための工夫点 主にどの計画レベルで検討するか

ア ねらいの明確化 単位時間の計画レベル
イ 適時、適切な場での活動（３年間の中での位置付け） ３年間の計画レベル
ウ よりよい内容（適切な内容） ３年間の計画レベル
エ 効果的な方法（指導方法や活動形態、他の教育活動との連携） 各学年の計画レベル
オ 学校のもつ教育力の発揮（全教員、上級生、卒業生、地域の人材の活用） 単位時間の計画レベル

表３】学習指導要領に示された学級活動の活動内容例【
とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわり

学級活動の活動内容 学 級 活 動 の 活 動 内 容 例

学級や学校における生活上の諸問題の解決(1) 学級や学校の生 ア

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理活の充実と向上に

学校における多様な集団の生活の向上関すること ウ

青年期の不安や悩みとその解決エ

オ 自己及び他者の個性の理解と尊重

(2) 個人及び社会の カ 社会の一員としての自覚と責任

一員としての在り キ 男女相互の理解と協力

望ましい人間関係の確立方、健康や安全に ク

関すること ケ ボランティア活動の意義の理解

コ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

サ 性的な発達への適応

シ 学校給食と望ましい食生活の形成

学ぶことの意義の理解ス

自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用(3) 学業生活の充実、 セ

選択教科等の適切な選択将来の生き方と進 ソ

進路適性の吟味と進路情報の活用路の適切な選択に タ

チ 望ましい職業観・労働観の形成関すること
主体的な進路の選択と将来設計ツ

「注」 の活動内容例が、ガイダンスの機能を生かせる題材ゴシック
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エ 推進試案

これまで述べてきたことを踏まえて、学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活

動の進め方に関する推進試案を 【図３】のようにまとめた。、

【図３】学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案

(4) ガイダンスの機能を生かした３年間の学級活動の指導計画

「ガイダンスの機能を生かした３年間の学級活動の指導計画案」については、推進試案に基づ

いて 【表５】のように作成した（昨年度提示した指導計画案について、単位時間の指導計画案と、

の整合性を考慮して修正したものの一部である 。この表では、ガイダンスの機能を生かして「学）

校生活への適応と主体的な選択を促す」学級活動の題材に絞って、題材配列一覧表の形で示して

ある。表中の「題材名」については、研究協力校の学級活動年間計画表及び日本進路指導協会編

「中学生活と進路」を基にした。なお 「別冊資料」に、３年間の指導計画案作成の具体的手順や、

関連資料（ 題材配列検討シート 、及び各題材間の系統性・発展性の関係を付加した図を示す。「 」）

【表５】ガイダンスの機能を生かした３年間の学級活動の指導計画案（部分）

「注１」◎印は適応や選択にかかわりの深い題材、○印は適応や選択にかかわりのある題材／「注２」 １つで１単位時間を表す数

◎

全
教
師
の
共
通
理
解
と
協
力

◎

三
年
間
の
系
統
性
・
発
展
性

◎

学
校
全
体
の
計
画
的
・
組
織
的
取
組

現在使用している学級活動指導計画の見直し
と修正

① 学校行事や生徒会行事等との整合性、
各活動の適時性

② ガイダンスの機能の充実のために指導
すべき題材の位置付けと、その系統性、
適時性

ガイダンスを生かす場面
○重点化、内容と方法、時数配当

学習指導要領に示された学級活動の
活動内容例とのかかわり
○ガイダンスの機能を生かす題材

○適時、適

切な場

○よりよい

内容

３ 年 間 の 学 級 活 動 の 指 導 計 画

各 学 年 の 学 級 活 動 の 指 導 計 画

単 位 時 間 の 学 級 活 動 の 指 導 計 画

○「適応にかかわる能力」及び「選択にかかわる能力」
との関係

○効果的な方法（指導方法、活動形態等）

○ねらいの明確化
○学校のもつ教育力の発揮

指 導 実 践
○ 時 間 割 の 弾 力 的 な 運 用

修正点・改善点 記録の

修
正
・
改
善

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択 適応 選択 適応 選択題 材 名 題 材 名 題 材 名

・始業式 ◎ ◎ ◎１ １ １中学生になって ２年生になって ３年生になって

・入学式 ◎ ○ ○２ ３ ２ ２中学校とは何か 学級目標を決めよう 学級目標を決めよう

・生徒会オリエンテーシ ○ ○ ○４ ３ ４ ３学級目標を決めよう 学級組織作り 修学旅行の準備

４ ョン ○ ◎ ○５ ６ ５ ４学級組織作り 学級組織作り選択教科で自分を伸

・３年修学旅行 ◎ ◎７ ５選択教科を選ぼう ばそう 自分で選ぶ選択教科

・応援歌練習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○８ ６ ６体育祭に向けて 体育祭に向けて 体育祭に向けて

９ ７ ７・体育祭

・生徒総会 ◎ ○ ◎ ○ ○10 ８ ８中学生の学習 自分を高める学習 ３年生の学習

11 ９ ９５ ・中間テスト

○ ◎ ○ ◎12 10 10望ましい学習方法 何のために学ぶのか

・地区中総体 ◎13 11 11学級の充実と改善

６ ・期末テスト ◎ ◎ ◎14 12 12 13私達の将来の希望１ 人はなぜ働くのか 先輩の姿に学ぶ

◎ ○ ◎15 13私達の将来の希望２ 人はなぜ学ぶのか

・県中総体 ○ ○ ○16 14 14一学期の反省 一学期の学級反省 一学期の反省

・期末面談 ○ ○ ◎
７

17 15 15班・係の活動反省 一学期の学年反省 生き方について考え

る・終業式 ○ ○18 16夏休みの生活設計 夏休みの生活設計
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(5) ガイダンスの機能を生かした各学年の学級活動の指導計画

「ガイダンスの機能を生かした各学年の学級活動の指導計画案」については、前頁【表５】で

示した３年間の指導計画案に基づき、各学年ごとに 「学級活動の題材」と「指導のねらい ・ 指、 」「

導の方法 ・ 指導の留意点」との関係 「学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの能」「 、

力」との関係を付加して作成した。主要資料は日本進路指導協会編「 中学生活と進路』指導書」『

（１～３年）である。

本頁と次頁にわたり 【図４】として、第１学年の「ガイダンスの機能を生かした学級活動の指、

導計画案」の部分を示す。これは、昨年度提示した計画案について、単位時間の指導計画案との

【図４】第１学年の「ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案 （部分）」

■：指導のねらい
第 １ 学 年

題材グループ名 ◎：指導の方法月 主 な 行 事

題 材 名 ▲：指導の留意点活動内容 適応 選択

・始業式 ア、ク ◎１中学生になって

・入学式 ア、ク ◎２ ３中学校とは何か

・生徒会オリエン イ、ク ○４学級目標を決めよう

４ テーション イ、ク ○５ ６学級組織作り

・３年修学旅行 ソ、ク ◎７選択教科を選ぼう

・応援歌練習 ア、ウ ◎ ○８体育祭に向けて

９・体育祭

・生徒総会 ス ◎10中学生の学習

11５ ・中間テスト

セ ○ ◎12望ましい学習方法

13・地区中総体

６ ・期末テスト ツ ◎14私達の将来の希望１

ツ ◎15私達の将来の希望２

・県中総体 ○16一学期の反省

・期末面談 ○
７

17班・係の活動反省

・終業式 ○18夏休みの生活設計

・始業式 ○
８

19夏休みの収穫

・地区陸上大会 ア、ウ ◎20二学期の計画

・地区新人戦 チ ○21 22働く人々のすがた

９ ・中間テスト チ ○23働く人々の仕事と考

え１

・生徒会立会演説 チ ○24働く人々の仕事と考

え２
10

会

・県新人戦 ア、ウ ◎ ○25文化祭の取り組み

26・文化祭

・県新人戦 タ ○ ◎27人と個性

・(総合[発表会]) タ ○ ◎
11

28自分の特色、友達の

よさ・期末テスト

29

・学期反省 ○30健康で安全な生活

12 ・期末面談 ○31二学期の反省

・終業式 ○32休みの生活設計

・始業式 エ ◎33冬休みの反省と新年

の決意１

エ ◎34悩みとその解決

中学校生活の

出発（含：選

択教科）

中学校生活に少しでも早く慣れさせ、希望と意欲をもって■

学習や諸活動、毎日の生活に臨む心構えと決意をもたせる。

◎オリエンテーション計画による指導。

▲新しい生活への不安を取り除き、学級への所属感をもたせ

て学校生活への意欲を高める。

▲中学校の活動の組織や内容を理解させ、進んで活動に参加

しようとする意欲と態度を養うように努める。

私たちの学級
■生徒達の主体性と自主性を培い、充実した学校生活を

送る基盤を築かせる。

■学級経営の基盤、人間関係を円滑にする基盤となる学

級組織の在り方を考えさせ、活発に活動できる学級組

織を作らせる。

◎グループや学級全体での話し合い。

▲個々の生徒が思いやりと責任をもって活動できる雰囲

気を作る。また、生徒の孤立や排斥行為などがないよ

うに留意する。

中学校の学習

と将来の生き

方

■学ぶことの意義や目的を考えさせ、将来に希望をもって
意欲的に学んでいこうとする態度を育てる。

■自己の学習を振り返らせ、望ましい学習方法と学習習慣
を身に付けていこうとする意欲をもたせる。

■進路学習の概略をとおして職業や進路の多様性に気付か
せ、将来設計をとおして進路意識を高めさせる。

◎先輩の学習計画の紹介、教科担任との連携。
▲学ぶことが将来の「生き方」に深くかかわることに気付

かせる。
▲将来の夢や希望の実現のための中学校生活の在り方を考

えさせる。

学級生活のな

かで

■二学期の大きな流れを把握させ、学校生活への早期の適

応を図らせながら、望ましい人間関係を確立させる。

◎一学期末の反省とアンケートを基にした話し合い。

▲集団生活が人間形成に果たす役割の重要性を理解させる。

働く人びとに

学ぶ

■身近に働く人びとの姿や考え方に触れることにより、職業

選択能力や職業観・勤労観を育成する。

◎職場訪問のロールプレイング、職場訪問学習の事前学習。

▲身近に働く人びとの様子や考え方などに注目させる。

自分を知ろう

■進路指導の自己理解の導入として、「自分を知る」ことの

必要性や方法、内容等を理解させる。

■個性と職業との関係について考えさせ、自分の個性を将来

の職業に生かしていこうとする態度を身に付けさせる。

◎保護者の声や友達からの手紙を基にした「自分の特色」の

まとめ、個性と職業についての話し合い。

▲互いの個性を認め合う中で自己のよさを理解させる。

自主的な行動

をしよう

■心身の発達の不均衡からくる不安や悩み、自己嫌悪などの

問題のとらえ方や解決法を知り、積極的に解決させる。

◎いらいらや不安・悩みのアンケートを基にした話し合い。

▲自分の心身の成長に着目させ、集団の一員としての心構え

を考えさせ、自己を積極的に生かしていく意欲や態度を育

てる。

■将来の進路希望を実現させるためには適切な進路計画が必

◎印は適応や選択にかかわりの深い題材

○印は、適応や選択にかかわりのある題材

「活動内容」欄の記号ア～ツは、４頁【表３】

の学級活動の活動内容例に示したア～ツに同じ



- -7

。（ 、「 」 。）整合性を考慮して修正したものである 各学年の指導計画案の全容については 別冊資料 に示す

【図４】中の「学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの能力」は 「ガイダンスの機能を生、

かす題材」の３年間の系統性・発展性を見ていく指標や、各題材（活動）での評価の観点にもなるも

のと考える。

また、各学年の年度初めにおいては、生徒が学級や学校の生活及びそこでの人間関係などに、より

よく適応するように、十分な時間を確保しながら学校全体で意図的、計画的に指導する必要がある。

そこで、各学年の年度初めのオリエンテーション期間における「ガイダンスの機能を生かした学級活

動」と他の教育活動との関連を図った指導展開の具体案を作成し、別冊資料に示すこととした。

【図４】の右頁

適 応 に か か わ る 能 力

選 択 に か か わ る 能 力

人 間 関 係 能 力 感 情 統 制 能 力 思 考 能 力 問 題 解 決 能 力 意 志 決 定 能 力 情 報 選 択 能 力

、 自分から進んで１ ２
コミュニケーション
をとる。
級友への理解を深め１
る。

中学校生活や新しい１
友達に対する不安を
取り除く。

、 、 中学校生１ ２ ７
活への希望や抱負
をもつ。

、 集団の中で楽２ ３
しい学校生活を送
るための方策（相
談など）を知り、
実践する。
選択に迷った際は７
より多くの情報を
求め、教育相談を
受ける。

中学校の学習や活動３
の特色を知り、意欲
的に取り組む。

選択教科の意義と内容を理解して、自己決定７

する。

明るく楽しい学級と４

なるよう、思いやり

と責任をもって活動

する。

、 互いの存在や個５ ６

性を尊重して組織作

りを行う。

、 自分の希望とは５ ６
異なる役割であって
も、集団の一員とし
ての立場を自覚し、
行動する。

こんな学級にした４
いという願いや考
えをもつ。

／ 、 よりよい４ ５ ６
学級集団の在り方
を考え、話し合い
で学級目標／学級
組織を決定する。

みんなの願いを踏４
まえて学級目標を
決める。
、 自分にふさわ５ ６
しい役割に進んで
取り組み、責任を
果たす。

何のために学ぶの10
かということにつ
いて考える。
これまでの自己の12
学習生活を振り返
る。

学習計画や学習方12
法について自ら工
夫していく。

将来の夢10 14 15、 、
や希望をもち、意
欲的に学ぼうとい
う志をもつ。
苦手教科の克服や12
日常の学習を継続
するよう努力をす
る。

自己の学習の反省や12
級友の反省から学習
の工夫を知り、意欲
を高める。

多様な進路及び14 15、
生涯学習の場や機会
を知り、３年間の進
路学習の見通しをも
つ。

自分と級友との交わ19

り方を見つめ直す。

夏休みの生活や学習19

が不本意に終わって

も、その気持ちを引

きずらないように心

掛ける。

新学期に当たっての20

不安を取り除く。

夏休みの目標や計19
画に沿って夏休み
を振り返り、成果
と課題を明確にす
る。

学級生活をよりよ20

くするための工夫

や計画についての

話し合いで積極的

に意見を述べる。

話し合いで決定し20
たことを踏まえ、
集団生活の中で自
分を生かしていく
意欲をもつ。

職業を仕事の内容21
からとらえる。
働く人びとへ調査22
活動の疑似体験を
とおして、訪問調
査の仕方やマナー
を考える。
人は何のために働23
いているのか考え
る。

働く人びとの職業23
観や勤労観を参考
にして、自分の希
望する職業をとら
え直す。

働く人びとの姿は職業21
によって多様であるこ
とを知り、職業に対す
る視野を広げる。
働く人びとの姿を調22
査する際の一般的な
準備や質問項目につ
いて理解する。
自らの職業観・勤労23
観の基礎を築く。
職場訪問学習報告会24
の情報を、職業選択
能力や自らの職業観
・勤労観の拡充に生
かす。

職場訪問学習報告24
会で学んだことを
基に、これからの
中学校生活での心
掛けを決意する。

班員と協力して職場24
訪問学習の報告を行
う。

互いの個性を認め合27
う中で、自分の良さ
を理解し、伸ばして
いく。

自分を知るための内27

容や方法を理解する

ことで、個性と進路

の関係に気付く。

自分の個性を将来28

の職業に生かして

行こうとする気持

ちをもつ。

自分の希望する職28
業にはどんな能力
や適性が求められ
るか考える。

自分の個性を生か28
すために、日常の
生活がどうあれば
よいか考え、改善
する。

級友同士で、互いに33

理解し、敬愛し、励

まし合う中で、自分

を高める。

新学期に当たっての33
不安を取り除く。
心身の発達の不均衡34
からくる不安や悩み
に負けず、自己を肯
定的にとらえ、積極
的に生かしていく。

行動面での変化から34

心身の発達に伴う心

の変化について見つ

め直す。

心身の発達の不均衡34
からくる不安や悩み
は、誰もが経験する
自我の目覚めである
ことを知り、解決し
ていく。

「20年後の自分」36 路計画の必要性に37進
自己を生かすため36

インターネットで就36
きたい(興味のある)
職業に就くまでのコ

中堅学年に向けて33
１年生の締めくく
りをしっかりと行
う気持ちをもつ。

各能力の白抜き反転数字の番号は、題材名の前の

反転数字の番号に同じで、どの題材のときにどの

能力がかかわっているかを示している

グレーの網掛けは、適応にかかわる要素が強い

題材グループ
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(6) ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画

「ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案」については、５頁【表５】

に基づき、各題材ごとの具体的な指導計画を、学習展開案の形で示すこととした。

この指導計画案（学習展開案）は、①目標、②ガイダンスの機能（適応／選択）にかかわる能

力、③指導上の工夫（留意点 、④展開、⑤事後指導の五つで構成した。その際、目標とガイダン）

スの機能（適応／選択）にかかわる能力及び指導上の工夫（留意点）については、各学年の学級

活動の指導計画案を基にして作成した。また、４頁【表４】で示したガイダンスの機能を充実さ

せるための工夫点が明らかになるように留意した。

このようにして作成した、第１学年、第２学年、第３学年それぞれの学年の、各単位時間の学

級活動の指導計画案を「別冊資料」に示す。

なお、この中から、研究協力校において指導実践して頂いた第１学年の４月の計画案（適応に

かかわる指導計画案）と第３学年の８、９月の計画案（主に選択にかかわる指導計画案）の一部

を、10頁からの「指導実践の概要とその分析・考察」において提示する。

２ ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成や指導実践の推進にかかわる留意事項

(1) 各学校の条件を踏まえた指導計画の作成

各学校でガイダンスの機能を生かした指導計画を作成する際には、本研究の推進試案で示した

視点と手順の他に、各学校の生徒の実態等と、以下の諸点に留意する必要があると考える。

ア 三学期制か、二学期制か

これは、学期の節目や長期休業前後の適応指導にかかわって留意すべき点である。

三学期制の場合は学期の節目に長期休業が位置しており適応指導も一体的に進めることが可

能である。これに比べて二学期制の場合は、学期の節目と長期休業の時期がずれるため、学期

の節目での適応指導はそれほど問題にならないが、長期休業前後の適応指導が不十分になる危

険性があると考えられる。

イ 学級編成替えを行うかどうか

これは、２・３年生の年度初めの適応指導にかかわって留意すべき点である。

学年が単学級であったり、学校の方針として２・３年生への進級時の学級編成替えを行わな

い場合は、人間関係作りの面での適応指導はそれほど問題はないと思われる。しかし、それで

あっても、年度初めの学級作りやその年度（またはその学期）の見通しをもたせること等にか

かわる適応指導は十分に行う必要がある。

ウ 学区の小学校は２校以上か、１校か

これは、特に１年生の入学時点での適応指導、特にも好ましい人間関係作りにかかわって留

意すべき点である。

２校以上の小学校から生徒が入学してくる場合は、互いに羞恥心や警戒心が働いたり、出身

小学校毎のグループでまとまったりと、新しい人間関係を築く上でこの時期・学年特有の障壁

がある。こうした点に配慮し、できるだけ早い時期に和やかな雰囲気の中で一人一人の生徒の

自己開示や他者理解、相互の交流が促されるような機会を設ける必要がある。

なお、１校の小学校からの入学であっても、すでに小学校段階で人間関係に問題を抱えてい

る場合には、中学校という新しい環境を契機にして心機一転を図らせる指導を特別に工夫する

必要がある。

エ 選択教科の開設状況はどうなっているか

これは、選択教科の選択の指導場面設定にかかわって留意すべき点である。

例えば、通年での選択教科の開設の場合と、前期・後期に分けて開設する場合とでは、当然

指導場面設定や指導時数・方法が異なる。また、本指導計画案では、学校のもつ教育力の発揮

を意図して、選択教科の選択に当たって関係教員がそれぞれの選択教科の説明をしたり、資料

として前年度の先輩の活動記録や生の声を活用したりする方法を提案したが、教員の人的構成

によっては年度毎に選択教科の開設状況が変わり、こうした工夫が難しいことが想定される。

そうした場合には、例えば、試行学習期間を数回設け、その間に個別の相談活動を充実させる

などして主体的な選択を促すことが肝要と考える。



①

④

② ⑤ ③ ⑥

（ ）①

教 務 主 任

時間割担当

特別活動担当

（職員会議等、全員で共通確認できる場）職 員 朝 会
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第２学年長

(2) 校内の組織体制と指導計画作成までの年間の推進日程

各校においてガイダンスの機能を生かした指導計画を作成するに当たっては、本研究の推進試

案で示した視点と手順に基づいて進めることになると思われる。その際、全教職員の共通理解と

協力のもとに学校全体の計画的・組織的な取組として進めるために、校内の組織体制と年間推進

日程を考えておく必要がある。その概要案を、次の【図５】のように考えた。

【図５】校内の組織体制と指導計画作成までの年間の推進日程の概要

(3) 指導実践の計画的、組織的な推進にかかわる組織体制と連絡調整

指導効果を一層高めるためには、指導計画案に基づきながらも、時間割の弾力的な運用等によ

って実際の指導がより適時に適切な形で実施されるように工夫することが肝要と考える。そのた

めの組織体制と連絡調整の概要案を次の【図６】のように考えた。

【図６】指導実践の計画的、組織的な推進にかかわる組織体制と連絡調整の概要

①

⑥
③ ⑧

⑦

④ ⑨ ⑤ ⑩

校 長

教 頭

各部主任

②

教 務 主 任

教務部会

特別活動担当

１年特活担当

２年特活担当

３年特活担当

運
営
委
員
会

（
新
年
度
企
画
委
員
会
）

第３学年団

第２学年団

第１学年団

（新年度企画会議）職 員 会 議

※推進日程の中の○囲み番号は、図中の番号と一致する指導計画作成までの年間の推進日程

４月 自校の学級活動指導計画に基づいて指導実践する。実践をしながら、修正すべき点などを朱書していく （～３月）。
８月 １学期の指導を振り返り、学校教育目標や目指す生徒像を確認しながら、次年度の計画の方向性を探る （夏休み）。
11月 ①教務主任と特別活動担当とで、次年度の学級活動指導計画案作成への方針、推進日程等を打ち合わせる。

※方針＝各学年の年間授業時数、各月の授業時数 （別冊資料を参照）を用いて見直しのポイント、「題材配列検討シート」
等を確認する。

②教務主任が教務部会で提案し、検討する。
③教務主任が運営委員会で提案し、検討する。

12月 ④教務主任が職員会議で提案し、検討する。全員で決定する。
⑤職員会議での決定に従って、学年毎に学級活動の指導計画案を を用いて見直す （冬休み）「題材配列検討シート」 。

１月 ⑥新年度企画の方針も踏まえながら、特別活動部会で各学年の検討結果を摺り合わせ、検討する。
⑦特別活動担当が、特別活動部会の検討結果を教務部会に報告（提案）し、検討する。

２月 ⑧教務主任が新年度企画委員会（運営委員会）に報告し、確認する。
３月 ⑨教務主任が新年度企画会議（職員会議）に報告（提案）し、次年度の計画を確定する。

⑩各学年毎に、次年度（特に年度初めのオリエンテーション期間）の単位時間レベルの指導計画を準備する。
４月 新年度の校内体制で、指導の方針・計画を確認して実践する。特に、オリエンテーション期間の指導を徹底する。

第３学年長

学
年
長
団

第１学年長

※連絡調整の手順の中の○囲み番号は、指導実践の計画的、組織的な推進にかかわる連絡調整の手順
図中の番号と一致する

①教務主任と特別活動担当、各学年長との間で、翌月の学級活動の日時の確認をする。

※年間の指導計画を踏まえながら調整する。学年内でも協議して確認する。

②定例の職員会議の際に、教務主任が翌月の学級活動の日時と題材名を提示する。

※各学年主任（特別活動担当）は、各学年の活動の概略や指導上全職員で共通理解を図っておくべきポイントを提示する。

③原則として、定例の職員会議での確認にしたがって活動する。

④急な変更（職員の急な出張や欠勤、行事の日程変更等）が生じたら、必要に応じて教務主任や各学年主任とで日時を協議し、

時間割担当とも連絡を取り合って調整する。

⑤調整結果（正式な変更連絡）を、時間割担当から職員朝会等で提示する。

⑥新たな予定にしたがって活動する。
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３ ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づく指導実践とその分析・考察

(1) 分析・考察の内容と方法

学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案に基づいて

作成した「ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案」により指導実践を行う。その後

で 研究協力校の教師を対象に ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案の妥当性 研、 「 （

究の方向性とのかかわり、よかったところ、改善すべき点 「学校生活への適応にかかわる生）」、

徒の状況 「主体的な選択にかかわる生徒の状況 「その他」に関して評定尺度法と自由記述法」、 」、

、 。 【 】 。併用のアンケートを行い それに基づいて分析・考察する その計画は 表６ のとおりである

(2) 指導実践の計画

指導実践は、研究協力校に対して研究の概要と指導計画案を提示し、各学年毎に単位時間の指

導計画案の活用可能な部分を積極的に活用して指導して頂いた。そして、実際に指導に活用した

指導計画案については気付いた点を朱書して頂いた。

また、特に学校・学級生活への適応にかかわって第１学年の４月の指導実践を、主体的な選択

にかかわって第３学年の８、９月の指導実践を参観させて頂いた。

なお、３年間の学級活動の指導計画案と各学年毎の指導計画案についても検討し、気付いた点

を朱書して頂いた。

(3) 指導実践記録

第１学年と第３学年での指導実践の概要は以下の【表７ 【表８ 【資料１】～【資料４】の】 】、

とおりである。

【表７】第１学年の指導実践日時と題材名及び指導の内容

【表８】第３学年の指導実践日時と題材名及び指導の内容

【表６】分析・考察の内容と方法

調査項目 対象 調 査 内 容 調査方法 処 理 ・ 解 釈 の 方 法

指導計画案と研究の方向性と 指導実践後に調査し、その記述内容から、指導
指導計画案 のかかわり 計画案の妥当性（研究の方向性とのかかわり、

教師 質 問 紙
の妥当性 指導計画案のよかったところ 作成した指導計画案のよかったところ、改善す

指導計画案の改善・修正点 べき点）について分析・考察する。
学校生活へ 教師がとらえた、生徒の学校 指導実践後に調査し、その記述内容から、生徒
の適応にか 教師 生活への適応にかかわる状況 質 問 紙 の学校生活への適応にかかわって効果が見られ

。かわる状況 たかどうかとその根拠について分析・考察する

主体的な選 教師がとらえた、生徒の主体 指導実践後に調査し、その記述内容から、生徒
択にかかわ 教師 的な選択にかかわる状況 質 問 紙 の主体的な選択にかかわって効果が見られたか
る状況 どうかとその根拠について分析・考察する。
「注」 教師用アンケート用紙は、巻末の「補充資料」参照。

日 時 題 材 名 指 導 の 内 容

４月６日 １校時 中学生になって 前日の入学式で宿題にしていた「自己紹介カード」を基に、

新しい友達とのコミュニケーション活動を行う。

４月６日 ２校時 中学校とは何か 全校集会の形で、中学校生活の心得や約束事を学ぶ。

４月７日 １校時 学級組織作り① 学級組織作りに当たっての留意点と進め方について確認した

４月７日 ２校時 学級組織作り② 上で、学級組織を決定する。

４月20日 １校時 学級目標を決めよう 16日に事前アンケートを実施し、これを受けてグループ毎に

一次案を考え、学級全体で練り上げて決定する。

日 時 題 材 名 指 導 の 内 容

８月18日 １校時 二学期の計画 二学期の大きな流れを、行事を中心に確認し、学級として頑

張っていくことを決定する。

８月23日 ５校時 進路先の調査① 上級学校訪問のガイダンス（事前説明会）を行う。

８月24日 １校時 自分を見つめ直す 自己理解を深め、自分の諸特性を進路選択に生かしていく決

意をより強くする。

９月13日 ５校時 進路先の調査② 上級学校訪問の、事前学習として、訪問先での質問を作る。

10月13日 ５校時 学習の課題や悩みの 学習の不安や悩みの事前調査を基にそれらをどうやって克服

解決 するか、グループ討議やピア・カウンセリングを取り入れて

考える。
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【資料１】第１学年 ４月６日「中学生になって」の指導実践の概要

考察
中学校に入学して初めての学級活動であり、目標に挙げたように中学校生活へ

の適応を図る上で大事な時間である。そこで、自己紹介としてゲーム形式の活動
を取り入れ、和やかな雰囲気の中で自己開示や他者理解が図られるようにした。
〔 〕 、「 」 、自己紹介ゲーム１ では 男女交互に という教師の適切な指示があったが

恥ずかしさのため、男女の交流は不活発であった。これを改善するためには、例
えば、男女交互に二重の輪を作り、順番に自己紹介をする方法も考えられる。た
だし、フリーに活動させることによって人間関係が見えてくる場合が多く、その
観察に重きを置くことも考えられる。

生徒の感想に、友達の新たな一面を知ることができたということが挙げられた
のは大きな成果だった。

自己紹介カード▼

活動の様子▼
〔自己紹介ゲーム１〕
Ｔ：みなさんに自己紹介をしても

、らいます まず。 、隣の人同士で
自分の名前と自己紹介カードの

をし中から一つを紹介して握手
てください。

Ｓ： 恥ずかしそうにしながら互い（
に自己紹介）

Ｔ：次は、今の要領で教室いっぱ
いに使って自己紹介をします。

男女交互に時間内でルールは、
できるだけ多くの人と自己紹介

のです。何人の人とできをする
たか覚えておいてください。

Ｓ： わいわい騒ぎながら楽しそう（
男女間でに自己紹介をするが、

は恥ずかしがってなかなかでき
でいる）ない

〔自己紹介ゲーム２〕
Ｔ：クイズタイム！ これから、

自己紹介の中で誰かが話した事
を言います。誰が言った事柄か
を当ててください。
・ドラえもんグッズ集め
・ピアノが趣味
・野球が得意
・豚が好き
・社会を頑張りたい
・もの真似が得意 など

Ｓ： して（張り切って挙手し、回答
いる。 。みんな楽しそうな表情
先生の突っ込んだ質問に大いに
沸いた）

〔感想の発表〕
Ｓ：○○さんが、もの真似できる

なんてびっくりしました。
Ｓ：□□君は、小学校の時、いつ

も同じ班だったけど、給食の時
も話をしなくて、何が好きなの
かも分からなかったんだけど、
今日始めてそれが分かった。

Ｔ：予習や復習を頑張ろうという
人もいたね。そういう思いを出

。し合ってすてきな学級にしよう

よろしくお願いします。
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【資料２】第１学年 ４月20日「学級目標を決めよう」の指導実践の概要

「こんな学級がいい」の▼
事前アンケート結果

考察
学級目標には生徒一人一人の願いが込められるべきこと、１年間の学校生活の

拠り所であるべきことを踏まえ、事前アンケートを実施し、具体的で評価が可能
なものになるように考えさせた。

決定までに、個人、班、学級全体というステップを踏み、各自の意見を反映さ
せて話し合っていこうとしたが、学級全体の話し合いは時間不十分に終わった。

この計画案を生かすには、アンケート結果を基にして各自の考えをまとめるま
でを家庭で行うなどの工夫が必要なことが分かった。また、具体的で評価が可能
のものにこだわるあまり、考えが細かくなり過ぎたり、まとまりにくくなったり
したようであった。スローガン的なものと、生活面、学習面、行事面などの視点
を与えて考えさせることも必要であることが分かった。

・みんな仲のよい学級
・仲間はずれのない学級
・活発でいろんなことを分かり合える学
級

・どんな人にでも優しく一人一人が分か
り合える学級

・明るく楽しい学級で、みんなが仲のよ
い学級

・優しくて、授業では一人１回は発表で
きる学級

・いろんなアイディアを出したり、積極
的に発言をしあう学級

・話し合いなどの時にたくさん案を出す
学級

・授業中にみんな１回は発表するような
学級

・みんなで話に参加し、みんなで話し合
えるような学級

・自分の思っていることを積極的に発表
できる学級

・スムーズに授業が進む学級

・どこかの田舎にあるような平々凡々と
した学級

・共に活動する学級
・まとまりのある学級
・何にでも協力して、みんなで助け合え
る学級

・積極的で何かをやるためにがんばる楽
しい学級

・何にでも一生懸命活動し、協力し合う
学級

・元気がよくて、にぎやかな学級
・明るい学級
・楽しい学級
・明るく元気な学級
・みんな仲よく、楽しい学級

・日々進化していく学級

みんなの願いをプリントにまとＴ：
めました 何。区切ったんですが、
で区切ったと思いますか。

Ｓ：生活面とか学習面とかの種類別
だと思います。

Ｔ： まとまり毎のキーワード、学（
級目標作りの留意点、教師の願い

具体的で評価が可能の確認。特に
なものということについて 「明、
るい 「頑張る」などの具体的な」、

）文言で確認
各自で考Ｔ：班毎に話し合う前に、

えてみましょう。
Ｓ： 各自、プリントや先生の願い（

などを踏まえて考える）
Ｔ： 班班毎に話し合ってください。

長さんが司会、副班長さんが記録
してください。

Ｔ：各班の意見を発表してください
Ｓ： 各班から発表）（
Ｔ：時間がなくなったのでこの後ど

うやってまとめたらよいですか。
Ｓ： 多数決。話し合いなど）（
Ｔ：学級執行部が各班からの意見を

まとめ、それを基に、みんなで話
し合うことにしましょう。

活動の様子▼

二つにまとまりそうだな。
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【資料３】第３学年 ８月24日「自分を見つめ直す」の指導実践の概要

考察
中学校３年生の二学期は、進路選択について本格的に考えていく時期である。

自分自身を正しく知ることが進路選択の基本であることに立脚し、現時点での自
分についてまとめさせて、進路選択に生かしていくように考えた。

ワークシートでの作業をとおして自己理解が深まるように、振り返りの観点を
具体的なものにし、自己の能力や適性、興味・関心などを総合的に見つめ、自己
を肯定的に捉えることができるように記入事項を工夫した。

夏休みが終わったばかりであったが、授業後の感想からは、進路選択の大事な
二学期が始まったことを認識できており、この計画案による指導は効果があった
ことが分かった。なお、自己を肯定的に見つめさせる一つの手段として、担任教
師から「心のノート」の活用が提示されたことは、ガイダンスの機能を充実させ
る効果的な方法として示唆に富むものであった。

ワークシートの記入項目▼

からの抜粋

活動の様子▼
Ｔ： 進路選択のための６つの段階（

を説明し、本時は「自分の特色」

について学習することを確認）

「自分につＴ：ワークシート１番の

いてのまとめ」のところの作業を

、 。して 自分を振り返ってください

Ｓ： 各自ワークシートにしたがっ（

て作業）

前までの自分と比べて変わったＴ：

をワークところ、成長したところ

シートに記入してください。

Ｓ： 各自作業）（

Ｔ：発表してもらいます。

Ｓ：調子がいいときはいい。

Ｓ：隣の人と話すこと多くなった。

Ｓ：我慢できるようになった。

Ｔ：性格や行動の成長を書いている

自分を好きに人が多くいました。

なるというのは大事なことです。

「心のノート」の31頁 「自分を、

まるごと好きになる」のところを

読んでみてください。

Ｓ： 心のノート」を読む）（「

（以下省略）

「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ 自分についてのまとめ

１ 自分の行動の傾向や性格について

次の観点から自己評価し、特色をま

とめてみよう （はい、中間、いい。

えの３段階評価）

①都合が悪くても仕事を優先する

②自分の考えをはっきり主張する

③注意は素直に聞いて改める

④しっかり指導できる

⑤失敗してもすぐ立ち直る

⑥行事などにすすんで参加する

⑦怒ったり人に当たったりしない

⑧清掃は人が見ていなくてもする

⑨忍耐強い

⑩細かいことまで考え、気を配る

〔まとめ〕

２ 自分で考えている将来の仕事につ

いて、次の観点（省略）から自己評

価し、１番でまとめた自分の特色も

考えて、適している点をまとめてみ

よう。

３ 自分が興味をもっている教科や特

技をまとめよう。

Ⅱ 自分の成長点・努力すべき点

１ １・２年生の時と比べて、成長し

た点や努力が必要な点について、次

の観点からまとめよう。

①自分の性格・言動

②仕事への興味と適性

③学習の状況

④身体の状況・運動能力

２ 自分を見つめ直したことを総合し

て、自分の希望する進路について、

自分の適していると思う点や現在不

安に思う点をまとめよう。
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（※ 14、15頁見開きで）(4) 指導実践をとおしてみた指導計画案の活用について

次の【資料４】は 「３年－ 学習の課題や悩みの解決」の指導実践（この指導実践は研究者、 22

が行った）を例に、指導計画案の考え方や活用の手順・方法を示したものである。

【資料４】３年「学習の課題や悩みの解決」の指導実践の概要

（※５頁の推進試案に沿って指導計画の考え方を示す）１ 「学習の課題や悩みの解決」の指導計画の考え方
ガイダンスの機能を生かす場面 進路の選択に関する題材● →

要領に示された学級活動の活動内容例とのかかわり●学習指導
「青年期の不安や悩みとその解決 「自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用」に関する題材→ 」、

●適応と選択にかかわる

能力

●ガイダンスの機能を

充実させるための工

夫点

ねらいの明確化○ア

適時、適切な場で○イ

の指導（３年間の中

での位置付け）

よりよい内容 適○ウ （

切な内容）

効果的な方法○エ

学校のもつ教育○オ

力の発揮

自分を見つめ直す

↓

進路先の調査

↓

学習の課題や悩みの解決

↓

進路を 終決定する

↓

自分の道を切り開く

↓

進路の手続き

↓

勇気を出して自分の道を

↓

希望にあふれて

↓

上級学校への心構え

３年生二、三学期の
進路指導の流れ

◎事前アンケートの実

施と資料化

◎ピア・カウンセリン

グ

◎ロールプレイ

２ 活用の手順・方法
●題材における目標（指導計画案１）の確認

●ガイダンスの機能にかかわる能力と展開部での位置付け（指導計画案２、４）の確認

●指導の展開部の流れ（指導計画案４）の理解

（ ） 「 」 （ ）●指導上の工夫 指導計画案３ のアンケート 学習に関する不安や悩み の実施と資料化 次頁 の１２

●ピア・カウンセリングの方法の確認 「相談用紙 （次頁 、回収箱の用意。 」 ）３

●「中学生活と進路」の資料（次頁 の２など）を用いたロールプレイについて、教師によるＴＴで行う２

か、生徒に行わせるかの検討と事前練習

●教師の発問・指示・援助等（次頁 、板書事項（次頁 ）の用意１ ４）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

→

次
頁
の
発
問
等
の
Ａ
～
Ｇ
に
対
応

指導計画案



- -15

【○：男子、◎：女子】
○すごくいい活動だと思った。これからはアドバイスを受けたようにや
ってみようと思った。もっと勉強しようと思う。

○他の人の不安や悩みが自分に近いところもあった。もう少しアドバイ
スを書いてほしかった。受験に向けて気持ちを高めていく。

○この活動で悩みが少しとれた気がする。アドバイスの内容はまあまあ
だった。これからは、勉強好きになって、受験勉強に取り組んでいき
たいと思う。

○自分で問題点を言っておきながら、自分でもやってなかったのがあっ
。 。 。た アドバイスの内容は確かにそうだと思った やってみようと思う

◎おもしろい活動だと思いました。アドバイスを見て、少し自信が出て
きました。

◎学習についてのみんなの考えが分かった。頑張ろうと思った。分から
ないことを、絶対分かるようにする。

◎これを書いてくれた人も同じだったからちょっと安心した。勉強につ
いてみんながどう思っているかが分かって良かった。苦手教科を克服
できるように頑張る。

◎みんなもたくさん悩んでいるのが分かったし、勉強時間を多くしよう
と思う。受験勉強を頑張ってテストの点数を上げようと思う。

①
・
や
る
気
が
出
な
い

・
あ
き
る

②
・
勉
強
の
仕
方
が
×

・
苦
手
教
科

学
習
上
の
不
安
や
悩
み
を
取
り
除
き
、

学
習
活
動
の
改
善
を
図
ろ
う

①
集
中
力
を
高
め
る

生
活
リ
ズ
ム
を
正
す

・
な
が
ら
勉
強

・
夜
遅
く
の
勉
強

不
得
意

②
苦
手
意
識
を
取
り
除
く

・
苦
手
に
な
っ
た
理
由
を
突
き
止
め
る

・
分
か
る
と
こ
ろ
と
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

明
確
に
す
る

・
自
分
の
将
来
と
結
び
付
け
る

に
も
聞
く

友
人

先
生

。Ｔ： をまとめてみました学習に関する不安や悩みのアンケート結果
Ｔ： ＴＰ提示。項目を指しながら）どれが多いと思いますか。（
Ｔ：このグラフを見ての感想や気付いたことを述べてください。
Ｔ： 生徒の発表を受けて、共通する事項を板書する）（

誰でも悩みはあるのですね。それでは、これらの悩みの原因やＴ：
解決の方法をみんなで考えていきましょう。

Ｔ： 学習課題を板書）（
「 」、「 」 。Ｔ：①番の やる気が出ない 飽きる の問題について考えます

今から、私と佐藤先生とで演技をします。何が（どんなことが）
問題なのかをよく考えながら、二人の会話を聞いてください。
（ ）Ｔ： 教師二人で 中学生活と進路 ３年p.50を基にロールプレイ、「 」

Ｔ：何が（どんなことが）問題だと思いましたか。
Ｔ： ながら勉強」と「夜遅い時間帯での勉強」に集約し、挙手に（「

よって実態確認させる。そのような勉強で能率はどうかも聞く ）。
Ｔ：やっぱり、生活リズムを正していく必要があります。
Ｔ：次に、②番の「勉強の仕方が悪い」とか「苦手教科」の問題を

どうしたらよいか考えます （ 配付）。「進路学習ワークシート」
Ｔ：では、配付したプリントの２番のところ、演技します。先生役

は私、Ａ君役を○○君、Ｂさん役を△△さんにお願いします。
Ｔ：みなさんには、この後、班に分かれて、苦手意識を取り除く方

法を話し合ってもらいます。演技の中にそれを考えるヒントがあ
りますからそれを考えながら演技を見てください。

Ｔ： ）（三人でロールプレイ
班体制になって、苦手意識を取り除く方法を話し合ってくださＴ：

班長さんが司会をして意見をまとめ、ワークシートの２番のい。
下の記入欄に、３つ記入してください。

Ｔ： 各班を巡回し、状況把握や支援をする ）（ 。
Ｔ：各班の話し合いの結果を発表してもらいます。
Ｔ： 各班から出された意見を、黒板に板書し、整理する ）（ 。
Ｔ： 板書を基に）これらが、苦手教科克服の一般的な視点ですね。（
Ｔ：次に、一人一人の悩みや不安について考えていきます。プリン

トを配ります （ ）。「相談用紙」を配付
やり方を説明します。１番に、自分の現Ｔ： 名前はまだ書かない）（

在の学習状況と不安や悩みを書きます。それを別の誰かに見ても
らってアドバイスをもらいます。ピア・サポートといいます。

Ｔ：裏の、□の中に、自分だけが分かるマークを付けてください。
Ｔ：１番に自分のことを記入します。正直に書いてください。
Ｔ： 巡回しながら作業状況の確認や支援をする ）（ 。
Ｔ：二つ折りにして、中が見えないようにして前の箱に入れます。
Ｔ： 箱は二つ用意。生徒を列毎に半分に分けて入れる箱を指定 ）（ 。

、 。Ｔ：二つの箱を交換し それぞれ中のプリントをシャッフルします
交換した箱からどれでもいいので持って行ってください。

プリントを開いて、１番の勉強の取り組みの実態や悩みをよくＴ：
みて、よいアドバイスや励ましを書いてあげてください。親身に
なって書くんですよ。

Ｔ： 巡回しながら作業状況の確認や支援をする ）（ 。
Ｔ：二つ折りにして前の箱に戻し、再交換します。自分の書いた印

のあるものを間違えないように持って行ってください。
Ｔ：２番の回答を良く読んでください。どうですか？

今日の活動を振り返ります。今日の活動全体の感想、アドバイＴ：
スを書いていた時と回答を読んでの感想を書いてください。

Ｔ： 巡回しながら作業状況の確認や支援をする ）（ 。
数人に発表してもらいます （数名に指名する ）Ｔ： 。 。

Ｔ：これをきっかけに、みんなで励まし合って良い方向へ高めてい
ってください。とにかく、友達や先生に聞くことが大切です。

プリントに名前を書いてください。集めますので。Ｔ：
Ｔ： 挨拶）みなさんの頑張りを祈っています！（

教師の発問・指示・援助等１ ※別冊資料p.108参照２ワークシート（授業用）

※別冊資料p.109参照３悩み 相談用紙 (授業用)「 」

板書事項４ 授業後の生徒の感想（抜粋）▼

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
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(5) 指導実践結果の分析・考察

次の【表９】～【表16】は、指導実践後に、研究協力校の担

任団の教師10名を対象に調査計画に基づいてアンケートを実施

し、その結果をまとめたものである。

ア アンケート項目１番「研究の方向性について」の問いにつ

いて

研究の方向性に関しては 【表９ 【表10】のような結果、 】、

であった。これらの結果から、①ガイダンスの機能を生かす

ところとして取り上げた四つの場面、②ガイダンスの機能を

充実させるため工夫点として取り上げた五つの観点と指導計

画への位置付け方、③適応と選択にかかわる六つの能力を指

導計画に位置付けて３年間の系統性・発展性を考えたこと、

④学習指導要領に示された学級活動の内容例とガイダンス

の機能を生かす題材とのかかわりについて、いずれもほぼ

妥当であると捉えられたことが分かる。

しかしながら、３年間の系統性・発展性については、それ

ほど評価が高くはない。これは、３年間の指導の系統性が分

かりづらいということを意味しているものと考える。また、

ガイダンスの機能を生かすことのできる題材かどうかの判断

については、活動内容例によって評価にややばらつきが見ら

れる。個々の活動内容例の中でも何を（どんな題材を）中心

に据えるかによって見解が分かれることは当然のことである

が、例えば「サ 性的な発達への適応」で「不適当」とする

意見に対しては検討が必要と考える。

イ アンケート項目２番「生徒の学校生活への適応を促すこと

にかかわって」の問いについて

生徒の学校生活への適応を促すことに関しては 【表11】、

のような結果であった。これらの結果から、本研究で提示し

た学級活動の指導計画案は、教師サイドから見て、生徒の学

校生活への適応を促す指導に大方役に立つと捉えられたこと

が分かる。

特にも、本指導計画案が 「個の思いを尊重し、自分の意、

ガイダンスの機能を生か１－(1)：
す場面について
ア 妥当 ２
イ 概ね妥当 ８
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０

ガイダンスの機能を１－(2)－①：
充実させるための工夫点として取
り上げた観点について
ア 妥当 ３
イ 概ね妥当 ７
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０

ガイダンスの機能を１－(2)－②：
充実させるための工夫点の指導計
画への位置付け方について
ア 妥当 ３
イ 概ね妥当 ７
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０

３年間の系統性・発展性１－(4)：
について
ア 妥当 ０
イ 概ね妥当 １０
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０
「注」いずれも単位：人

【表10】研究の方向性について
学習指導要領に示された学級活動の内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわりについて１－(3)：

ガイダンスの機能を生かせると判断 ガイダンスの機能を生かせないと判断
学 活 の 活 動 内 容 学 級 活 動 の 活 動 内 容 例

妥 当 不適当 妥 当 不適当概 ね 妥 当 や や 不 適 当 概 ね 妥 当 や や 不 適 当

６ ２ １学級や学校の生活 ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理 ２ ４ ２の充実と向上に関

８ ２すること ウ 学校における多様な集団の生活の向上

６ ２ １エ 青年期の不安や悩みとその解決

１ ８
個人及び社

オ 自己及び他者の個性の理解と尊重

３ ５ １
会の一員と

カ 社会の一員としての自覚と責任

２ ３ １
しての在り

キ 男女相互の理解と協力

６ ２ １
方、健康や

ク 望ましい人間関係の確立

２ ５
安全に関す

ケ ボランティア活動の意義の理解

１ ５ １
ること

コ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

２ ４ １サ 性的な発達への適応

３ ４シ 学校給食と望ましい食生活の形成

学業生活の ６ ３ス 学ぶことの意義の理解

充実、将来 ３ ４ ２セ 自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用

の生き方と ３ ４ ２ソ 選択教科等の適切な選択

進路の適切 ８ １タ 進路適性の吟味と進路情報の活用

な選択に関 ３ ３ １チ 望ましい職業観・労働観の形成

すること ７ ２ツ 主体的な進路の選択と将来設計

注１ の活動内容例が、ガイダンスの機能を生かせると判断した題材 「注２」 合計が10人に満たない項目は無回答あり （単位：人）「 」ゴシック

生徒の学校生活への適応２－(1)：
を促す上で指導計画案が役立つか
について
ア 役立つ ３
イ まあまあ役立つ ６
ウ あまり役立たない ０
エ 役立たない ０
「注」無回答１ （単位：人）

表11】生徒の学校生活への適応【

を促すことにかかわって

【表９】研究の方向性について
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思をもとう」とさせる工夫がな

されていること 「活動のテー、

マが具体的で分かりやすい」こ

と 「不適応に対して、中学入、

学時から計画を立てて進めて」

いくようにしていることが評価

されている。

一方、本指導計画案の趣旨に

は理解を示しながらも、現実問

題として、学級活動の時間をど

のようにして確保するかという

悩みを吐露した意見もあった。

ウ アンケート項目３番「生徒の主体的な選択を促すことにかかわ

って」の問いについて

生徒の主体的な選択を促すことに関しては 【表12】のような、

結果であった。これらの結果から、本研究で提示した学級活動の

指導計画案は、教師サイドから見て、生徒の主体的な選択を促す

指導に大方役に立つと捉えられたことが分かる。

、 、「 」特にも 本指導計画案が 進路学習を行う上で多面的に働く

、「 」ように工夫されていること 考えるポイントが設定されている

こと 「学級の連帯を深め、支え合うきっかけになる」ような活、

動が工夫されていることが評価

されている。

一方、ここでも、学級活動の

時間の確保の問題が挙げられて

いる。また 「自分はどうであ、

るか」という主体性を「ガイダ

ンスの機能とどう効果的にかか

わらせて」育成するのかが不明

確という意見もあった。この点

については、３年間もしくは学

年毎の指導の系統性が分かりづ

らいということを意味している

ものと考える。

エ アンケート項目４番「学校生活への適応にかかわ

る生徒の様子について」の問いについて

学校生活への適応にかかわる生徒の様子に関して

は 【表13】のような結果であった。これらの結果か、

ら、本研究で提示した学級活動の指導計画案に基づ

いた指導によって、教師の観察からは、生徒に学校

生活への適応にかかわる効果が若干認められたこと

が分かる。

適応にかかわる具体的な生徒

の様子として 「学級目標設定、

を小グループから全体」に広げ

て指導したことが「クラスに適

した目標となり、意識化」につ

ながったこと 「活動への取り、

組みに意欲が感じられる」よう

生徒の学校生活への適応を促す上で指導計画案が役立つと思われ２－(2)：
る点について
□個から集団、そして個へ返すのが基本であるが、中１の段階では 「望ま、

しい～」ことは指導すべきだが、もっと個の思いを尊重、または考えさせ
るべきと思われる。どうしても周りに流され、自分の意志を持とうとしな
い生徒が多いように感じるから…。

□活動のテーマが具体的、分かりやすくあげられている。
□学校への不適応も考えられる生徒に対しても、中学入学時から計画を立て
て進めていけば指導できることもある。

生徒の学校生活への適応を促す上で指導計画案の改善・修正が必２－(3)：

要と思われる点について

■どこでその学活や時間をとることができるか。学校全体で前年度から計画

していくことが必要。年間計画を作る上で、どこにどの学活を入れるか考

えながら。しかし、難しい面がある。

生徒の主体的な選択を促３－(1)：
す上で指導計画案が役立つかにつ
いて
ア 役立つ ４
イ まあまあ役立つ ５
ウ あまり役立たない ０
エ 役立たない ０
「注」無回答１ （単位：人）

生徒の主体的な選択を促す上で指導計画案が役立つと思われる点３－(2)：
について
□進路学習を行う上で、多面的に働くということについて考えられる。
□各題材とも考える（思考能力）ポイントが設定されている。
□進路学習を進めていく上でかなり重要である。
□ともすれば孤独になりがちな「進路」において、ガイダンス機能が学級の
連帯を深め、支え合うきっかけになると感じました。

□（これまで）クライエント、カウンセラーという関係になって生徒がアド
バイスしたり、励まされたりする場面がなかったので （３年－ の指導、 22
実践は）とても新鮮で、生徒もアドバイスされたことがうれしかったよう
である。

生徒の主体的な選択を促す上で指導計画案の改善・修正が必要と３－(3)：
思われる点について
■どこでその学活や時間をとることができるか。学校全体で前年度から計画
していくことが必要。年間計画を作る上で、どこにどの学活を入れるか考
えながら。しかし、難しい面がある。

■ 終的には「主体的な」ことを目指すので 「自分はどうであるか」とい、
うことが大切になってくると思われます 「ガイダンス機能」を、そのこ。
ととどう効果的にかかわらせていくのか…学びたいと感じました。

この指導計画案に基づいた指導によっ４－(1)：
て、生徒に、学校生活への適応にかかわる効果
が表れたか
ア そう思う １
イ どちらかといえばそう思う ５
ウ どちらかといえばそう思わない １
エ そう思わない ０
「注」無回答３ （単位：人）

生徒のどのような様子からそのように思われたのか４－(2)：
（ ）、 、イ 新年度初めのオリエンテーション期間中 学級目標決定にあたった際
少人数グループから案を出すために話し合いが十分なされ、全体での話し
合いになったときも、理由が明確化され、自分たちのアイディアの中から
さらにクラスに適した目標をキャッチコピー的な形でまとめることができ
た。その後も、折りに触れて目標を意識させやすかった。
各活動に取り組む姿勢が意欲的に感じられる。イ
話し合いの場面で自分の気持ちを伝えようという気持ちが現れ始めた。イ
直後においては意識をもって生活していると思われるが、中１は、友人関ウ
係や様々な問題から気持ちが揺れ動く時期であり、繰り返しの援助が必要
であるから。

「注」各文頭のイ、ウの囲み文字は、前表４－(1)に同じ。

【表12】生徒の主体的な選択を

促すことにかかわって

【表13】学校生活への適応にかかわる生徒の

様子について

【表11－②】生徒の学校生活への適応を促すことにかかわって
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になったこと 「話し合いで自分の気持ちを伝えよう」という姿勢が見られるようになってきたこと、

が挙げられている。

一方、指導直後は適応にかかわる効果が感じられるものの 「繰り返しの援助が必要である」との、

意見も見られた。これも、提示した指導計画の３年間もしくは学年毎の指導の系統性が分かりづら

いということを意味しているものと考える。

オ アンケート項目５番「主体的な選択にかかわる生

徒の様子について」の問いについて

主体的な選択にかかわる生徒の様子に関しては、

【 】 。 、表14 のような結果であった これらの結果から

本研究で提示した学級活動の指導計画案に基づいた

指導によって、教師の観察からは、生徒に主体的な

。選択にかかわる効果が若干認められたことが分かる

主体的な選択にかかわる具体的な生徒の様子とし

て 「他からの意見やアドバイ、

スによって、新しい考えや視野

」 、の拡大 につながっていること

「方向性を示唆することで、よ

りよい方向に向かっている」こ

と 「進路の情報収集への意識、

のある生徒が多くなったと感じ

る」こと 「進路や学習に前向、

きに頑張ろうという気持ちが感

じられるようになった」ことが

挙げられている。

一方 「選択教科の決定に当、

たって他学年の意見を聞くこと

」 。は難しい という意見があった

これに対しては、８頁の「エ

選択教科の開設状況はどうなっ

ているか」で述べたような対策

を講じることを考える。

「 」カ アンケート項目６番 その他

の問いと指導計画案に朱書して

頂いた事項について

その他に関しては 【表15】、

のとおりであった。また、提示

した指導計画案に、気付いた点

を朱書して頂いた事項をまとめ

て 【表16】に示した。、

２これらの中では、１年生の

及び の指導計画に対する改善４

や修正が必要であると考える。

以上のことから、本研究で提示

した、ガイダンスの機能を生かし

た学級活動の指導計画案は妥当で

あり、生徒の学校生活への適応と

主体的な選択を促す上でも効果が

認められたといえる。

この指導計画案に基づいた指導によっ５－(1)：

て、生徒に、主体的な選択にかかわる効果が表

れたか

ア そう思う １

イ どちらかといえばそう思う ５

ウ どちらかといえばそう思わない １

エ そう思わない ０

「注」無回答３ （単位：人）

生徒のどのような様子からそのように思われたのか５－(2)：

他の班の発表や意見を聞いたり、先生や先輩のアドバイスを聞くことで、ア

新しい考えをもったり、視野が広がったと思う。

中１は自己が確立された意志をもてる生徒は少ないと思われる。つまり、イ

周りに流されがちであり、このような形態で、一つの方向性を示唆するこ

とで、よりよい方向に向かっていると思われる。

進路に関しても積極的に情報を集めようという意識のある生徒が多くなっイ

たように感じる。

学級の仲間からのアドバイスによって、進路に関する悩みを共有し、前向イ

きに頑張ろうとする気持ちが感じられるようになった。

３Ｂでの（研究者本人が行った「学習の課題や悩みの解決」の）授業後、イ

生徒達には気軽に学習を教え合ったり励まし合ったりする場面が見られ、

大変有意義だったんだなあと思いました。また、よし頑張るぞという学習

に対する意欲を向上させる動機付けにもなったと思いました。

選択教科決定にあたって、他学年（３年）の意見（アドバイス）を聞く機無

会を設けるということは難しいのではないか。生徒の実態によって授業内

容も異なってくるので、なかなか難しいように思った。

「 」 、 、 、 。注 各文頭のア イの囲み文字と 無の白抜き文字は 前表５－(1)に同じ

その他、どのようなことでもお気付きの点６：

◎アンケートをとり、まとめることで、生徒たちが冷静に自分たちにことを

見つめることができると思う。また、発表する力、他の意見から学ぶ力が

伸びると思う。

○１年－ 「中学生になって」の「自己紹介ゲーム２」では、仲間から聞い１

たことを思い出して答えようとしていて良かった。

○１年－ 「中学生になって」の終末の感想では 「今までは気付かなかっ１ 、

た級友の一面が見られて良かった 」という感想があり、良かった。。

●１年－ 「中学生とは何か」の展開は、説明を聞くだけの流れで、もう少２

し工夫が必要である。

「 」 「 」●１年－ 学級目標を決めよう の留意点の 具体的で評価が可能なもの４

という観点を強調しすぎると、生徒は、あまりにも具体的すぎる目標を考

えてしまうところがあると思う。

●全学年の「選択教科の選択」で 「先輩の体験談を生かす」という工夫点、

は、昨年度と設置コースが異なるのでできなかった。

【表14】主体的な選択にかかわる生徒の様子
について

【表15】その他

【表16】指導計画案に朱書していただいた事項
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４ 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する研究のまとめ

本年度は、昨年度の成果を踏まえながら、①ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画

を作成すること（単位時間の指導計画の作成を中心に、３年間の指導計画と各学年の指導計画を

修正すること 、②作成した指導計画案に基づいて指導実践を行い、その結果の分析と考察をとお）

して学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方の妥当性を検討すること、

③昨年度課題としていたガイダンスの機能を生かした指導計画の作成や指導実践の推進にかかわ

る留意事項への対応策を考えること、の三つを進めてきた。

ここでは、ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づいた指導実践と、その分析・考察によ

って明らかになった成果と課題についてまとめる。

(1) 成果

ア 指導実践をとおすことによって、指導計画に沿った指導がほぼ無理なく展開できることが

確かめられたことと、活用上の留意点や改善の視点が明らかになったこと

イ 第３学年で指導実践した一つの事例を基に、単位時間の指導計画案の活用例を示すことが

できたこと

ウ ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成の視点として考えた、①ガイダンスの機能を

生かす場面、②機能を充実させるための工夫点とその指導計画案への位置付け方、③学級活

動の題材とのかかわり、④３年間の系統性・発展性について、いずれもほぼ妥当であると受

け止められたこと

エ ガイダンスの機能を生かした指導計画案は、教師サイドから見て、生徒の学校生活への適

応や主体的な選択を促す指導に大方役に立つと捉えられたこと

オ ガイダンスの機能を生かした指導計画案に基づいた指導によって、教師の観察からは、生

徒に学校生活への適応や主体的な選択にかかわる効果が認められたこと

(2) 課題

ア ガイダンスの機能を生かす学級活動の題材を吟味すること

イ 改善・修正の必要性を指摘された指導計画案の展開を工夫すること

以上のことから、本研究で作成した、ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案は、

学校生活への適応と主体的な選択を促す上で効果があり、中学校学級活動の指導の改善に役立つ

という見通しをもつことができた。

Ⅵ 研究のまとめ

この研究は、ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成をとおして、学校生活への適応と主体

的な選択を促す中学校学級活動の進め方を明らかにし、中学校における学級活動の指導の改善に役

立てようとするものである。

２年次研究の第１年次である昨年度は、先行研究や文献から得た資料や情報を基に、学校生活へ

の適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方についての基本的な考え方の検討、基本構想

の立案並びに推進試案の作成を行った。また、それらの結果を踏まえて、ガイダンスの機能を生か

した指導計画案（３年間の指導計画案、各学年の指導計画案）の作成を行った。

第２年次である今年度は、ガイダンスの機能を生かした指導計画案を作成（単位時間の指導計画

案を中心に作成し、それとの整合性を加味して３年間の指導計画案と各学年の指導計画案を修正）

した。そしてそれに基づいた指導実践を行い、その結果の分析と考察をとおして、学校生活への適

応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する妥当性の検討を行った。

２年間の研究の成果と課題については、次のようにまとめることができる。

１ 研究の成果

(1) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本的な考え方の

検討

先行研究や文献を基に、学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの能力を明らかに

することをとおして、ガイダンスの機能を生かした指導計画を作成することが学校生活への適

応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進める上で重要であるという考えを示すことができ

たこと
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(2) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本構想の立案

学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めるためには、ガイダンスの機能を

生かした指導計画が、一つ一つの学級活動の系統性・発展性に留意し、学校として計画的、組織

的に行うように組まれている必要があるという考え方に基づいて、基本構想を立案することがで

きたこと

(3) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案の作成

基本構想を受けて、基本としておさえるべきことを踏まえながら、現在使用している学級活動

の指導計画の見直しと修正を行い、指導実践をとおしてさらに修正を加えることで、学校生活へ

の適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めることができるという考えに基づいて、推進

試案を作成することができたこと

(4) ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画の作成

指導計画の作成においては、推進試案に基づいて、①「ガイダンスの機能を生かした３年間の

学級活動の指導計画案 、②「ガイダンスの機能を生かした各学年の学級活動の指導計画案」及び」

③「ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案」を作成することができた。

また、これらの作成にかかわる考え方や手順、関連資料等をまとめ、別冊資料として「ガイダン

スの機能を生かした学級活動指導計画案集」を作成することができたこと

(5) ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成や指導実践の推進にかかわる留意事項

第１年次の研究の課題であった「指導計画の作成や指導実践の推進を学校全体で計画的、組織

的に進める際の、校内の組織体制の在り方」と「指導計画案を各学校で運用する上での留意点」

について、①各学校の条件を踏まえた指導計画案の作成、②校内の組織体制と指導計画作成まで

の年間の推進日程、③指導実践の計画的、組織的な推進にかかわる組織体制と連絡調整の三点か

ら整理して示すことができたこと

(6) ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づく指導実践とその分析・考察

研究協力校における指導実践をとおして教師のアンケートからは、①指導計画作成の四つの視

点（ガイダンスの機能を生かす場面、機能を充実させるための工夫点と指導計画案への位置付け

方、学級活動の題材とのかかわり、３年間の系統性・発展性への配慮）が妥当であること、②提

示した指導計画案は、学校生活への適応と主体的な選択を促す上で役に立つこと、③生徒に、学

校生活への適応と主体的な選択にかかわる効果が見られたことが分かったこと

(7) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する研究のまとめ

指導実践の分析と考察により成果と課題をまとめ、推進試案に基づいて作成したガイダンスの

機能を生かした指導計画は、生徒の学校生活への適応と主体的な選択を促す上で効果があり、中

学校学級活動の指導の改善に役立つという見通しをもつことができたこと

２ 今後の課題

(1) 今回作成した単位時間の指導資料以外の、各単位時間で活用する指導資料の整備・充実を図る

こと

(2) 今回提示した指導計画案に基づく指導実践をさらに進め、指導計画案の修正・改善を行うこと

(3) 職場訪問学習や職場体験学習、高校体験入学や高校説明会などのように、長期にわたって他領

域とも連携して指導がなされる啓発的体験活動等における題材と指導の一連の流れを示すこと

おわりに

この研究を進めるにあたり、ご協力いただきました研究協力校の先生方に心からお礼を申し上げま

す。
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【補充資料】

※ 回答欄は紙面の都合で縮小した指導実践後の「教師用アンケート」

ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案を活用した指導実践を行っての率直なご感想・ご

意見をお教えください。

年学級担任 年副担任 その他 お名前〔 〕 〔 〕 〔 〕
分掌名

指導計画案について

１ 研究の方向性にかかわって

(1) ガイダンスの機能を生かす場面について、①入学時や新学期開始時期の指導、②新たな学習や

各種の学習活動の開始時期の指導、③選択教科等の指導、④進路の選択の指導の四つを取り上げ

て、指導計画案に位置付けましたが、これについていかがだったでしょうか。

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

(2) ガイダンスの機能を充実させるための工夫点として、①ねらいの明確化、②適時、適切な場で

の活動（３年間の中での位置付け 、③よりよい内容（適切な内容 、④効果的な方法（指導方法） ）

や活動形態、他の教育活動との連携 、⑤学校のもつ教育力の発揮（全教員、上級生、卒業生、地）

域の人々の活用）の五つを取り上げて、指導計画案に位置付けましたが、これについていかがだ

ったでしょうか。

① 取り上げた観点について

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

② 指導計画案への位置付け方について

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

(3) 学習指導要領に示された学級活動の活動内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわり

を 【下表】のようにとらえて指導計画案に位置付けましたが、これらのとらえ方についていかが、

だったでしょうか。下表のア～ツの個々の活動内容例毎に、適否に○印をお願いします。

(4) ３年間の系統性・発展性について、適応と選択にかかわる六つの能力とのかかわりでとらえて

指導計画案に位置付けましたが、これについていかがだったでしょうか。

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

２ 生徒の学校生活への適応を促すことにかかわって

、 、 、 。(1) 生徒の学校生活への適応を促す上で この指導計画案は 役立つでしょうか どうでしょうか

役立つ まあまあ役立つ あまり役立たない 役立たない

（注） の活動内容例が、ガイダンスの機能を生かせると判断した題材ゴシック

ガイダンスの機能を生かせると判断 ガイダンスの機能を生かせないと判断
学 活 の 活 動 内 容 学 級 活 動 の 活 動 内 容 例

妥 当 不適当 妥 当 不適当概 ね 妥 当 や や 不 適 当 概 ね 妥 当 や や 不 適 当

学級や学校における生活上の諸問題の解決学級や学校の生活 ア

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理の充実と向上に関

学校における多様な集団の生活の向上すること ウ

青年期の不安や悩みとその解決エ

オ 自己及び他者の個性の理解と尊重
個人及び社

カ 社会の一員としての自覚と責任
会の一員と

キ 男女相互の理解と協力
しての在り

望ましい人間関係の確立
方、健康や

ク

ケ ボランティア活動の意義の理解
安全に関す

コ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
ること

サ 性的な発達への適応

シ 学校給食と望ましい食生活の形成

学ぶことの意義の理解学業生活の ス

自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用充実、将来 セ

選択教科等の適切な選択の生き方と ソ

進路適性の吟味と進路情報の活用進路の適切 タ

な選択に関 チ 望ましい職業観・労働観の形成

主体的な進路の選択と将来設計すること ツ
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(2) 生徒の学校生活への適応を促す上で、この指導計画案が役立つと思われる点についてご記入く
ださい。

(3) 生徒の学校生活への適応を促す上で、この指導計画案の改善・修正が必要と思われる点につい
てご記入ください。

３ 生徒の主体的な選択を促すことにかかわって
(1) 生徒の主体的な選択を促す上で、この指導計画案は、役立つでしょうか、どうでしょうか。

役立つ まあまあ役立つ あまり役立たない 役立たない

(2) 生徒の主体的な選択を促す上で、この指導計画案が役立つと思われる点についてご記入くださ
い。

(3) 生徒の主体的な選択を促す上で、この指導計画案の改善・修正が必要と思われる点についてご
記入ください。

生徒の様子について
４ 学校生活への適応にかかわる生徒の様子について
(1) この指導計画案に基づいた指導によって、生徒に、学校生活への適応にかかわる効果が表れた

と思いますか。
ア そう思う
イ どちらかといえばそう思う
ウ どちらかといえばそう思わない
エ そう思わない

、 。(2) 生徒のどのような様子からそのように思われたのかを 例にならって具体的にご記入ください

５ 主体的な選択にかかわる生徒の様子について
(1) この指導計画案に基づいた指導によって、生徒に、主体的な選択にかかわる効果が表れたと思

いますか。
ア そう思う
イ どちらかといえばそう思う
ウ どちらかといえばそう思わない
エ そう思わない

、 。(2) 生徒のどのような様子からそのように思われたのかを 例にならって具体的にご記入ください

その他
６ その他、どのようなことでも結構ですので、お気づきの点があればご記入をお願いします。

ご多用のところ、ご協力ありがとうございました。

例：年度初めのオリエンテーション期間の指導後の「中学生活への決意文」によると、生徒の多くは「学校生活や友人関係の不
安が和らぎ、友人関係も良好に築くこことができた 「中学校の生活サイクルや学習、諸活動の特徴がよく分かったので、積極」
的に活動し思い出をたくさん作りたい」等と記していた。その後の実際の場面でも、学級目標を意識してみんなで協力し合っ
て諸活動に意欲的に取り組み、落ち着いた生活ぶりであった。

例：授業後の感想等によると、多くの生徒が、学習する意義について将来の希望職業等自分の生き方と結びつけて考えるように
。 、 、 、 、なってきた また 進路に関する悩み等に対し 教師はもとより 友人・先輩・家族・身近な人々等から多角的に情報を集め

「これで解決してみよう 「これだったら自分にもできる 「この方法で自分を伸ばそう」といった様に、自らの意志と責任で」 」
より適切な選択をする生徒がみられるようになってきた。
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Ⅰ 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の推進
学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めることについての考え方１

現在、中学校教育は、不登校や学校不適応、いじめ、人間関係での問題等といった生徒指導上の問

題、学習意欲の喪失や自己喪失、選択教科の拡大に伴う適切な選択の在り方や高校中途退学者等への

対応といった学業指導及び進路指導上の問題を抱えています。

このような問題の解決の中心的な場は、教育課程の中では、特別活動、特にも学級活動であるとい

えます。それは、学級活動の特質の一つとして次のような点があるからです。

学級活動の指導の進め方を工夫した結果、新年度当初に見られた生徒指導上

の問題が改善されたり、学年が上がるにつれて選択の関心・意欲が高まったり

している事例も報告されてきています。したがって、学校生活への適応と主体

的な選択を促す上では、中学校学級活動の進め方を見直し、工夫・改善するこ

とが必要であると考えます。

とは、自らが暮らす生活環境に対して、物的関係や人的関係において積極的にかかわってより適応

よく順応し、精神的にもうまく合致している状況ととらえます。

とは、さまざまな問題に出会った時に、自らのもちうる情報や解決法を基に、自らの主体的な選択

意志と責任でより適切な選択や決定をすることととらえます。

このことを踏まえ を、次のように考えます。、「学校生活への適応と主体的な選択」

「学校生活への適応と主体的な選択」を高めることは自己指導能力を高めることでもあります。こ

のことにかかわる能力として、人間関係能力、感情統制能力、思考能力、問題解決能力、意志決定能

力、情報選択能力

の六つを挙げるこ

とができます。こ

の六つの能力につ

いては【表１】の

ようにとらえるこ

Ｑ 中学校で、学校生活への適応と主体的な選択を促す学級活動を進めるのははどうしてですか？

Ｑ 「学校生活への適応」と「主体的な選択」とは、どのようなことをいうのですか？

○学校における基礎的な生活の場であり、学校生活への適応や豊かな人間関係の形成、選択教科や進路
の選択など、生徒が当面する諸課題への対応や健全な生活態度の育成を図る活動や指導・援助が中心

（ 学習指導要領解説－特別活動編－」 .26より部分引用）的に行われる場である。 「 p

○一人一人の生徒が学校や学級の生活に積極的にかかわってよりよく順応し、豊かな人間関係の中で好
ましい人間関係を形成し有意義な生活を築くようにすること。

○学業や進路あるいは自己の生き方等にかかわって、自らの意志と責任でより適切な選択やよりよい自
（ 学習指導要領解説－総則編－」 .90より部分引用）己決定ができるようにすること。 「 p

Ｑ 生徒が学校生活によりよく適応したり、主体的に選択したりするためには、どのような力を身
に付けさせればよいのですか？

表１】 学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの能力【
人間関係能力 を 能力人とのかかわり 意識的につくる

感情統制能力 自分の思い通りにならない状況に陥っても、 する能力感情を統制し、冷静に状況を判断

思 考 能 力 他からの指示や知識に頼るのではなく、 ことのできる能力自分で適切に考える

問題解決能力 自分の保有する て する能力さまざまな解決の方法を繰り出し 問題を解決

意志決定能力 、必要なものを する能力さまざまな情報の中から 選び自信と勇気をもって決定

情報選択能力 情報を し、自分の 能力選択 生き方を方向付ける

「注」 表中の は、それぞれの能力の中核となる語句を表すゴシック
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とができると考えます。

生徒の「学校生活への適応と主体

的な選択」における「適応にかかわ

」 「 」る能力 及び 選択にかかわる能力

と【表１】の六つの能力との関係に

ついては 【図１】のようにとらえる、

こととします。

ガイダンスの機能についてのとらえ２

(1) ガイダンスとは

「ガイダンス」は 「案内、指導、手引き、学生指導」といった意味であり、学習指導要領解説の、

特別活動編には次のように規定されています。

具体的には 「学級・学校生活への適応や好ましい人間関係の形成、学業や進路等における選択及、

び自己の生き方などに関して、学校が計画的、組織的に行う、情報提供や案内、説明及びそれらに

基づいて行われる学習や活動など」をいいます。

(2) ガイダンスの機能とは

ガイダンスには 「適応、

機能 「分配機能 「順」、 」、

応機能」の三つの機能が

あり、それぞれの働きや

、相互の関係をまとめると

【図２】のようになりま

す。

このうち、順応機能は

カウンセラーなどが教師

や学校へ働きかけるもの

、 、であり これがなされて

適応機能と分配機能が作

用するという、いわばガ

イダンスの機能の前提要

件となるものです。しか

し、三者はあくまでも一

体であり、すべてがセットで作用するものです。

一方、適応機能と分配機能は、直接生徒に働きかけるものであり、機能の内容をみると、適応機

能は「学校生活への適応」に、分配機能は「主体的な選択」に合致することが分かると思います。

「 」 、「 」ガイダンスの機能 がこのような内容を含んでいることから 学校生活への適応と主体的な選択

にかかわる諸問題の解決手段として、今回の学習指導要領に「ガイダンスの機能の充実」が示された

と考えられます。

Ｑ 「学校生活への適応と主体的な選択」を促すために、学習指導要領に「ガイダンスの機能の充

実」が示されたのはどうしてですか？

「ガイダンス」や「ガイダンスの機能」とは何かを含めて解説してください。

○生徒のよりよい適応や選択にかかわる、集団場面を中心とする指導・援助であり、生徒一人一人を
（ 学習指導要領解説－特別活動編－」 .82）大限に開発しようとするもの。 「 p

適応機能 分配機能

順応機能

相 互に関連

生徒を広範囲な
各教科や職業に 分「
配」するように働

学校の用意する教育課程や教師の用いる指導方法が生徒に「順応」す

るように、学校や教師に働きかける機能

【適応機能の内容】
①不適応を予防する
②不適応を初期に発見する
③不適応の事例の診断をする
④不適応の治療とフォロー

【分配機能の内容】
①生徒が修学的（学業的 、職業）
的機会をよく知る

②自己の能力、興味・関心等をよ
く知る

③選択と決定において生徒を援助
する

【順応機能の内容】
①カウンセラーは、保護者、雇用者、その他社会人と接触し、学校にとって有効な情報を
得て、それを活用するように学校を援助する
→生徒に、職業の分析と自己分析をもたらす多様な勤労体験や教育課程を用意する

②生徒の能力、興味・関心等をよく理解し、それに順応した教育課程を編制、実施する

生徒が学校生活
や社会生活に「適
応」するように働
きかける機能

選択にかかわる能力適応にかかわる能力

思考能力

問題解決能力 情報選択能力
人間関係能力

意志決定能力
感情統制能力

【図１】 学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの

能力の関係

【図２】 ガイダンスの三つの機能
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学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めるための指導計画作成３

ガイダンスの機能を生かした中学校学級活動の指導計画は 「発表資料」３～５頁の「学校生活への、

適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案」に基づいて作成します。その

作成の視点と手順の概略を示すと、下の【図３】のようになります。

作成に必要な資料（ ～ にかかわる資料）は、４頁、５頁に示すとおりです。視点１ 視点６

なお、作成した指導計画案は、指導実践をとおしながら、修正・改善を加えていきます。

【図３】 ガイダンスの機能を生かした中学校学級活動の指導計画作成の視点と手順

Ｑ 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めるために、ガイダンスの機能を

生かした学級活動の指導計画をどのような視点と手順で作成すればよいのですか？

視点１

基本としておさえるべきこととして次のことを確認する。

① 学校全体の計画的・組織的な取組によってガイダンスの機能を充実させるように進める

② ３年間の系統性・発展性を踏まえた計画になるようにする

③ 学校教育目標や目指す生徒像を確認し、全教師の共通理解のもとに進める

視点２

現在使用している学級活動の指導計画を、生徒や地域

、 、の実態等 学校の特質を踏まえつつ次の視点から見直し

必要に応じて修正します。

、 、 。この作業は 次の とも並行して進めます視点３ 視点４

① 学校行事や生徒会行事等との整合性が図られてい

るか。適時性は図られているか。

② ガイダンスの機能の充実のために指導すべき題材

はもれなく位置付いてるか。その系統性や適時性は

どうか。

視点３

ガイダンスの機能を生かす場面の検討をする。

視点４

学習指導要領に示された学級活動の活動内容例とガイ

ダンスの機能を生かす題材とのかかわりを検討する。

視点６

ガイダンスの機能を充実させるための工夫点とし

て、五つの観点に沿って指導計画案を見直す。

手順１

ガイダンスの機能を生かした中学校学

級活動の指導計画案作成に向けて、職員

会議等で、 を確認し合う。視点１

手順４

各学年の学級活動の指導計画案を作成

する。

手順５

単位時間の学級活動の指導計画案を作

成する。

手順２

「題材配列検討シート」を用いて、各

学年毎に現在使用している学級活動の指

導計画案を見直す。

手順３

各学年毎に検討した結果を摺り合わ

せ、３年間の学級活動の指導計画案を作

成する。

視点５

「適応にかかわる能力」及び「選択にかかわる能力」

との関係を位置付ける。
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にかかわる資料★ 視点１

【図４】 校内の組織体制と指導計画作成までの年間の推進日程の概要

にかかわる資料★ 視点２

※６頁で、実際に検討した例で示します。「題材配列検討シート」

①

⑥
③ ⑧

⑦

④ ⑨ ⑤ ⑩

校 長

教 頭

各部主任

②

教 務 主 任

教務部会

特別活動担当

１年特活担当

２年特活担当

３年特活担当

運
営
委
員
会

（
新
年
度
企
画
委
員
会
）

第３学年団

第２学年団

第１学年団

（新年度企画会議）職 員 会 議

※推進日程の中の○囲み番号は、図中の番号と一致する指導計画作成までの年間の推進日程

４月 自校の学級活動指導計画に基づいて指導実践する。実践をしながら、修正すべき点などを

朱書していく （～３月）。

８月 １学期の指導を振り返り、学校教育目標や目指す生徒像を確認しながら、次年度の計画の

方向性を探る （夏休み）。

11月 ①教務主任と特別活動担当とで、次年度の学級活動指導計画案作成への方針、推進日程等

を打ち合わせる。

※方針＝各学年の年間授業時数、各月の授業時数 （この別冊資、「題材配列検討シート」

料の６～９頁を参照）を用いて見直しのポイント等を確認する。

②教務主任が教務部会で提案し、検討する。

③教務主任が運営委員会で提案し、検討する。

12月 ④教務主任が職員会議で提案し、検討する。全員で決定する。

「題材配列検討シート」⑤職員会議での決定に従って、学年毎に学級活動の指導計画案を

を用いて見直す （冬休み）。

１月 ⑥新年度企画の方針も踏まえながら、特別活動部会で各学年の検討結果を摺り合わせ、検

討する。

⑦特別活動担当が、特別活動部会の検討結果を教務部会に報告（提案）し、検討する。

２月 ⑧教務主任が新年度企画委員会（運営委員会）に報告し、確認する。

３月 ⑨教務主任が新年度企画会議（職員会議）に報告（提案）し、次年度の計画を確定する。

⑩各学年毎に、次年度（特に年度初めのオリエンテーション期間）の単位時間レベルの指

導計画を準備する。

４月 新年度の校内体制で、指導の方針・計画を確認して実践する。特に、オリエンテーション

期間の指導を徹底する。

ガイダンスの機能を生かした中学校学級活動の指導計画作成のための資料

このような資料もあります！

学級活動の各題材における「解決策や指導の方法」の工夫として、学習指導要領解説－特別活動

編－に示されているものをまとめ、この別冊資料の110～113頁に掲載しました。

ガイダンスの機能を充実させる上で参考になります。ご活用ください。
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にかかわる資料★ 視点３

にかかわる資料★ 視点４

にかかわる資料★ 視点５

「適応にかかわる能力」及び「選択にかかわる能力」 ※１頁の【表１ 、２頁の【図１】を参照】
してください。

にかかわる資料★ 視点６

【表２】 ガイダンスの機能を生かす場面
生かす場面 特 徴 的 な 事 項 ど の よ う な 配 慮 や 工 夫 が 必 要 か

新生活への期待の一方で環境の変化への不 ・できる限り不安を取り除き、新生活への夢や希望を膨らませるようにする
生徒が学

安が交錯し、生徒の精神状態が不安定になる ・教師と生徒及び生徒相互の好ましい人間関係が生まれるように配慮する
校生活や

入学時や

傾向がある。 ・生徒自身が学校や学級における諸活動や集団の意義、内容などについて十分に
そこでの

新学期開

理解し、自発的によりよい生活に取り組むことができるように必要に応じて十
人間関係

始時期

分な指導時間を確保する
などによ

学習や諸活動に意欲的に取り組むことがで ・新たな学習活動や諸活動が始まる前の段階では、左記の点に配慮して事前指導
りよく適

新たな学

きない要因としては、目的を明確にもつこと を十分に行い、生徒がこれから始まる学習活動や諸活動に、意欲をもって積極
応する指

習や各種

ができなかった場合や、やり方が分からない 的かつ主体的に取り組むことができるようにする
導におい

の学習活

場合、見通しがもてない場合、人間関係に不 ・学習指導や学習活動及び諸活動で使用した資料を整理し、適宜修正を加えて引き
て

動の開始

安がある場合等が考えられる。 継いでいく時期

生徒各自が、必ずしも自己の興味・関心や ・学習活動のねらいや内容及び方法、よりよい選択の仕方や考え方等についての

意志に基づいて選択しているとは言い難く、 理解を図り、生徒の学習意欲を喚起して主体的に学習に取り組むことができる選択教科

結果的に自ら選択した選択教科の学習に意欲 よう工夫する等に関し

的でない面もある。 ・指導の時間を十分に確保するため、学級活動の時間の他に、選択教科等の時間選択教科 て

の一部を充てるなどの工夫をするや進路等
進路の問題は、絶えず選択の連続であり、 ・生徒一人一人が自己理解を深め、自己の将来の生き方を考え卒業後の進路を主の選択の

しかも中学校卒業時のみならず一生涯にわた 体的に選択し、積極的に自己実現を図っていくことができるような指導の工夫指導にお 進路の選
るものでもある。 をするいて 択に関し

・進路指導にかかわるガイダンスの場や機会が、従来のままで十分であるかどうて
か、何についてのガイダンスを、いつ、どのような形で、どれだけ行っていく

かを吟味する

表３】学習指導要領に示された学級活動の活動内容例とガイダンスの機能を【
生かす題材とのかかわり

学 級 活 動 の 活 動 内 容 学 級 活 動 の 活 動 内 容 例
学級や学校における生活上の諸問題の解決(1) 学級や学校の生活の充実 ア

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理と向上に関すること
学校における多様な集団の生活の向上ウ
青年期の不安や悩みとその解決エ

オ 自己及び他者の個性の理解と尊重
カ 社会の一員としての自覚と責任

(2) 個人及び社会の一員とし キ 男女相互の理解と協力
望ましい人間関係の確立ての在り方、健康や安全に関 ク

すること ケ ボランティア活動の意義の理解
コ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
サ 性的な発達への適応
シ 学校給食と望ましい食生活の形成

学ぶことの意義の理解ス
自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用(3) 学業生活の充実、将来の セ
選択教科等の適切な選択生き方と進路の適切な選択 ソ
進路適性の吟味と進路情報の活用に関すること タ

チ 望ましい職業観・労働観の形成
主体的な進路の選択と将来設計ツ

「注」 の活動内容例が、ガイダンスの機能を生かせる題材ゴシック

活動内容例の前のア

～ツの記号は 「題材、

配列検討シート の 検」 「

討後の題材」の「活動

内容」の蘭の記入にお

いて活用します。

この別冊資料の12、

13頁、16、17頁、20、

21頁の各学年の指導計

画案にこれらを位置付

けた案を示しました。

【表４】 ガイダンスの機能を充実させるための工夫点
ガイダンスの機能を充実させるための工夫点 主にどの計画レベルで検討するか

ア ねらいの明確化 単位時間の計画レベル
イ 適時、適切な場での活動（３年間の中での位置付け） ３年間の計画レベル
ウ よりよい内容（適切な内容） ３年間の計画レベル
エ 効果的な方法（指導方法や活動形態、他の教育活動との連携） 各学年の計画レベル
オ 学校のもつ教育力の発揮（全教員、上級生、卒業生、地域の人材の活用） 単位時間の計画レベル

適応と選択の各能力を位置付けた各学年の指導計画案を、
この別冊資料の12、13、16、17、20、21頁に示しました。
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「題材配列検討シート」を用いて検討した結果（例）

の場面を紹介します。下の資料は、研究協力校の第１学年の学級活動の指導計画を「題材手順２
配列検討シート」を用いて、次のようにして検討した結果を示しています。

①「主な行事 「修正前の題材」等を記入します。」、
②修正後の「月別時数」を検討し、記入します （各学年の「月別時数」を調整しておきます ）。 。
「 」 「 」、「『 』 」 「 」 。③ 主な行事 や 修正前の題材 中学生活と進路 のプラン 等を見比べながら 修正後の題材 を記入します

④「修正後の題材」について 「適応」か「選択」か 「活動内容」のうちのどれにかかわるかの確認をします。、 、
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「題材配列検討シート」 （第１学年）
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「題材配列検討シート」 （第２学年）
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「題材配列検討シート」 （第３学年）
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Ⅱ ガイダンスの機能を生かした学級活動指導計画
３年間の学級活動の指導計画案（全題材一覧表）１ー(1)

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択 適応 選択 適応 選択題 材 名 題 材 名 題 材 名

・始業式 ◎ ◎ ◎１ １ １中学生になって ２年生になって ３年生になって

・入学式 ◎ ○ ○２ ３ ２ ２中学校とは何か 学級目標を決めよう 学級目標を決めよう

・生徒会オリエンテーシ ○ ○ ○４ ３ ４ ３学級目標を決めよう 学級組織作り 修学旅行の準備

４ ョン ○ ◎ ○５ ６ ５ ４学級組織作り 学級組織作り選択教科で自分を伸

・３年修学旅行 ◎ ◎７ ５選択教科を選ぼう ばそう 自分で選ぶ選択教科

・応援歌練習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○８ ６ ６体育祭に向けて 体育祭に向けて 体育祭に向けて

・体育祭 体育祭の反省 体育祭の反省 体育祭の反省９ ７ ７

・生徒総会 ◎ ○ ◎ ○ ○10 ８ ８中学生の学習 自分を高める学習 ３年生の学習

・中間テスト 生徒総会に向けて 生徒総会に向けて 生徒総会に向けて５ 11 ９ ９

○ ◎ 規律ある生活 ○ ◎12 10 10望ましい学習方法 何のために学ぶのか

・地区中総体 健康と体力づくり 心と体の健康 ◎13 11 11学級の充実と改善

６ ・期末テスト ◎ ◎ ◎14 12 12 13私達の将来の希望１ 人はなぜ働くのか 先輩の姿に学ぶ

◎ ○ ◎15 13私達の将来の希望２ 人はなぜ学ぶのか

・県中総体 ○ ○ ○16 14 14一学期の反省 一学期の学級反省 一学期の反省

・期末面談 ○ ○ ◎
７

17 15 15班・係の活動反省 一学期の学年反省 生き方について考え

る・終業式 ○ ○18 16夏休みの生活設計 夏休みの生活設計

○16夏休みの生活設計

・始業式 ○ ○ ○
８

19 17 17夏休みの収穫 夏休みの収穫 夏休みの収穫

・地区陸上大会 ◎ ◎ ◎20 18 18二学期の計画 二学期の計画 二学期の計画

・地区新人戦 ○ ○ ◎21 22 19 19働く人々のすがた ボランティア活動 自分を見つめ直す

９ ・中間テスト ○ ○ ◎23 20 20 21働く人々の仕事と考 職業とは何か 進路先の調査

○え１ 職業の内容の調査１21

・生徒会立会演説会 ○ ○ ◎ ○24 22 22働く人々の仕事と考 職業の内容の調査２ 学習の課題や悩みの

文化祭の取り組み 解決
10

・県新人戦 ◎ ○え２ 23

・文化祭 ◎ ○ 文化祭の反省 ◎ ○25 24 23文化祭の取り組み 文化祭の取り組み

文化祭の反省 文化祭の反省26 24

・県新人戦 ○ ◎ ◎ 社会の一員として生27 25 25人と個性 学ぶ制度の調査

・（総合「発表会」） ○ ◎ ◎ きる
11

28 26自分の特色、友達の 中学校卒業後の学ぶ

・期末テスト ◎よさ 道 進路を最終決定する26

男女の理解と協力 ○ ◎ ◎29 27 27自分の力を高める 自分の道を切り開く

・学期反省 ○ 異性への理解の深化 ◎30 28 28健康で安全な生活 進路の手続き

12 ・期末面談 ○ ○ ○31 29 29二学期の反省 二学期の反省 二学期の反省

・終業式 ○ ○ ○32 30 30冬休みの生活設計 冬休みの生活設計 冬休みの生活設計

・始業式 ◎ ◎ ◎33 31 31冬休みの反省と新年 冬休みの反省と新年 冬休みの反省と新年

の決意 の決意 の決意１

◎ ○ 身も心も健やかに34 32 32悩みとその解決 修学旅行の準備

・期末テスト 集団や社会の一員と ○ ◎ ○ ◎35 33 33 34自分の適性 勇気を出して自分

適性を生かす進路を の道を
２

・生徒総会 して ◎34

◎ ○ ◎36 35進路と将来設計 選ぼう 希望にあふれて

◎ ◎37 35進路計画の必要性 進路計画の立案１

・公立高校入試 ◎ ◎ ○38 36 36進路計画の立て方 進路計画の立案２ 中学校生活のまとめ

・修了式 ◎ ◎ ○ ○３ 39 37 37学年の反省 私の通知表 上級学校への心構え

・卒業式 ◎ ◎ 卒業式に向けて40 38 38中堅学年への抱負 最高学年への心構え

「注１」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材。

「注２」年度当初の適応を重点的に考え、１年40単位時間、２・３年38単位時間で計画。標準時数を上回る時数は選択等に充てる時数等から工夫する。
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３年間の学級活動の指導計画案（各題材の３年間の系統性・発展性の関係）１ー(2)

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択 適応 選択 適応 選択題 材 名 題 材 名 題 材 名

・始業式 ◎ ◎ ◎１ １ １中学生になって ２年生になって ３年生になって

・入学式 ◎ ○ ○２ ３ ２ ２中学校とは何か 学級目標を決めよう 学級目標を決めよう

・生徒会オリエンテーシ ○ ○ ○４ ３ ４ ３学級目標を決めよう 学級組織作り 修学旅行の準備

４ ョン ○ ◎ ○５ ６ ５ ４学級組織作り 学級組織作り選択教科で自分を伸

・３年修学旅行 ◎ ◎７ ５選択教科を選ぼう ばそう 自分で選ぶ選択教科

・応援歌練習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○８ ６ ６体育祭に向けて 体育祭に向けて 体育祭に向けて

９ ７ ７・体育祭

・生徒総会 ◎ ○ ◎ ○ ○10 ８ ８中学生の学習 自分を高める学習 ３年生の学習

11 ９ ９５ ・中間テスト

○ ◎ ○ ◎12 10 10望ましい学習方法 何のために学ぶのか

・地区中総体 ◎13 11 11学級の充実と改善

６ ・期末テスト ◎ ◎ ◎14 12 12 13私達の将来の希望１ 人はなぜ働くのか 先輩の姿に学ぶ

◎ ○ ◎15 13私達の将来の希望２ 人はなぜ学ぶのか

・県中総体 ○ ○ ○16 14 14一学期の反省 一学期の学級反省 一学期の反省

・期末面談 ○ ○ ◎
７

17 15 15班・係の活動反省 一学期の学年反省 生き方について考え

る・終業式 ○ ○18 16夏休みの生活設計 夏休みの生活設計

○16夏休みの生活設計

・始業式 ○ ○ ○
８

19 17 17夏休みの収穫 夏休みの収穫 夏休みの収穫

・地区陸上大会 ◎ ◎ ◎20 18 18二学期の計画 二学期の計画 二学期の計画

・地区新人戦 ○ ○ ◎21 22 19 19働く人々のすがた ボランティア活動 自分を見つめ直す

９ ・中間テスト ○ ○ ◎23 20 20 21働く人々の仕事と考 職業とは何か 進路先の調査

○え１ 職業の内容の調査１21

・生徒会立会演説会 ○ ○ ◎ ○24 22 22働く人々の仕事と考 職業の内容の調査２ 学習の課題や悩みの

文化祭の取り組み 解決
10

・県新人戦 ◎ ○え２ 23

・文化祭 ◎ ○ ◎ ○25 24 23文化祭の取り組み 文化祭の取り組み

26 24

27 25 25・県新人戦 ○ ◎ ◎人と個性 学ぶ制度の調査

・（総合「発表会」） ○ ◎ ◎
11

28 26自分の特色、友達の 中学校卒業後の学ぶ

・期末テスト ◎よさ 道 進路を最終決定する26

○ ◎ ◎29 27 27自分の力を高める 自分の道を切り開く

・学期反省 ○ ◎30 28 28健康で安全な生活 進路の手続き

12 ・期末面談 ○ ○ ○31 29 29二学期の反省 二学期の反省 二学期の反省

・終業式 ○ ○ ○32 30 30冬休みの生活設計 冬休みの生活設計 冬休みの生活設計

・始業式 ◎ ◎ ◎33 31 31冬休みの反省と新年 冬休みの反省と新年 冬休みの反省と新年

の決意 の決意 の決意１

34 32 32悩みとその解決 ◎ ○修学旅行の準備

・期末テスト ○ ◎ ○ ◎35 33 33 34自分の適性 勇気を出して自分

適性を生かす進路を の道を
２

・生徒総会 ◎34

◎ ○ ◎36 35進路と将来設計 選ぼう 希望にあふれて

◎ ◎37 35進路計画の必要性 進路計画の立案１

・公立高校入試 ◎ ◎ ○38 36 36進路計画の立て方 進路計画の立案２ 中学校生活のまとめ

・修了式 ◎ ◎ ○ ○３ 39 37 37学年の反省 私の通知表 上級学校への心構え

40 38 38・卒業式 ◎ ◎中堅学年への抱負 最高学年への心構え

「注」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材

点線は、主に、

適応にかかわる

題材の結びつき

学
年
内
の
時
系
列
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
は
、
煩
瑣

に
な
る
の
で
省
略
し
た
。

実線は、主に選

択にかかわる題

材の結びつき
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（※ 12、13頁見開きで）２－(1) 第１年のガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案

■：指導のねらい
第 １ 学 年

題材グループ名 ◎：指導の方法月 主 な 行 事

題 材 名 ▲：指導の留意点活動内容 適応 選択

・始業式 ア、ク ◎１中学生になって

・入学式 ア、ク ◎２ ３中学校とは何か

・生徒会オリエン イ、ク ○４学級目標を決めよう

４ テーション イ、ク ○５ ６学級組織作り

・３年修学旅行 ソ、ク ◎７選択教科を選ぼう

・応援歌練習 ア、ウ ◎ ○８体育祭に向けて

９・体育祭

・生徒総会 ス ◎10中学生の学習

11５ ・中間テスト

セ ○ ◎12望ましい学習方法

13・地区中総体

６ ・期末テスト ツ ◎14私達の将来の希望１

ツ ◎15私達の将来の希望２

・県中総体 ○16一学期の反省

・期末面談 ○
７

17班・係の活動反省

・終業式 ○18夏休みの生活設計

・始業式 ○
８

19夏休みの収穫

・地区陸上大会 ア、ウ ◎20二学期の計画

・地区新人戦 チ ○21 22働く人々のすがた

９ ・中間テスト チ ○23働く人々の仕事と考

え１

・生徒会立会演説 チ ○24働く人々の仕事と考

え２
10

会

・県新人戦 ア、ウ ◎ ○25文化祭の取り組み

26・文化祭

・県新人戦 タ ○ ◎27人と個性

・(総合[発表会]) タ ○ ◎
11

28自分の特色、友達の

よさ・期末テスト

29

・学期反省 ○30健康で安全な生活

12 ・期末面談 ○31二学期の反省

・終業式 ○32休みの生活設計

・始業式 エ ◎33冬休みの反省と新年

の決意１

エ ◎34悩みとその解決

35・期末テスト

・生徒総会
２

ツ ◎36進路と将来設計

ツ ◎37進路計画の必要性

・公立高校入試 ツ ◎38進路計画の立て方

・修了式 ア ◎３ 39学年の反省

・卒業式 ア ◎40中堅学年への抱負

「注１」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材。

「注２」題材名の右隣の「活動内容」の記号ア～ツは、５頁【表３】の活動内容例に示したア～ツに同じ。

中学校生活の

出発（含：選

択教科）

中学校生活に少しでも早く慣れさせ、希望と意欲をもって■

学習や諸活動、毎日の生活に臨む心構えと決意をもたせる。

◎オリエンテーション計画による指導。

▲新しい生活への不安を取り除き、学級への所属感をもたせ

て学校生活への意欲を高める。

▲中学校の活動の組織や内容を理解させ、進んで活動に参加

しようとする意欲と態度を養うように努める。

私たちの学級
■生徒達の主体性と自主性を培い、充実した学校生活を

送る基盤を築かせる。

■学級経営の基盤、人間関係を円滑にする基盤となる学

級組織の在り方を考えさせ、活発に活動できる学級組

織を作らせる。

◎グループや学級全体での話し合い。

▲個々の生徒が思いやりと責任をもって活動できる雰囲

気を作る。また、生徒の孤立や排斥行為などがないよ

うに留意する。

中学校の学習

と将来の生き

方

■学ぶことの意義や目的を考えさせ、将来に希望をもって
意欲的に学んでいこうとする態度を育てる。

■自己の学習を振り返らせ、望ましい学習方法と学習習慣
を身に付けていこうとする意欲をもたせる。

■進路学習の概略をとおして職業や進路の多様性に気付か
せ、将来設計をとおして進路意識を高めさせる。

◎先輩の学習計画の紹介、教科担任との連携。
▲学ぶことが将来の「生き方」に深くかかわることに気付

かせる。
▲将来の夢や希望の実現のための中学校生活の在り方を考

えさせる。

学級生活のな

かで

■二学期の大きな流れを把握させ、学校生活への早期の適

応を図らせながら、望ましい人間関係を確立させる。

◎一学期末の反省とアンケートを基にした話し合い。

▲集団生活が人間形成に果たす役割の重要性を理解させる。

働く人びとに

学ぶ

■身近に働く人びとの姿や考え方に触れることにより、職業

選択能力や職業観・勤労観を育成する。

◎職場訪問のロールプレイング、職場訪問学習の事前学習。

▲身近に働く人びとの様子や考え方などに注目させる。

自分を知ろう

■進路指導の自己理解の導入として、「自分を知る」ことの

必要性や方法、内容等を理解させる。

■個性と職業との関係について考えさせ、自分の個性を将来

の職業に生かしていこうとする態度を身に付けさせる。

◎保護者の声や友達からの手紙を基にした「自分の特色」の

まとめ、個性と職業についての話し合い。

▲互いの個性を認め合う中で自己のよさを理解させる。

自主的な行動

をしよう

■心身の発達の不均衡からくる不安や悩み、自己嫌悪などの

問題のとらえ方や解決法を知り、積極的に解決させる。

◎いらいらや不安・悩みのアンケートを基にした話し合い。

▲自分の心身の成長に着目させ、集団の一員としての心構え

を考えさせ、自己を積極的に生かしていく意欲や態度を育

てる。

進路計画を立

てよう

■将来の進路希望を実現させるためには適切な進路計画が必
要であり、その立て方を理解させて実際に立てさせる。

■進路計画は必要に応じて、変更・修正していかせる。
◎ライフプラン（「20年後の自分」）の作成。
▲進路希望変更の有無とその理由のアンケートを実施し、そ
の資料を基に、進路計画の必要性について話し合わせる。

▲具体的な進路計画の立て方を理解させ、実際に立てさせる。

１年間のまと
めと２年生へ
の準備

■１年間の中学校生活の反省を行わせ、新たな気持ちで２年
生の学校生活を迎える心構えをもたせる。

◎グループや学級全体での話し合い。
▲個人の反省、学級、生徒会、学校行事、部活動の参加の反
省の上に、２年生に向けて具体的な目標や決意をもたせる。
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（※ 12、13頁見開きで）

適 応 に か か わ る 能 力

選 択 に か か わ る 能 力

人 間 関 係 能 力 感 情 統 制 能 力 思 考 能 力 問 題 解 決 能 力 意 志 決 定 能 力 情 報 選 択 能 力

「注３」白抜き反転数字の番号は、10頁の表の番号に同じ。題材名の前の番号とも一致し、どの題材でどの能力がかかわっているかを示している。

「注４」グレーの網掛けは、適応にかかわる要素が強い題材グループ。

、 自分から進んで１ ２
コミュニケーション
をとる。
級友への理解を深め１
る。

中学校生活や新しい１
友達に対する不安を
取り除く。

、 、 中学校生１ ２ ７
活への希望や抱負
をもつ。

、 集団の中で楽２ ３
しい学校生活を送
るための方策（相
談など）を知り、
実践する。
選択に迷った際は７
より多くの情報を
求め、教育相談を
受ける。

中学校の学習や活動３
の特色を知り、意欲
的に取り組む。

選択教科の意義と内容を理解して、自己決定７

する。

明るく楽しい学級と４

なるよう、思いやり

と責任をもって活動

する。

、 互いの存在や個５ ６

性を尊重して組織作

りを行う。

、 自分の希望とは５ ６
異なる役割であって
も、集団の一員とし
ての立場を自覚し、
行動する。

こんな学級にした４
いという願いや考
えをもつ。

／ 、 よりよい４ ５ ６
学級集団の在り方
を考え、話し合い
で学級目標／学級
組織を決定する。

みんなの願いを踏４
まえて学級目標を
決める。
、 自分にふさわ５ ６
しい役割に進んで
取り組み、責任を
果たす。

何のために学ぶの10
かということにつ
いて考える。
これまでの自己の12
学習生活を振り返
る。

学習計画や学習方12
法について自ら工
夫していく。

将来の夢10 14 15、 、
や希望をもち、意
欲的に学ぼうとい
う志をもつ。
苦手教科の克服や12
日常の学習を継続
するよう努力をす
る。

自己の学習の反省や12
級友の反省から学習
の工夫を知り、意欲
を高める。

多様な進路及び14 15、
生涯学習の場や機会
を知り、３年間の進
路学習の見通しをも
つ。

自分と級友との交わ19

り方を見つめ直す。

夏休みの生活や学習19

が不本意に終わって

も、その気持ちを引

きずらないように心

掛ける。

新学期に当たっての20

不安を取り除く。

夏休みの目標や計19
画に沿って夏休み
を振り返り、成果
と課題を明確にす
る。

学級生活をよりよ20

くするための工夫

や計画についての

話し合いで積極的

に意見を述べる。

話し合いで決定し20
たことを踏まえ、
集団生活の中で自
分を生かしていく
意欲をもつ。

職業を仕事の内容21
からとらえる。
働く人びとへ調査22
活動の疑似体験を
とおして、訪問調
査の仕方やマナー
を考える。
人は何のために働23
いているのか考え
る。

働く人びとの職業23
観や勤労観を参考
にして、自分の希
望する職業をとら
え直す。

働く人びとの姿は職業21
によって多様であるこ
とを知り、職業に対す
る視野を広げる。
働く人びとの姿を調22
査する際の一般的な
準備や質問項目につ
いて理解する。
自らの職業観・勤労23
観の基礎を築く。
職場訪問学習報告会24
の情報を、職業選択
能力や自らの職業観
・勤労観の拡充に生
かす。

職場訪問学習報告24
会で学んだことを
基に、これからの
中学校生活での心
掛けを決意する。

班員と協力して職場24
訪問学習の報告を行
う。

互いの個性を認め合27
う中で、自分の良さ
を理解し、伸ばして
いく。

自分を知るための内27

容や方法を理解する

ことで、個性と進路

の関係に気付く。

自分の個性を将来28

の職業に生かして

行こうとする気持

ちをもつ。

自分の希望する職28
業にはどんな能力
や適性が求められ
るか考える。

自分の個性を生か28
すために、日常の
生活がどうあれば
よいか考え、改善
する。

級友同士で、互いに33

理解し、敬愛し、励

まし合う中で、自分

を高める。

新学期に当たっての33
不安を取り除く。
心身の発達の不均衡34
からくる不安や悩み
に負けず、自己を肯
定的にとらえ、積極
的に生かしていく。

行動面での変化から34

心身の発達に伴う心

の変化について見つ

め直す。

心身の発達の不均衡34
からくる不安や悩み
は、誰もが経験する
自我の目覚めである
ことを知り、解決し
ていく。

「20年後の自分」36
を考える。
将来の進路希望の実38
現を目指した進路計
画を立てる。

路計画の必要性に37進
ついて考える。

自己を生かすため36
に主体的に進路計

。画を立てる
実用的な進路計画37
を作成し、進路選
択に生かすよう決
意する。
自己実現を図る努38
力をする。

インターネットで就36
きたい(興味のある)
職業に就くまでのコ
ースを調べる。
進路希望の理由から37
どんな時に進路計画
の変更・修正が必要
か気付く。
将来の進路希望の実38
現を目指した計画の
立て方を理解する。

不本意だったことも39
客観的に振り返る。

２年生に向けて、具40
体的に、どこをどう改
善するか考える。
先輩として、後輩に40
どう接し援助してい
くか考える。

個人、学級、学校39
生活の各レベルで
１年間を振り返り
２年生に向けての
課題と心構えを考
える。

中堅学年に向けて33
１年生の締めくく
りをしっかりと行
う気持ちをもつ。

２年生での課題の改40

善策を検討し合い、

信頼関係を深める。 中堅学年に向けて新40

たな決意をもって春

休みを迎える。
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第一学年の適応にかかわる指導のオリエンテーション計画
○年４月１日

１ ねらい
新入生は○○中学校に入学した喜びにあふれている。その中には、中学校生活に対する期待と

不安も入り交じっている。
そこで、オリエンテーション期間は、次のことをねらいとして指導していきたい。

⑴ ○○中学校に入学した喜びをもたせ、○○中生としての自覚をもたせる。
＊ 先輩たちの姿・行動から○○中の伝統や素晴らしさを感じ取らせ、○○中学校の生活に積極
的に適応・参加していこうとする自覚をもたせる。

⑵ 新たな自分の歴史が始まることを認識させ、広い視野にたった目標をもたせる。
＊ 小学校時代の反省を踏まえながらも、それにこだわることなく、新しい生活の中で自分の限

りない可能性を発揮することに全力を尽くさせる。そして、自己実現を図りながら、自然に集
団に適応していくようにさせる。

⑶ 学級目標の決定・学級組織や班の編成を通して、生徒同志・教師と生徒の相互理解を深めなが
ら、好ましい人間関係を形成していく基盤を作らせる。
＊ 担任団が生徒の活動や意欲を適切に評価することによって、自分の持てる力を望ましい学級
や学年を築くために役立てようとする意欲をもたせる。

⑷ 中学生として身に付けなければならない基本的生活習慣やルールを理解させ、実践をとおして
しっかりとした中学校生活を送らせる。
＊ ○○中生として身に付けるべき基本的生活習慣やルールは決して特別なことではなく、集団

生活の中では当然できなければならないことであることを強調する。また、それらが自分だけ
でなく集団全体にかかわっていくことを認識させる。

⑸ 生徒相互・教師と生徒の人間関係を親密にし、信頼関係の中で安定した中学校生活が送れるよ
うにさせる。
＊ 生徒相互・教師と生徒の交流の機会を工夫し、相互理解を深め、ともに新しい気持ちで夢や
理想を追求・実現していこうとする関係を築かせる。

⑹ 父母との連携を密にし、学校・担任団と父母とが一体となって生徒を育てていくことを確認す
る。
＊ 学級開きや学級ＰＴＡの場、学年通信などをとおして、学校と父母相互の意思疎通を図って
いく。

２ 指導上の留意事項と具体的指導場面
⑴ 中学校生活は、新しい自分を作る・自分を変えるチャンスであることを強調する。

＊ 新しい出会いを大切にし、担任団も過去を問わずこれからの生活で生徒たちを理解していく
ことを確認する。入学式、学級開き、学年集会など

⑵ 上級生の言動・姿から、○○中学校の伝統や校風を感じ取らせる。
＊ 入学式前の先輩の動き、入学式での合唱や態度、対面式での生徒会活動の紹介・合唱・応援
歌、朝夕の挨拶、学級掲示、短活見学などで上級生の素晴らしさを学ばせる

⑶ 生徒相互・教師と生徒の人間関係を親密にするための機会を工夫する。
＊ 「生活の記録」をとおしての対話 「自己紹介カード」の活用、昼食での巡回による対話、、
学級組織作り、学年レクでの交流など

⑷ 基本的生活習慣を徹底して身に付けさせる。
＊ 記名（学習道具類全般 、時刻厳守、服装（名札・バッジ 、提出物、忘れ物、挨拶、時と場） ）
に応じた言動など

⑸ ○○中学校１年生としての決意と自覚をもたせる。
＊ 学級での自己紹介、中学生になっての決意作文など

⑹ 安全で健康な中学校生活を送るための注意事項を把握させる。
＊ 自転車走行テスト、健康診断、給食の準備と食事のマナー、休憩時の過ごし方、登下校の交
通安全など

⑺ 学習における不安を取り除き、継続的・計画的な学習習慣を身に付けさせる。
＊ 「学習のてびき」等の利用 「生活の記録」をとおしての家庭学習指導、教科のオリエンテ、
ーションをとおしての指導など

⑻ 家庭との連携をうまく図る。
＊ 学級開き、学級ＰＴＡ、学年通信の効果的な利用など。
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「 」● 第１学年の年度初めのオリエンテーション期間における ガイダンスの機能を生かした学級活動

と他の教育活動との関連を図った指導展開の具体案

第１日目 第２日目 第３日目 第４日目 第５日目 第６日目 第７日目

提出物確認 先生や仮の係が進行と連絡をする 正式の係が進行と連絡をする短活

教科⑪ 道徳教科① 教科③ 教科⑦

中学生になって１

教科⑫ 教科⑮教科② 教科④ 教科⑧

中学校とは何か２
生徒会

学級など

教科⑬ 教科⑯教科⑤ 教科⑨

３

教科⑭ 教科⑰教科⑥ 教科⑩

４

仮の班ごとに楽しく昼食をとろう 正式の班で昼食の準備をしよう昼食

学級の友達と交流を深めよう休憩 たくさんの人と話をしよう 名前を覚えよう/

中学校とは何か５
学習と生活 学級目標作り 学級組織作り１ 選択教科の選択

保健室利用

学級組織作り２６

仮の班で清掃に取り組む 正式の班で清掃活動に取り組む清掃 ・担任方針あ ３年生の

清掃見学
いさつ

・諸連絡 仮の係で進行や諸連絡をする 正式の係が進行と連絡を行う短活 ２年生の ３年生の
短活見学 短活見学

・放課後に学 ・中央委員会・自己紹介カ ・ こんな学級 自分がやっ「 ・

年生徒会の ・学年執行部会連 ード がいい」のア てみたい役

・生徒手帳配 組織を確立絡 ンケート結果 職を考えて

を配付 おく事 付

・ こんな学級 ・学級目標の項 「

がいい」を 案を考えて等

宿題に くる

「注１」図中の矢印は、各活動のつながり・発展の方向を示す。 「注２」学級活動の白抜き数字は 「発表資料 【表５】に対応する。、 」

体
験
入
学
の
際
に
、
入
学
式
練
習
を
行
う
。

・
校
舎
見
学
や
授
業
参
観
、
部
活
動
見
学

・
入
学
式
で
の
代
表
あ
い
さ
つ
の
生
徒
へ
の
指
導

入

学

式

対面式

・中学校生活

のしおり

・生徒会誌

・生徒手帳

交

通

安

全

教

室

身

体

測

定

総
合
的
な
学
習
の
時
間

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
学
習
の
手
引
き
」
を
使
っ
て
、
各
教
科
ご
と
に

教
科
学
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う

教

科

学

習

の

本

格

的

な

ス

タ

ー

ト

生徒同士の触れ合いの機会を多くもつよう、配慮する

２年生の先

輩の体験談

を生かす

具
体
的
で
評

価
可
能
な
も

の
を
考
え
る

、上級生の清掃や短学活
教室掲示を見学する

ゲーム形式を取り入れて抱

負発表や自己紹介を行う

こうした指導展開の案を、入学式

の日に生徒に提示して、活動の見通

しをもたせておきたいものです。

１学級活動

２学級活動

３学級活動
４学級活動 ５学級活動

６学級活動

７学級活動
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（※ 16、17頁見開きで）２－(2) 第２年のガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案

■：指導のねらい
第 ２ 学 年

題材グループ名 ◎：指導の方法月 主 な 行 事

題 材 名 ▲：指導の留意点活動内容 適応 選択

・始業式 ア、ク ◎１２年生になって

・入学式 イ、ク ○２学級目標を決めよう

・生徒会オリエン イ、ク ○３ ４学級組織作り

４ テーション ク、ソ ◎５選択教科で自分を伸

ばそう・３年修学旅行

・応援歌練習 ア、ウ ◎ ○６体育祭に向けて

７・体育祭

・生徒総会 ス、セ ○ ◎８自分を高める学習

９５ ・中間テスト

10

11・地区中総体

６ ・期末テスト タ ◎12人はなぜ働くのか

ス、セ ○ ◎13人はなぜ学ぶのか

・県中総体 ○14一学期の学級反省

・期末面談 ○
７

15一学期の学年反省

・終業式 ○16夏休みの生活設計

・始業式 ○
８

17夏休みの収穫

・地区陸上大会 ア、ウ ◎18二学期の計画

・地区新人戦 ケ ○19ボランティア活動

９ ・中間テスト チ ○20職業とは何か

チ ○21職業の内容の調査１

・生徒会立会演説 チ ○22職業の内容の調査２

会 ア、ウ ◎ ○
10

23文化祭の取り組み

24・県新人戦

・文化祭

・県新人戦 タ ◎25学ぶ制度の調査

・(総合[発表会]) タ ◎
11

26中学校卒業後の学ぶ

道・期末テスト

タ ○ ◎27自分の力を高める

28・学期反省

12 ・期末面談 ○29二学期の反省

・終業式 ○30冬休みの生活設計

・始業式 エ ◎31冬休みの反省と新年

の決意１

○32修学旅行の準備

・期末テスト ス ○ ◎33自分の適性

・生徒総会 ス ◎
２

34適性を生かす進路を

選ぼう

ツ ◎35進路計画の立案１

・公立高校入試 ツ ◎36進路計画の立案２

・修了式 ア ◎３ 37私の通知表

・卒業式 ア ◎38最高学年への心構え

「注１」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材。

「注２」題材名の右隣の「活動内容」の記号ア～ツは、５頁【表３】の活動内容例に示したア～ツに同じ。

自分を伸ばす

学年に

■２年生の生活を始めるに当たり、新たな希望を描かせ、一

層充実した生活を送ろうとする態度と心構えをもたせる。

■中堅学年としての立場と役割を自覚させ、学級集団の連帯

や向上を図らせる。

◎オリエンテーション計画による指導。

▲２年生の生活の流れを理解させ、希望や抱負を生かすため

の学級目標や学級組織作りに意欲的に取り組ませる。

選択教科で自

分を伸ばそう

選択教科のねらいを確認させ、自分の興味・関心に合わせ■

た選択をさせ、意欲的に取り組もうとする態度を養う。

◎先輩の体験記を基にしたグループ討論。

▲選択教科の学習のあらましを理解させ、選択の可能性(幅)

を広げさせる。

将来の生き方

と学習

■各自の学習の取り組みを振り返らせ、自分に合った学習方
法を考えさせて、意欲的に学習に取り組む態度を育てる。

■望ましい職業観や勤労観の基礎を培い、職業的・社会的自
己実現を目指させる。

■勉学や進学の目的及び生涯学習について多面的に理解させ
る。

◎聞き取り調査（インタビュー）、パネルディスカッション、
ジグソー学習

▲人は何のために働くのか、「生き方」について考えさせ、
望ましい勉学観と生涯学習の心構えをつくらせる。

充実した学級

生活

■中だるみといわれる生活に陥りがちな夏休み明けに、一学

期末の反省を基に二学期の活動を決めさせ、目標をもって

意欲的に活動に取り組ませる。

◎一学期末反省を基にした話し合い。

▲行事を中心として二学期の活動の見通しをしっかりもたせ

る。

職業の世界

■多様な職業の中から身近な職業を取り上げ、職業の世界に

ついて理解させ、自分の希望する職業の実現に生かす基礎

を築かせる。

◎職業と産業の標準分類の活用、職場体験学習の事前学習。

▲職業と産業の違いを理解させる。

▲職業と産業の分類を理解させ、職業の内容と特色を調べさ

せる。

学ぶための制

度と機会

将来の進学希望先に関する情報を学ばせ、その選択の視野■

を広めながら、生徒の進学希望をよりよく育てる。

◎グループ毎の調査活動

▲中学校卒業後の勉学の機会、その後の勉学の機会と支援制

度について、生徒自らに調査・研究をさせる。

生き方を考え

よう

■自己の急激な変化から生ずる不安や悩みへの対処法を考え

させ、充実した生き方をさせる。

◎ブレーンストーミング。

▲二学期の反省の中で、「今自分が悩んでいること」のアン

ケートを実施し、それを基に話し合わせる。

自分の適性、

自分の進路

自己理解の一層の深化を図り、進路計画を検討して、自分■

にふさわしいものに修正させる。

◎進路適性検査、進路計画作り。

▲適性の意味を理解させ、自己理解深化の方法を把握させる。

その上で、進路計画の吟味や自己伸長への努力を促す。

３年生への準

備

■２年生の１年間を振り返り、自らの成長点や今後の課題を
明確にさせる。

■３年生の自分をイメージさせ、最高学年生としての心構え
をもたせる。

◎グループや学級全体での話し合い。ウェビングマップ。
▲個人の生活の反省、グループや学級、生徒会、部活動など
の取り組みの反省を確実に行わせた上で、最高学年生とし
ての心構えを話し合わせる。
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（※ 16、17頁見開きで）

適 応 に か か わ る 能 力

選 択 に か か わ る 能 力

人 間 関 係 能 力 感 情 統 制 能 力 思 考 能 力 問 題 解 決 能 力 意 志 決 定 能 力 情 報 選 択 能 力

「注３」白抜き反転数字の番号は、10頁の表の番号に同じ。題材名の前の番号とも一致し、どの題材でどの能力がかかわっているかを示している。

「注４」グレーの網掛けは、適応にかかわる要素が強い題材グループ。

新しい級友とのコミ１
ュニケーションを積
極的にとり、相互理
解の輪を広め、一層
深める。

新しい学級や友達関１

係への不安を取り除

く。

２年生としての希１

望や抱負をもつ。

こんな学級にした２

いという願いや考

えをもつ。

／ 、 みんなの２ ３ ４

願いを基に、どん

な学級をつくるか

話し合い、自主的

に学級目標／学級

組織を決める。

２年生での目標達成２
に向けて、全力を尽
くす決意をもつ。
、 中堅学年として３ ４
集団活動に積極的に
取り組み責任を果た
す決意をもつ。

選択教科のねらいや５

教科の種類、授業時
数などから、選択の

可能性をとらえる。

来の生き方を考え５将
ながら、個性の伸長

を目指して選択教科
を選択する。

選択に迷った場合５
は、より多くの情
報を求め、教育相
談を受ける。

選択の理由を自分で５

考える。（体験期間
を通して自分に合っ

た選択をする。）

解決策に基づいて８
信念をもって学習
に取り組む。

級友の体験などから８
不得意教科や学習上

の悩みの解決法を取
り入れる。

職業の要素を知り、12

自分の生き方を照ら

し合わせる。

将来、どんな12 13、

態度で働くか、ど
んな生き方をする

かの方向性を考え
る。

学習の悩みや不安の８
解決で、どうすれば
効果が高まり成果が
上がるかを考える。

学ぶ目的を、将来の13

生き方や在り方と関

連付けて考える。

自分は将来どんな考12

えや態度で働いたら

よいかを考える。

学習上の悩みや不安８

について客観的にと

らえる。

問題解決のために18

互いの立場を理解

し合い、認め合い

協力し合う。

夏休みの生活や学習17
が不本意に終わって
も、その気持ちを引
きずらないように心
掛ける。
全体の立場に立って18
考え、感情をコント
ロールする。

夏休みの目標や計画17

に沿って夏休みを振
り返り、成果と課題

を明確にする。

誇れる学級にする18

ための具体的な活

動を話し合って決

める。

一人一人が自分の役18

割を理解し、互いに

協力し合って学級生

活を向上させる。

職場体験学習の際22

に、自分の適性や

希望と照らし合わ

せて職業を選ぶ。

職業の適性を展望21

し、自分の希望す

る職業について吟

味・検討する。

職業と産業の違い20
について考える。
何を相手にしたり21
扱ったりしている
かの観点から当て
はまる職業を考え
る。
進路希望を実現す22
るために、今の自
分に何が必要かを
考える。

職業の分類、産業の20

分類を理解し、職業

認識を広める。

様々な職業の内21 22、

容・特色、各職業に

必要な適性を理解

し、希望する職業の

情報を収集する。

自分の進路選択に25

基づいた勉学の機

会を考える。

自分の進路希望と26

対比しながら調べ

る。

進路実現への意志27

を強くする。

中学校卒業後の勉学25

の道を学校制度の系

統図で理解する。

高校や専門学校等の26

教育の目的と種類・

学科・課程、奨学制

度を理解する。

中学校卒業後の上25

級学校の調査計画

を立てる。

自分の進路計画を27

検討・吟味する。

悩みや不安を積極的31

に解決しようと自覚

する。

今の学校生活を客31

観的に振り返り、

今後どのように生

活を充実させるか

を考える。

友達の特性を見つけ34

ることで、自己理解

にもつなげる。

家族や友達の意見及34

び進路適性検査等を

参考にして、自分の

特色をまとめる。

適性の意味を理解す33
る。
いくつかの職業を例33
に、必要と思われる
適性を選択肢から選
ぶ。
自己理解の深化を図34
る観点や方法を理解
する。

自分の可能性を広33

。げる決意をする

自己の可能性を広げ34

ていく気持ちをもつ。

進路計画を修正35 36、

し、望ましい進路計

画を立てる。

強い意志で実現35 36、

への努力を決意する。

自分の希望職業を適33

性の面から検討する。

２年生の進路35 36、

学習の成果を生か

す。

不本意だったことも37

客観的に振り返る。

最高学年生としての38

心構えを話し合って

まとめる。

個人、学級、学校37
生活などのレベル
で１年間を振り返
り、３年生への課
題を考える。
「中学３年生」か38
ら連想することを
考える。

班の仲間と協力して26
調べる。

級友同士で、互いに31

理解し、敬愛し、励

まし合う中で、自分

を高める。

この１年間の級友の37

努力を互いに認め合

う。

最高学年生としての38

自分の心構え・抱負

を固める。



- -18

第二学年の適応にかかわる指導のオリエンテーション計画

○年４月１日

１．ねらい

２年生は学級の再編成により新たなるスタートを迎え、期待と不安に満ちあふれている。また、

一方では新入生を迎え、中堅学年としてあるいは先輩としての自覚が高まりつつある時期である。

そこで、オリエンテーション期間中には、次のことをねらいとして指導していきたい。

上級生の言動を支え、⑴ ２年生に進級した喜びをもたせ、中堅学年としての自覚をもたせる。（

○○中の伝統やその素晴らしさを１年生に示すことができるようにさせる ）。

⑵ １年生時代の反省を踏まえながらも、そのことにこだわることなく、新しい生活の中で自分の

一人一人に望ましい自己実現をさせ、集団限りない可能性を発揮することに全力を尽くさせる。（

に自然に適応させるきっかけを整える ）。

⑶ 学級目標の決定・学級組織や班の編成を通して、生徒同士、教師と生徒の相互理解を深めなが

自分の持てる力を望ましい学級や学年をら、好ましい人間関係を形成していく基盤を作らせる。（

築くために役立てようとする意欲をもたせ、教師団が適切な評価をしながら、みんなで学級・学

年集団を高めようとする雰囲気を大切にさせる ）。

⑷ 中学生として身に付けなければならない学校生活での基本的な生活習慣やルールを確認した上

（１年生の学年末に話し合っで、実践をとおしながら、新入生の手本となるような生活をさせる。

た、○○中生としての、また先輩として心構えを確認させ、言動で示させる ）。

⑸ 生徒相互、教師と生徒の人間関係を親密にし、信頼関係を大切にしながら安定した学級・学年

（ 、 、の生活を送れるようにさせる。生徒同士や生徒と教師との接触の機会を工夫し 相互理解を深め

ともに新しい気持ちで互いの夢や理想、価値あるものを追求し、実現していく関係を築かせる ）。

⑹ 父母との連携を密にし、学校・学年・学級・ＰＴＡ・担任団が一体となって生徒を育てていく

下地を作る。

２．指導上の留意事項と具体的指導場面

、 、⑴ ２年生の生活は新しい自分を作るチャンス 自分を変える再スタートであることを短活や学活

学年集会で強調する。担任団も過去を問わず、これからの生活を見ながら生徒を理解していくこ

とを確認する。

＊ 学級開き、短活、始業式、学年集会など

⑵ 上級生の言動・姿を手本に、中堅学年としての立場を自覚し、○○中学校の伝統や校風 「○、

○○、○○○、○○○」の学校目標を新入生に感じ取らせることができるような行動を常に心が

けさせる。

＊ 入学式の準備活動（清掃 、入学式での合唱や態度、対面式での生徒会活動の紹介・合唱・）

応援歌、学級掲示、朝夕の挨拶など

⑶ 生徒相互、生徒と教師の人間関係を親密にするための機会を工夫する。

＊ 「生活の記録」を通してのコミュニケーション、１分間面接、２年生になっての抱負・決意

作文、学級組織作りなど

⑷ 基本的生活習慣の徹底を図り、新入生の模範となるように指導する。

＊ 記名（学習道具全般 、時刻厳守、服装（名札、記章 、提出物、忘れ物撲滅、挨拶（日常の） ）

挨拶、職員室への出入り、授業の挨拶、時と場に応じた言動）など

⑸ 健康で安全な中学校生活を送るための注意事項を再確認させる。

＊ 自転車通学のルール、自転車の保守点検、健康診断による健康状態の自己把握、毎日の健康

観察、食事のマナー、歯みがきの励行、休憩時の過ごし方、体力作りなど

⑹ 学習面での不安を取り除くとともに、計画的・継続的な学習習慣を身に付けさせる。

＊ 「生活の記録」をとおしての家庭学習指導、春休みの家庭学習時間調査とその適切な評価、

教科オリエンテーションにおける２年生の学習の進め方など

⑺ 家庭との連携を上手に行う。

＊ 学年通信の効果的な活用、ＰＴＡ授業参観、学年ＰＴＡにおける学年経営方針の概要説明と

懇談など
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「 」● 第２学年の年度初めのオリエンテーション期間における ガイダンスの機能を生かした学級活動

と他の教育活動との関連を図った指導展開の具体案

第１日目 第２日目 第３日目 第４日目 第５日目 第６日目 第７日目

正式の係が進行と連絡をする短活 名簿で学級を確認 「こんな学級がいい」

集計結果配付

紹介式 教科⑫ 道徳教科① 教科⑥

２年生になって 学級組織作り１１ 担任発表

始業式

学級開き 教科⑬ 教科⑯２・３年集会 教科② 教科⑦

対面式練習 学級組織作り２２ ・担任方針

・ こんな学級「

がいい」記入

入学式準備 教科⑭教科③ 教科⑧

選択教科で自分３

を伸ばそう

教科⑮ 教科⑰教科④ 教科⑨

４

入学式練習

仮の班ごとに楽しく昼食をとろう 正式の班で昼食の準備をしよう昼食

新しい友達と積極的に話をしよう 新しい学級の友達との交流を深めよう休憩

教科⑱教科⑤ 教科⑩

学級目標を決５

めよう

教科⑪

６

仮の班で清掃に取り組む 正式の班で清掃活動に取り組む清掃

担任が諸連絡 仮の係が担当 正式の係が進行と連絡を行う短活
１年生に

短活紹介

・生徒手帳 放課後に学年 ・中央委員会自分がやりた

・対面式準備 生徒会の組織 ・学年生徒会連 い役職を考え

を確立絡 ておく

学年行事があ事

る場合は、活項

動を開始等

「注１」図中の矢印は、各活動のつながり・発展の方向を示す。 「注２」学級活動の白抜き数字は 「発表資料 【表５】に対応する。、 」

「注３」２年生での学級編成替えがある場合の例。

入

学

式

対面式

・中学校生活

のしおり

・生徒会誌

・生徒手帳

交

通

安

全

教

室

身

体

測

定

総
合
的
な
学
習
の
時
間

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
学
習
の
手
引
き
」
を
使
っ
て
、
各
教
科
ご
と
に

教
科
学
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う

教

科

学

習

の

本

格

的

な

ス

タ

ー

ト
三
年
生
の
先
輩
の
体
験
談
を
生
か
す

新しい環境や友人関係

に早く慣れさせる

生徒会オリ

エンテーシ

ョンの工夫

と生徒会誌

の活用

具
体
的
で
評

価
可
能
な
も

の
を
考
え
る

こうした指導展開の案を、始業式

の日に生徒に提示して、活動の見通

しをもたせておきたいものです。

１学級活動 ３学級活動

４学級活動

２学級活動

５学級活動
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（※ 20、21頁見開きで）２－(3) 第３年のガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案

■：指導のねらい
第 ３ 学 年

題材グループ名 ◎：指導の方法月 主 な 行 事

題 材 名 ▲：指導の留意点活動内容 適応 選択

・始業式 ア、ク ◎１３年生になって

・入学式 イ、ク ○２学級目標を決めよう

・生徒会オリエン ○３修学旅行の準備

４ テーション イ、ク ○４学級組織作り

・３年修学旅行 ク、ソ ◎５自分で選ぶ選択教科

・応援歌練習 ア、ウ ◎ ○６体育祭に向けて

７・体育祭

・生徒総会 ○ ○８３年生の学習

９５ ・中間テスト

ス ○ ◎10何のために学ぶのか

・地区中総体 ア ◎11学級の充実と改善

６ ・期末テスト タ、ツ ◎12 13先輩の姿に学ぶ

・県中総体 ○14一学期の反省

・期末面談 タ、ツ ◎
７

15生き方について考え

る・終業式

○16夏休みの生活設計

・始業式 ○
８

17夏休みの収穫

・地区陸上大会 ア ◎18二学期の計画

・地区新人戦 タ ◎19自分を見つめ直す

９ ・中間テスト タ ◎20 21進路先の調査

・生徒会立会演説 エ、セ ◎ ○22学習の課題や悩みの

解決
10

会

・県新人戦 ア、ウ ◎ ○23文化祭の取り組み

24・文化祭

25・県新人戦

・(総合[発表会])
11

・期末テスト ツ ◎26進路を最終決定する

ツ ◎27自分の道を切り開く

・学期反省 ツ ◎28進路の手続き

12 ・期末面談 ○29二学期の反省

・終業式 ○30冬休みの生活設計

・始業式 ア ◎31冬休みの反省と新年

の決意１

32

・期末テスト エ、ツ ○ ◎33 34勇気を出して自分

の道を
２

・生徒総会

エ、ツ ○ ◎35希望にあふれて

・公立高校入試 ○36中学校生活のまとめ

・修了式 ○ ○３ 37上級学校への心構え

38・卒業式

「注１」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材。

「注２」題材名の右隣の「活動内容」の記号ア～ツは、５頁【表３】の活動内容例に示したア～ツに同じ。

最上級生とし

ての生活

■これまでの中学校生活を反省させ、最上級生としての自覚
のもと、新たな希望と自信をもって中学校生活の最後の１
年を有意義に過ごす心構えをもたせる。

◎オリエンテーション計画による指導。
▲何事にもリーダーとして積極的に全力で取り組ませる。
▲最上級生としての揺るぎない自信と誇りをもって着実な日
常生活を送るようにさせる。

▲１年間の学習の重点目標と努力点を明確にもたせる。

自分で選ぶ選

択教科

■１、２年生での選択教科の選択の経験を生かして将来をも

見据えた広い視野での選択をさせ、意欲的に取り組もうと

する態度を養う。

◎先輩の選択教科の学習の感想を基に討論、個別相談。

▲どの教科が自分にとってよいのかを考えさせ、学習への動

機付けをしっかりとさせる。

実りある生活

と学習

■学ぶことの意味を視野を広げて考えさせ、学び続けていく
姿勢を醸成させる。

■時期的に停滞気味になりがちな学級活動を反省させ、より
よい学級を作って行こうとする心構えをもたせる。

◎学ぶことのアンケート、班活動のブレーンストーミング。
▲自分の生き方を豊かにするための学習というとらえを再確
認させる。

▲３年生スタート時の学級や個人の目標を基に、今を振り返
えらせる。

進路を考える

■先輩の進路選択や決定の事例をとおして、将来の生き方や
希望する職業に基づいた進路学習の大切さを再認識させる。

◎先輩と語る会。
▲進路選択の６つの段階をまとめ、自分に当てはめさせる。
▲自分の将来の生き方や希望職業の上に立った進路選択を考
えさせる。

心豊かに①

■行事などの取り組みを想定して、学級内の問題解決を図っ

たり絆を深めたりして活気ある生活を築くよう、話し合わ

せる。

◎一学期末の反省を基に、グループや全体で話し合う。

▲行事を中心に、二学期の見通しをもたせる。

進路の選択に

そなえて

■進路選択の主体である「自分」に対する理解を一層深めさ
せる。

■進路先の調査を行わせ、進路選択に生かすようにさせる。
◎「自分についてのまとめ」、事業所調べ。
▲１、２年生での学習を生かし、総合的に自分をとらえさせ、
進路の実現への基盤とさせる。

▲進路先の事業所等の内容や特色を調べ、進路決定や修正の
手がかりとさせる。

心豊かに②
■学習上の不安や悩みから逃げずに、前向きに解決する努力
をさせる。

◎ピア・カウンセリング、教育相談。
▲一人で悩んで投げやりにならないようにさせる。

進路の選択

■進路計画の検討と進路相談をとおして、自分の進路先を最

終決定するための方向付けを図らせる。

◎進路希望チェックリスト。面接の受け方や願書の書き方。

▲自分がなすべきことと必要な準備を把握させ、不安や緊張

を和らげる。

心豊かに③

■卒業までを見通して、これまでの歩みを振り返らせ、まと

めさせる。

◎グループや学級全体での話し合い。

▲自分たちの歩みを振り返るだけでなく、後輩に残し伝える

ものは何かを考えさせる。

卒業期を迎え

て

■新しい生活で予想される悩みについて、どう解決していけ

ばよいかを考えさせ、新しい生活に積極的にかかわってい

く勇気と心構えをもたせる。

◎先輩等のメッセージやアンケートを基にした話し合い。

▲新生活への気持ちのアンケートを実施し、資料化する。

▲10年後を想定した「未来の自分からの手紙」を書かせる。
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（※ 20、21頁見開きで）

適 応 に か か わ る 能 力

選 択 に か か わ る 能 力

人 間 関 係 能 力 感 情 統 制 能 力 思 考 能 力 問 題 解 決 能 力 意 志 決 定 能 力 情 報 選 択 能 力

「注３」白抜き反転数字の番号は、10頁の表の番号に同じ。題材名の前の番号とも一致し、どの題材でどの能力がかかわっているかを示している。

「注４」グレーの網掛けは、適応にかかわる要素が強い題材グループ。

／ 中学生活の最後２ ４

の年を充実させるた

めに、これまでの経

験やみんなの願いを

基に、自主的に学級

目標／学級組織を決

める。

最上級生としての希１

望や抱負をもつ。

こんな学級にした２

いという願いや考

えをもつ。

最上級生としての自１
覚や役割を理解し、
良きリーダーとして
活動する決意をもつ。
最上級生として集団４
生活を積極的にリー
ドし責任を果たす決
意をもつ。
３年生での学習を中８
学校での学習の総仕
上げとしてとらえ、
計画的に取り組む。

２年生までで、不本１

意だった部分につい

て克服していく。

級友とのコミュニケ１

ーションを広める。

これまでの学習方法等を振り返り、今後伸ば８

したい点や改善点を明らかにし、その方策を

決める。

自らの意志で選択し５
た教科に意欲的に取
り組む決意をもつ。

１、２年生時の選択教科の選択理由を振り５

返り、学習の満足度を考えた上で、どのよ

うな選択が自分にとってよいのかを決める。

選択教科のねらいや５
教科の種類、授業時
数等から選択の可能
性をとらえる。

一生学び続ける意10

志をもつ。

学ぶことを、自分の10

生き方から見つめ直

し、逃避や怠惰の心

に立ち向かう。

学ぶことの意味を考10

える。

学級での活動を再点検し、問題点をあげて、その解決策を考え、より11

よい学級を作っていく。

先輩のメッセー12 13、

ジから、自分の進路

選択に必要な条件等

をひろいだす。

働くことの意味を再15

認識する。

自信と希望をもっ12 13、
て進路を切り開いて行
くための心構えと準備
について考える。

自分の問題と12 13、

して進路の問題に

取り組む。

職業生活をとおし15

て自己実現を目指

すよう決意する。

希望職業と希望理由15

を考え、その職業に

ついて検討する。

話し合いで決まっ18

たことに対し、自

分が心掛けること

を明確にする。

夏休みの目標や計画17
に沿って夏休みを振
り返り、成果と課題
を明確にする。
２学期の大きな流18
れを理解し、どの
時期にどんなこと
を頑張るかを考え
る。

話し合いをとおして18

問題を解決する。

夏休みの生活や学習17
が不本意に終わって
も、その気持ちを引
きずらないように心
掛ける。
学級全体で話し合っ18
て決まった事柄を優
先し、自我をコント
ロールする。

自己理解の学習を振19

り返り、自己の成長

や変化に気付く。

自己の能力や適性、興味・関心を見つめ直し19

それを進路選択に生かす。

進路希望調査に積極的に取り組み、結果20 21、

を発表し合って自分の進路選択に生かす。

自己理解を深める力19

を培う。

自分の希望する20 21、

進路先の調査の大切

さを理解する。
グループ討議や相22

談によって解決を

図る。
自ら進んで心を打ち22

明け、相談する。

学習上の不安や悩み22
は誰にでもあり、そ
れから逃げない気持
ちをもつ。

自分の進路希望や進路計画を吟味・再検討し26

て、最終的な進路決定への方策を考える。

進学や就職に必要な準備を考え、自らの力で28

準備を進める。

自分の責任で進路を26

選択していく。

相談活動をとおして26

進路の最終決定への

情報をつかむ。

先輩の事例を自分の27

選択に生かす。

入学願書や就職相談28

票の記入の仕方を理

解する。

今の自分がなすべき27
ことを考える。

先輩の事例をヒント27
に、不安や悩みをどの
ように解決したらよい
か考える。

これまでの中学校生活（自分達の足跡）を振31

り返り、どんな形で自分達の思いや感謝の気

持ちを伝えるか考える。

残りの３カ月を共に31
頑張ろうという気持
ちをもつ。
後輩へ託すことを、31
心を込めて伝える。

感謝の気持ちをもっ31

て学校生活をおくろ

うと決意する。

先輩のメッセージから、自分の生活に生33 34、
かせる点を考えて、不安や悩みの解決を図った
り、夢の実現への意欲を高めたりさせる。

不安を克服し、夢33 3、 4
を求めて自分の道を歩
んでいく意志をもつ。

自分の希望する職業15
に就くための進路計
画等の検討・改善を

。図る

好ましい面接の受け28
方について考える。

、 みんなが不安を感33 34

じていることを知る。

未来に希望をもって35
進むための心構えを
考える。

希望に溢れた自分の将35
来の姿を構想する。

将来の生き方について35

の意志を固める。

これまでに学んだこと35

を総動員して考える。
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第三学年の適応にかかわる指導のオリエンテーション計画

○年４月１日

１．ねらい

、 。３年生は学級の編成もなく 精神的には割合に安心してスタートを切ることができる学年である

しかし、一方では新入生を迎え、 上級生としてあるいはリーダーとして良い意味での責任感や、

悪い意味での解放感に浸る学年でもある。

そこで、オリエンテーション期間中には、次のことをねらいとして指導していきたい。

⑴ 新学年のスタートにあたり、その喜びをもたせ、最高学年としての自信と誇りを確かなものに

（○○中の伝統やその素晴らしさを１・２年生に示すことができるようにさせる 「３年させる。 。

生は偉大であり、下級生は上級生に学ぶ」という指導姿勢の中にある、 高学年としての自信と

誇りを具体的な活動をとおして示させる。新入生に対する援助、２年生に対する姿勢、３年生と

しての役割など）

⑵ ２年生までの反省にたって、３年生としての抱負と心構えを確認し、一人一人の目標を明確に

（自己の可能性を信じ何事にもひたむきに立ちさせ、これからの学校生活の見通しをもたせる。

向かう姿勢、望ましい自己実現と自立に向けての努力、 高学年としてのあるべき姿など）

⑶ 学級目標作りやその実現に向けての活動をとおして、生徒同士、生徒と教師の好ましい人間関

（進んでより良い学校生活を築こうとする仲間の良さに共感し、共に学級・学年・学係を作る。

校を向上させようとするムード作りとその実践）

⑷ 修学旅行に向けての取り組みをとおして、班や学級・学年の協力体制の強化を図り、また、各

学習地でのさまざまな人との出会い・交流を通して「人生いかに生きるべきか」という課題追求

（事前学習の充実、班別研修の事前指導など）に取り組ませる。

２．指導上の留意事項と具体的指導場面

⑴ 新しい生活のスタートであることを強調する （今までの見方・考え方・感じ方にとらわれな。

い視点と柔軟性にたった相互理解・生徒理解、春休みの成長の確かめ合い）

＊ 学級開き、短活、始業式、学年集会など

⑵ 最高学年としての望ましい自覚と誇りをもたせ、後輩に対し、気迫と思いやりのある援助活動

を進めさせる。

＊ 入学式の準備活動（清掃 、入学式での合唱や態度、対面式での生徒会活動の紹介・合唱・）

応援歌・態度、日常生活での挨拶・清掃・合唱などの力量、生活全般にわたるけじめ、学級掲

示や短学活見学、部活動見学など

⑶ 中学校３年生の立場・特徴を知らせるとともに、自己実現・自立に向けての進路選択のための

日常の努力の大切さを認識させる。

＊ テストの意味、授業を大切にすること 「生活の記録」での指導など、

、 、 、⑷ 学年での集会を大切にし ３年生としての決意と自覚を促し 学級・学年としての結束を強め

集団としての力を発揮させる。

＊ 学年朝会、学活での学年集会、合同の短学活など

⑸ 学年執行部を中心に合同の班活動に積極的に取り組ませ、自分たちの生活を自分たちで創り、

向上させていく姿勢をさらに発展させていく （自治能力、自治活動の育成、充実）。

＊ 修学旅行の係ごとの活動、学年の月目標の設定とその実践など

⑹ 修学旅行に向けての一連の活動を通して、修学旅行の意義や目標を再認識させながら、当日ま

での取り組みの見通しをしっかりともたせる。また、日常生活・日常活動との関わりを大切にさ

せていく。

＊ 事前学習会の充実（下見の結果の活用、学習地の紹介など 、班別研修事前点検、挨拶・合）

唱活動の充実など
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第３学年の年度初めのオリエンテーション期間における「ガイダンスの機能を生かした学級活動●

と他の教育活動との関連を図った指導展開の具体案

第１日目 第２日目 第３日目 第４日目 第５日目 第６日目 第７日目

正式の係が進行と連絡をする短活
「こんな学級がい

集計結果配付い」

紹介式 教科⑫ 道徳教科⑥
教科①

１ 担任発表 ３年生になって

学級活動３

修学旅行の準備
始業式

学級開き 教科⑬ 教科⑯２・３年集会 教科② 教科⑦

対面式練習 学級組織作り２ ・担任方針

・ こんな学級「

がいい」記入

教科③ 教科⑧ 教科⑰入学式準備 教科⑭

３

教科⑮教科④ 教科⑨

自分で選ぶ４

選択教科入学式練習

仮の班ごとに楽しく昼食をとろう 正式の班で昼食の準備をしよう昼食

学級のみんなと協力し合って修学旅行に向けての準備を進めよう休憩

教科⑱教科⑤ 教科⑩

学級目標を５

決めよう

教科⑪

６

仮の班で清掃 仮の班で清掃 正式の班で清掃活動に取り組む清掃
１年生に

清掃紹介

担任が諸連絡 仮の係が担当 正式の係が進行と連絡を行う短活
１年生に
短活紹介

・生徒手帳 放課後に学年 修学旅行に向 ・中央委員会自分がやりた

・対面式準備 生徒会の組織 けて新体制で ・学年生徒会連 い役職を考え

を確立 活動する絡 ておく

事

項

等

「注１」図中の矢印は、各活動のつながり・発展の方向を示す。 「注２」学級活動の白抜き数字は 「発表資料 【表５】に対応する。、 」

「注３」３年生での学級編成替えがない場合の例。

入

学

式

対面式

・中学校生活

のしおり

・生徒会誌

・生徒手帳

交

通

安

全

教

室

身

体

測

定

総
合
的
な
学
習
の
時
間

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
学
習
の
手
引
き
」
を
使
っ
て
、
各
教
科
ご
と
に

教
科
学
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う

教

科

学

習

の

本

格

的

な

ス

タ

ー

ト

２年生の冬休み明けに、修学旅行終了時までの学級組織を
決定しておき、修学旅行の準備を並行して進めることもあ
り得る。

上級生としての自信と

誇りをもたせる

生徒会オリ

エンテーシ

ョンの工夫

と生徒会誌

の活用

卒
業
生
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
活
用
す
る

具
体
的
で
評

価
可
能
な
も

の
を
考
え
る

こうした指導展開の案を、始業式

の日に生徒に提示して、活動の見通

しをもたせておきたいものです。

１学級活動

４学級活動

２学級活動

５学級活動
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３ ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案

● 単位時間毎の学級活動の指導計画案の構成

活用の手順・方法

「発表資料」 .14 15を参照してください。pp -
活用上の留意点

・主な参考資料は 日本進路指導協会編 中学生活と進路 指導書 埼玉県中学校進路指導研究会編 進、 「『 』 」、 「

」 。 。路学習を核とした学級活動の展開 です これらを併せて見て頂くことで効果が期待できると考えます

・ 適応」と「選択」にかかわる題材はできるだけ取り上げましたが、体育祭や文化祭、修学旅行など、各「

学校の独自色が強い題材については割愛しました。また、二学期末の反省や冬休みの計画作りなども、

一学期末の反省や夏休みの計画作りで準用することを考え割愛しました。

・学級組織作りのように、各学年の題材が類似しているため、活動内容も類似した計画になっている場合

があります。生徒の発達段階や実態、指導のねらいなどを考慮し、適宜工夫して活用してください。

・内容や構成の面で、不十分なもの、実際の指導で不都合が生じそうなもの（活動の内容が多すぎたり、

少なすぎたり、主体的活動が難しい内容であったり等）があります。適宜組み替えたり取捨選択したり

して活用ください。

※今回示した指導計画案は、ガイダンスの機能の充実を図った指導の、いわばたたき台です。多くの方々

に実践して頂き、よりよいものに修正・改善がなされていくことを願うものです。

「白抜き反転数字と

題材名」は 「各学年、

毎のガイダンスの機能

を生かした学級活動の

指導計画案」の図の中

の「白抜き反転数字と

」 。題材名 に一致します

「各学年毎のガイダ

ンスの機能を生かした

学 級 活 動 の 指 導 計 画

案」に示した六つの能

力の中から、本時にか

かわる能力について掲

載しています。

また、それぞれの能

力を展開のどの活動場

面で培うかを 「主な、

指導と援助」の欄に示

しました。

３番の指導上の工夫

（留意点）と４番の展

網掛けゴシ開の中の

は、ガイダンスック

の機能の充実を図るた

めに行う活動の工夫を

表しています。

吹き出しの中に、指

導と援助、活動のヒン

トを掲載しました。

事後指導を明示し、

指導の継続がなされる

よう、配慮しました。
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第１学年のガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案 《 目 次 》

第 １ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択題 材 名

・始業式 ◎ ２６１中学生になって

・入学式 ◎ ２７、２８２ ３中学校とは何か

・生徒会オリエンテーシ ○ ２９４学級目標を決めよう

４ ョン ○ ３０５ ６学級組織作り

・３年修学旅行 ◎ ３１７選択教科を選ぼう

・応援歌練習 ◎ ○８体育祭に向けて

９・体育祭

・生徒総会 ◎ ３２10中学生の学習

11５ ・中間テスト

○ ◎ ３３12望ましい学習方法

13・地区中総体

６ ・期末テスト ◎ ３４14私達の将来の希望１

◎ ３５15私達の将来の希望２

・県中総体 ○ ３６16一学期の反省

・期末面談 ○ ３７
７

17班・係の活動反省

・終業式 ○ ３８18夏休みの生活設計

・始業式 ○ ３９
８

19夏休みの収穫

・地区陸上大会 ◎ ４０20二学期の計画

・地区新人戦 ○ ４１、４２21 22働く人々のすがた

９ ・中間テスト ○ ４３23働く人々の仕事と考

え１

・生徒会立会演説会 ○ ４４24働く人々の仕事と考

え２
10

・県新人戦

・文化祭 ◎ ○25文化祭の取り組み

26

・県新人戦 ○ ◎ ４５27人と個性

・（総合「発表会」） ○ ◎ ４６
11

28自分の特色、友達の

よさ・期末テスト

29

・学期反省 ○30健康で安全な生活

12 ・期末面談 ○ （一学期末の反省を準用してください）31二学期の反省

・終業式 ○ （夏休みの生活設計を準用してください）32冬休みの生活設計

・始業式 ◎ ４７33冬休みの反省と新年

の決意１

◎ ４８34悩みとその解決

35・期末テスト

・生徒総会
２

◎ ４９36進路と将来設計

◎ ５０37進路計画の必要性

・公立高校入試 ◎ ５１38進路計画の立て方

・修了式 ◎ ５２３ 39学年の反省

・卒業式 ◎ ５３40中堅学年への抱負

「注」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材



- -26

１年－ 題材名 「中学生になって」１

１ 目標

ア 中学校入学の喜びや希望、抱負などを話し合わせ、中学校生活への不安を和らげ、希望と意欲をもって毎日の生

活に臨む心構えと決意をもたせる。

イ 学級の人間関係作りのきっかけとして、互いを知り、認め合い、みんなと協力していこうとする意識を高める。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：○自分から進んでコミュニケーションをとる。○級友への理解を深める。Ａ Ｂ

イ ：中学校生活や新しい友達に対する不安を取り除く。

ウ ：中学校生活への希望や抱負をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に配付した 自己紹介し合い、級友への理解を深める。「自己紹介カード」を用いて

、 、 。イ 自己紹介には を取り入れ 和やかな雰囲気の中で自己開示や他者理解が図られるようにするゲーム形式の活動

ウ 新しい生活への不安を取り除き、学級への所属感をもたせて学校生活への意欲を高める。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 入学式を終え、中学生になった感想を発表す導

る。入

自己紹介をとおして互いを知り合い、中学校

５ 生活への希望と抱負をもとう

分

２ 担任の先生の自己紹介を聞く。

・担任の先生の「自己紹介カード」に基づく自

展 己紹介を聞く

３ 生徒同士で自己紹介を行う。

(1) 隣の人に名前を伝え、互いに握手する。

〔自己紹介ゲーム１〕

(2) 「自己紹介カード」に基づいて、各自が自

己紹介をする。

と に関する工夫
・次の〔自己紹介ゲーム２〕のやり方の説明

→自己紹介ゲーム １
を受けてから自己紹介の活動を行う

・メモはとらずにしっかりと聞く

４ 各自の自己紹介を基にして、級友への理解や

中学校生活への希望や抱負を深めるためのゲー開

ムを行う。

〔自己紹介ゲーム２〕 に関する工夫40

→自己紹介ゲーム２を意識させた自己紹介分 ・みんなの特技や趣味

・中学校生活への希望や抱負

５ みんなの自己紹介を聞いての感想や気持ちを終

発表する。末

・みんなの素晴らしいところ

に関する工夫５ ・みんなの気持ち、自分の気持ち

→感想や気持ちの発表分 ・自分の学校生活に生かしていきたいこと

５ 事後指導

・本時で使用した「自己紹介カード」は、全員分を集めて冊子にまとめ、配付する。

・本時で紹介し合った中学校生活への希望や抱負を、学級目標設定の活動に生かす。

５～６名に発表してもらい、期待と不安が交錯している状況を
浮き彫りにする。

そして、自己紹介をとおして、級友を知り合い、学校生活への
希望や抱負を確かめ合うような活動をすることをテーマとして確
認する。

担任教師が和やかに自己紹介を行い、自己開示をとおして、生
徒との親和関係を築くように配慮する。

〔自己紹介ゲーム１〕の進め方
・決められた時間内で、男女を問わずできるだけ多くの級友と

名前を伝え合い、握手をする。
・教師は計時を行い、あわせて和やかな雰囲気になるように配

慮する。

〔自己紹介ゲーム２〕の進め方

・教師が、特技や趣味、中学校生活への希望や抱負といった中

からテーマを決め、生徒の発表を聞きながらメモをとる。

・全員の紹介が終わったら、教師が生徒の言葉を取り上げて再

現し、生徒はそれが誰のものだったかを当てる。

先生や級友との関わりの中で感じたこと、考えたこと、今後に
生かしたいことを振り返らせる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

Ａ人間関係能力○ 感情統制能力

Ｂ人間関係能力○

思考能力

学年毎の計
画案から
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１年－ 題材名 「中学校とは何か （中学校の生活１）２ 」

１ 目標

ア 中学校生活における諸活動（生徒会、学年・学級、班）の組織や内容を理解させ、集団の一員としての自覚のも

とに活動していく心構えと決意をもたせる。

イ 中学校での新しい生活に関心をもたせ、集団の中で楽しい学校生活を送るために何が大切か考えさせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：自分から進んでコミュニケーションをとる。

イ ：中学生活への希望や抱負をもつ。

ウ ：集団の中で楽しい学校生活を送るための方策を知り、実践する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 小学校との比較をとおして中学校の活動の組織や内容を理解させ、進んで活動に参加しようとする意欲と態度を

養うように努める。

イ ことによって、対面式における生徒会活動の紹介や学級の活動と生徒会のかかわ対面式の前に本時の指導を行う

りの説明がより効果的に行われるようにする。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 入学式などでの先輩の行動・姿から小学校と導

の違いの面で感じたことを発表する。入

中学校の諸活動の組織と内容を知り、楽しい

５ 学校生活を送っていく決意をもとう

分

２ 生徒会組織と活動内容の概略について担任の

先生の説明を聞く。

・執行部の組織と活動内容

展 ・各種委員会の組織と活動内容

生徒手帳や生徒会誌の活用・地区生徒会の組織と活動内容

生徒会対面式との連携・部活動の状況

３ 学年・学級組織と活動内容の概略について担

任の先生の説明を聞く。

・学級執行部の組織と活動内容

・学年執行部の組織と活動内容

４ 学級の班組織と活動内容の概略について担任

の先生の説明を聞く。開

・班の組織と活動内容例

５ 諸活動に参加していく上で大切にしていくべ42

きことについて話し合い、発表する。分

及び に関する工夫・各自の考えや気持ちの文章化

→グループでの話し合い・グループでの話し合いと発表

６ 本時の活動を振り返り、希望・抱負を含めて終

感想を発表する。末

・感じたこと、気付いたこと
に関する工夫

３ ・生徒会の一員として頑張りたいこと
→感想や気持ちの発表

分 ・先輩が築いてきた校風を受け継いでいくこと

５ 事後指導

・中学校生活の諸活動の組織や内容の説明を踏まえて、自分のやりたい役職を考えておくよう指示する。

５～６名に発表してもらい、先輩の整然とした言動や美しい合

唱など、小学校との違いを浮き彫りにする。

そして、そのような活動をしていくための組織や内容がどうな

っているかを学ぶことを確認する。

生徒手帳を用い、生徒会役員や各種委員会等の組織と活動内
容を説明する。

必要に応じ、生徒会誌を用いて、活動の実際について紹介す
る。

生徒会の対面式との連携を考えて、説明の内容を絞っておく。

２～４の各段階で、さらに詳しく知りたいことや疑問点につ
いてはその都度質問させ、適宜補説する。

生徒会や学年・学級の組織と活動内容の概略についての説明

を受けて、楽しい学校生活を送っていくためにどんな気持ちで

諸活動に参加することが大切かを、グループで話し合わせる。

グループでの話し合いの前に、各自の考えや気持ちを書かせ

る。

グループは、座席をみながら数名で適宜編制する。司会と発

表者も適宜指定する。

先生の話やグループの発表を聞いて感じたこと、考えたこと
などから、中学校の諸活動に対する希望や抱負を確認させる。

人間関係能力

思考能力

問題解決能力

人間関係能力 問題解決能力

思考能力
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１年－ 題材名 「中学校とは何か （中学校の生活２）３ 」

１ 目標

ア 中学校の学習のあらましを理解させ、日々の学習を大事にしながら進路について具体的に考えていく心構えと決

意をもたせる。

イ 中学校の１日の生活の流れや生活上のルールを理解させ、集団の一員としての自覚のもとに有意義な生活を送っ

ていく心構えと決意をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：集団の中で楽しい学校生活を送るための方策（相談など）を知り、実践する。

イ ：中学校の学習や活動の特色を知り、意欲的に取り組む。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア とし、 中学校の学習のあらましを理解させ、教科や教科担任制学年合同での学級活動 教科担任の協力を得ながら

への不安を和らげるよう務める。

イ 中学校の生活上のルールは、特別なことではなく、集団生活の中では当然できなければならない事項であること

を強調する。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 中学校の学習や生活に関して知っていること導

や不安について発表する。入

中学校の学習のあらましと生活の流れや基本

５ 的なルールについて知ろう

分

２ 中学校の学習のあらましについて教科担任の

先生の説明を聞く。

・教科担任による自己紹介と教科の紹介

教科担任の協力展 ・中学校の学習についての基本的な心構え

「学習のてびき」の活用・教科リーダーの役割

３ 中学校における学習の意味・役割について考

える。

・義務教育の 終段階であること

・将来の進路実現に直結していること

４ 中学校の生活の流れや生活上のルールについ

て担当の先生の説明を聞く。

開 ・１日の生活の流れ

「中学校生活のてびき」の活用・基本的なルール

５ 学習や生活などの悩みに対処する、学校の教40

育相談のしくみについて説明を聞く。分

・教育相談の場や機会

・教育相談の相手

、終 ６ 中学校の学習や生活についての説明を聞いて

どんな気持ちでいるかをまとめる。末

・各自で文章化

や に関する工夫５ ・中学校での学習や生活にかかわる決意

→自己の考えや気持ちをまとめる作文分 ・悩みへの対処

５ 事後指導

・中学校の学習や生活についての作文から個々の生徒の状況を把握し、必要に応じて二者面談や教育相談を行う。

５～６名に発表してもらい、小学校との違いや多くの生徒が共
通に抱えている不安を浮き彫りにする。

そして、中学校の学習や生活がどうなっているかを学ぶことを
確認する。

学年の学習担当の先生が司会し、各教科担任に簡単に自己紹

介と教科の紹介をしてもらう。

各教科の学習内容や学習方法などにかかわる詳しい説明は、

それぞれの 初の授業において「学習のてびき」を用いて行う。

学習についての基本的な心構えや教科リーダーの役割は、学

年の学習担当の先生が説明する。

数名に発表させ、それらの価値付けを行う。
社会の一員として必要な「学力」を 終的に身に付ける場・

機会であること、進路について具体的に考えていく必要がある
ことをおさえさせる。

学年の生活指導担当の先生が、「中学校生活のてびき」を用
いて説明する。

適宜質問を取って補説する。
生活上のルールは、集団生活の中では当たり前の事項である

ことを強調する。

中学校生活が始まって間もない今の正直な気持ちを書かせる。
学習や生活にかかわる心構えや決意及び不安について把握し、

事後指導に生かす。

悩みの相談相手は、学級担任や教科担任、部活動顧問など数多
くいることを踏まえ、さまざまな機会をとらえて相談できること
を確認する。

問題解決能力

意志決定能力

問題解決能力 意志決定能力
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１年－ 題材名 「学級目標を決めよう」４

１ 目標

ア 「こんな学級がいい」という共通理解を図らせ、集団の一員としての自覚をもって望ましい学級作りをしていく

ための「学級目標」を設定させる。

イ 「学級目標」作りをとおして、生徒達の主体性と自主性を培い、充実した学校生活を送る基盤を築かせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：明るく楽しい学級となるよう、思いやりと責任をもって活動する。

イ ：こんな学級にしたいという願いや考えをもつ。

ウ ：よりよい学級集団の在り方を考え、話し合いで目標を決定する。

エ ：みんなの願いを踏まえて学級目標を決める。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に に各自の思いや願い（ ）を書かせ、それを「こんな学級がいい！」のカード 場合によっては父母のものも

しておき、よく読んで話し合いに臨むようにさせる。集計した結果を配付

イ 学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具体的で評価が可能なものになるようにさせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「こんな学級がいい！」のアンケート集計を導

確認し、活動のテーマを知る。入

みんなの願いを反映させた「学級目標」を作

に関する工夫５ ろう

のアンケート集計
分 →「こんな学級がいい！」

２ 学級目標作りに当たっての留意点や担任の先

生の願い及び活動の進め方についての説明を聞

く。

展 ・具体的で評価が可能なもの

・担任方針あいさつの内容の再確認

・学級目標作りの活動の進め方

３ 学級目標作りの活動をする。

(1) 数人ずつの任意のグループに分かれ 「こん、

な学級がいい！」のアンケート集計を基に、

や に関する工夫グループとしての学級目標の案を考える。

→グループでの話し合い開 ・各グループの案とその理由

(2) 各グループからの案を基に話し合い、学級

42 目標を決定する。

分 ・各グループからの案に対する質疑

や に関する工夫・各グループからの案の整理統合や修正

→全員での話し合いと決定・学級目標の決定

４ 活動を振り返っての感想や決定した学級目標終

に対する感想を発表する。末

・みんなの意見や願いが込められた

に関する工夫
３ ・学級や自分の進むべき道がわかる

→感想や気持ちの発表
分 ・学級組織決めも積極的に行う

５ 事後指導

・生徒各自の「こんな学級がいい」のアンケート集計結果や、決定した学級目標を、通信等で紹介する。

・決定された学級目標を教室正面に掲示し、折に触れて学級目標に込められた願いを確認させる。

アンケート集計結果から、学級のみんながおおよそどのよう
な願いをもっているかを確認し、みんなの願いを反映させた学
級目標を作ることを活動テーマとする。

学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具
体的で評価が可能なものになるようにさせる。

入学式後の学級開きでの担任方針あいさつの内容を振り返ら
せ、担任の願いを確認する。

グループごとに話し合って案を作り、それを全体でまとめて
いくこと、全体の司会は担任が行うことを確認する。

グループは、座席をみながら数名で適宜編制する。司会と発

表者も適宜指定する。

その案を考えた理由についても発表できるように準備させる。

学級目標作りの活動の経過と、自分及び級友の言動を振り返
っての感想や、決定した学級目標の下での学級や自分のあるべ
き姿について考えさせ、発表させる。

次の学級組織作りの活動につなげる。

各グループから出された案に対し、本時の活動テーマや「具

体的で評価が可能なもの」という観点からの質疑をとおして案

の整理統合や修正を行い、全員で一つの形にしていく。

人間関係能力

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

思考能力

人間関係能力 問題解決能力

問題解決能力 意志決定能力

思考能力
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（２時間扱い）１年－ ・ 題材名 「学級組織作り５ ６ 」

１ 目標

ア 「学級目標」に沿った学級作りをするための学級組織の在り方、すなわち、学級経営の基盤であり人間関係を円

滑にする基盤となる学級組織の在り方を考えさせ、生徒会活動との関連を踏まえながら、活発に活動できる学級組

織を作らせる。

イ 組織は、構成員の協力がなければ機能しないということを認識させ、責任をもって役割を遂行しようとする意欲

をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：互いの存在や個性を尊重して組織作りを行う。

イ ：自分の希望とは異なる役割であっても、集団の一員としての立場を自覚し、行動する。

ウ ：よりよい学級集団の在り方を考え、話し合いで組織を決定する。

エ ：自分にふさわしい役割に進んで取り組み、責任を果たす。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 。その際、学級目標のねらいと「学級活動 」で学級目標決定後に、自分がやってみたい役職を考えさせておく ２

学んだ生徒会、学年・学級、班などの組織を踏まえさせる。

イ 個々の生徒が思いやりと責任をもって活動しようとする雰囲気を作る。また、特定の生徒の孤立や排斥行為など

がないように留意する。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学級目標とその願いを踏まえ、その実現を目導

指す学級組織を作ることを確認する。入

「学級目標」を実現していくために個々の願

に関する工夫10 いが反映された学級組織を作ろう

→グループでの話し合い分

２ 学級組織作りに当たっての留意点を確認し、

進め方について決定する。

(1) 学級組織作りに当たっての留意点について

展 確認する。

・全校生徒会とのかかわり

・学年生徒会とのかかわり

(2) 学級組織作りの進め方について決定する。

ア 役員の決定について

・決める役職の順番

・候補者の擁立と決定の仕方

・候補者が重複した場合の決定の仕方

や に関する工夫イ 班や当番の決定について

→立候補を原則とすること・班の構成と班員の決定の仕方

・座席の決定の仕方

・清掃区域や給食当番の割当の仕方

開 ウ 係活動の決定について

に関する工夫・必要な係の種類
→係活動のアイデア85 ・係員の決定の仕方

３ 学級組織作りの活動をする。分

や に関する工夫・学級組織作りに当たっての留意点や進め方に
→話し合い活動沿って決定する

４ 決定した学級組織を確認し、組織の中での自終

分の役割について考えさせる。末

・組織が機能するように責任を果たす
や に関する工夫

５ ・学級目標の達成に向けてみんなと協力して活
→自己の考えや気持ちをまとめる作文

分 動する

５ 事後指導

・話し合いの様子や、決定した組織について、通信等で紹介する。

・決定した役割（氏名）を学級組織図に短冊で貼り付け、学級に掲示する。

学級目標を全員で復唱し、それに込められた願いを確認する。
学級目標を実現するための学級組織はどうあればよいかをグ

ループで考えさせ、発表させる。

学級で選出すべき役員や委員などが全校や学年の組織とどの
ようにかかわっているかを示した組織図を用意し、それに沿っ
て確認する。

役員や委員などが決定したら、組織図を拡大し、それに役員
や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に
生かす。

話し合いによって、学級組織作りの進め方について決定して

いく。司会は、学級担任の先生が行う。

話し合いをとおしてみんなが共通理解することによって協力

が生まれ、守られていくことを確認する。

希望とは異なった役割であっても、集団の一員としての立場
を自覚し、明るく楽しい学級となるように活動する決意をもた
せる。

役員の決定については、組織図を基にしながら考えさせる。
候補者の擁立については、事前にやりたい役職を考えさせて

いるので、意欲を優先し立候補を原則に進めるように導く。

問題が生じた際は、その都度話し合いによって解決する。

係活動の決定については、生徒の意見やアイデアを学校の教
育活動の中で 大限尊重することによって意欲をもたせ、活動
を活発にさせる。

人間関係能力

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力 人間関係能力

問題解決能力

人間関係能力 問題解決能力

感情統制能力 意志決定能力
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１年－ 題材名 「選択教科を選ぼう」７

１ 目標

ア 選択教科が設置されている理由と、自校の選択教科の種類や授業時数などについて知らせ、選択教科への関心を

もたせる。

、 。イ 選択教科の選択の仕方について理解させるとともに 自分の願いをもって適切な選択を行おうとする態度を養う

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：中学校生活（選択教科）への希望や抱負をもつ。

イ ：選択に迷った際は、より多くの情報を求め、教育相談を受ける。

ウ 及び ：選択教科の意義と内容を理解して、自己決定する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア とし、 選択教科の学習のあらましを理解させ、選択への関学年合同での学級活動 選択教科担任の協力を得ながら

心と意欲を高める。

イ 選択教科の選択の上での考え方の例として、 。２年生の先輩の体験談を生かす

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 中学校には選択教科があることを知り、選択導

の仕方について学ぶことを確認する。入

選択教科のあらましと、適切な選択の仕方に

３ ついて知ろう

分

２ 選択教科が設置されている理由と、自校の選

択教科の種類や授業時数などについて教務主任

の先生の説明を聞く。

に関する工夫展 ・選択教科設置の理由

→「選択教科」の関連資料・選択教科の種類と授業時数、教科担任

３ 各選択教科の学習内容や学習方法、必要な経

費や物品などについて、教科担任の先生からの

説明を聞く。

に関する工夫・学習内容や学習方法

→教科担任の協力・必要な経費や物品

・適正人数

４ 選択教科の選択の仕方について、教務主任の

先生の説明を聞く。開

・選択の上での留意点

40 ・選択教科決定の手順

５ ２年生の先輩の体験談を聞く。分

・選択教科の選択の理由

に関する工夫
・選択教科を学んでの感想

→先輩の体験談
終 ６ 選択教科の説明や体験談を聞いて、どんな考

えでどの教科を選択するかまとめる。末

・希望する教科とその理由・決意

に関する工夫７ （第二希望まで）

→自己の考えや気持ちをまとめる作業分 ・選択に当たっての要望

５ 事後指導

・正式決定までの間の試行機会や、随時の教育相談を利用し、より適切な選択をさせる。

「選択教科」という言葉を聞いてどのようなことを思い浮かべ
るか考えさせ、数名に発表させる。

学年の学習担当の先生が司会する。
選択教科の開設状況については、１年生のものだけでなく、

２・３年生の例もあわせた資料を用意し、３年間の見通しをあ
る程度もたせる。

すべての選択教科の概要を一覧表にした資料を用意し、それ
に沿って説明する。

教科担任の先生が、独自に資料や授業風景などの写真を用意
して説明してもよい。

選択教科の設置の趣旨に照らし合わせ、自分の意志で選択決

定するようにさせる。

選択教科申込用紙の記入の仕方と共に、決定までの手順につ

いても説明する。

状況によっては第一希望通りにならないこともあること、決

定までの間に随時教育相談を行うことを付け加えておく。

選択教科の選択について、自分の考えや気持ちを整理し、選
択教科申込用紙にまとめさせる。

生の声で体験談を聞かせることができない場合は、録音して
おいて聞かせる。

開設されているすべての選択教科について聞かせる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力 情報選択能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力
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１年－ 題材名 「中学生の学習」10

１ 目標

ア 学ぶことの意義や目的を考えさせることで、将来に希望をもって意欲的に学んでいこうとする態度を育てる。

イ 生涯学習の場や機会を知らせ、目的をもって学ぶことの大切さについて考えさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：何のために学ぶのかということについて考える。

イ ：将来の夢や希望をもち、意欲的に学ぼうという志をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学ぶことの目的や意義について、 する。班毎に話し合い、それを基に学級全体で意見交流

イ 学ぶことが将来の「生き方」に深くかかわることに気付かせる。

ウ を用意し、自己の将来の希望と対照して視覚的に理解できるようにする。生涯学習の場と機会の系統図

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 中学生になってからの学習についてのアンケ導

ート集計を確認し、活動のテーマを知る。入

何のために学習するのかをみんなで考え、今

３ 後の学習への意欲を高めよう

分

２ 中学校で学習する内容にはどんなものがある

かを振り返り、発表する。

・各教科の学習を中心に考える

３ なぜ、中学校では２番のような学習をするの展

かを話し合い、発表する。

(1) 教科や学習内容毎に、班で分担して学習の

目的や意義について考える。

に関する工夫・各班で考えた目的や意義

→班毎の話し合い・教科指導の中での先生の言葉の引用

(2) 各班からの発表を聞き、それを基に学級全

体で意見交流する。

・各班の考えに対する質疑

に関する工夫・将来の生活や生き方にかかわることを確認

→学級全体での話し合い開 する

４ 将来の夢や希望の実現のために、中学校卒業

後も様々な学習の場や機会があることを知る。40

分 ・中学校卒業後の学習の場や機会を発表する

・生涯学習の場や機会の系統図をみて、自分の

生涯学習の場や機会の系統図の活用将来の希望を対照させてみる

５ 本時の活動で考えた学ぶことの目的や意義を終

基に、学習に向かう際の心構えや決意を短冊に末

書く。

に関する工夫７ ・将来の夢や希望と結び付けて

→学習への心構えや決意を短冊に書く活動分 ・自分の「生き方」を考えて

５ 事後指導

・決意の短冊を、教室に掲示し、折に触れて振り返らせる。

・短冊に書いた決意文を、通信等でも紹介する。

アンケート結果から、学習の目的や意義をつかめていなかった
り揺らいでいたりしている級友がいることを把握させ、学習の目
的や意義についてみんなで考えることを活動テーマとすることを
確認する。

中学校で学習する教科名等を、思いつくままあげさせる。
時間割表によって教科名等を確認させ、それぞれの教科等の

学習の内容を大まかに振り返らせる。

各班の分担に配慮し、多様な考えが出されるようにする。
学習の目的や意義について、一人一人が考えを発表できるよ

うに、場合によっては班の人数を調整する。

各班から出された学習の目的や意義についての考えの中から、
共通する部分を確認させる。

学ぶことは、将来に深くかかわっていることを浮き彫りにす
る。

学ぶことの目的や意義としてどのようなことが話し合われた
かを、板書等を基に振り返り、それをしっかりと踏まえさせて
決意を書かせる。

中学校卒業後の学習の場や機会については、思いつくままあ
げさせる。

生涯学習の場や機会の系統図は、全体提示の後、プリントで
も配布し、各自の将来の希望にかかわりそうなものをチェック
させる。

思考能力

意志決定能力

思考能力

思考能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「望ましい学習方法」12

１ 目標

ア 自己のこれまでの学習を振り返らせ、問題点を改善し望ましい学習方法と学習習慣を身に付けていこうとする意

欲をもたせる。

イ 苦手教科の克服の工夫について考えさえ、日々の学習を計画的に継続していく心構えをもたせる。

ウ 家庭での予習・復習の必要性を理解させるとともに、具体的な目標をかかげて学習計画を立てさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：これまでの自己の学習生活を振り返る。

イ ：学習計画や学習方法について自ら工夫していく。

ウ ：苦手教科の克服や日常の学習を継続するよう努力をする。

エ ：自己の学習の反省や級友の反省から学習の工夫を知り、意欲を高める。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を実施し、その結果をＴＰシートや模造紙等にまとめて資料とする。学習の実態アンケート調査

イ を紹介する。先輩の「苦手教科克服法」

ウ 学習計画の立案に当たって、具体例として する。先輩の学習計画表を提示

エ を図り、事後指導に生かしていく。教科担任との連携

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学習の実態アンケートの結果を基に、望まし導

。入 い学習の在り方について考えることを確認する

自分のこれまでの学習を振り返り、望ましい

学習の実態アンケートの集計結果の提示５ 学習方法について考え、学習計画を立てよう

分

２ これまでの自分の学習を、チェックシートに

基づいて振り返り、問題点を明確にする。 に関する工夫

→自己の学習生活をチェックシートで振り返る・学校での学習、家庭での学習

３ 学習活動上の問題点を改善するにはどうした展

らよいかを、各班で話し合い発表する。

。(1) 各自から出された問題点について話し合う

に関する工夫(2) 各班で話し合われた問題点と改善策を発表

→出された解決策をヒントに、自分に合う方法を考えるする。

４ 先輩の「苦手教科克服法」を読み、自己の学

習に生かせることをひろいだす。 に関する工夫

→「苦手教科克服法」から自分に生かせる方法を選択する開 ・自分の苦手教科を中心に情報選択する

５ 先輩の学習計画表を基に、学習計画作成上の

（ ） 。38 工夫点 学びたい点 や留意点について考える

先輩の学習計画表（良い例）分 ・各自が見つけた工夫点について班の中で意見

交流する

６ 本時の活動で学んだこと、考えたことを発表終

し、学習計画表作成に向けての決意を高める。末

・苦手教科の克服に向けて努力する

に関する工夫７ ・しっかりとした学習計画を立て、 毎日の家庭

→学習計画の目標決め分 学習を充実させる

５ 事後指導

・具体的な学習計画の作成は宿題とし、適宜アドバイスを入れて完成させる。

・実施状況を毎日記録させ「生活の記録ノート」等に挟んで提出させる。担任は毎日励ましのコメントを入れる。

・実施後は、生徒に自己評価させるとともに、保護者からもコメントをもらい、学年通信等で紹介する。

・次回の学習計画立案の際に返却し、参考資料として活用させる。

学習にかかわる悩みや不安などの全体的な傾向として、学習の
仕方の問題や苦手教科の問題、学習時間の問題等があげられてい
ることを取り上げ、活動テーマを確認する。

机間指導し、問題点を明確にできないでいる生徒には適宜ア
ドバイスする。

班長が司会し、記録者を決めて話し合う。
はじめに各自の問題点を出し合い、問題点を整理した上で問

題毎に順番を決めて話し合う。
班員全員の問題について話し合われるよう留意させる。

各教科毎に２例程度ずつ紹介する。

学習計画表を配布し、本時の活動を踏まえて、取り組み目標
を書かせ、数名に発表させる。

学習計画表の目標以外については、宿題とする。
定期テストを控えている場合は、テスト範囲の一覧表も学習

計画表作りの資料として配付する。

工夫点（学びたい点）や留意点をつかみやすくするために、
良い学習計画表例（先輩作）と悪い学習計画表例（教師作）
を提示し、両者を対比して検討させる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

思考能力

問題解決能力

情報選択能力

意志決定能力
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（２時間扱いの１時間目）１年－ 題材名 「私達の将来の希望・その１14 」

１ 目標

ア 将来の夢や希望をもつことの重要性を理解させ、その実現への見通しやなすべきことの展望をもたせて学習意欲

を高めさせる。

イ ３年間の進路学習の内容の概略をとおして職業や進路の多様性に気付かせ、将来設計をとおして進路意識を高め

させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：将来の夢や希望をもち、意欲的に学ぼうという志をもつ。

イ ：多様な進路及び生涯学習の場や機会を知り、３年間の進路学習の見通しをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 自分が しておく。就きたい職業とその理由について考えさせ、その結果を集計

イ 友達と将来の夢を発表し合い、進路に対する興味・関心を高める。

ウ を書かせ、将来への展望とそれまでにすべきことを考えさせる。年表形式の将来設計

エ 将来の夢や希望の実現のための中学校生活の在り方を考えさせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 級友の将来の夢や希望についてのアンケート導

を基に、進路について学習することを知る。入

将来の夢や希望を発表し合い、その実現に向

５ けての将来設計を考えよう

級友の将来の夢や希望のアンケート結果分

２ 自分の将来の夢や希望とその理由について発

表する。

・みんなの前で一人一人発表する

３ 級友の夢や希望を聞いた感想、級友の考えか展

ら学んだことを発表する。

・みんないろんな夢をもっている

・希望理由が明確な人もいて、参考にしたい

４ 自分や級友の将来の夢や希望の実現のために

必要なものは何かを考える。

・学力や資格、適性、適切な言動や礼儀 等

５ 早い段階で将来への夢や希望をもつことの重

要性を、資料をとおして学ぶ。開

に関する工夫・目標をもっていると張り合いがでる

→級友の夢や希望、将来への夢を早くもつことの資料40 ・プラス思考で生きていくことができる

６ 「○○先生の年表～教師になりたい」を参考分

に、自分の将来設計を年表にする。

・現時点で分かる範囲で将来設計を書く
に関する工夫

終 ７ 将来の夢を実現させるためにもっと知りたい
→自分の将来設計

末 ことや心がけるべきことについてまとめる。

・自分の適性はどうなのか

５ ・進路決定までに考えていくべきことは何か

分 ・明確な夢や希望とその理由をもつ

５ 事後指導

・教室掲示に進路コーナーを設け、各自の将来の夢や希望、現在の決意や心がけを掲示する。

・中学校３年間での進路学習の流れや内容について、班毎に分担して取材させ、次時の学習の準備をさせる。

級友がいろいろな夢や希望をもっていることを知らせ、将来の
職業に関心をもたせる。

自分達の夢や希望を発表し合い、その実現に向けて将来展望す
ることを、本時の活動テーマとする。

それぞれの夢や希望を温かい気持ちで聞くように留意させる。
希望理由のキーワード等をメモしながら聞かせる。
夢や希望がはっきり定まっていない生徒や、どうしても発表

したくない生徒には配慮するが、できるだけ全員に発表させる。

級友のいろいろな考えや夢を認め合う和やかな雰囲気になる
ように配慮する。

希望理由は、将来の生き方につながるものであることを押さ
えさせる。

夢の有無と将来の暮らしや自己評価の資料から、夢や希望を
もっていると、将来や自分に対して肯定的な見方ができること
を読み取らせる。

野球の「イチロー選手の小学校６年生の時の夢」の資料から、
夢はできるだけ具体的にもった方が、実現に向けての努力事項
が明確になり、張り合いもでることに気付かせる。

将来設計作りをとおして、夢や希望の実現のために、もっと
知るべきことがあることに気付かせる。

夢や希望がはっきりしていない生徒にも、仮の希望を決めさ
せて取り組ませる。

展開の４・５・６番の活動で考えたこと、感じたことを中心
にまとめる。

希望の職業の特徴等を考えて、必要なものを話し合わせる。
今の中学校生活が将来の希望に結び付くことに気付かせる。

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

意志決定能力
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（２時間扱いの２時間目）１年－ 題材名 「私達の将来の希望・その２15 」

１ 目標

ア 将来の夢や希望をもつことの重要性を理解させ、その実現への見通しやなすべきことの展望をもたせて学習意欲

を高めさせる。

イ ３年間の進路学習の内容の概略をとおして職業や進路の多様性に気付かせ、将来設計をとおして進路意識を高め

させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：将来の夢や希望をもち、意欲的に学ぼうという志をもつ。

イ ：多様な進路及び生涯学習の場や機会を知り、３年間の進路学習の見通しをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 進路学習の内容について班毎に調べさせておく。

イ 進路学習の内容について調べてきたことを発表し合い、進路に対する興味・関心を高める。

ウ （ 中学生活と進路」p.34などを基に作成）を用意する。３年間の進路学習の系統図 「

エ 将来の夢や希望の実現のための中学校生活の在り方を考えさせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 前時を踏まえ、本時は中学校の進路学習がど導

。入 のように進められるのかを知ることを確認する

将来の夢や希望の実現に向けての、中学校３

３ 年間の進路学習の内容を知ろう

分

２ 進路学習の意義について考える。

・夢の実現のために３年間の進路学習がある

・進路の学習は、生き方の学習である

３ 進路学習の内容について班毎に調べてきたこ展

とを発表する。

・各班の発表

・各班の発表に対する質疑

４ ３年間の進路学習の流れや内容について、先

生の補説を聞く。

(1) ３年間の進路学習の流れについての補説を

。聞く
３年間の進路学習の系統図

・３年間の進路学習の系統

に関する工夫開 (2) １年生での進路学習の内容についての説明

→進路学習の内容調査と教師の補説を聞く。

44 ・１年生での進路学習の内容

５ 「私達の将来の希望」を学んでの感想をまと分

める。 に関する工夫

「私達の将来の希望」を学んでの感想・自己の夢の実現を目指して今努力すること →

６ 「私達の将来の希望」を学んでの感想発表を終

聞く。末

、 、・希望達成を目指して もっと学習をがんばり

３ 生活態度にも留意する

分 ・自分の生き方を考えて進路学習を進める

５ 事後指導

・進路学習のファイルを用意し、進路学習の記録として継続していく。授業の感想を、通信等で紹介する。

前時の活動を振り返り、将来の夢の実現のためにもっと知りた
いことについて確認する。

自分達の夢や希望の実現のために中学校３年間で進路学習をど
のように行うのかを知ることを、本時の活動テーマとする。

進路の学習（将来を考えること）は、自分の生き方を考える
ことであり、学級活動の時間だけでなく教科等の授業時間や日
常の生活でも心がけていくべきものであることを押さえさせる。

班毎の調査内容の分担については、学年や学期毎に区切る。
調査の対象は、教師だけでなく、先輩にも目を向けさせる。

調査活動そのものを重視し、調査結果が不十分であっても、
大目にみて、次の展開４番で補う。

進路学習の系統図をＯＨＰ等で示しながら説明する。

進路学習の内容として、自己理解、進路計画・選択、職業観

や勤労観、勉学観、進路情報、啓発的体験、進路相談等がある

ことを説明し、理解させる。その際、進路選択の６つの段階に

も触れて説明しておく。

今後の学校生活（学習・生活）に具体的にどのように生かし
ていくのかを考えて書くようにさせる。

２～３人に発表させる。
進路学習の意義と必要性を確認する。

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「一学期の反省」16

１ 目標

ア 一学期の学級の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、夏休みと二学期の生活につなげる。

イ よりよい学級の姿を目指して話し合う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：一学期の学級の活動を振り返り、成果と課題を明らかにする。

イ ：課題を解決し、よりよい学級にするための方策を考える。

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期の生活で達成させるよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級目標の願いに基づいて振り返らせる。

諸活動の改善についてブレーンストーミング法で話し合う。イ 学級の

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 一学期の学級での生活を振り返って、思い出導

や感想を述べ合い、活動テーマを確認する。入

一学期の学級の諸活動の成果と課題を明らか

３ にして、夏休みや二学期につなげよう

分

、２ 学級活動の振り返りのワークシートに従って

班毎に一学期の取り組み状況を話し合う。

・生活面の取り組みについて

に関する工夫展 ・学習面の取り組みについて

→一学期の活動の成果と課題の話し合い・行事面の取り組みについて

３ 各班で話し合われた結果を発表し合う。

(1) 成果を確認し、讃え合う。

(2) 共通して挙げられた課題点を学級全体で確

に関する工夫認し、それらの原因について考える。

→学級の諸活動の課題点の原因考察・学習面の課題と原因

・生活面の課題と原因

・行事面の課題と原因

４ 課題点の解決に向けての話し合いの方法につ

いて先生からの話を聞く。

・ブレーンストーミング法

５ 出された課題について、その解決法を班毎に

ブレーンストーミング法で話し合う。開

に関する工夫・よりよい学級になるように、考えつくまま活

→ブレーンストーミング法による話し合い44 発に意見を出し合う

６ 各班の意見を発表し合い、学級としてどうし分

ていくかを全員で話し合う。

・具体的な行動が可能な形にまとめる

７ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで学級を高めていくことを確認し合う。末

に関する工夫・二学期への期待や希望をもつ

８ 次時は、一学期の班や係の活動を振り返るこ →二学期に向けての決意固め３

とを確認する。分

５ 事後指導

・話し合いの結果を、二学期の学級の具体的な行動目標として、教室に掲示する。

数名に自由に発表させる。
良かったこと、楽しかったことだけでなく、不十分だったこと

等もあったことを想起させ、一学期の成果と課題を明確にして、
二学期に生かす方策を考えることを活動テーマとして確認する。

本時は、学級全体の反省を行うことを確認する。

班の中で司会者と記録者、発表者を決めて進めさせる。
学級目標の願いを基にしながら、ワークシートにある項目に

従って意見を出させる。

一学期の成果について、担任からも大いに賞賛する。

学級全員で行動できるような視点で考えるように助言する。

みんなでエールを送り合ったり、円陣を組んで声を掛け合っ
たりさせる。

時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

〔ブレーンストーミング法の原則）

①出されたアイデアに対する批判厳禁

②自由奔放に発言する

③より多くのアイデアを出し合う（質より量を求む）

④多くのアイデアが出されていく過程で、それらのアイデアを

組み合わせ改善し、より一層発展させたアイデアを生み出し

ていく（付け足し大歓迎）

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「班・係の活動反省」17

１ 目標

ア 一学期の班や係の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、二学期の活動につなげる。

イ よりよい学級の姿を目指して話し合う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：一学期の班や係の活動を振り返り、成果と課題を明らかにする。

イ ：課題を解決し、よりよい学級にするための方策を考える。

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期の班や係の活動で実行するよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級目標の願いや各班の目標に基づいて振り返らせる。

イ 他の班や係に対する要望や提案を考えさせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 前時（学級の諸活動の一学期反省）を振り返導

り、本時の活動テーマを確認する。入

一学期の班や係の活動の成果と課題を明らか

３ にして、二学期の活動につなげよう

分

２ 各班毎に、一学期の自分達の班の活動を振り

返り、反省用紙に記入し発表する。

に関する工夫・活動上の成果、班の協力体制等の成果

→一学期の班の活動等の成果と課題の話し合い展 ・活動上の課題、班の協力体制等の課題

３ 今後、自分達の班で取り組みたい活動や、他

の班で取り組んでほしい活動とその理由につい

て、各班で話し合い発表する。 に関する工夫

→他の班に対する要望や提案を考える・自分達の班で取り組みたい活動

・他の班で取り組んでほしい活動とその理由

４ ３番で出された活動案について質問や意見を

、 。述べ合い 実際に取り組んでいく活動を決める

・各班毎に出された案を検討し、決定する

５ 各係毎に、一学期の自分達の係の活動を振り

返り、反省用紙に記入し発表する。 に関する工夫

→一学期の係の活動の成果と課題の話し合い・活動上の成果と課題

６ 今後、係活動として取り組んでほしい活動と

その理由について、各班で話し合い発表する。開

に関する工夫・今までの係で取り組んでほしい活動

→他の係に対する要望や提案を考える44 ・新しい係で取り組んでほしい活動とその理由

７ ６番で出された活動案について質問や意見を分

、 。述べ合い 実際に取り組んでいく活動を決める

・各係毎に検討し、決定する

８ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで班や係の活動を向上させていくことを確認末

し合う。

に関する工夫３ ・二学期の班や係の活動への期待や希望をもつ

→二学期に向けての決意固め分 ・みんなで協力していこうという気持ちをもつ

５ 事後指導

・各班や各係で話し合われた成果と課題について、反省用紙を増刷して全員に配付し、情報を共有する。

前時に話し合われた、二学期への学級の取り組み目標を再確認
させる。

本時は、班や係の活動について、一学期の成果と課題、二学期
の活動に生かす方策を考えることを活動テーマとして確認する。

司会者と記録者、発表者を決めて進めさせる。
実行できた活動、実行できなかった活動を明らかにさせると

ともに、班の目標に基づいて、活動上の成果と課題、班の協力
体制等の成果と課題について振り返らせる。

他の班の活動を批判するのではなく、二学期の各班の活動を
もっと活発にし、よりよい学級にしていくにはどうすればよい
かという視点で考えさせる。

班替えを想定させて、どの班に関しても自分のこととして考

えるようにさせる。

一人の生徒がいくつかの係を兼務している場合は、そうした
生徒の反省活動が重複しないように係を選ぶか、いくつかのグ
ループに分けて反省活動を行う等の工夫をする。

組織替えを想定させて、どの係に関しても自分のこととして
考えるようにさせる。

特定の係の活動を批判するのではなく、二学期に向けてより

よい学級にしていくためにどうすればよいかという視点で考え

させる。

各班や係にエールを送り合ったり、円陣を組んで声を掛け合
ったりさせる。

時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

後半の、係の反省にかえて、個人の一学期反省
を行うことも考えられる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

思考能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「夏休みの生活設計」18

１ 目標

ア 一学期間の生活の反省に立って、中学生としての夏休みの在り方を考えさせる。

イ 夏休みの意義や夏休みの生活のきまり、夏休み中の行事などを確認させ、夏休みを有意義に送るようにさせる。

ウ 夏休みの生活と学習の目標を明確にし、それを実現させるための計画を立てさせて、実行する決意をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：開放感に浸り、不規則・不摂生な生活に陥らないように心掛ける。

イ ：小学校での経験や一学期の反省に立ち、夏休みをどう送るべきか考える。

ウ ：有意義な夏休みにするため、しっかりした目標のもとに計画を立てる。

エ ：計画に沿って有意義な夏休みを送ろうとする気持ちをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 前時までに取り組んだ、一学期の学級や班係の反省を踏まえさせる。

イ 夏休み中の主な して配付する。行事や部活動の予定は、生徒会で一覧に

ウ 夏休み中の して配付する。学習課題等については、教科係が教科担当に確認し、一覧に

エ 「夏休みの生活のきまり」については、教師から説明する。 考えられる。学年合同で実施することも

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 夏休みを迎えるにあたって、どんな気持ちで導

いるか発表する。入

中学校生活初めての夏休みを充実したものに

２ するためにしっかりした生活設計を立てよう

分

２ 夏休みの意義について先生の説明を聞く。

・二学期への大事な橋渡し

３ 小学校での夏休みの経験や、一学期の学級や

係・班の反省を踏まえ、有意義な夏休みにする に関する工夫展

にはどうすればよいか班毎に話し合う。 →有意義な夏休みにするための班毎の話し合い

、４ 夏休み中の主な行事や生活のきまりについて

先生の説明を聞く。

・関係資料を配付

５ 夏休み中の学習課題について、各教科係から

の説明を聞く。

・課題の一覧表を配付

６ ５番までの説明や話し合いを踏まえて、夏休

みを迎えるに当たっての心構えを発表する。 に関する工夫

→夏休みの生活のきまりや課題等の自覚開 ・開放感に浸ってはいられない

７ 夏休みの計画表作りをする。

43 (1) 計画表の記入の仕方について、先生の説明

に関する工夫分 を聞く。

→目標を明確にした上での計画表作り(2) 生活と学習の目標を決める。

(3) 計画表作りを進める。

８ 夏休みの生活と学習の目標を発表し合い、有終

意義な夏休みにするための決意を固める。末

に関する工夫・規則正しい生活リズムに関する決意

→夏休みの目標を発表し合う５ ・毎日の学習時間等に関する決意

分 ・自治的、発展的な活動に関する決意

５ 事後指導

・夏休みの計画表を完成させて提出させ、激励、修正等のコメントを入れる。

・期末面談の中で、計画表を基にして夏休みの生活について話し合い、確認する。

数名に発表させる。
みんなが楽しみにしていることを確認し、有意義な夏休みにす

るための生活設計を考えることを、本時の活動テーマとする。

夏休みの意義①社会的体験の拡充、②苦手な教科の克服や得
意教科の伸長、③部活動の充実、④健康や体力の増進 等

「夏休みの生活のきまり」の中でも、健康や安全にかかわる
事項は確実に指導する。

適宜質問を受け付けて、指導の徹底を図る。

５番までの説明や話し合いを踏まえ、夏休みを迎えるに当た

っての心構えをしっかりともたせて、計画作りをさせる。

具体的で評価が可能な目標、実行が可能な計画となるよう、
留意させる。

全員に発表させて、各自のがんばりを誓い合わせる。
後に、教師が生徒全員へのエールの言葉を述べる。

小学校での経験については、思い通りにいかなかった時のこ
とだけでなく、思い通りにいった時のことも踏まえさせる。

感情統制能力

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

思考能力

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「夏休みの収穫」19

１ 目標

ア 夏休み中の生活と学習の目標を、夏休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 夏休み中の行事等で感じたことや学んだことを発表させ、共有化させる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：自分と級友との交わり方を見つめ直す。

イ ：夏休みの生活や学習が不本意に終わっても、その気持ちを引きずらないように心掛ける。

ウ ：夏休みの目標や計画に沿って夏休みを振り返り、成果と課題を明確にする。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア する。夏休みの計画表を活用

イ 夏休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 夏休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

中学校生活 初の夏休みを振り返り、成果と

３ 課題を確認し合おう

分

２ 夏休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 夏休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・ピア・カウンセリングの手法を取り入れて、

互いの夏休みの成果と課題を振り返ることを

知る

４ 夏休みの計画表を基にしながら 「夏休みの反、

省用紙 にしたがって各自で夏休みを振り返る に関する工夫」 。

→夏休みの計画に沿った振り返り・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー）。

・クライエントの成果や課題に対して、アドバ

開 イスや励ましを記入する

６ 回答を熟読した上で、自分の思いや感想をま

とめる。44

分 ・カウンセラーがどんな思いでコメントを書い

に関する工夫たかよく考える

→ピア・カウンセリングにおけるシェアリング・自分の思いや感想を記入する

７ ピア・カウンセリングを取り入れて夏休みを終

振り返っての、自分の思いや感想を発表する。末

・頑張ったことを認めてもらってうれしい

に関する工夫３ ・不本意だったのは自分だけでなかった

→ピア・カウンセリングによるアドバイスと励まし分 ・新しい気持ちで二学期をスタートできそう

５ 事後指導

・夏休みを振り返ってのアンケートを集計し、通信等で紹介する。

・必要に応じて個別の相談や指導に生かす。

・アンケート集計をストックし、冬休み明けや２・３年での長期休業明けにおける振り返り（比較）の資料とする。

数名に発表させる。
有意義な夏休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の夏休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことを、
本時の活動テーマとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

カウンセラーになって、級友の夏休みの成果と課題にアドバ
イスや励ましを考えさせる。

〈約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

夏休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配布させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの反省用紙を間違えずに持っていかせる。

次の観点から、自分の思いや感想をまとめさせる。
・成果や課題を書いたときの気持ち
・成果や課題にアドバイスや励ましを記入していた時の気持

ち
・回答を読んでの気持ち

数名に発表させる。
仲間を信じて、前向きに二学期を歩んでいくように促してま

とめる。
「夏休みの反省用紙」に氏名を書かせて提出させる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

思考能力

人間関係能力

感情統制能力
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１年－ 題材名 「二学期の計画」20

１ 目標

ア 二学期の大きな流れを把握させ、種々の取り組みを想定させて、どの時期にどんな生活を送るかの見通しをもた

せる。

イ 二学期の学級の具体的活動を決めさせ、二学期の学校生活への早期の適応を図らせながら、望ましい人間関係を

確立させる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：新学期に当たっての不安を取り除く。

イ ：学級生活をよりよくするための工夫や計画についての話し合いで積極的に意見を述べる。

ウ ：話し合いで決定したことを踏まえ、集団生活の中で自分を生かしていく意欲をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

「 」 、 。ア 一学期末反省で確認された 二学期に頑張っていくこと を踏まえて具体的な改善策を考えさせ 集計しておく

イ を用意し、行事を中心にして見通しをしっかりともたせる。「二学期の大きな流れ」を示した資料

ウ 集団生活が人間形成に果たす役割の重要性を理解させる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 先生からの、二学期における期待や思いを聞導

き、本時のテーマを確認する。入

二学期の学校生活の流れをつかみ、学級とし

３ ての二学期の計画を考えよう

分

２ 先生から、行事を中心に二学期の流れについ

て説明を聞き、二学期の学校生活のイメージを に関する工夫

把握する。 →「二学期の大きな流れ」の活用

３ 一学期末の反省の結果を振り返り、二学期に展

学級として頑張っていくことを確認する。

・学級全体で取り組むこと

・班や係で取り組むこと

４ 二学期に取り組むことの具体策のアンケート

結果をみて、みんなの考えの傾向を把握する。

・学級全体での取り組みに関して

・班や係の取り組みに関して

５ 二学期に取り組むことの、班としての具体案

を話し合い、発表する。 に関する工夫開

→学級として目標達成する上で大事な事項を考える・前向きな姿勢で建設的に話し合う

６ 各班からの発表を基に、学級として取り組み40

策を決定する。分

に関する工夫・実行可能でやりがいのある活動

→学級として目標達成する上で大事な事項を考える・学級の向上、学級目標の達成につながる活動

７ 学級としての取り組み策の決定を受けて、各終

自がどのように頑張っていくか（努力事項）を末

ワークシートに記入する。

に関する工夫７ ・自分のできることを責任をもって精一杯行う

→各自の努力事項のワークシートへの記入分 ・学級や班、係の向上のために協力する

５ 事後指導

・決定事項を学級掲示し、取り組みの前後（節目節目で）実行状況を確認させる。

二学期になると、中学校生活にも慣れてくる。それとともに、
学級や班・係の活動等がおろそかになったり、人間関係で問題が
起こったりする。しかし、二学期は様々な行事等が目白押しであ
り、学級集団の活動が問われる。そこで、夏休み明け早期に学校
生活への見通しをもたせ、級友と協力しながら学級活動を充実さ
せる方途を考えることを、本時の活動テーマとして確認させる。

教師が用意した「二学期の大きな流れ」を示した資料を基に、
二学期の学校生活における諸活動の見通しをもたせる。

アンケート結果や、２番で確認した二学期の大きな流れを踏

まえながら、多数決によってではなく、学級目標の達成のため

に大事なのはどんな活動かを考えさせる。

一学期末の反省の記録を基にして全員で確認し、一人一人の
生徒に、二学期の方向性をしっかりと意識化させる。

級友と協力し学級集団での生活や活動を充実させることが、
一人一人の成長にも大きく影響することを説明する。

学級としての取り組みの面、班活動としての取り組みの面、
係としての取り組みの面から各自の努力事項を考えさせ、ワー
クシートに記入させる。

各班から出された事項に対して、必要に応じて質疑を交わさ

せ、学級としての考えにまとめさせる。

事前に実施した「二学期に頑張っていくこと」のアンケート

結果を配付し、具体的な活動のイメージ化を図る。

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力

感情統制能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力
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（２時間扱いの１時間目）１年－ 題材名 「働く人々のすがた」21

１ 目標

ア 働く人びとのすがたは、職業によってさまざまであることに気付かせ、職業に対する視野を広めさせる。

イ 職業を仕事の内容面からとらえる見方に気付かせ、そのとらえ方を把握させて、職業をより深く理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：職業を仕事の内容からとらえる。

イ ：働く人びとの姿は、職業によって多様であることを知り、職業に対する視野を広げる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 職業を、仕事の内容面からとらえる見方を、具体的な事例をとおして学ばせる。

イ をさせておく。身近な人びとの職業について簡単な事前調査

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 身近な人びとがどんな仕事をしてるか発表し導

合い、本時の活動テーマを確認する。入

職業によって働き方や仕事の内容にどのよう

５ な違いがあるか考えよう

分

２ 職業をどのような観点で分けることができる

かを考え、発表する。

・働き方の面からの観点

３ ワークシートを基に、職業を分ける観点の例展

を理解する。

・働く場所 ・働く時間

・服装 ・相手

に関する工夫・働く年齢 ・資格や免許

→職業を分ける観点の例・専門性 ・仕事の変化

・その他（２番での意見から）

（ ） 、４ 自分の親 または身近な人 の職業について

３番の観点に従って分類し、仕事の内容を考え

てみる。 に関する工夫

→各職業の仕事の内容を考える・自分の考えを書く

５ 職業によっては、仕事の内容を様々含んでい開

るものがあることの例をあげさせる。

40 ・会社員 ・公務員 ・団体職員 等

６ 会社員を例に、その中の様々な仕事を班で考分

えさせる。 に関する工夫

→例示した職業の仕事の内容を考える・役員 ・事務員 ・技術者 等

７ 自分の希望する職業を 職業の分類の観点 働終 、 （

き方）と仕事の内容からまとめる。末

・ワークシートに記入する

８ 本時の学習のまとめと学習の発展について先５

生からの説明を聞く。分

・職業に対する視野を広げる意欲をもつ

５ 事後指導

・各自の希望する職業についての記入状況を点検し、必要に応じて個別指導する。

・新聞の中にある職業を抜き書きして分類させてみる。

できるだけ多くの生徒に発表させる。
学級の生徒の父母の職業を集計した資料を提示し、様々な職業

があることを把握させた上で、各職業の仕事の様子を考えていく
ことを、本時の活動テーマとして確認させる。

自由にいろいろな意見を出させる。
意見が出にくい時は、学習課題の中の「働き方」に着目させ

て考えさせる。

ワークシートは、「中学生活と進路」のpp.44-45を基に作成
する。「中学生活と進路」に例示された８つの観点の一つ一つ
について、さらに細かく分類の例を示しておく。

２番で発表された中から、よい意見も取り入れて、その他の
観点に付け加える。

職業によっては、いくつかの観点にまたがるものがあること
に気付かせ、次の活動につなげる。

言葉としては一つの職業でも、その中で働いている人によっ
て仕事の内容が異なっている例を考えさせる。

ヒントとして、学校の先生方をあげてもよい。

職業を選択していくに当たっては、自分の希望する仕事の内
容まで掘り下げて、具体的に考えていく必要があること（単に
会社員や公務員等ではなく、その中の職種まで考えること）を
強調しておく。

新聞を利用して、もっと様々な職業を調べてみるように促す。

例として取り上げる職業は、地域の実態等に即して考える。

思考能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

思考能力
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（２時間扱いの２時間目）１年－ 題材名 「働く人々のすがた」22

１ 目標

ア 働く人びとの仕事に対する考えや仕事への取り組みについての調査（職場訪問学習）の事前準備をさせる。

イ 働く人びとの調査の疑似体験を行わせ、質問項目等を吟味させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：働く人びとへの調査活動の疑似体験をとおして、訪問調査の仕方やマナーを考える。

イ ：働く人びとの姿を調査する際の一般的な準備や質問項目について理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

職場訪問学習当日の調査活動の場・職場訪問学習（働く人びとの調査）の事前準備について吟味させるため、班毎に

を行わせ、それについての意見交換をとおして事前指導を充実させる。面でのロールプレイング

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 働く人びとの考えや働くことの喜び・苦労を導

知るにはどうすればよいか考える。入

働く人びとの、仕事に対する考えや取り組み

３ の様子を調べるための準備をしよう

分

２ 働く人びとの調査をする際の事前準備に必要

なことや手順を考えさせる。

３ 資料を基に 「事前に準備すること」をまとめ、

る。展

・班毎に調査対象を分担する

に関する工夫・アポイントをとる

→職場訪問学習の事前準備の仕方・下調べをする

４ 調査をする人びとを班毎に選び、決定する。

５ 資料を参考にして 「質問項目」を考える。、

(1) 必須の質問事項

(2) 各班独自の質問事項

６ 当日の調査活動を 班毎にロールプレイする に関する工夫、 。

→職場訪問学習の質問事項の準備開 ・班の中の役割分担に従って演じる

７ 各班のロールプレイを見て、質問の内容や、

質問の仕方、態度等について意見を述べる。40

分

に関する工夫

→職場訪問学習の調査活動のロールプレイ

８ 各班毎に、職場訪問学習の準備について吟味終

する。末

・事前準備に関して

７ ・質問項目に関して

９ 先生からの講評を聞く。分

５ 事後指導

・時間内にロールプレイできなかった班は、短学活等の中で実施する。

・事前準備の進行状況を、期日を決めて報告させ、適宜アドバイスをする。

・質問事項に対しても適宜アドバイスをする。

自由に発言をさせる中で、実際に職場を訪ねて「働いている人
に聞けばよい」ということに気付かせる。そして、職場訪問学習
を行うための準備をすることを、本時の活動として確認させる。

調査対象を具体的に想定して考えさせる。

他の班とかち合わないように調整させる。

事後の報告会で情報の共有を図ることや、職業の調査の一般

的な型を学ばせることを考え、共通の質問事項を設定しておく。

独自の質問事項としては、その職業の特性に合わせたものや

生の声でしか聞けないものを考えさせる。

どの班からでもできるように準備させる。
時間を見ながらできるだけ多くの班にロールプレイをさせる。

ロールプレイとその後の意見交換をとおして、他の班から指

摘されたことや学んだことを積極的に取り入れさせる。

〔アポイントの取り方〕
・先生と相談しながら、調査の目的を電話等で伝え、協力の

依頼をする。
・協力が得られたら、訪問の日時と場所、服装や持ち物等を

打ち合わせる。
・担当者の名前、連絡方法を確認する。

思考能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力
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１年－ 題材名 「働く人々の仕事と考え１」23

１ 目標

ア 人は何のために働くのかを考えさせ、職業の三要素について理解させる。

、 、 。イ 働く人びとの 仕事に対する考えや仕事への取り組みを知り 職業や働くことに対する関心や理解を深めさせる

ウ 身近に働く人びとの姿や考え方に触れることにより、職業選択能力や職業観・勤労観を育成する。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：人は何のために働いているのか考える。

イ ：働く人びとの職業観や勤労観を参考にして、自分の希望する職業をとらえ直す。

ウ ：自らの職業観・勤労観の基礎を築く。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア として活用する。職場訪問学習で調査してきた事柄（仕事をする目的）を整理し、資料

イ 身近に働く人びとの様子や考え方などに注目させる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、 、導 １ 人は何のために働くのかを考え 発表し合い

本時の活動テーマを知る。入

人は何のために働いているのか、働くことの

３ 意味を考えてみよう。

分

２ 自分の考えは、職業の三要素のどれに最も近

いか、立場を決定する。

３ 経済性派、社会性派、個人性派に別れて、そ

れを選択した理由を考え、ワークシートに記入展

する。 に関する工夫

→仕事をする目的を考える・自分の考えを記入する

。４ 三つのグループそれぞれの意見を発表し合う

・何をするにも先立つものはお金だから、収入

を得るためだ

・自分の個性や能力を生かして好きなことを仕

に関する工夫事にすると楽しいはずだ

→職業の三要素で仕事をする目的を考える・人から感謝される仕事や世の中の発展に尽く

せば、やりがいも生まれるはずだ

５ 職場訪問学習で調査してきた、働く目的の集

約結果の資料を読み、感想を発表する。開

に関する工夫・三つそれぞれの考えや、複数にまたがる考え

→実際に働いている人の仕事をする目的を知る44 があって、どれがいいとはいえない

分 ・その時の社会の状況にもよるようだ

６ 何のために働くのか、再度考え、自分の意見

をワークシートにまとめる。

７ 自分の希望する職業について、職業の三要素終

の面から考える。末

に関する工夫・どの要素を大事にするかは、自分の生き方に

→自分の希望する職業を三要素からとらえ直す３ 通じる

分 ・少し迷いが生まれたところもある

５ 事後指導

・迷いが生まれたり、考えが揺らいだという生徒には、個別に教育相談を行う。

自由に発表させる。
出された意見を、経済性（収入）、社会性（社会貢献）、個人

性（個性や個人の能力の発揮）の観点で分類しながら板書し、職
業の三要素を把握させ、これを基にして働く目的を考えていくこ
とを、本時のテーマとして確認させる。

考えが複数の要素にまたがることもあり得るが、その場合で
も も重要と考える要素一つを選択させる。

司会は教師が務める。
できるだけ多くの生徒を討論に参加させ、討論が発展するよ

うに配慮する。
討論の中で、各自が多面的なものの見方に触れ、考え方が深

まっていくように努める。

実際に仕事に就いている人たちの考えに触れて、自分達の考
えと対比して考えを深めさせる。

初の意見と変わってもかまわないことを告げる。
考えが変わった人を挙手させ、職業のもつ意義の多様性を理

解させる。

三要素は、一つの職業の中に一つということではない。また、
人によっても一つに限って考えているわけでもない。一人一人
様々な考えや価値観があることに留意させる。

机をコの字型にし、討論しやすい形にする。
まわりの級友と相談せずに、自分の考え（理由）を書くよう

に促す。

思考能力

問題解決能力

情報選択能力

思考能力

情報選択能力

情報選択能力

問題解決能力
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１年－ 題材名 「働く人々の仕事と考え２」24

１ 目標

、 、 。ア 働く人びとの 仕事に対する考えや仕事への取り組みを知り 職業や働くことに対する関心や理解を深めさせる

イ 働く人びとからのアドバイスを基に、自分の夢や希望を実現していくための中学校生活の送り方を考えさせる。

ウ 身近に働く人びとの姿や考え方に触れることにより、職業選択能力や職業観・勤労観を育成する。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：班員と協力して職場訪問学習の報告を行う。

イ ：職場訪問学習報告会で学んだことを基に、これからの中学校生活での心掛けを決意する。

ウ ：職場訪問学習報告会の情報を、職業選択能力や自らの職業観・勤労観の拡充に生かす。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア として活用する。職場訪問学習で調査してきた事柄（中学生へのアドバイス）を整理し、資料

イ で各職業の調査の情報の共有化を図る。職場訪問学習の報告会

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 職場訪問学習の報告会のねらいと進め方につ導

いて、先生から説明を聞く。入

職場訪問学習の報告会をし、職業や仕事に対

２ する考え方や働いている様子を学び合おう

分

２ 各班毎に職場訪問学習の結果を発表する。

(1) 共通の質問事項で調査してきたことを発表

する。

展 ・今の職業の選択理由

・仕事の内容

・勤続年数

・辛いことや嬉しいいこと

・今の気持ち

に関する工夫・将来の夢とその計画

→職場訪問学習報告会での班の発表(2) 独自に調査してきたことを発表する。

に関する工夫・その職種で特徴的なこと

→職場訪問学習報告会からの情報・取材の中の忘れられない一言 等

３ 各班の発表が終わる毎に、質問や意見、感想開

を述べ合う。

４ 各班で聞いてきた「中学生へのアドバイス」45

の資料を読んで、自分の将来の夢や希望に当て分

はめ、これからの中学校生活で心掛けていくこ に関する工夫

とをワークシートにまとめる。 →これからの中学校生活

５ 職場訪問発表会の感想を発表する。終

末 ・各班の発表を聞いて、いろんな職業の様子を

知ることができた

３ ・夢に向かってアドバイスを生かしていきたい

６ 先生からの講評を聞く。分

５ 事後指導

・発表で使った資料や掲示物は、進路コーナー等に掲示しておく。

・ワークシートの記述内容を生かしながら、お世話になった人に礼状を送る。

・各班の発表の概要（ワークシートの記述内容）を、通信等で紹介する。

司会は、学級担任または学年の進路担当が行う。
事前に、進行の仕方を、各班の代表と打ち合わせておく。

左の展開例は、班毎に順番に発表し、その都度質問や意見、
感想を述べ合う、一般的な報告会のスタイルである。

１年－ の指導計画案で示したように、情報の共有化を図り22
やすくするため、共通の質問事項に対する調査結果を初めに発
表させる。

ポスターセッション形式での発表も考えられる。その際の留
意点は次のとおりである。

・全員が発表者と聞き手の両方を体験できるプログラムや発
表順序の工夫（班の中でも、発表者を交代する等）

・各班の発表ブースの確保（Ｙ字型ブースや△型ブース等、
狭い場所でも発表しやすいブースの形の工夫）

・ブースの掲示物の制作技能や発表力等の育成

全班に対して積極的に質問や意見を出すように指導する。
発表後は、拍手で讃え合わせる。

人生の先達からの励ましのことばであり、多くの示唆を含ん

でいることを読み取らせる。

数名に発表させる。
事前に、感想発表者を決定しておくことも考えられる。

。学年合同で実施することも考えられる

人間関係能力

意志決定能力

情報選択能力

人間関係能力

情報選択能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「人と個性」27

１ 目標

ア 進路指導の自己理解の導入として 「自分を知る」ことの必要性や方法、内容等を理解させる。、

イ 互いの個性を認め合う中で、温かい人間関係を築かせる。

ウ 人にはそれぞれ個性があることを把握させ、かけがえのない自分の個性を大事にしていこうとする気持ちをもた

せる。

２ ガイダンスの機能（適応／選択）にかかわる能力

ア ：互いの個性を認め合う中で、自分の良さを理解し、伸ばしていく。

イ ：自分を知るための内容や方法を理解することで、個性と進路の関係に気付く。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 互いの個性を認め合う中で自己のよさを理解させる。

イ をさせる。「家族から見た私」の事前調査

ウ し、自分や級友の良いところを考えさせておく。インスピレーション・クイズ（ヒントは４つ）を用意

エ を書かせ、互いの個性を認め合わせる。「○○さんのよいところ」の手紙

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ インスピレーション・クイズを行い、学級の導

誰であるかを当てる。入

「 」 、人それぞれがもっている 個性 を認め合い

７ 自分の個性について考えていこう

分

２ 先生から、個性とは何か、自分を知ることの

意義について説明を聞く。

・個性は、個人特有の性質であることが分かる

。展 ３ 自分を知るためにはどうすればよいか考える

(1) 自分を知るために調べる内容を理解する。

①行動や性格 ②学習への興味関心・成績

に関する工夫③身体や運動能力 ④趣味・特技

→自分を知るために調べる内容⑤仕事への興味関心 ⑥進路の希望

⑦家族の希望や考え 等

(2) 自分を知るために調べる方法を理解する。

①自分自身での振り返り

に関する工夫②諸検査や実体験

→自分を知るために調べる方法③周りの人（家族、友人、先生）の意見

４ 各班毎に、他の班員に対する「○○さんのよ

いところ」の手紙を書き合う。

開 ・班の中で、自分以外の班員全員に対して手紙

を書く

に関する工夫36 ・自分では気付かない長所に気付かせる気持ち

→「○○さんのよいところ」の手紙分 で真剣に書く

５ 「自分の特色についてのまとめ」のワークシ

ートについて、分かる部分を記入する。

６ 本時の活動の感想を書く。終

、末 ７ 個性を基にしたクイズについて考えることで

次時の活動内容を知る。

７ ・個性を生かすことの意味から、個性と職業の

分 関係について考えていくことを把握する

５ 事後指導

・ 自分の特色についてのまとめ」のワークシートは、次時までに完成させる。「

は、将来の職業の希望から入るこインスピレーション・クイズ
とによって、進路学習の導入であることを意識させる。

先生が大きな声でゆっくりと読み上げる。
ウォーミングアップとして、先生の問題から入ってもよい。
班毎に競い合わせる等して盛り上げることも考えられる。

自分を知ることは、理想の自分に近づく第一段階であり、自
分のよさ・長所（特長）を知ることは、進路選択の上でも大切
であることを説明する。しかし、自分の長所を知らない中学生
が多いことを「中学生活と進路」p.60の資料を基に把握させる。

自分のどんなことを知ることが必要か、どのようにすれば知
ることができるかの二つの視点から自由に意見を発表させる。

意見が出にくい時は「中学生活と進路」のp.61を参照させて
理解させる。

「周りの人から見て」の欄は、「○○さんのよいところ」の
手紙や「家族から見た私」の資料を活用させる。

時間を決めて記入させる。未完成の部分は、次時までに記入
してくるように指示する。

自分自身による評価では、過大評価や過小評価に陥る危険性
があり、客観的に自分を見てくれる人や、試験や検査等も必要
であることを理解させる。

自分を知るために、友人から意見をもらう活動をさせる。
互いに書き合う時間等を考慮し、班の人数は、６名以内（書

き合う人数５人以内）を目途とする。６名を越える場合は班を
分割する。また、学級の実態によっては、任意にグループを作
ることも考えられる。

良さだけを書かせる（傷つくことは書かない）事を徹底する。

教師が出題する。
〔問題〕次の様な個性の持ち主は、デザイナー、アナウンサ
ー、警察官、看護師、のどの職業に向いているでしょうか。

・人前でしゃべることが好き。
・政治からスポーツまで幅広い知識をもっている。
・声が大きくてはっきりしている。

人間関係能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

人間関係能力
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１年－ 題材名 「自分の特色、友達のよさ」28

１ 目標

ア 個性と職業との関係について具体的な例をとおして考えさせ、自分の個性と将来の職業についても考えさせた上

で、自分の個性を将来の職業に生かしていこうとする態度を身に付けさせる。

イ 自分の個性を生かすために、日常の生活の在り方や将来の職業の選択の在り方について考えさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自分の希望する職業にはどんな能力・適性が求められるか考える。

イ ：自分の個性を生かすために、日常の生活がどうあればよいのか考え、改善する。

ウ ：自分の個性を将来の職業に生かしていこうとする気持ちをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 個性と職業との関係について 等をとおして考えさせる。職業当てクイズ

イ の作業をとおして自己の理解を深めさせる。ジョハリの「心の４つの窓」

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、 、導 １ 前時の復習をし 本時は個性を生かすために

。入 個性と職業の関係を考えていくことを確認する

個性と職業との関係を考え、自分の個性をさ

２ らに伸ばすための目標を考えよう

分

２ 個性と職業との関係について、事例を基に考

える。

(1) 職業当てクイズをする。

展 (2) いくつかの職業について、どんな個性をも

った人が適しているか考える。

３ 自分の希望する職業に求められる能力や適性

を考え、自分の個性と比較して今後の努力点を

書き出す。

及び に関する工夫・求められる能力や適性

→自分の希望する職業に求められる能力や適性を考える・今後の努力点

４ 自己理解をいっそう深めていくための方策と

して、ジョハリの「心の４つの窓」について先

生からの説明を聞く。

５ ジョハリの「心の４つの窓」に実際に書き入

れ、自己理解を深める。

開 ① 自分のよいところや特色を書く。

② 別の紙に友達から、自分のよいところや特

38 色を書いてもらう。

分 ③ ①と②の記述内容を見比べて 「心の４つの、

窓」の開かれた窓、秘密の窓、盲点の窓に該

当する事項を書き込む。

６ 「開かれた窓」を大きくし、将来の希望の実終

、 、末 現を目指すために 具体的にどうしていくかを

３番の努力点ともかかわらせて話し合わせる。

及び に関する工夫10 ・改善や努力をしていくこと

→希望実現に向けての努力事項や伸ばす事項の話し合い分 ・いっそう伸ばしていくこと

５ 事後指導

、 、 。・ワークシート等はファイリングさせておき 自己の成長の記録にさせると共に 個別の教育相談の際の資料とする

「自分の特色についてのまとめ」のワークシートが完成してい
るか確認しながら、前時の自分を知る活動を振り返らせる。

本時は、個性と職業の関係を考える活動をとおして、自分の個
性と希望職業との関係についても考え、自分の個性をもっと伸ば
していくための努力点を考えていくことを確認させる。

は、次のような要領で５つ程度用意する。職業当てクイズ
①歌がうまい／子どもが好き／優しい
②動植物が好き／体力がある／体を動かすことが好き
③機械が好き／手が器用／几帳面
なお、答えは一つとは限らないことに留意して指導する。

自分の希望する職業に求められる能力や適性について、自分
の考えに不安がある場合は、先生や友達と相談して確認させる。

個性と比較しての努力点については、「自分の特色について
のまとめ」を活用して考えさせる。「中学生活と進路」p.63の
Ｓ君の例で考えさせてから取り組ませる方法も考えられる。

①の自分のよいところや特色については、「自分の特色につ
いてのまとめ」のワークシートを用いて記入させ、場合によっ
て追加させる。

②の自分の良さについて書いてもらう友達については、前時
の「○○さんのよいところ」を書いた人とは異なるように、班
をローテーションする等の工夫をする。また、短時間で効率よ
く作業が進むように、短い言葉で書くことや、班の中で回し書
きすることを指示する。

「暗黒の窓」については何も記入されないが、今後の可能性
を示す（今後明らかになる個性が入る）部分であることを補足
する。

班毎に話し合わせる。班長に司会をさせる。
班員一人一人について、３番で各自が考えたことと、「心の

４つの窓」の結果を見比べ、何を、どのように改善したり伸ば
したりしていったらよいか前向きに意見交換させ、それぞれの
やる気を引き出させる。

「中学生活と進路」のpp.64-65を用いて簡潔に説明する。そ
れぞれの窓にあてはまる特色（個性）は固定したものではなく、
変わっていくものであることを理解させる。

警察官、看護師等、２～３の職業を取り上げ、どんな適性が
考えられるか、できるだけたくさん書かせる。

生徒がどれだけ職業を理解してるかの評価ともなる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

思考能力 問題解決能力

問題解決能力 意志決定能力
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１年－ 題材名 「冬休みの反省と新年の決意」33

１ 目標

ア 冬休み中の生活と学習の目標を、冬休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 三学期の大きな流れを把握させ、どの時期にどんな生活を送るのかの見通しをもたせる。

ウ 三学期の学級の具体的活動を確認させ、三学期の学校生活への適応を図らせながら、人間関係を深めさせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：級友同士で、互いに理解し、敬愛し、励まし合う中で、自分を高める。

イ ：新学期に当たっての不安を取り除く。

ウ ：中堅学年に向けて、１年生の締めくくりをしっかりと行う気持ちをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア する。冬休みの計画表を活用

イ 冬休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

ウ を用意し、行事を中心にして見通しをしっかりともたせる。「三学期の大きな流れ」を示した資料

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 冬休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

冬休みの成果と課題を確認し、三学期の流れ

５ をつかんでまとめの学期を歩み出そう

分

２ 冬休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 冬休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・夏休み明け同様、ピア・カウンセリングの手

法を用いることを知る

４ 冬休みの計画表を基にしながら 「冬休みの反、

」 。省用紙 にしたがって各自で冬休みを振り返る

・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー） に関する工夫開 。

６ カウンセラーからの回答を読む。 →ピア・カウンセリング

７ 先生から三学期の大きな流れについて説明を40

、 。分 聞き 三学期の学校生活のイメージを把握する

８ 二学期末の反省を振り返り、三学期に学級と に関する工夫

して取り組んでいくことを具体的に確認する。 →「三学期の大きな流れ」の活用

９ 冬休みの反省、三学期の大きな流れや学級の終

活動方針を受けて、各自がどのように頑張って末

（ ） 。いくか 努力事項 をワークシートに記入する

に関する工夫５ ・みんなと協力して活動していく

→各自の努力事項のワークシートへの記入分 ・三学期は短いが、一年をしっかり締めくくる

５ 事後指導

・冬休みを振り返ってのアンケートを集計し、通信等で紹介する。

・アンケート集計をストックし、２・３年での長期休業明けにおける振り返り（比較）の資料とする。

・学級として三学期に取り組んでいくことを掲示する。

教師が用意した「三学期の大きな流れ」を示した資料を基に、

三学期の学校生活における諸活動の見通しをもたせる。

数名に発表させる。
有意義な冬休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の冬休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことと、
三学期の見通しをもつことを、本時の活動テーマとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

〈ピア・カウンセリング実施上の約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

冬休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配付させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの反省用紙を間違えずに持っていかせる。

ピア・カウンセリングの感想、三学期の学校生活の見通し、

学級としての取り組みを踏まえた上で各自の努力事項を考えさ

せ、ワークシートに記入させる。

展開の後半（７、８番）に重点を置き、１

年のまとめを意識させることも考えられる。

人間関係能力

感情統制能力

意志決定能力

人間関係能力

感情統制能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「悩みとその解決」34

１ 目標

ア 多くの中学生が、心身の発達の不均衡からくる不安や悩み、自己嫌悪などの問題を抱えていること理解させる。

イ 悩みや問題を解決する方法を知り、積極的に解決していこうとする態度を養う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：心身の発達の不均衡からくる不安や悩みに負けず、自己を肯定的にとらえ、積極的に生かし

ていく。

イ ：行動面での変化から心身の発達に伴う心の変化について見つめ直す。

ウ ：心身の発達の不均衡からくる不安や悩みは誰もが経験する自我の目覚めであることを知り、

解決していく。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 自分の心身の成長に着目させ、集団の一員としての心構えを考えさせ、自己を積極的に生かしていく意欲や態度

を育てる。

イ して、資料化しておき、それを基に話し合わせる。いらいらや不安・悩みのアンケートを実施

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ いらいらや不安・悩みのアンケート結果を基導

、 。入 に その原因と解決法を考えることを確認する

いらいらや不安・悩みの原因を探り、その解

５ 決法をみんなで考えよう

分

２ アンケート結果をみて、同じ経験がないかを

含めて感想を発表する。

に関する工夫・みんなも何だかいらいらすることがあるんだ

→各自の行動の変化から心の変化に気付かせる展 ・なぜこの時期はこんな悩みが生じるのだろう

３ アンケートＡのいらいらも、見方を変えれば

、アンケートＢの不安や悩みであることを理解し

Ｂの不安や悩みについて考えていくことを確認

する。

(1) Ｂの10項目の不安や悩みについて、班毎に

話し合う項目の分担を決める。

に関する工夫(2) 班毎に、分担した項目についてブレーンス

→ブレーンストーミング法による話し合い開 トーミング法で話し合う。

(3) 各班で話し合った項目毎の不安や悩みの原

、 。43 因と解決法について発表し 全体で確認する

４ 本時の活動を振り返り、自分の不安や悩みに分

対してどのように対処していくかを含めて感想 に関する工夫

を発表する。 →各自の不安や悩みに対する対処法の発表

。終 ５ 中学生の心身の特徴について先生の話を聞く

末 ・中学生は、大人に向かって心身が急激に発達

し、そこからくる不均衡で、精神的に不安定

２ になりがちである

分 ・自分で解決できない時は相談をする

５ 事後指導

・必要に応じて個別の相談を行う。

・いらいらや不安・悩みの調査結果や学習の様子を家庭にも知らせ、温かい励ましと援助をお願いする。

Ａ「中学生活と進路」p.69の気持ちのチェック表でいらいらの
状況を、Ｂ同じくp.70の「中学生のさまざまな悩み」で不安・悩
みの状況をアンケート調査し、ＯＨＰ等で提示する。それを基に
活動のテーマを確認させる。

誰もが同じ思いをしたり、同じような経験をしていることに
気付かせ、共感的に受け止めさせる（行為そのものは良いこと
ではないが、そのようにしてしまうことがあるということ。）

ＯＨＰやパソコンのスライドで、１番で示した資料Ｂに、資
料Ａを組み込んで示す。

「中学生活と進路」p.70の「中学生のさまざまな悩み」に例
示されている次の10項目を、各班に割り当てる。

①学習／②部活動／③運動／④友人との関係／⑤異性との交
際／⑥家族との関係／⑦学校生活／⑧進路／⑨性格／⑩放課
後の生活

成長の証として肯定的に捉えさせ、自分自身で解決する気持
ちを大切にさせる。

ストレスを溜め込まないで適度に発散・気分転換をしたり、
相談したりすることが大事であることに気付かせる。

心身の急激な変化に伴ういらいらや不安・悩みからくる中学
生期の粗野な言動等は、成長の証ではあるが、他に危害を加え
たり自暴自棄になることは決して許されないことを強調する。

また、不安や悩みに対して個別の相談を受けやすいように、
プライバシーの保護や、相談に応じる教師集団の連携等につい
て配慮することを説明する。

感情統制能力

思考能力

問題解決能力

思考能力

問題解決能力

感情統制能力
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１年－ 題材名 「進路と将来設計」36

１ 目標

ア 将来どんな生き方をしていきたいのか、どんな仕事をしていきたいのかを考え、主体的に進路計画を立てること

ができるようにさせる。

イ 職業に就くためには多様なコースがあり、自分に合ったコースを選ぶことができることを理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ： 20年後の自分」を考える。「

イ ：自己を生かすために主体的に進路計画を立てる。

ウ インターネットで就きたい（興味のある）職業に就くまでのコースを調べる。：

３ 指導上の工夫（留意点）

ア について、いくつかの観点から考えさせる。「20年後の自分」

（ ）。イ いろいろな職業に就くまでの コンピュータ室を活用進路コースを インターネットで調べる方法を知らせる、

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 将来の自分の生活が満足いくものになる上で導

大切なことはどんなことか考え、発表する。入

、 、将来 どんな生き方や仕事をしたいかを考え

５ その仕事に就くためのコースを調べよう

分

２ これからの社会がどのようになると思うかを

考える。

・高度技術化 ・国際化 ・高齢化 ・情報化

３ ２番で考えたことを踏まえ 「20年後の自分」展 、

、 。について 次の観点でワークシートに記入する

ア 職業と職場での生活

イ 家庭での生活

に関する工夫ウ 余暇の過ごし方

→「20年後の自分」を考えて記入エ 地域での活動

オ その他

４ 班内で読み合って考えを広める。

・みんな楽しい夢を描いていておもしろい

５ 自分の就きたい職業、興味のある職業に就く

ためのコースを調べる方法を理解する。

開 (1) 「中学生活と進路」p.76の図を参考に、一

つの職業に就くにも様々なコースがあること

40 を理解する。

分 (2) 自分の就きたい（興味のある）職業に就く

に関する工夫までのコースをインターネットで調べる方法

→インターネットで職業に就くまでのコースを調べ方を理解する。

６ 20年後の仕事に就くまでの進路設計の書き方終

の説明を聞いて、設計の見通しをもつ。末

に関する工夫５ ・いつ、どこの学校や職場に入るか

→進路設計の立案への見通し分 ・そこで何を学んだり、どんな仕事をするか

５ 事後指導

・職業に就くまでの様々なコースを放課後等に各自で調べさせ、それを掲示したり、冊子にまとめたりする。

・進路設計は、時間内に書き切れなかった場合は課題とする。

自由に発表させ、次のようなことを引き出す。
◎好きな仕事（自分に向いた仕事） ◎生き甲斐 等
ここでは、仕事や生き甲斐について漠然と出てくればよいこと

とし、あまり深入りしない。

自由に発言させた後で、教師が説明する。
将来の生活を満足させるためには、自分の能力を生かすため

に、社会のニーズの変化を考える必要もあることを理解させる。

互いの良さを認め合い、批判をしないように留意させる。

コンピュータ室を利用して活動する。

複数の職業について調査し記入することができるように、ワ
ークシートの記入欄は複数用意しておく。

利用するＷｅｂサイトとして、次のものを紹介する。
①進路指導ｎｅｔ
②ＪＯＢ ＪＯＢ ＷＯＲＬＤ
③将来の仕事 なり方完全ガイド

インターネットで職業に就くまでのコースを調べ、その図に
基づいて、実現までの具体的な時期や学校名、職場名等、そこ
での活動の概略を書き込むように指示する。

「20年後」に設定した理由は、生徒の年齢が33歳程になって
おり、大方が職に就いて働いているばかりでなく、家庭をもっ
ている者も相当数あると想定され、夢を具体的に描きやすいと
判断したためである。

生徒の実態や指導のねらいから、条件を設定するように留意
する。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「進路計画の必要性」37

１ 目標

ア 将来の進路希望を実現させるためには、適切な進路計画が必要であることを理解させる。

イ 進路計画は、必要に応じて、変更・修正していくべきものであることを理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：進路計画の必要性について考える。

イ ：実用的な進路計画を作成し、進路選択に生かすよう決意する。

ウ ：進路希望の理由から、どんな時に進路計画の変更・修正が必要か気付く。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア ・ 「私たちの将来の希望」の際の資料を振り返り、 を実施し、14 15 進路希望変更の有無とその理由のアンケート

資料化する （ 中学生活と進路」 .78を利用して理由を選択式にしてもよい ）。「 。p
イ 。場合によってはディベート形式で話し合うことも考える。資料を基に話し合う

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 進路希望の変化のアンケート結果から、進路導

計画の必要性について考えることを確認する。入

将来の夢の実現を図る上での、進路計画の必

３ 要性を考えよう

分

２ 進路希望の理由についての資料を確認し、ど

んな時に変更が必要かを読み取る。

に関する工夫(1) 希望が変わった人の理由

→進路計画が必要になる理由の把握展 (2) 希望が変わらなかった人の理由

、 。３ 進路計画の必要性について 班毎に話し合う

（ ）(1) 進路計画の利点 計画がないと何が困るか

に関する工夫を考える。

→進路計画の必要性についての話し合い(2) 進路計画の欠点（計画を生かすために何が

大切か）を考える。

４ 話し合った結果について、各班毎に発表し、

全体で確認する。

・見通しや目標をもつことで、着実に準備をし

開 たり達成状況を確かめたりできるので大切

・実現を目指して、その時々で自分に合ったも

45 のに変更・修正していかないと意味がない

５ ３番の話し合いや４番の意見を参考にして、分

進路計画の必要性や活用についての自分の意見 に関する工夫

をまとめる。 →進路計画の必要性と活用についての考え

６ 先生の話を聞いてまとめをする。終

末 ・１年生段階では詳しく進路計画を立てること

はしないが、計画自体は大切である

２ ・絵に描いた餅にしないためにも、必要に応じ

分 て変更・修正する

５ 事後指導

・次時は、実際に進路計画を立てるので、各自の進路希望をもう一度確認させる。家の人ともしっかり話し合ってく

るようにさせる。

・希望理由等で個別に指導が必要な生徒への配慮をする。

前時の進路設計の学習を踏まえ、進路希望の変化の傾向（多い、
少ない）と照らし合わせて進路計画の必要性について考えていく
ことを活動テーマとすることを確認する。

希望の変化の有無よりも、理由に注目させ、次の話し合いの
根拠とさせる。

話し合いを活発にするために、ディベートの手法を取り入れ
るのも一法であるが、その際は、「必要派」の意見が優勢にな
ることを見通しておく。

各班からの意見を、利点と欠点に分けて板書する。

利点と欠点は表裏の関係にあり、学習計画等と同様に、活用

すれば効果がでるが、そうでないと意味をなさないことに気付

かせる。

進路の問題は長期にわたるものなので、そういう時こそ計画
が必要であり、しかも実用性が必要であることを理解させる。

「卒業生からのメッセージ」の形で、計画をしっかりともっ
て努力していくことの大切さを紹介しても良い。

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

問題解決能力

意志決定能力
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１年－ 題材名 「進路計画の立て方」38

１ 目標

ア 将来の進路希望を実現するための進路計画の立て方を理解させ、実際に計画を立てさせる。

、 。イ 計画に沿って進路の実現を目指して努力しつつ 様々な情報を得て計画を変更・修正していく心構えをもたせる

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：将来の進路希望の実現を目指した進路計画を立てる。

イ ：自己実現を図る努力をする。

ウ ：将来の進路希望の実現を目指した計画の立て方を理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 具体的な を理解させ、実際に立てさせる。進路計画の立て方

イ を用意する。進路計画の立案を行うためのフレーム

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 前時の復習をし、進路計画を立てることの必導

要性を確認する。入

進路計画の立て方を理解し、自分の進路計画

２ を立てよう

分

２ 進路計画を立てるためには、どんなことを考

えたり、どんな情報を集めたりすることが必要

かを考え、発表する。

展 ・その仕事の内容 ・どんな適性が必要か

・どのようにすればその仕事に就けるか 等

３ 「中学生活と進路」pp.80-81を例に、進路計

画の立て方を理解する。

・ に関する工夫進路選択のための６つの段階に即して立てる

→進路計画の立て方①将来の希望職業、②進路を決める目的、

③自分の特色、④進路先の状況、

⑤進路計画、⑥ 進路相談

４ 自分の進路計画を立てる

・これまでの進路の学習を踏まえて記入する

に関する工夫開 ・特にも、進路計画の中の「計画立案」の項目

→自分の進路計画の立案は、前々時 の学習を生かして記入する36

５ 現時点で記入できない項目や不十分な項目に46

は、ワークシートに印（★など）をし、今後の分

努力事項をワークシートの最後にまとめる。 に関する工夫

→自己実現への努力・適宜、周りの人達からアドバイスを受ける

６ 先生の話を聞く。終

末 ・進路計画を記入することによって、明確にな

ることがある

２ ・今後、３年生までかけて少しずつ情報をつか

分 み、計画を変更・修正していく

５ 事後指導

・各自が作成した進路計画に目を通し、必要に応じてアドバイスをする。また、保護者にも見てもらう。

・ 後は、これまでの関連資料と一緒に、ポートフォリオとして整理（ファイリング）し、次年度以降の指導に引き

継いでいく。

将来の進路の希望について家族と話をしてきたかを確認し、本
時の活動テーマを提示する。

家族と話してこない場合は、今の自分の希望を優先して作業を
するように話す。

思いつくまま自由に発表させる。
意見が出にくい時は、具体的な職業を想起させて考えさせる。

この形での進路計画作りは、変更・修正を加えながら３年生
まで継続していく。

「中学生活と進路」pp.80-81を参考に、ワークシートを作成
して配付する。

１年生なので、あまり詳しく記入できなくてもよいことに留
意する。

今後の努力事項については、学習面だけでなく、生活面にも
結びつけて考えるようにさせる。

現時点で記入できる内容でも、時間的に記入できなかった事
項は、課題として取り組ませる。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

意志決定能力

思考能力
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１年－ 題材名 「学年の反省」39

１ 目標

ア １年間の中学校生活の反省を確実に行わせる。

イ ２年生への課題を明確にさせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：不本意だったことも客観的に振り返る。

、 、 、 。イ ：個人 学級 学校生活の各レベルで１年間を振り返り ２年生に向けての課題と心構えを考える

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 個人の生活の反省、学級、生徒会、学校行事、部活動の取り組みの反省を確実に行わせる。

イ 個人の や を用いて一年間を振り返らせる。「毎日の生活の記録」 年度初めに立てた目標

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 個人の「毎日の生活の記録」を見返し、この導

１年間を振り返る。入

中学校での１年間の生活の反省をし、課題を

７ 明確にしよう

分

２ 年度初めに立てた個人目標を見返し、その時

の決意を想起する。

３ ２番を踏まえながら、各自でワークシートに

したがって反省を記入する。展

ア １年間で一番頑張ったこと

及び に関する工夫イ 一番努力したこと

→ワークシートに基づいて１年間をありのまま反省ウ 私にとってのこの一年

エ 各項目毎の反省

①学校での生活 ②友人とのこと

③教科・学習 ④総合的な学習の時間

⑤行事の取り組み ⑥係・委員会活動

開 ⑦部活動 ⑧健康や安全（身体）

⑨家族の一員として

。36 ４ この１年で一番印象に残ったことを発表する

分 ・文化祭や体育祭等の学校行事

・遠足（宿泊研修）等の学年行事

・部活動 等

５ 各自が一番努力したことを発表する。

・部活動、係活動

・新しい教科の学習、総合的な学習

・新しい友人との人間関係 等

６ ２年生に向けての課題をまとめ、ワークシー終

トに記入する。末

に関する工夫・生活や人間関係の面から

→２年生に向けての課題の記入７ ・学習の面から

分 ・行事や諸活動の面から

５ 事後指導

・ 私にとってのこの一年」や「２年生に向けての決意」は原文を通信等で紹介したり、学年代表の学年末の挨拶に「

反映させたりする。

・ １年間で一番頑張ったこと 「一番努力したこと」は集約して通信等で紹介する。「 」

個人の「毎日の生活の記録」等の資料がないときは、学級日誌
を用いて教師が読み上げる等の工夫をする。

各自の「毎日の生活の記録」を見返すに当たっては、教師がリ
ードし、行事を中心に振り返る。

ワークシートの「各項目毎の反省」については、「頑張った

こと・努力したこと・成果」と「反省・課題」をありのまま記

入するように指示する。

数名に発表させ、同じ意見の人は挙手または起立させる。
みんなでやり遂げたこと、解決したことが共通の思い出にな

っていることに気付かせる。

３番で反省した内容を、生活・人間関係、学習関係、行事や
諸活動への取り組み関係等に分類し、その中でも特に改善、努
力していく事項をまとめさせる。

数名に発表させ、友達の頑張りを認めていく気持ちをもたせ
る。

感情統制能力

思考能力

思考能力

思考能力

感情統制能力
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１年－ 題材名 「中堅学年への抱負」40

１ 目標

ア １年間の反省を踏まえ、新たな気持ちで２年生の学校生活を迎える心構えをもたせる。

イ 先輩としての言動のあるべき姿を考えさせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：２年生での課題の改善策を検討し合い、信頼関係を深める。

イ ：○２年生に向けて、具体的に、どこをどう改善するか考える。○先輩として、後輩にどう接Ａ Ｂ

し援助していくか考える。

ウ ：中堅学年に向けて新たな決意をもって春休みを迎える。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 前時に取り組んだ１年間の反省の上に、２年生に向けて具体的な目標や決意をもたせる。

イ １年間の を考えさせる。中学校生活で困ったことや悩んだこと、入学時の作文を基にして、先輩としての心構え

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 前時の復習を踏まえ、２年生に向けての心構導

えを考えることを確認する。入

１年間の反省を踏まえ、中堅学年を迎える上

３ での心構えをつくろう

分

２ 前時の「２年生に向けての課題」について、

２年生での各自の具体的な改善の方策を考えて に関する工夫

ワークシートに記入する。 →２年生での改善策の記入

３ 班の中で互いに改善策を見合い、それぞれの展

考えに対して意見交換をする。

・すばらしい改善策に対する評価と賞賛

に関する工夫・改善策をもっと効果的で充実したものにする

→各自の改善策を検討し合う活動ためのアドバイス

・改善策の実行に向けての激励

４ 上級生（中堅学年生）としての心構えについ

て考える。

(1) ワークシートの「上級生として」の欄に、

この１年間で困ったことや悩んだこと、入学

開 時の作文に書いた先輩のすごさや素晴らしさ

を各自で記入する。

42 (2) 班毎に記入した内容を確認し、先輩として

分 好ましい助言や援助をしていくために、どう

いう心構えが必要か話し合う。

に関する工夫(3) 各班で話し合った結果を発表する。

→先輩としての心構え、具体的行動・常に下級生の手本となる言動をとる

５ 中堅学年となる上での各自の心構え・抱負を終

ワークシートに記入する。末

に関する工夫・課題克服の具体策を必ず実行し、改善する

→中堅学年となる上での各自の心構え・抱負５ ・先輩として恥ずかしくない言動をとる

分 ・自分達が困ったことを後輩に繰り返させない

５ 事後指導

・各自の心構えや抱負を、通信等で紹介する。また、春休みの計画表作成に生かす。

・ワークシートはポートフォリオとして整理し、２年生に引き継いで指導に生かす。

前時のワークシートを配付する。
中堅学年に向けて、課題をどのように解決していくか、先輩と

してどんな心構えが必要かを考えることを、本時の活動テーマと
して確認する。

課題点について、どこをどう改善するか具体的に考えさせる。

記入の観点として、①登下校、②学校生活、③学習（勉強）、
④生徒会活動、⑤行事関係、⑥部活動等を準備する。

自分が困ったことや悩んだこと、入学時に感じた先輩のすご
さや素晴らしさを中心に記入し、すべての観点について記入す
る必要はないことを告げる。

各自から出された事柄を尊重し合うとともに、それらへの対

処法のアドバイスをどうするかの具体的な案を考える中で、先

輩としての心構えをまとめるように指示する。

各班から出された事柄を板書する。

学習や学級のことだけではなく、学校全体や生徒会、部活動

における２年生の立場を自覚するように留意させる。

春休みの計画表を配付し、その目標欄に記入させることも考
えられる。

互いの改善策を認め合うとともに、みんなで検討することで
個人では考えつかなかった改善策を考え出させ、しっかり実行
していこうとする決意をもたせる。こうした活動をとおして信
頼関係を深めさせる。

人間関係能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

Ａ問題解決能力○

Ｂ問題解決能力○

人間関係能力
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第２学年のガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案 《 目 次 》

第 ２ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択題 材 名

・始業式 ◎ ５５１２年生になって

・入学式 ○ ５６２学級目標を決めよう

・生徒会オリエンテーシ ○ ５７３ ４学級組織作り

４ ョン ◎ ５８５選択教科で自分を伸

ばそう・３年修学旅行

・応援歌練習 ◎ ○６体育祭に向けて

７・体育祭

・生徒総会 ○ ◎ ５９８自分を高める学習

９５ ・中間テスト

10

11・地区中総体

６ ・期末テスト ◎ ６０12人はなぜ働くのか

○ ◎ ６１13人はなぜ学ぶのか

・県中総体 ○ ６２14一学期の学級反省

・期末面談 ○ ６３
７

15一学期の学年反省

・終業式 ○ ６４16夏休みの生活設計

・始業式 ○ ６５
８

17夏休みの収穫

・地区陸上大会 ◎ ６６18二学期の計画

・地区新人戦 ○ ６７19ボランティア活動

９ ・中間テスト ○ ６８20職業とは何か

○ ６９21職業の内容の調査１

・生徒会立会演説会 ○ ７０22職業の内容の調査２

・県新人戦 ◎ ○
10

23文化祭の取り組み

24・文化祭

・県新人戦 ◎ ７１25学ぶ制度の調査

・（総合「発表会」） ◎ ７２
11

26中学校卒業後の学ぶ

道・期末テスト

○ ◎ ７３27自分の力を高める

28・学期反省

12 ・期末面談 ○ （一学期末の反省を準用してください）29二学期の反省

・終業式 ○ （夏休みの生活設計を準用してください）30冬休みの生活設計

・始業式 ◎ ７４31冬休みの反省と新年

の決意１

○32修学旅行の準備

・期末テスト ○ ◎ ７５33自分の適性

・生徒総会 ◎ ７６
２

34適性を生かす進路を

選ぼう

◎ ７７35進路計画の立案１

・公立高校入試 ◎ ７７36進路計画の立案２

・修了式 ◎ ７８３ 37私の通知表

・卒業式 ◎ ７９38最高学年への心構え

「注」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材
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２年－ 題材名 「２年生になって」１

１ 目標

ア ２年生としての生活を始めるに当たり、新たな希望を描かせ、一層充実した生活を送ろうとする態度と心構えを

もたせる。

イ ２年生としての希望や抱負を相互に伝え合わせることによって相互理解の輪を広め、各自が目標をもち、その達

成のために全力を尽くそうとする意欲をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：新しい級友とのコミュニケーションを積極的にとり、相互理解の輪を広め、一層深める。

イ ：新しい学級や友達関係への不安を取り除く。

ウ ：２年生としての希望や抱負をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

、 。ア ２年生は であることを強調し 希望や抱負を大切にさせる新しい自分を作るチャンス 自分を変える再スタート、

イ 、２年生の生活での具体的な希望や抱負をもたせる。２年生の生活の流れを理解させ

ウ 各自の希望や抱負を で伝え合い、和やかな雰囲気の中で相互理解を深めさせながら、希望や抱ゲーム形式の活動

負を生かすための学級目標作りや学級組織作りに意欲的に取り組む決意をもたせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 始業式や入学式を終え、２年生になった感想導

を発表する。入

、各自の２年生にかける希望や抱負を語り合い

５ 力強いスタートを切ろう

分

２ 担任の先生の願いを確認する。

・学級開きの際の、担任の先生の方針を再確認

する

３ 行事や活動を中心にして２年生での学校生活展

の大きな流れを理解し、それらに対する希望や

抱負をもつ。

(1) １年生での経験を踏まえ、２年生ではどの

に関する工夫ような学校生活を送るのかを発表し合う。

→２年生での生活の流れを基にした希望や抱負の明確化(2) ２年生での生活に対する自分の希望や抱負

をはっきりさせる。

４ 生徒同士で、２年生の生活に対する希望や抱開

負を伝え合う。

40 ・ 希望・抱負伝言ゲーム〕のやり方の説明を受〔

や に関する工夫
分 けてから活動を行う

→希望・抱負伝言ゲーム

５ 本時の活動の感想や、みんなの希望や抱負を終

聞いての自分の決意を発表する。末

・新しい級友と打ち解けた

５ ・自分の希望や抱負の実現に向けて全力を尽く

分 す

・級友と共に学級の活動をがんばる

５ 事後指導

・本時で考えた２年生での生活に対する希望や抱負を、次時の学級目標設定の活動に生かす。

５～６名に発表してもらい、新しい学年の生活への希望や期
待と、新しい人間関係への若干の不安があることを浮き彫りに
する。

そして、各自の希望や抱負を伝え合い、相互理解を深めなが
ら、みんなで目標の達成や充実した２年生の生活のスタートを
切るための活動をすることをテーマとして確認する。

である新しい自分を作るチャンス、自分を変える再スタート
（過去は問わず、これからの言動を見ていく）こと、中堅学年
としての立場と役割を自覚した言動を期待することを確認する。

〔希望・抱負伝言ゲーム〕の進め方
・決められた時間内で、男女を問わずできるだけ多くの級友と

希望や抱負を伝え合い、握手をする。
・教師は計時を行い、あわせて和やかな雰囲気になるように配

慮する。

できるだけ多くの生徒に発表の機会を与え、多種多様な行事
や活動を挙げさせる。

挙げられた行事や活動は、年間の流れがわかるように黒板に
整理する。

年度途中に学校の 高リーダーの立場に切り替わっていくこ
とを理解させる。

級友との関わりの中で感じたこと、考えたこと、今後に生かし
たいことを振り返らせる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

思考能力

人間関係能力 感情統制能力
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２年－ 題材名 「学級目標を決めよう」２

１ 目標

ア 「こんな学級がいい」という共通理解を図らせ、集団の一員としての自覚をもって望ましい学級作りをしていく

ための「学級目標」を設定させる。

イ 中堅学年としての立場と役割を自覚させ、学級集団の連帯や向上を図らせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：こんな学級にしたいという願いや考えをもつ。

イ ：みんなの願いを基に、どんな学級をつくるのか話し合い、自主的に学級目標を決める。

ウ ：２年生での目標達成に向けて、全力を尽くす決意をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に に各自の思いや願いを書かせ、それを しておき、よ「こんな学級がいい！」のカード 集計した結果を配付

く読んで話し合いに臨むようにさせる。

イ 学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具体的で評価が可能なものになるようにさせる。

ウ 司会は、教師の事前指導を受けた生徒（仮議長）に行わせる。資料の準備は教師が行う。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「こんな学級がいい！」のアンケート集計を導

確認し、活動のテーマを知る。入

みんなの願いを反映させた「学級目標」を作

に関する工夫５ ろう

のアンケート集計
分 →「こんな学級がいい！」

２ 学級目標作りに当たっての留意点や担任の先

生の願い及び活動の進め方についての説明を聞

く。

展 ・具体的で評価が可能なもの

・担任方針あいさつの内容の再確認

・学級目標作りの活動の進め方

３ 学級目標作りの活動をする。

(1) 数人ずつの任意のグループに分かれ 「こん、

な学級がいい！」のアンケート集計を基に、

に関する工夫グループとしての学級目標の案を考える。

→グループでの話し合い・各グループの案とその理由

開 (2) 各グループからの案を基に話し合い、学級

目標を決定する。

42 ・各グループからの案に対する質疑

や に関する工夫分 ・各グループからの案の整理統合や修正

全員での話し合い・学級目標の決定 →

４ 活動を振り返っての感想や決定した学級目標終

に対する感想を発表する。末

・みんなの意見や願いが込められた

に関する工夫３ ・学級や自分の進むべき道がわかる

→感想や気持ちの発表分 ・学級組織決めも積極的に行う

５ 事後指導

・生徒各自の「こんな学級がいい」のアンケート集計結果や、決定された学級目標を、通信等で紹介する。

・決定された学級目標を教室正面に掲示し、折に触れて学級目標に込められた願いを確認させる。

アンケート集計結果から、学級のみんながおおよそどのよう
な願いをもっているかを確認し、みんなの願いを反映させた学
級目標を作ることを活動テーマとする。

学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具
体的で評価が可能なものになるようにさせる。

学級開きでの担任方針あいさつの内容を振り返らせ、担任の
願いを確認する。

グループごとに話し合って案を作り、それを全体でまとめて
いくことを確認する。

司会は、生徒（仮議長）が行う。

グループは、座席をみながら数名で適宜編制する。司会と発

表者も適宜指定する。

その案を考えた理由についても発表できるように準備させる。

学級目標作りの活動の経過と、自分及び級友の言動を振り返
っての感想や、決定した学級目標の下での学級や自分のあるべ
き姿について考えさせ、発表させる。

次の学級組織作りの活動につなげる。

各グループから出された案に対し、本時の活動テーマや「具
体的で評価が可能なもの」という観点からの質疑をとおして案
の整理統合や修正を行い、全員で一つの形にしていく。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

思考能力

思考能力
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（２時間扱い）２年－ ・ 題材名 「学級組織作り３ ４ 」

１ 目標

ア 「学級目標」に沿った学級作りをするための学級組織の在り方（学級経営の基盤であり人間関係を円滑にする基

盤となる学級組織の在り方）を考えさせ、生徒会活動との関連を踏まえながら、活発に活動できる学級組織を作ら

せる。

イ 組織は、構成員の協力がなければ機能しないということを認識させ、責任をもって役割を遂行しようとする意欲

をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：みんなの願いを基に、どんな学級をつくるのか話し合い、自主的に学級組織を決める。

イ ：中堅学年として集団活動に積極的に取り組み責任を果たす決意をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 。その際、学級目標のねらいを踏まえさせる。学級目標決定後に、自分がやってみたい役職を考えさせておく

イ 個々の生徒が思いやりと責任をもって活動しようとする雰囲気を作る。また、特定の生徒の孤立や排斥行為など

がないように留意する。

ウ 。資料の準備は教師が行う。司会は、教師の事前指導を受けた生徒（仮議長）に行わせる

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学級目標とその願いを踏まえ、その実現を目導

指す学級組織を作ることを確認する。入

「学級目標」を実現していくために個々の願

に関する工夫10 いが反映された学級組織を作ろう

→グループでの話し合い分

２ 学級組織作りに当たっての留意点を確認し、

進め方について決定する。

(1) 学級組織作りに当たっての留意点について

展 確認する。

・全校生徒会とのかかわり

・学年生徒会とのかかわり

(2) 学級組織作りの進め方について決定する。

ア 役員の決定について

・決める役職の順番

・候補者の擁立と決定の仕方

・候補者が重複した場合の決定の仕方

イ 班や当番の決定について

に関する工夫・班の構成と班員の決定の仕方

→立候補を原則とすること・座席の決定の仕方

・清掃区域や給食当番の割当の仕方

ウ 係活動の決定について

開 ・必要な係の種類

に関する工夫・係員の決定の仕方

係活動のアイデア85 →

３ 学級組織作りの活動をする。分

に関する工夫・学級組織作りに当たっての留意点や進め方に

→話し合い活動沿って決定する

４ 決定した学級組織を確認し、組織の中での自終

分の役割について考える。末

・組織が機能するように責任を果たす
に関する工夫５ ・学級目標の達成に向けてみんなと協力して活

→自己の考えや気持ちをまとめる作文分 動する

５ 事後指導

・組織図を拡大し、それに役員や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に生かす。

・決定した役員や委員・係等を、通信等で紹介する。

学級目標を全員で復唱し、それに込められた願いを確認する。
学級目標を実現するための学級組織はどうあればよいかをグ

ループで考えさせ、発表させる。

学級で選出すべき役員や委員などが全校や学年の組織とどの
ようにかかわっているかを示した組織図を用意し、それに沿っ
て確認する。

役員や委員などが決定したら、組織図を拡大し、それに役員
や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に
生かす。

話し合いによって、学級組織作りの進め方について決定し

ていく。

司会は、生徒（仮議長）が行う。

話し合いをとおしてみんなが共通理解することによって協

力が生まれ、守られていくことを確認する。

希望とは異なった役割であっても、集団の一員としての立場
を自覚し、明るく楽しい学級となるように活動する決意をもた
せる。

役員の決定については、組織図を基にしながら考えさせる。
候補者の擁立については、事前にやりたい役職を考えさせて

いるので、意欲を優先し立候補を原則に進めるように導く。

問題が生じた際は、その都度話し合いによって解決する。

係活動の決定については、生徒の意見やアイデアを学校の教
育活動の中で 大限尊重することによって意欲をもたせ、活動
を活発にさせる。

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「選択教科で自分を伸ばそう」５

１ 目標

ア 選択教科のねらいを確認させ、自校の２年生での選択教科の種類や授業時数などについて知らせて選択教科への

関心を高める。

、 、イ ２年生での選択教科の選択の仕方について理解させるとともに 自分の興味・関心にあわせて適切な選択を行い

意欲的に取り組もうとする態度を養う。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：選択の理由を自分で考える （体験期間を通して自分にあった選択をする ）。 。

イ ：選択に迷った際は、より多くの情報を求め、教育相談を受ける。

ウ ：将来の生き方を考えながら、個性の伸長を目指して選択教科を選択する。

エ ：選択教科のねらいや教科の種類、授業時数などから、選択の可能性をとらえる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア とし、 選択教科の学習のあらましを理解させ、選択の可能学年合同での学級活動 選択教科担任の協力を得ながら

性（幅）を広げさせる。

イ 選択の考え方の例として、 。３年生の先輩の体験談を生かし、それを基にグループ討論する

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ ２年生の選択教科のあらましを知り、選択の導

仕方について考えることを確認する。入

選択教科のあらましと、適切な選択の仕方に

５ ついて知ろう

分

２ 選択教科のねらいと、自校の２年生での選択

教科の種類や授業時数、選択の仕方などについ

て、教務主任の先生の説明を聞く。

展 ・選択教科のねらい

・選択教科の種類と授業時数、教科担任

・選択の上での留意点

「選択教科」の関連資料・選択教科決定の手順

３ 各選択教科の学習内容や学習方法、必要な経

費や物品などについて、教科担任の先生からの

説明を聞く。

に関する工夫・学習内容や学習方法

→教科担任の協力・必要な経費や物品

・適正人数

４ ３年生の先輩の体験談を聞く。開

に関する工夫・選択教科の選択の理由

→先輩の体験談38 ・その選択教科を学んでの感想

５ 選択教科の説明を聞いて、選択教科を有意義分

にするためにどのようなことに留意すればよい

かについて、グループ討論する。 に関する工夫

→選択の在り方についてのグループ討論・どうしても迷った場合は教育相談

６ どんな考えでどの教科を選択するかを、各自終

でまとめる。末

に関する工夫・希望する教科とその理由・決意 や

→自己の考えや気持ちをまとめる作業７ （第二希望まで）

分 ・選択に当たっての要望

５ 事後指導

・正式決定までの間の試行機会や、随時の教育相談を利用し、より適切な選択をさせる。

１年生の時の選択教科の選択で、よかったことやよくなかった
ことを出し合う。

２年生の選択教科の選択に当たって、よりよい選択の在り方に
ついて考えることを、活動テーマとすることを確認する。

学年の学習担当の先生が司会する。
選択教科の開設状況については、２年生のものだけでなく、

３年生の例もあわせた資料を用意し、来年度への見通しをある
程度もたせる。

選択教科申込用紙の記入の仕方と共に、決定までの手順につ
いても説明する。

状況によっては第一希望通りにならないこともあること、正
式決定までの間に２単位時間程度試行機会をおくことや随時教
育相談を行うことを付け加えておく。

すべての選択教科の概要を一覧表にした資料を用意し、それ
に沿って説明する。

教科担任の先生が、独自に資料や授業風景などの写真を用意
して説明してもよい。

興味・関心の拡大、個性の伸長、将来の生き方との関連など
の視点に気付かせる。

不適切な例から考えることも示唆する。

選択教科の選択について、自分の考えや気持ちを整理し、選
択教科申込用紙にまとめさせる。

生の声で体験談を聞かせることができない場合は、録音して
おいて聞かせる。

開設されているすべての選択教科について聞かせる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

問題解決能力

思考能力 意志決定能力
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２年－ 題材名 「自分を高める学習」８

１ 目標

ア これまでの学習の取り組みを振り返らせ、各自の学習の悩みや不安を明確にし、それを克服して学校や家庭での

日々の学習の効果をより一層上げる方法を考えさせる。

イ 多くの人の学習方法や工夫を知り、自分に合った効果的な学習方法を考えることで、意欲的に学習に取り組む態

度を育てる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：学習上の悩みや不安について客観的にとらえる。

イ ：学習の悩みや不安の解決で、どうすれば効果が高まり成果が上がるかを考える。

ウ ：解決策に基づいて信念をもって学習に取り組む。

エ ：級友の体験などから不得意教科や学習上の悩みの解決方法を取り入れる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を行い、学習への取り組み状況や学習上の悩み・不安についてまとめておく。学習の悩みに関するアンケート

イ し、資料とする。先輩や級友から、学習方法の成功例や失敗例を聞き取り調査

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学習の悩みについてのアンケート結果を確認導

し、活動のテーマを知る。入

学習についての悩みを出し合い、その解決策

３ や効果的な学習方法を考えよう

学習の悩みに関するアンケート分

２ 「悩み相談会」を開いて悩みを出し合い、そ

の解決策を考える。

(1) アンケート結果から共通する悩みのテーマ

展 を三つ程度に絞る。

(2) 班毎に、悩みのテーマに対する解決法を話

し合う。

(3) 悩みのテーマ毎に、各班で話し合った結果

を発表する。

(4) 班の中で、各自が悩みを話し、他の人が解

に関する工夫決法を答える。

→自分の学習上の悩みの表明(5) 各班で解決策が見つからないものを書き出

に関する工夫す。

→班や学級での話し合い(6) 学級全体で意見を出し合う。

(7) 先生からのアドバイスを聞く。

３ 不得意教科を克服し、学習を効果的に行うに開

はどうすればよいかを考える。

40 (1) 不得意な原因について各班で話し合い、共

分 通する原因がないか考える。

に関する工夫(2) 教科毎の効果的な学習方法について、事前

→先輩や級友からの学習方法の成功例や失敗例にまとめておいた資料を基に考える。

４ 本時の活動を振り返り、自分自身の学習の悩終

みをどのように解決していくか、不得意教科を末

克服し効果的な学習にするためにどのようにし

ていくかをまとめる。 に関する工夫７

→自分の学習の悩みの解決法と効果的な学習方法分 ・無理なく継続して実行できるものを考える

５ 事後指導

・教科担任とも連携し、個別の相談時間を確保する。

・効果的な学習方法や各自のまとめは、進路コーナーや通信等でも紹介する。

アンケート結果から、学習に関する悩みは、誰もがもってい
ることであり、しかも多様であることを把握させ、学習上の悩み
の解決方法や効果的な学習方法について考えることを活動テーマ
とすることを確認する。

不得意教科の克服法については、後半で共通に考えるので、
テーマからはずしておく。

一人一人の悩みの相談に乗り、真剣に考えてあげるのが本時
の活動の中心であるので (4)の時間を十分に確保する。場合に、
よっては (1)のテーマを、各班に割り当てて(2)(3)の時間を短、
縮する。

学級全体でも良い考えが見つからない場合は、教師のアドバ

イスでフォローする。

原因が自分以外にあると責任逃ればかり考えないように、自
分をしっかり見つめさせる。

学習の仕方に、ムリ・ムダ・ムラがないか考えさせる。

司会者と記録者、発表者を決めて相談会を進める。
各自が自分の考えを必ず述べるようにする。

将来の夢の実現のためにも努力しなければならないことであ
ることに触れ、実行への決意を高める。

実行できなければ意味をもたないことを踏まえさせ、自分を
伸ばすために自分にできる具体的な方法を考えさせる

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「人はなぜ働くのか」12

１年「働く人びとの仕事と考え」で学習１ 目標

ア 「職業の三要素」について復習し、働く目的について考えさせる。

イ 将来、どんな考えや態度で働いたらよいかを考えさせ、望ましい職業観や勤労観の基礎を培い、職業的・社会的

自己実現を目指させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自分は将来どんな考えや態度で働いたらよいかを考える。

イ ：将来、どんな態度で働くか、どんな生き方をするかの方向性を考える。

ウ ：職業の要素を知り、自分の生き方を照らし合わせる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に を実施し、資料化しておく。「職業を選ぶ基準アンケート」

イ 人は何のために働くのか 「生き方」について で考えさせる （事前指導が必要）、 。パネルディスカッション方式

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「職業を選ぶ基準」のアンケート結果を確認導

し、活動のテーマを知る。入

人は何のために働くのだろうか 「職業を選ぶ、

「職業を選ぶ基準」アンケート３ 基準」についてみんなで考えよう

分

２ テーマについての話し合いの方法と目的につ

いて、先生からの説明を聞く。

・パネルディスカッション

展 ・視野の拡大と職業観や勤労観の基礎作り

３ パネラーの主張（職業選択の基準として一番

に価値を置くこととその理由）を聞く。

４ 各パネラーの主張を聞いて感じたことを、ワ

ークシートに記入する。

に関する工夫・ なるほど 「そうか」と思ったこと「 」

→各パネラーの主張から感じたことをまとめる活動・ 自分の考えとは違うな」と思ったこと「

・質問したいこと・聞きたいこと

５ 各パネラーに、質問をする。

開 ・Ａ～Ｅの全員に質問し、意見交換する

６ 意見交換を基に、自分の「職業を選ぶ基準」 に関する工夫

の順位を検討し、ワークシートに記入する。 →「職業を選ぶ基準」の順位をワークシートに記入40

７ 先生から、１年生で学んだ「職業の三要素」分

の復習と併せて、職業観や勤労観についての説

明を聞く。

８ 本時の学習の感想を 「職業の三要素」を踏ま終 、

えて、ワークシートに記入する。末

に関する工夫・自分の能力を生かしたい

→活動後の各自の職業観や勤労観をワークシートに記入７ ・社会的な貢献をしたい

分 ・多くの収入を得たい

５ 事後指導

・身近なところで働く人々の考えを聞く。

・本等で、自分の考える「職業選択の基準」に合う職業を探す。

アンケート結果から、「職業を選ぶ基準」は多様であることを
把握させ、人は何のために働くのかをより深く考えることを活動
テーマとすることを確認する。

事前にパネラーを選出し、リハーサルしておく。
どの考えが良いか悪いかという優劣を考えるのではなく、さ

まざまな意見に触れて、職業に対する視野と考えを広めること
に留意させる。

各パネラーの職業選択の基準は、次のとおりとする。
Ａ：収入が多くて、豊かな生活ができる
Ｂ：社会的な地位や名声が得られる
Ｃ：社会や人のためにつくせる
Ｄ：自分の個性や能力を生かせる
Ｅ：安定してゆとりがある

自分自身の判断で検討・決定し、自己の変容を確認させる。

自分の希望する職業や夢と照らし合わせて考えさせる。

職業選択の基準Ａ～Ｅは、すべて「職業の三要素」でくくら
れることを確認する。

職業観・勤労観は多面的であり、それぞれが真理の側面であ
ること、自分の「生き方」と結びつけて考えていくことが大切
であることに気付かせる。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「人はなぜ学ぶのか」13

１ 目標

ア 「自分は何のために学んでいるのか」について、級友との話し合いを基にして、勉学や進学の目的及び生涯学習

について多面的に理解させる。

イ 「自分が勉強する理由」を考えさせる過程で、自分の勉学観や生き方・在り方への関心を高める。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：将来、どんな態度で働くか、どんな生き方をするかの方向性を考える。

イ ：学ぶ目的を、将来の生き方や在り方と関連付けて考える。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を通して、生涯学習の心構えを作らせる。「私が勉強する理由」に関する各自の意見を基にした話し合い

イ を紹介し、望ましい勉学観と生涯学習の心構えをつくらせる。生涯学習の場で学んでいる人々へのインタビュー

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「私が勉強する理由」のアンケート結果を確導

認し、活動テーマを知る。入

人は何のために学ぶのか 「学習の目的」につ、

「私が勉強する理由」アンケート３ いてみんなで考えよう

分

２ テーマについての話し合いの方法と目標につ

いて、先生からの説明を聞く。

・ジグソー学習

展 ・一人一人が責任をもって話し合いに臨む

「 」 。３ 学習の目的 についてジグソー学習をする

(1) も重要だと考えた項目毎にグループを作

り、理由を話し合い、結論をまとめる。

(2) 重要でないと考えた項目毎にグループを作

り、理由を話し合い、結論をまとめる。

(3) 生活班に戻って個々のグループで話し合わ

れた内容を発表し合い、情報を共有する。

開 (4) 先生からのアドバイスを聞く。

４ 生活班に戻り、仲間との情報交換をする中で に関する工夫

「学習の目的」についてより深く考えたことを →情報交換を経た上での「学習目的」についての考え40

まとめる。分

５ 生涯学習の場で学んでいる人達の、学習に対

する考えのインタビューを聞く。 生涯学習の場で学んでいる人々へのインタビュー

６ 本時の活動を振り返り、今自分が中学校で学終

ぶことの目的や意味を考えまとめる。末

に関する工夫・自分の将来の希望を叶えるため

→中学校で学ぶことの目的や意味を生き方と関連させる７ ・自分を伸ばし豊かな人生を送るため

分 ・次の世代を築く一員としての力をつけるため

５ 事後指導

・授業後の感想を、通信等で紹介し、家庭からもそれらに対する意見や感想をもらう。

・身近な人からも 「学ぶことの目的や意味」についての考えを聞き取りさせる、

・生涯学習の場で学んでいる人々に対して、学んでの感想を添えてお礼の手紙を出す。

・身近な地域に、社会に出てからも学べる場や機会があるか調べる。

アンケート結果から、級友の「勉強する理由」は多様であるこ
とを把握させ、人は何のために学習するのかをより深く考えるこ
とを活動テーマとすることを確認する。

ジグソー学習では、一人一人が、いくつかのカウンターパー
トセッション(３の(1)(2))で話し合われた情報を、確実にジグ
ソーセッション(３の(3))の中で伝えなければならないことを
理解させる。

出された意見を、ワークシートに簡単にメモさせながら、話

し合わせる。

班長に司会させ、３の(1)、(2)で出された意見を、班員全員

に発表させる。

班員は、発表された意見の中から「なるほど」と思ったこと

等をメモしながら聞く。

学ぶことの目的や意味について、従前からの考えにとらわれ
ずに柔軟に考えさせる。

学ぶことの目的や意味を、将来の自己実現に結び付けながら、
多面的に考え、中学校の学習の大切さについてまとめさせる。

社会の変化や個人の夢の変化等によって、実社会に出ても学
び続ける必要があること、そうした場で学んでいる人の学習に
対する考えから学ぶべき点について留意させる。

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「一学期の学級反省」14

１ 目標

ア 一学期の学級の活動、班の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、夏休みと二学期の生活につなげる。

イ よりよい学級の姿を目指して話し合う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

、 、 。ア ：一学期の学級の活動 班の活動を振り返り 成果と課題を明らかにする

イ ：課題を解決し、よりよい学級にするための方策を考える。

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期の生活で達成させるよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級目標の願いに基づいて振り返らせる。

学年集会の議案にまとめさせる。イ 学級の諸活動の反省、班活動の反省を行い、

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 一学期の学級での生活を振り返って、思い出導

や感想を述べ合い、活動テーマを確認する。入

一学期の学級及び班の活動の成果と課題を明

３ らかにして、夏休みや二学期につなげよう

分

、２ 学級活動の振り返りのワークシートに従って

班毎に一学期の取り組み状況を話し合う。

・生活面、学習面、行事面の成果と課題

３ 各班で話し合われた結果を発表し合い、学級 に関する工夫展

としての意見にまとめあげる。 →一学期の活動の成果と課題の話し合い

(1) 挙げられた成果を確認し、讃え合う。

に関する工夫(2) 挙げられた課題点から、学級全体の課題と

→学級の諸活動の課題点の確認して取り上げるものを確認する。

・学習面、生活面、行事面の課題

４ 課題点を踏まえ、学級として二学期にどのよ

うにしていくのかを、班毎に話し合う。 に関する工夫

５ 各班で話し合われた結果を発表し合い、学級 →二学期の学級の方向性を考えさせる

としての意見にまとめあげる。

・学習面、生活面、行事面の方向性

６ 各班毎に、一学期の自分達の班の活動を振り に関する工夫

返り、反省用紙に記入し発表する。 →一学期の班活動の成果と課題の話し合い

・活動の成果と課題

７ 他の班から出された課題について、学級とし に関する工夫開

て二学期にどのようにしていくのかを、班毎に →各班の活動の課題点の確認

話し合う。44

８ 各班で話し合われた結果を発表し合い、学級分

としての意見にまとめあげる。 に関する工夫

→二学期の各班の方向性を考えさせる・各班の二学期の方向性

９ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで学級を高めていくことを確認し合う。末

・二学期への期待や希望をもつ

10 次時は、学年集会で学級の成果と課題、二学 に関する工夫３

期の方向性を検討し合うことを確認する。 →二学期に向けての決意固め分

５ 事後指導

・学級執行部の生徒は、話し合いの結果（学級の意見）をまとめ、学年集会の資料にする。

・学年集会における学級提案の提案者等の分担を決める。

数名に自由に発表させる。
良かったこと、楽しかったことだけでなく、不十分だったこと

等もあったことを想起させ、一学期の成果と課題を明確にして、
二学期に生かす方策を考えることを活動テーマとして確認する。

本時は、学年集会に向けて学級の活動反省を行うことを確認す
る。

班の中で司会者と記録者、発表者を決めて進めさせる。
学級目標の願いを基にしながら、ワークシートにある項目に

従って意見を出させる。

一学期の成果について、担任からも大いに賞賛する。

学級全員で行動できるような視点で考えるように助言する。

みんなでエールを送り合ったり、円陣を組んで声を掛け合っ
たりさせる。

時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

、２年－ と２年－ は14 15
学年２学級程度の場合
に、２時間目に学年集会
を開いて学期の活動をま
とめる展開例を示したも
のである。

学級独自で学期の活動
をまとめる場合には、１
年－ と１年－ の展開16 17
を参照願いたい。

具体的に実行が可能な内容になるように考えさせる。

一学期の各班の成果について、相互に賞賛させる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

思考能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「一学期の学年反省」15

１ 目標

ア 一学期の各学級の活動、班の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、夏休みと二学期の生活につなげる。

イ よりよい学級、学年の姿を目指して話し合う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：一学期の各学級の諸活動の成果と課題を認め合う。

、 、 。イ ：課題点や方向性を踏まえ よりよい学級 学年にするために取り組んでいく事項を確認する

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期に、各学級や班の活動で実行するよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級での話し合いの結果をまとめた議案書を用意し、事前に配付して集会に臨ませる。

イ をとり、互いの学級の活動について質疑を交わしたり相互評価したりさせる。学年集会の形

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学年生徒会長が、本時の学年集会の内容やね導

らい等について説明し、みんなで確認する。入

一学期の各学級の活動の成果と課題を明らか

学年集会による一学期反省３ にして、夏休みや二学期の活動につなげよう

分

２ 各学級毎に、一学期の学級の取り組みの成果

と課題、二学期に向けての方向性を発表する。

・生活面、学習面、行事面での成果と課題、方

展 向性

。３ 各学級の発表に対する質問や意見を述べ合う

に関する工夫・各学級の一学期の成果と課題に対する質疑

→一学期の各学級の活動の成果と課題への賞賛・各学級の二学期の方向性に対する意見

４ 学年として共通に取り組んでいくべき事項を

確認する。 に関する工夫

→学年で取り組んでいく事項の確認・一学期の課題と二学期の方向性の中から

５ 各学級毎に、一学期の各班の取り組みの成果

と課題、二学期に向けての方向性を発表する。

・一学期の活動上の成果と課題

・二学期の活動上の方向性

６ 各学級の各班の発表に対する質問や意見を述

べ合う。 に関する工夫開

→一学期の各班の活動の成果と課題への賞賛・各班の一学期の成果と課題に対する質疑

44 ・各班の二学期の方向性に対する意見

７ 学年として共通に取り組んでいくべき事項を分

確認する。 に関する工夫

→学年で取り組んでいく事項の確認・一学期の課題と二学期の方向性の中から

８ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで学級や学年の活動を向上させていくことを末

確認し合う。

に関する工夫３ ・二学期の学級や学年の活動への期待や希望

→二学期に向けての決意固め分 ・みんなで協力していこうという気持ち

９ 先生からの講評を聞く。

５ 事後指導

・話し合いの決定事項は学年執行部の通信で、話し合いの様子については学年通信等で紹介する。

司会進行は、学年執行部または学年議長が行う。
事前に、進行についての練習や、関係者との打合せをしておく。

事前の役割分担に基づいて、各学級の担当が発表する。
各学級毎に、一学期の生活面、学習面、行事面の成果と課題、

二学期の方向性を、議案書を利用して簡潔に発表する。
議案書に、必要に応じてメモをとらせる。
一つの学級について２番と３番の活動を行い、その次に別の

学級について２番と３番の活動を行う方法でもよい。

各学級の活動のすばらしい点を学び合う視点をもたせる。

必要性の高い事項、学年全体で取り組める事項を考えさせる。

２番と同様に、事前に役割分担し、担当が議案書を利用して
簡潔に発表する。

議案書に、必要に応じてメモをとらせる。
一つの班について５番と６番の活動を行い、その次に別の班

について５番と６番の活動を行う方法でもよい。

必要性の高い事項、学年全体で取り組める事項を考えさせる。

各班の活動のすばらしい点を学び合う視点をもたせる。

学年執行部が、話し合いの決定事項を読み上げる。
各学級に対し、お互いにエールを贈り合う。
時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

人間関係能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

人間関係能力

人間関係能力

問題解決能力

問題解決能力



- -64

２年－ 題材名 「夏休みの生活設計」16

１ 目標

ア 一学期間の生活の反省に立って、中学生２回目の夏休みの在り方を考えさせる。

イ 夏休みの意義や夏休みの生活のきまり、夏休み中の行事などを確認させ、夏休みを有意義に送るようにさせる。

ウ 夏休みの生活と学習の目標を明確にし、それを実現させるための計画を立てさせて、実行する決意をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：開放感に浸り、不規則・不摂生な生活に陥らないように心掛ける。

イ ：１年生での経験や一学期の反省に立ち、夏休みをどう送るべきか考える。

ウ ：有意義な夏休みにするため、しっかりした目標のもとに計画を立てる。

エ ：計画に沿って有意義な夏休みを送る気持ちをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 前時までに取り組んだ、一学期の学級や班係の反省を踏まえさせる。

イ 夏休み中の主な して配付する。行事や部活動の予定は、生徒会で一覧に

ウ 夏休み中の して配付する。学習課題等については、教科係が教科担当に確認し、一覧に

エ 「夏休みの生活のきまり」については、教師から説明する。 考えられる。学年合同で実施することも

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 夏休みを迎えるにあたって、どんな気持ちで導

いるか発表する。入

中学校生活２回目の夏休みを充実したものに

２ するためにしっかりした生活設計を立てよう

分

２ 夏休みの意義について先生の説明を聞く。

・二学期、全校のリーダーへの大事な橋渡し

３ １年生での夏休みの経験や、一学期の学級や

係・班の反省を踏まえ、有意義な夏休みにする に関する工夫展

にはどうすればよいか班毎に話し合う。 →有意義な夏休みにするための班毎の話し合い

、４ 夏休み中の主な行事や生活のきまりについて

先生の説明を聞く。

・関係資料を配付

５ 夏休み中の学習課題について、各教科係から

の説明を聞く。

・課題の一覧表を配付

６ ５番までの説明や話し合いを踏まえて、夏休

みを迎えるに当たっての心構えを発表する。 に関する工夫

→夏休みの生活のきまりや課題等の自覚開 ・開放感に浸ってはいられない

７ 夏休みの計画表作りをする。

43 (1) 計画表の記入の仕方について、先生の説明

に関する工夫分 を聞く。

→目標を明確にした上での計画表作り(2) 生活と学習の目標を決める。

(3) 計画表作りを進める。

８ 夏休みの生活と学習の目標を発表し合い、有終

意義な夏休みにするための決意を固める。末

に関する工夫・規則正しい生活リズムに関する決意

→夏休みの目標を発表し合う５ ・毎日の学習時間等に関する決意

分 ・自主的、発展的な活動に関する決意

５ 事後指導

・夏休みの計画表を完成させて提出させ、激励、修正等のコメントを入れる。

・期末面談の中で、計画表を基にして夏休みの生活について話し合い、確認する。

数名に発表させる。
みんなが楽しみにしていることを確認し、有意義な夏休みにす

るための生活設計を考えることを、本時の活動テーマとする。

夏休みの意義①社会的体験の拡充、②苦手な教科の克服や得
意教科の伸長、③部活動の充実、④健康や体力の増進 等

「夏休みの生活のきまり」の中でも、健康や安全にかかわる
事項は確実に指導する。

適宜質問を受け付けて、指導の徹底を図る。

５番までの説明や話し合いを踏まえ、夏休みを迎えるに当た

っての心構えをしっかりともたせて、計画作りをさせる。

具体的で評価が可能な目標、実行が可能な計画となるよう、
留意させる。

全員に発表させて、各自のがんばりを誓い合わせる。
後に、教師が生徒全員へのエールの言葉を述べる。

１年生での経験については、思い通りにいかなかった時のこ
とだけでなく、思い通りにいった時のことも踏まえさせる。

感情統制能力

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

感情統制能力

思考能力



- -65

２年－ 題材名 「夏休みの収穫」17

１ 目標

ア 夏休み中の生活と学習の目標を、夏休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 夏休み中の行事等で感じたことや学んだことを発表させ、共有化させる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：夏休みの生活や学習が不本意に終わっても、その気持ちを引きずらないように心掛ける。

イ ：夏休みの目標や計画に沿って夏休みを振り返り、成果と課題を明確にする。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア する。夏休みの計画表を活用

イ 夏休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 夏休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

中学校生活２回目の夏休みを振り返り、成果

３ と課題を確認し合おう

分

２ 夏休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 夏休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・ピア・カウンセリングの手法を取り入れて、

互いの夏休みの成果と課題を振り返ることを

知る

４ 夏休みの計画表を基にしながら 「夏休みの反、

省用紙 にしたがって各自で夏休みを振り返る に関する工夫」 。

→夏休みの計画に沿った振り返り・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー）。

・クライエントの成果や課題に対して、アドバ

開 イスや励ましを記入する

６ 回答を熟読した上で、自分の思いや感想をま

とめる。44

分 ・カウンセラーがどんな思いでコメントを書い

たかよく考える

・自分の思いや感想を記入する

７ ピア・カウンセリングを取り入れて夏休みを終

振り返っての、自分の思いや感想を発表する。末

・頑張ったことを認めてもらってうれしい

に関する工夫３ ・不本意だったのは自分だけでなかった

→ピア・カウンセリングによるアドバイスと励まし分 ・新しい気持ちで二学期をスタートできそう

５ 事後指導

・夏休みを振り返ってのアンケートを集計し、通信等で紹介する。

・１年生時にも同様のアンケートを実施していたならば、それらと比較して成長点を賞揚する。

・必要に応じて個別の相談や指導に生かす。

数名に発表させる。
有意義な夏休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の夏休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことを、
本時の活動テーマとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

カウンセラーになって、級友の夏休みの成果と課題にアドバ
イスや励ましを考えさせる。

〈約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

夏休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配付させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの反省用紙を間違えずに持っていかせる。

次の観点から、自分の思いや感想をまとめさせる。
・成果や課題を書いたときの気持ち
・成果や課題にアドバイスや励ましを記入していた時の気持

ち
・回答を読んでの気持ち

数名に発表させる。
仲間を信じて、前向きに二学期を歩んでいくように促してま

とめる。
「夏休みの反省用紙」に氏名を書かせて提出させる。

感情統制能力

思考能力

思考能力

感情統制能力



- -66

２年－ 題材名 「二学期の計画」18

１ 目標

ア 二学期の大きな流れを把握させ、行事を中心とした取り組みを想起させて、どの時期にどんな生活を送るかの見

通しをもたせる。

イ とかく中だるみといわれる生活に陥りがちな夏休み明けに、一学期末の反省を基に二学期の活動を決めさせ、目

標をもって意欲的に活動に取り組ませる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：問題解決のために互いの立場を理解し合い、認め合い、協力し合う。

イ ：全体の立場に立って考え、感情をコントロールする。

ウ ：誇れる学級にするための具体的な活動を話し合って決める。

エ ：一人一人が自分の役割を理解し、互いに協力し合って学級生活を向上させる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 一学期末の反省（学級・学年）で確認された 「二学期に頑張っていくこと」を踏まえさせる。、

イ を用意し、行事を中心にして見通しをしっかりともたせる。「二学期の大きな流れ」を示した資料

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 先生からの、二学期における期待や思いを聞導

き、本時のテーマを確認する。入

二学期の学校生活の流れをつかみ、学級とし

３ ての二学期の計画を考えよう

分

２ 行事を中心に、二学期の流れをつかむ。

・二学期の主な行事を順番に確認する

・先生から、二学期の流れについて補足説明を

展 聞く

３ 一学期末の反省（学級・学年）の結果を振り

返り、二学期に学級として頑張っていくことを

確認する。

・生活の面 ・学習の面

・行事の面 ・班活動

４ ３番で確認された事項を達成し、誇れる学級

にするための具体的活動と取り組みの心構えを

班ごとに考え、発表する。

(1) 具体的な活動について考える。

・一人一人が進んで参加できるもの

及び に関する工夫・全員でやることで目標を達成できるもの

→二学期の具体的活動と取り組みの心構えを考える・まとまりを感じることができるもの

(2) 取り組みの心構えについて考える。

開 ・みんなで協力すること

・各自の責任を果たすこと

５ 各班からの発表を基に、学級としての具体的40

活動と取り組みの心構えを決定する。分

に関する工夫・共通して出された活動や学級として大事にす

→誇れる学級を目指す上で大事な事項を考えるるべき心構えを中心にまとめる

６ 学級の活動の方針を受けて、各自がどのよう終

に頑張っていくか（果たすべき自分の役割）を末

ワークシートに記入する。 及び に関する工夫

→各自の努力事項のワークシートへの記入７ ・仲間を信頼し、協力して学校生活を送る

分 ・自分のできることを責任をもって精一杯行う

５ 事後指導

・決定事項を学級掲示し、取り組みの前後（節目節目で）実行状況を確認させる。

中学校生活も半ばを迎える学期が始まる。中学校生活に大分慣
れてきている反面、中だるみも生じてくる。しかし、今学期中に
生徒会の役員交代も行われ、次期リーダーへの確実なステップを
踏み出さなければならない。そうしたことを踏まえながら、学級
としてどういう成長を目指すのかを考えることを、本時の活動テ
ーマとして確認させる。

１年生での経験を基に、二学期の主な行事を発表させる。
教師が用意した「二学期の大きな流れ」を示した資料を基に、

二学期の学校生活における諸活動の見通しをもたせる。

一学期末の反省（学級・学年）の記録を基にして、学級全員
で確認し合う。

一人一人の生徒に、しっかりと意識化させるために、確実に
一学期末の反省（学級・学年）の記録に目を通させる。

２番で確認させた「二学期の大きな流れ」ともかかわらせて、
どの時期に何に力を入れていくかイメージさせる。

誇れる学級を目指すためには、どのような条件を備えた活動

をするべきか考えさた上で、具体的な活動を考えさせる。

生活の面、学習の面、行事の面から各自の努力事項を考えさ
せ、ワークシートに記入させる。

各班から出された事項に対して、必要に応じて質疑を交わさ

せ、学級としての考えにまとめさせる。

誇れる学級、「この学級で良かった」と思うようになるには、

どんな心構えで活動するべきかを考えさえる。

人間関係能力

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

人間関係能力

感情統制能力

問題解決能力

問題解決能力



- -67

２年－ 題材名 「ボランティア活動」19

１ 目標

ア ボランティア活動に積極的に参加する意欲をもたせ、人間関係の在り方、社会的な自己の役割の自覚、自己肯定

感（有用感）を培う。

イ 身近なボランティア活動の情報を集め、参加計画を立案させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：身近なボランティア活動の例から、自分は「何ができるか」を考える。

イ ：自分で考えて「できる」と判断したボランティア活動に積極的に取り組む。

ウ ：ボランティア活動の意義や内容、活動を理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア ボランティア活動の意義を理解させ 「何ができるか」考えさせる。、

イ 生徒会や地域のボランティア活動に関する資料を用意する。

ウ を立案させる。ボランティア活動参加計画書

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 身近なボランティア活動に、どんなものがあ導

るか発表する。入

ボランティア活動の意義や在り方を理解し、

５ 参加計画を立てよう

分

２ ボランティア活動とはどのようなものか、ど

のような意義があるのかを考え、発表する。

・自らの意志で活動する（自発性）

に関する工夫展 ・他人や社会のために奉仕する活動（公共性）

→ボランティア活動の意義・報酬を期待しない活動（無償性）

３ 具体的なボランティア活動を例に、どのよう

な考えで実施されているのかを把握する。

に関する工夫(1) 学校や生徒会のボランティア活動の考え。

→ボランティア活動の考え方(2) 地域や国内外のボランティア活動の考え。

４ 身近なボランティア活動のうち 「自分たちで、

できるもの」を考える。

に関する工夫(1) 「自分でできるもの」を考える。

→「自分でできる」ボランティア活動を考える開 (2) 「班としてできるもの」を決定する。

５ 班毎に 「身近なボランティア活動への参加計、

画書」を立案する。40

分 ・初めに、活動内容を書き、その目的を考える

・次に、期日や日程等を考える

６ 各班の参加目的と活動内容を発表する。

７ 先生からボランティア活動を継続する上での終

秘訣を聞く。末

８ 各班の発表や先生からの継続の秘訣を聞いて に関する工夫、

ボランティア活動参加への抱負をまとめる。 →ボランティア活動参加への決意５

分 ・各自で決意をワークシートに記入する

５ 事後指導

・参加予定を取りまとめ、実施前に確認する。また、参加予定を通信等で紹介し、家庭からも声掛けをしてもらう。

・実施後は、逐次、短学活等で報告をし合う。また、通信等でも紹介する。

自由に発表させ、それを板書しておく。
一部に、ボランティア活動まがいの活動があることを指摘し、

ボランティア活動の意義や在り方をしっかり理解した上で、「自
分達ができる」ボランティア活動を考えることを、本時の活動テ
ーマとして確認させる。

１番で出された活動を基に、ボランティア活動の三原則（創
造性を加えて四原則とする考えもある）に気付かせる。難しい
場合は、ボランティア活動ではない活動を例にして、考えさせ
る。

学校や生徒会、地域や国内外で実施されているボランティア
活動の資料を配付する。

既存のボランティア活動からだけでなく、自分達で新たに活
動を考え生徒会や学校に要望していくことにも挑戦させる。

参加計画書は、ワークシートの形にしておく。
実施期日や当日の日程、事前の準備等は、班の中での希望と

して計画させ、相手がある場合は連絡を取って調整させる。
各班から１部提出させ、事後指導に生かす。

無理をしないこと、やりがい・喜びを感じることができる活
動であること、周りの理解があること等が、やる気を喚起し、
継続に結びつくことを紹介する。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「職業とは何か」20

１ 目標

ア 職業の意味について考えさせ、職業と産業の違いについて理解させる。

イ 職業分類と産業分類について理解させ、生徒の職業認識を広めさせる。

ウ 身近な地域の職業や産業に目を向けさせ、職業や産業への関心を高めさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：職業と産業の違いについて考える。

イ ：職業の分類、産業の分類を理解し、職業認識を広める。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 日本標準職業分類と日本標準産業分類を基に、職業と産業の違いを理解させる。

イ 班毎に の作業をさせる。、身近な地域の職業と産業の洗い出しと分類

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 知っている職業の名前を発表し合い、職業に導

ついて考えていくことを確認する。入

職業とは何かを考えよう－産業との対比をと

５ おして－

分

２ 付箋紙に書かれた「職業名」について先生が

職業と産業に分けた結果を見て、職業と産業の

違いを考える。 に関する工夫

→職業と産業の違い展 ・班毎に話し合う

３ 先生からの説明で、職業と産業の違い、両者

の関係を知る。

・職業…個人が行う仕事の内容

・産業…事業所が行う仕事の内容

・両者の関係

４ 地域にはどんな職業や産業があるかを、班毎

に話し合ってワークシートに書き出す。

・地域の産業

開 ・地域の職業

５ 職業の大分類と具体的職業の例、産業の大分

類と具体的産業の例の資料を基に、４番で書き40

出した職業や産業の分類を見直す。分

に関する工夫・班内で協力して作業する

→地域の職業と産業の分類・他の班とも情報交換する

６ 自分の希望する職業について、どの産業に属

するかを調べ、ワークシートに記入する。終

に関する工夫末 ・自分の希望する職業が属する産業名

→自分の希望する職業の産業別分類・自分の希望する職業が属する産業は第何次産

５ 業か

７ 学習の感想を発表する。分

・職業と産業の違いが分かった

５ 事後指導

・ワークシートを回収し、展開の４番で各班が挙げた職業と産業を紹介する。

・次時の指導に生かす。

自由に発表させる。職業と産業を混同していても構わない。
・クイズ的にテンポ良く進め、たくさん出させる。
・カード（大きめの付箋紙）に書いて、黒板に張り出す。
発表された「職業名」は、職業名と産業名が混ざっていること

を話し、本時の活動テーマを確認させる。

適切・明快な表現を求めない。自分たちで話し合う中で、イ
メージ化を図らせる。

職業と産業の関係については、「中学生活と進路」p.35の欄
外から、次の三点を指摘させる。

・すべての職業は、何かの産業に属している
・一つの産業には、多くの職業が属している
・同じ職業名が、いくつかの産業に属している

学校から見える風景や地域の様子を思い浮かべさせて話し合
わせる。

地域の状況によっては、「中学生活と進路」の絵を活用する。

日本標準職業分類と日本標準産業分類を利用して分類させる。

産業分類については、第一次、第二次、第三次の分類の仕方

についても説明する（次時の指導にも生かす）。

二つの分類表にない職業や産業については、４番の班の予想

が妥当かどうか、教師から判定をしてもらうよう、うながす。

職業と産業の違いについては、「中学生活と進路」p.34の欄
外を参照させる。

事後にワークシートを回収し、分類が正しく行われてるか確
認する。

思考能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

思考能力
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２年－ 題材名 「職業の内容の調査１」21

１ 目標

ア 多様な職業の中から身近な職業を取り上げ、職業の世界について理解させ、自分の希望する職業の実現に生かす

基礎を築かせる。

イ 社会の変化に伴って職業や産業も変化し、求められる人材にも変化が生じていることを理解させる。

ウ 職業を、何を相手にする職業かという点からつかませ、それぞれの職業が求める適性について理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：何を相手にしたり扱ったりしているかの観点から当てはまる職業を考える。

イ ：職業の適性を展望し、自分の希望する職業について吟味・検討する。

ウ ：様々な職業の内容・特色、各職業に必要な適性を理解し、希望する職業の情報を収集する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 職業と産業の分類を理解させ、職業の内容と特色を調べさせる。

イ から、産業構造が変化してきたことをつかませる。産業別人口割合の変化のグラフ

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 産業別人口割合の変化のグラフから、変化を導

読み取り、本時の活動テーマを確認する。入

職業や産業の変化により、どんな人材が求め

５ られるようになっているか考えよう

分

２ 産業別人口割合が、グラフのように変化して

きた理由について考える。

３ 第一次、第二次、第三次人口は、主に何を相

手にしたりあつかったりする職業かを、次のａ展

～ｄ中から選ぶ。

ａ－人

ｂ－もの

ｃ－自然・生物

ｄ－情報・価値

４ ３番のａ～ｄに属する職業の例をあげる。

ａ－教師、医師、看護師、美容師 等

ｂ－自動車整備工、印刷工、大工 等

に関する工夫ｃ－農耕作業員、動物飼育係、漁業作業者 等

→何を相手にするかで当てはまる職業を考える開 ｄ－銀行員、電話交換手、作家、会計士 等

５ ４番のａ～ｄの職業にはどんな人が向いてい

るか、向いていないかについて、班で話し合い40

発表する。 に関する工夫分

→さまざまな職業の適性を考えるａ－向き／不向き ｂ－向き／不向き

ｃ－向き／不向き ｄ－向き／不向き

６ 自分の希望する職業が、自分に向いているか に関する工夫終

どうか、５番の発表を基に振り返る。 →自分の希望する職業と適性末

７ 先生からの講評を聞く。

５ ・将来の夢の実現に当たっては、社会の変化に

分 も注目する必要がある

５ 事後指導

・自分の希望する職業（将来の夢）に悩みや不安が生じた生徒には、個別に教育相談を行う。

一次産業人口割合が減少し三次産業人口割合が増加しているこ
と、時代の変化と共に産業別人口も変化してきたことを読み取ら
せる。そして、産業界ではどんな人材が求められるようになって
きたかを考えることを、本時の活動テーマとして確認させる。

時代の変化に目を向けさせ、考える視点をもたせる。
深入りはしない。（社会科の学習との関連を考慮する。）

各産業における仕事の相手やあつかうものには多面性があり、

はっきりと分類できないものがあるが、できるだけａ～ｄの観

点に沿って産業を考えるようにさせる。

目安として、ａは第３次産業、ｂは第２次産業、ｃは第１次

産業、ｄは第３次産業としておさえさせる。

自由に発表させる。

意見が出にくい時は、班で話し合わせて発表させる。

「中学生活と進路」p.39で確認させても良い。

適性を考える観点として、①行動・性格、②学習、③身体・
運動、 ④興味・特技、⑤仕事への興味・関心等を与え、これ
らを基に、具体的に考えさせる。

これからどんな職業が発展していくのかを考えさせてみるこ
とも有効と思われる。

悩みや不安が生じた場合は個別に相談することを促す。

思考能力

問題解決能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「職業の内容の調査２」22

１ 目標

ア 多様な職業の中から身近な職業を取り上げ、職業の世界について理解させ、自分の希望する職業の実現に生かす

基礎を築かせる。

イ 職業の特色を、どんな方法で就職するか、就職後の生活の場はどこかという観点でとらえ、職業観・勤労観を広

げさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：進路希望を実現するために、今の自分に何が必要かを考える。

イ ：職場体験学習の際に、自分の適性や希望と照らし合わせて職業を選ぶ。

ウ ：様々な職業の内容・特色、各職業に必要な適性を理解し、希望する職業の情報を収集する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 希望する職業の特色を整理させ、今の自分に何が必要かを考えさせる。

イ として位置付け、どの職場に行くかの判断の材料とさせる。職場体験学習の事前学習

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 職業の特色について知っておきたいこととし導

て、適性以外に何があるかを発表する。入

職業に就くための方法や、職業によって生活

５ の場がどうなるかを考えよう

分

２ 職業に就くに当たって必要な条件や方法を考

え、次のａ～ｄに分類し、それぞれの具体的な

職業の例を出し合う。

展 ａ－資格や免許が必要

調理師、医師、教師、電気工事士 等

ｂ－経験が必要

大工、鋳物師、左官工、骨董鑑定士 等

に関する工夫ｃ－高度な知識や判断力が必要

→職業に就く方法の違いと具体的職業研究者、コンピュータ・プログラマー 等

ｄ－素質や才能が必要

野球選手、音楽家、陶芸家、画家 等

３ 職に就くことで生活の場がどうなるか考え、

次の①～④に分類し、それぞれの具体的な職業

の例を出し合う。

①－生まれ育った町や村

農林漁業の作業者、理容師、自営業主 等

開 ②－人の集中した都市

に関する工夫弁護士、アナウンサー、税理士 等

→就職に伴う生活の場の違いと具体的職業30 ③－国内や県内を移動・転勤

分 国家公務員、警察官、トラック運転手 等

④－世界各地を移動・転勤

パイロット、通訳、外交官、商社員 等

４ 自分の希望する職業について、２番と３番の終

２つの視点から見直し、実現を図る上で努力す に関する工夫末

べきこと、克服すべきことをまとめる。 →今の自分に必要なこと

６ 職場体験学習を、どういった職場で行うべき に関する工夫15

か、前時と本時の活動を踏まえて考える。 →職場体験学習の学習先の吟味分

５ 事後指導

・職場体験学習の体験先として、できるだけ自分の希望する職業の適性や諸条件に近いものを選ばせる。

・職場体験学習が充実したものとなるように、体験時の心構えや聞き取り内容を吟味させる。

職業に就くに当たって必要な条件や方法について意見が出な
いときは、具体的な職業の一例を示して考えさせたり、「中学
生活と進路」p.40を活用して把握させる。

自由に発表させる。
どんな方法で就職するか、就職後の生活の場がどこになるかに

ついて考えることを、本時の活動テーマとして確認させる。

具体的な職業の例については、マスメディアからの情報だけ
でなく身近な地域で働いている人びとにも目を向けさせる。

また、職業によっては、ａ～ｄの分類のうち複数に該当する
ものもあることを、生徒から出された具体的な例を基に補足す
る。

就職に伴う生活の場の違いについては、将来どんなところに
住んで仕事をしたいかを自由に発表させる中で、地元から県内
市町村、他都道府県、世界各国まで多重の圏域が考えられるこ
とを理解させる。

また、移動や転勤を伴うものと伴わないものがあることに気
付かせる。

希望する職業に就くためには、場合によっては、自己の能力
をもっと伸ばしたり、生活習慣や性格を改善したり、家族の理
解を得たりしていかなければならないことに気付かせた上で、
それらへの現時点での具体的な対応策を考えさせる。

具体的な職業の例については、マスメディアからの情報だけ
でなく身近な地域で働いている人びとにも目を向けさせる。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

意志決定能力

思考能力
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２年－ 題材名 「学ぶ制度の調査」25

１ 目標

ア 中学校卒業後の学ぶ制度と機会について、学校制度の系統図を中心にして理解させる。

イ 中学校卒業後の上級学校についての調査計画（方法、内容・視点、分担等）を立てさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自分の進路選択に基づいた勉学の機会を考える。

イ ：中学校卒業後の上級学校の調査計画を立てる。

ウ ：中学校卒業後の勉学の道を学校制度の系統図で理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア をみて を作成させる。学校制度の系統図 「中学校卒業後の学ぶ制度と機会」のワークシート、

イ 中学校卒業後の させる。上級学校の調査計画を立案

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 中学校卒業後の上級学校について、知ってい導

るものを発表する。入

中学校卒業後の学ぶ制度と機会について調べ

３ よう

分

２ 板書された学校名がどのような観点で分類さ

れているかを考えて発表する。

・学校の種類

展 ・公立か私立か 等

３ 板書された各学校が、就職までの過程でどの

ように位置付いているかを調べ、ワークシート

に記入する。

に関する工夫(1) 「中学校卒業後の学ぶ制度と機会」のワー

→「中学校卒業後の学ぶ制度と機会 （系統図）クシートに、当てはまる教育機関名を記入し 」

ながら理解する。

に関する工夫(2) 現時点で自分が進もうと考えているコース

→自分の希望する進路のコースの記入を、ワークシート上でなぞってみる。

４ 中学校卒業後の各上級学校について調べる計

画を立てる。

開 (1) どんなことを調べるか（知りたい事項は何

か）を、班で話し合う。

42 ・フリートーキングで出し合う

分 ・出ないときは、資料を参照する

に関する工夫(2) どのようにして調べるかを 班で話し合う、 。

→中学校卒業後の各上級学校の調査計画立案・４(1)と同様にして進める

５ どの班がどれを調べるか、分担を決める。終

末 ・班の代表によるじゃんけんまたはくじ引き

６ 次時の活動と、準備物の確認をする。

５ ・分担にしたがって班毎に上級学校調査をする

分 ・分担の上級学校に関する資料を集めてくる

５ 事後指導

・次時の調査に必要な資料を集めさせる。班内での分担（資料収集や次時のまとめ作業の分担など）もさせる。

・自分の進路の希望について家族と話し合い、家族の願いを把握させておく。

できるだけ多く発表させる。
学校種（高校、高専、大学など）と設置主体（県、市、私）、

課程（全日、定時、通信）などが分かるように板書を工夫する。
生徒から出ないものについては、教師から紹介する。

分類毎の違いを簡単に補説し、その観点を板書して明示する。

「中学生活と進路」p.53の図を基にしてワークシートを作成
する。

初めは自力で考えて学校名を記入し、分からないものについ
て「中学生活と進路」p.53の図で調べて記入し、確認させる。

調べる上級学校は、高校、高専、専修（各種）学校、職業能
力開発施設、働きながら学ぶ学校（定時制、通信制、事業所内
の訓練施設）とする。

調べる事項は、「中学生活と進路」p.52を参考にし、①教育
内容、②適性、③入学資格、④所在地、⑤修業年限、⑥費用、
⑦その学校の卒業生の進路、⑧通学方法などとする。

上記の内容に沿ったワークシートを用意しておく。

調べる方法・資料として、①各学校のパンフレットや案内書、
②先輩の話、③体験入学の報告書、④県教委発行の学校一覧、
⑤インターネット、⑥取材活動などを押さえておく。

終的に、調査結果をみんなで共有することから、機械的に
分担を決めさせることとする。

今の自分の希望するコースを赤色でなぞらせる。

思考能力

問題解決能力

情報選択能力

情報選択能力

問題解決能力

思考能力
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２年－ 題材名 「中学校卒業後の学ぶ道」26

１ 目標

ア 将来の進学希望先に関する情報を学ばせ、その選択の視野を広めながら、生徒の進学希望をよりよく育てる。

イ 高校、高専、専修（各種）学校、職業能力開発施設、働きながら学ぶ学校それぞれの、教育の目的、種類、学科

や課程、内容や特色を調べさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：班の仲間と協力して調べる。

イ ：自分の進路希望と対比しながら調べる。

ウ ：高校や専門学校等の教育の目的と種類・学科・課程、奨学制度を理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 中学校卒業後の勉学の機会、その後の勉学の機会と支援制度について、生徒自らに調査・研究をさせる。

イ をさせる。班毎の調査活動

ウ 前日までに、必要資料の準備ができているか確認する。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 前時の復習をし、本時は中学校卒業後の学ぶ導

道について調べていくことを確認する。入

、中学校卒業後の各種の学ぶ機関について調べ

２ 報告書にまとめよう

分

２ 班毎に分かれて調査し、まとめる。

(1) 高等学校

ア 普通科

及び に関する工夫展 イ 専門学科

→中学校卒業後の各種の学ぶ機関についての調査ウ 総合学科

(2) 高等専門学校

(3) 専修学校・各種学校

(4) 職業能力開発施設

に関する工夫(5) 働きながら学ぶ学校

→班体制での調査とまとめ、発表準備ア 定時制、通信制

開 イ 事業所内の職業訓練施設

３ 奨学制度について、先生から説明を聞く。

45 ・日本育英会

分 ・母子福祉資金

・交通遺児育英資金

・各市町村の育英資金 等

４ 調査結果の発表の仕方とその準備について確終

認する。末

・いつまでに、誰が、何を、どのように準備す

るか

３ ・発表時の役割分担をどうするか

分 ・発表のスタイルはどうするか

５ 事後指導

・調査したことを、班毎に短学活等で発表し情報の共有化を図る。

・発表を終えた班のレポートは、進路コーナーに掲示したり、通信等で紹介する。

・全部の班の発表が終わったら、レポートを冊子にまとめて配付する。

関係資料がそろっているか、確認する。
本時は、前時に決めた分担にしたがって班毎に調査し、レポー

トにまとめていくことを確認する。
資料は、各班で用意したものの他、「中学生活と進路」も活用

する。

班内の役割分担にしたがって調査し、まとめる。
まとめのレポートの様式は、前時に確認した調査事項を踏ま

えて、教師が用意する。

各班の協力体制に留意しながら巡回し、支援する。
調査結果の発表の仕方やその分担も考えながら作業を進める

ように指示する。

教師が関連資料を用意して説明する。
平成17年度から、日本育英会は廃止され、各都道府県が金額

を決めて募集することになったことに留意する。
場合によっては、短学活等で説明する。

調査結果の発表（情報の共有化）の時間については、次のよ
うな工夫をする。
①授業時間として確保できる場合は、その時間で発表会を行う。
②授業時間として確保できない場合は、帰りの短学活等を利用

し、各班毎に順番を決めて発表をする。

人間関係能力

思考能力

情報選択能力

情報選択能力

人間関係能力

思考能力
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２年－ 題材名 「自分の力を高める」27

１ 目標

ア 上級学校調査で得られた情報を活用させ、高校卒業後の学ぶ機関や機会について理解させる。

イ 「20歳の自分」をデザインさせ、目的意識をもたせて自分の進路計画を検討・吟味させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自分の進路計画を検討・吟味する。

イ ：進路実現への意志を強くする。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア をデザインさせる。「20歳の自分」

イ 各自の進路希望に基づいた勉学の機会を考えさせ、学習に意欲的に取り組む態度を養う。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 自分の将来の希望を踏まえて、高校等を卒業導

した後どうなっているかを考える。入

自分の将来の希望の実現を想定して 「20歳の、

３ 自分」をデザインしてみよう

分

、 。２ 高校等の卒業後の学ぶ機関を考え 発表する

・大学 ・短大 ・専門学校 等

３ 大学、短大、専門学校ではどんなことを学ぶ

のか、どんな制度になっているか、資料から把展

握する。

・県内の大学、短大、専門学校を例として取り

上げる

４ 「20歳の自分」をデザインする。

・どこで何をしているか

に関する工夫開 ・そこに至るまでにどんな道をたどったか

→「20歳の自分」のデザイン・その後、どんな道をたどる予定か

５ 自分を高めるために、他に学ぶ機会がないか42

考える。分

・生涯学習の機会があることを、実例を基に理

解する

６ 「学ぶための制度と機会」を学んでの感想や終

自分の進路希望の実現に向けての決意を書く。末

に関する工夫・上級学校の様子が具体的に分かってきたので、

自分の進路希望の実現に向けての決意進路の問題が現実味を帯びてきた →

５ ・自分の進路希望を順序立てて考えていきたい

分 ・ 20歳の自分」に書いたことを実現したい「

５ 事後指導

・進路計画「20歳の自分」の資料は、個人資料として、個別の指導・相談に生かす。

・進路計画「20歳の自分」が完成しなかった場合は宿題とし、後日集めて指導する。

数人に発表させる。
前回までの学習（調査）と各班の発表を基にして、自分の将来

の希望実現のための進路計画（「20歳の自分」）を立てることを
本時の活動として確認させる。

中学校卒業後に希望の上級学校で学んだ後、どんな進路を選
ぶことができるか考えさせる。

知っている大学や短大、専門学校等の名前を挙げさせ、興味
関心や意識を高める。

資料としては、「中学生活と進路」p.67の「20歳、その時私
は？」やpp.106-108をベースにして利用するが、その中の主な
教育機関については、より詳しい資料を教師が用意して提示す
る。

「学ぶ制度の調査」で使用したワークシートを活用し、具25
体的な教育機関の名前等も書き加えさせる。

また、「中学生活と進路」p.67の「20歳、その時私は？」を
例にして、「20歳の自分」を文章化させる。

地域の社会教育施設の講座や通信教育、習い事、海外留学、
職場での研修等を想起させ、学ぼうとすればいくらでも学習の
機関や機会があることに気付かせる。

生涯学習の精神は、自分で求めて学ぶことにあることを理解
させる。

進路計画「20歳の自分」のワークシートに記入させる。
時間があれば、数名に発表させる。

※ 「二学期の反省」の際に「今自分が悩んでいること」のアンケートを実施し、冬休み明け直後

の学級活動（２年－ 「冬休みの反省と新年の決意 ）の指導に生かす。31 」

アンケートの項目は、①学級、②学習、③進路、④友達、⑤性格、⑥身体、⑦家庭、⑧異性、

⑨先生、⑩部活動、⑪その他 等とする。

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「冬休みの反省と新年の決意」31

１ 目標

ア 冬休み中の生活と学習の目標を、冬休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 自己の急激な変化から生ずる不安や悩みへの対処法を考えさせ、充実した生き方をさせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：級友同士で、互いに理解し、敬愛し、励まし合う中で、自分を高める。

イ ：悩みや不安を積極的に解決しようと自覚する。

ウ ：今の自分の生活を客観的に振り返り、今後どのように生活を充実させるかを考える。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア する。冬休みの計画表を活用

イ 冬休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

ウ （ の下欄参照）を実施し、資料化しておく。二学期の反省の中で 「今自分が悩んでいること」のアンケート、 27

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 冬休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

冬休みの成果と課題を確認し、心の不安や悩

３ みを解消して、まとめの学期を歩み出そう

分

２ 冬休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 冬休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・夏休み明け同様、ピア・カウンセリングの手

法を用いることを知る

４ 冬休みの計画表を基にしながら 「冬休みの反、

」 。省用紙 にしたがって各自で冬休みを振り返る

・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー） に関する工夫。

６ カウンセラーからの回答を読む。 →ピア・カウンセリング

７ 二学期末に実施した不安・悩みのアンケート

結果を見て、傾向をつかむ。

・どんな悩みが挙げられているか

開 ・自分に共通する悩みはないか

８ なぜ、７番のような不安・悩みが生じている

のか、その原因と解決策を話し合う。 に関する工夫42

（ブレーンストーミング法）分 ・班毎に、ブレーンストーミング法で行う →不安・悩みについての話し合い

９ 各自、感想と決意を書く。 に関する工夫

→不安の解消と今後の生活に向けての決意・今後、どのように生活を充実させるか

10 先生からまとめの話を聞く。終

末 ・中学生期は、心身の変化が大きくそれに伴っ

て不安や悩みが生じるが心配はいらないこと

５ ・誰もが抱える不安や悩みを乗り越えて、 高

分 学年に向けて頑張ること

５ 事後指導

・冬休みを振り返ってのアンケートの集計や、各自の今後の決意を通信等で紹介する。

・アンケート集計をストックし、２・３年での長期休業明けにおける振り返り（比較）の資料とする。

・必要に応じて個別の相談を行う。

ＯＨＰやパソコンのスライドにしたり、模造紙に書いたりし
て提示し、全体で一斉に確認できるようにする。

本時の活動によっても不安や悩みが解消されない時や、新た

な不安や悩みが生じた時は、積極的に相談するように話す。

数名に発表させる。
有意義な冬休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の冬休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことと、
中学生期の不安や悩みの解決策を考えることを、本時の活動テー
マとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

〈ピア・カウンセリング実施上の約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

冬休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配付させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの反省用紙を間違えずに持っていかせる。

原因については、何となくいらつく、人からとやかく言われ
たくない、身体的なことが気になるようになったといったこと
が出されると考えられる。これらを共感的に受け止め、心の面
での変化が生じていることに気付かせる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

人間関係能力

感情統制能力

思考能力
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２年－ 題材名 「自分の適性」33

１ 目標

ア 自己理解の一層の深化を図らせる。

イ 適性の意味を理解させ、希望の職業を自分の適性の面から考えさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自分の希望職業を適性の面から検討する。

イ ：自分の可能性を広げる決意をする。

。 、 。イ ：○適性の意味を理解する ○いくつかの職業を例に 必要と思われる適性を選択肢から選ぶＡ Ｂ

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 適性の意味を理解させ、自己理解深化の方法を把握させる。

。イ を用意するいくつかの職業を例に 必要と思われる適性を選ぶワークシート、

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 適性とはどのような意味かを予想して考え、導

発表する。入

適性の意味を知り、いくつかの職業を例に、

に関する工夫３ それに合う適性を考えよう

→適性の意味の確認分

２ いくつかの職業を例に、それぞれの職業の特

色と、必要と思われる適性について考え、話し

合う。

展 (1) 各自で考え、自分の考えをワークシートに

記入する。

(2) 班毎に検討する。

に関する工夫

→いくつかの職業とその適性を考える

３ 自分の希望する職業の適性について考え、話

し合う。開

に関する工夫(1) 自分の希望する職業の適性について考え、

→自分の希望職業の適性からの検討42 ワークシートに記入する。

分 (2) ペアまたは班で話し合い、確認する。

４ 「中学生活と進路」p.71「適性を見つめ、可

能性を広げよう」を読んで、感想を発表する。

５ 自分の希望する職業に就くために、今後努力終

していきたいことをまとめる。末

に関する工夫・希望する職業に必要とされる適性をもっと深

→各自の希望達成を目指した努力事項５ く調べてみる

分 ・いろんなことに挑戦し自分の可能性を広げる

５ 事後指導

・ワークシートを集め 「今後努力していきたいこと」を通信等で紹介する。、

・必要に応じて、個別指導（個人面談）を行う。

・進路適性検査を行う。

ワークシートの例（一部）

職業の分類の観点 Ａ 職業名 Ｂ 特に必要と思われる能力・人柄

人にサービスする

人に奉仕、教える

自然・生物が相手

物や機械が相手

事務をとる

芸術関係、創造力

〔Ａ群 職業名〕

タレント 美容師 大工 会社の事務員 飼育員 保育士

※ 各観点毎に２、３種類の職業例を用意する。

〔Ｂ群 必要と思われる能力・人柄〕

物を作るのが好き 人前で演技をしたり歌うのが好き

資料をうまく整理できる 植物や動物を世話するのが得意

手先が器用 面倒見がいい 人と接することが好き

※ 各観点毎に２、３種類の能力・人柄例を用意する。また、１つの能

力・人柄例が、複数の職業に関係する場合があることに留意させる。

多面的、客観的に考えるようにさせる。
机間指導で、適宜援助する。

強い目的意識をもって努力を重ねることが大切であることを
強調する。

自由に発表させる。
ヒントとして、演劇の役割などでの「適役」ということばを

基に考えさせる。
「中学生活と進路」P.70で適性の意味を確認するとともに、

活動テーマを確認させる。

職場体験報告会等を行
う場合は、体験した職
業における適性を紹介

。する場面を入れさせる

職業には適性があるが、絶対的なものではなく、自分の可能
性を広げていくことで対応できることに気付かせる。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

Ｂ情報選択能力○

Ａ情報選択能力○

思考能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「適性を生かす進路を選ぼう」34

１ 目標

ア 自己理解を一層深化させるには、どんな観点や方法によったらよいかを理解させる。

イ 友達の特性を意識して見つけていくことで、他者理解の雰囲気を作りつつ、自己理解の方法を理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：○友達の特性を見つけることで、自己理解にもつなげる。○家族や友達の意見及び進路適性Ａ Ｂ

検査等を参考にして、自分の特色をまとめる。

イ ：自己の可能性を広げていく気持ちをもつ。

ウ ：自己理解の深化を図る観点や方法を理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 適性の意味を理解させ、自己理解深化の方法を把握させる。

イ こさせる。家族から、自分の個性についてと、進路についての考えを聞いて

ウ し、資料を得ておく。適性検査を実施

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「高校生が進路について学びたかったこと」導

の資料を見て、自己理解の大切さを理解する。入

自分の個性や適性をより深く知る観点や方法

３ を理解し、自分をもっと知ろう

分

２ 自分を知る観点にはどんなものあるかを考え

て発表する。

①行動や性格 ②学習への興味関心・成績

展 ③身体や運動能力 ④趣味・特技

⑤仕事への興味関心 ⑥進路の希望

⑦家族の希望や考え 等

３ 自分を知るための方法にはどんなものがある

かを考えて発表する。 に関する工夫

→自己理解を図る観点や方法①自分自身での振り返り

②諸検査や実体験

③周りの人（家族、友人、先生）の意見

４ ３番の中で出された「親しい人から聞く」方

法として 「私からみたあなた」のテーマで友達 に関する工夫開 、

についての特色を短冊に書き、意見交換する。 →友達の特性を見つける活動

、 、44 ５ ４番で書いた短冊 家族から聞いてきた意見

適性検査の結果を見ながら、２番の７つの観点分

に沿って自分の特色をできるだけ詳しくワーク に関する工夫

シートに記入する。 →自分の特色をまとめる活動

６ 自分を生かしていくためには、自分の可能性終

を広げていく気持ちをもつことが大切であるこ末

とを理解する。 に関する工夫

→「夢に勝る適性はない」の読み物資料３ ・プラス思考で考える

分 ・夢を実現しようとする強い願いをもつ

５ 事後指導

・ワークシートや適性検査の結果を持ち帰り、家族とも話し合うようにさせる。

・ワークシートや使用した資料などは、ポートフォリオとして整理し、３年生に引き継いで指導に生かす。

「中学生活と進路」p.73の「高校生が進路について学びたかっ
たこと」の資料をＯＨＰやパソコンのスライド等で大きく提示で
きるようにしておく。

進路を考える上で必要な情報の中でも、自分を知ることの大切
さを理解させ、本時のテーマを確認する。

１年生の時の「人と個性」の学習を想起させながら、自由に
発表させる。

意見が出にくい時は、「中学生活と進路」pp.74-75を参考に
して振り返り、確認させる。

１年生の時の「人と個性」の学習を想起させながら、自由に
発表させる。

意見が出にくい時は、「中学生活と進路」p.73「自分を知る
ための方法の例」を参考にして振り返り、確認させる。

また、同頁の「自分を知る検査の例」について補説する。

班の中で、互いに相手の特性を書き合う。記入した特性につ
いて、どんなことからそうしたことを感じているのか意見交換
させる。くれぐれも誤解が生じないように留意させる。

人間関係が不安な場合は、良いところだけを記入させる。

検査の結果は絶対的なものではないことに留意させる。
できるだけ客観的に自分を見つめるように留意させる。
時間内に記入できなかった場合は課題とする。

「中学生活と進路」p.76「夢に勝る適性はない」を読んでの
感想を発表させる。

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

Ａ問題解決能力○

Ｂ問題解決能力○

意志決定能力
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（２時間扱い）２年－ ・ 題材名 「進路計画の立案１・２」35 36

１ 目標

ア 希望実現のために進路計画を検討・修正し、自分にふさわしいものにしていく必要性を理解させる。

イ 進路計画を吟味するための観点を理解させる。

ウ 進路計画を積極的に検討し、自分にふさわしいものに修正させる。

エ 進路計画の実現を目指して、意欲的に取り組む態度を身に付けさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：２年生の進路学習の成果を生かす。

イ ：進路計画の検討・修正はどんな場合に必要か考える。

ウ ：○進路計画を修正し、望ましい進路計画を立てる。○強い意志で実現への努力を決意する。Ａ Ｂ

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 自己理解の深化を踏まえ、進路計画の吟味や自己伸長への努力を促す。

イ １年生で作成した進路計画を見直させ、 させる。新たな進路計画を立案

４ 展開（１／２時）

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 前時で学習した自分の特色とのかかわりで、導

、 。入 進路の希望がどうなってきたか 考え発表する

進路計画を検討するポイントを考え、新たな

５ 進路計画を立てよう

分

２ どのような場合に進路計画を検討し、修正し

なければならないかを班で話し合う。展

(1) 班毎に話し合う。

に関する工夫(2) 各班で出された意見を発表する。

→進路計画の検討・修正が必要な場合を考える開 (3) 先生の、進路計画の検討・修正の経験談を

聞く。

３ 進路計画の検討・修正をする上でのポイント43

を確認し、自分の進路計画を見直す。分

４ 次時の活動についての説明を聞く。終末
に関する工夫

・これまでの進路の学習を踏まえて新しい進路
→進路計画の検討・修正のポイントに沿った見直し

2 計画をたてる分

４ 展開（２／２時）

１ 前時に学習した、進路計画の検討・修正のポ導入

イントを確認する。2分

２ これまでの進路の学習内容を踏まえて、自分展

の新しい進路計画を立てる。開

・進路選択の６つの段階を踏まえる

に関する工夫①将来の希望職業、②進路を決める目的、

→新しい進路計画の作成43 ③自分の特色、④進路先の状況、

分 ⑤進路計画、⑥進路相談

、終末 ３ でき上がった進路計画を実現していくために

今後特に努力していくことと、実現への決意を に関する工夫

書く。 →今後の努力事項と実現への決意の記入5分

５ 事後指導

・ 今後特に努力していくこと」と「実現への決意」を通信等で紹介する。「

・作成した進路計画や関連資料は、ポートフォリオとして整理し、３年生に引き継いで指導に生かす。

数名に発表させる。
進路希望に変化が生じてきた例、変化が生じない例の双方を取

り上げるようにする。
進路計画の見直しをしていくことを本時の活動テーマとして確

認させる。

これまでの進路の学習を振り返らせ、それらを踏まえて、様
々な観点から総合的に考えさせる。

進路の学習を進める中で、進路計画にかかわる様々な条件が
変化してきていることに気付かせる。

「中学生活と進路」p.77「進路計画を立てるポイント」を基
に、進路計画の検討・修正のポイントを確認させる。

また、この「進路計画を立てるポイント」の内容を、１年生
の 「進路計画の立て方」で触れた「進路選択の６つの段階」38
に沿った形に改編して、「進路計画の検討・修正チェックシー
ト」を作成し、検討させる。

１年生の時の進路計画の資料、２年生でのこれまでの進路学
習関係の資料を参照させる（進路学習ファイルの活用）。

用意する進路計画の様式は、１年生の時の進路計画の様式に
準じ、進路選択の６つの段階を踏まえて作成する。

２年生での進路学習は 後であるので、本時のまとめと決意
を３年生につなげていくように促す。

１時間目に数名の父母から進路計画に
かかわる講話を聞き、２時間目に進路計
画を検討・修正する方法も考えられる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

Ｂ意志決定能力○

Ａ意志決定能力○

思考能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「私の通知表」37

１ 目標

ア ２年生の１年間を振り返り、自らの成長点や今後の課題を明確にさせる。

イ 各自のこの１年間の成果と課題について意見交換し、讃え合わせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：この１年間の級友の努力を互いに認め合う。

イ ：不本意だったことも、客観的に振り返る。

ウ ：個人、学級、学校生活などのレベルで１年間を振り返り、３年生への課題を考える。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 個人の生活の反省、グループや学級、生徒会、部活動などの取り組みの反省を確実に行わせる。

イ 年度当初に書いた 活用する。「２年生になって」の作文を導入に

ウ を作成させ、それを基に、 成果と課題を明確にさせる。「私の通知表」 班内で話し合わせ

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「２年生になって」の作文を読んで、この一導

年を振り返る。入

中学校２年生の１年間の生活と学習の反省を

３ し、課題を明確にしよう

分

２ 年度初めに設定した個人目標の観点からも振

り返ってみる。

３ 「中学生活と進路」p.80の「私の通知表」を

参考にし ２年生での１年間を振り返り 「私の展 て 、

通知表」を作成する。

ア 目標の達成度 イ 学習関係

ウ 生徒会・行事関係 エ 部活動関係

に関する工夫オ 係活動関係

→客観的な目でこの１年間の自分を振り返るカ １年間の思い出ベスト３！

①良かったこと ②大変だったこと

キ 努力したこと

、 「 」 、４ 班内の２ ３人で 私の通知表 を見合って

意見交換をする。 に関する工夫

→班の中での意見交換・認め合い・互いの努力の認め合いと思い出の共有

５ ２年生での学習の仕方について振り返る。開

(1) 学習の仕方についてのチェック表で各自チ

40 ェックする。

分 (2) 班内で、学級としての学習の仕方について

話し合い、発表する。

(3) 学級としての学習上の改善点をまとめる。

６ ３年生に向けての課題をまとめ、ワークシー終

トに記入させる。末

・生活や人間関係の面から

に関する工夫７ ・学習の面から

→反省を基に、３年生への課題を考える分 ・行事や諸活動の面から

５ 事後指導

・ １年間の思い出ベスト３」や「努力したこと」を通信等で紹介する。「

２年生の１年間を反省するに当たり、年度当初に書いた決意作
文を読ませることで、初心に返らせる。そして、新鮮な気持ち、
挑戦心、向上心を喚起させながら反省を行い、３年生へ前向きな
気持ちでつないでいくように促し、活動テーマを確認する。

「中学生活と進路」p.80の「私の通知表」に基づいてワーク
シートを作成し、記入させる。

できるだけ客観的な目で振り返るように指示し、不本意だっ

たことも素直に振り返らせる。

まず、良い点を認め合い、次に課題点について話し合う。

本時の活動で行った１年間の反省を踏まえて課題をまとめさ
せる。

課題に前向きに取り組んでいく気持ちをもたせる。

「中学生活と進路」p.81の「学習の仕方を振り返る」を活用
して振り返らせる。

学級としての学習の仕方を振り返る観点として、各学校で定
めている「授業の約束」等を考える。一般的な観点としては、
①授業での集中の状況、②授業への取り組みの積極性、③課題
や道具の準備の状況、④支え合いや協力の状況、⑤家庭学習の
取り組み状況、⑥定期テストの取り組み状況等が考えられる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

思考能力

人間関係能力

感情統制能力
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２年－ 題材名 「最高学年への心構え」38

１ 目標

ア ３年生の自分をイメージさせ、 高学年生としての心構えをもたせる。

。イ ３年生への準備期間としての春休みを有意義なものにするための目標をもたせる

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ： 中学３年生」から連想することを考える。「

イ ： 高学年生としての心構えを話し合ってまとめる。

ウ ： 高学年生としての自分の心構え・抱負を固める。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を作らせ、イメージをふくらませる。「中学３年生」ということばから連想するウェビングマップ

イ 高学年生としての心構えを話し合わせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「中学生活と進路」p.81「３年生はスタート導

」 、 。入 が大切です を読み 本時のテーマを確認する

３年生での自分をイメージし、 高学年生に

３ なる上での心構えをもとう

分

２ 「中学３年生」ということばから連想するこ

とをウェビングマップにし、話し合う。

(1) 各自でウェビングマップを作成する。

に関する工夫展 (2) 班員それぞれのウェビングマップを見なが

→「中学３年生」のウェビングマップ作りら、中学３年生の特色を話し合う。

、３ 最高学年生としての心構えについて話し合い

ワークシートに記入する。

(1) 班毎に、次の観点で話し合う。

ア 学習への取り組み姿勢

イ 生活面での姿勢

ウ 学年・学校行事への取り組み姿勢

エ 生徒会や部活動への取り組み姿勢

(2) 各班で話し合った内容を発表する。

に関する工夫開 (3) 全体で共通して留意していくべき心構えを

→最高学年生の心構えの話し合い確認する。

４ ３年生への準備期間としての春休みの過ごし42

方について考える。分

(1) 各自の目標を設定する。

(2) 春休みの計画表を作成する。

５ 最高学年生になる上での各自の心構えや抱負終

をワークシートに記入する。末

に関する工夫・進路の実現に向けて、学習を充実させる

→各自の３年生に向けての心構え・抱負５ ・自信と誇りをもった言動をとる

分 ・下級生から敬愛される 高学年生を目指す

５ 事後指導

・ 高学年生としての心構えや抱負を、通信等で紹介したり、学年代表の学期末の挨拶に反映させたりする。

・作成した資料は、ポートフォリオとして整理し、３年生に引き継いで指導に生かす。

・春休みの計画の作成は、課題として取り組ませる。

残された中学校での１年間を有意義なものにするために、今か
ら３年生になるという自覚をもち、準備をしていくことの重要性
を理解させて本時の活動テーマを確認させる。

前時にまとめた「３年生に向けての課題」を振り返らせたり、
３年生の先輩からのメッセージ（録音）を聞かせたりして意識を
高めさせる方法も考えられる。

一つのことにこだわらずに、ゲーム感覚でどんどん記入する
ようにさせる。

進路決定にかかわる大切な学年であることや、学校のリーダ
ー（学校の顔）であることを共通に認識できたか確認する。

２番(2)の活動で認識した「中学３年生」の姿と関連させて
考えさせる。

特に、アの観点については進路決定とのかかわりで、イ～エ
の観点については学校のリーダーとしての立場とのかかわりで
考えさせる。

進路の実現に向けて各自が努力し、みんなで励まし合って学

習していくこと、下級生から敬愛される 高学年生を目指して

自信と誇りをもった言動をとること等について確認させたい。

春休みの計画を立てる上でのポイントとして、「中学生活と
進路」p.84を参考にさせる。

計画表の作成は、時間内にできないと思われるので、目標や
留意点（立案のポイント等）を確認し、残りは課題とする。

前時にまとめた「３年生に向けての課題」と、本時の班や学
級での話し合いで確認したことを踏まえて、各自の３年生に向
けての心構え・抱負を考えさせる。

この活動を三学期初めに実
施し、そこでの決意を基に、
三学期の成果と課題を 後に
まとめる方法も考えられる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

思考能力

問題解決能力
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第３学年のガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案 《 目 次 》

第 ３ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択題 材 名

・始業式 ◎ ８１１３年生になって

・入学式 ○ ８２２学級目標を決めよう

・生徒会オリエンテーシ ○３修学旅行の準備

４ ョン ○ ８３４学級組織作り

・３年修学旅行 ◎ ８４５自分で選ぶ選択教科

・応援歌練習 ◎ ○６体育祭に向けて

７・体育祭

・生徒総会 ○ ○ ８５８３年生の学習

９５ ・中間テスト

○ ◎ ８６10何のために学ぶのか

・地区中総体 ◎ ８７11学級の充実と改善

６ ・期末テスト ◎ ８８12 13先輩の姿に学ぶ

・県中総体 ○ ８９14一学期の反省

・期末面談 ◎ ９０
７

15生き方について考え

る・終業式

○ ９１16夏休みの生活設計

・始業式 ○ ９２
８

17夏休みの収穫

・地区陸上大会 ◎ ９３18二学期の計画

・地区新人戦 ◎ ９４19自分を見つめ直す

９ ・中間テスト ◎ ９５20 21進路先の調査

・生徒会立会演説会 ◎ ○ ９６22学習の課題や悩みの

解決
10

・県新人戦

・文化祭 ◎ ○23文化祭の取り組み

24

25・県新人戦

・（総合「発表会」）
11

・期末テスト ◎ ９７26進路を最終決定する

◎ ９８27自分の道を切り開く

・学期反省 ◎ ９９28進路の手続き

12 ・期末面談 ○ （一学期の反省を準用してください）29二学期の反省

・終業式 ○ （夏休みの生活設計を準用してください）30冬休みの生活設計

・始業式 ◎ １００31冬休みの反省と新年

の決意１

32

・期末テスト ○ ◎ １０１33 34勇気を出して自分

の道を
２

・生徒総会

○ ◎ １０２35希望にあふれて

・公立高校入試 ○36中学校生活のまとめ

・修了式 ○ ○３ 37上級学校への心構え

38・卒業式

「注」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材
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３年－ 題材名 「３年生になって」１

１ 目標

・３年生としての生活を始めるに当たり、これまでの中学校生活を反省させ、 上級生としての自覚のもと、新たな

希望と自信をもって中学校生活の 後の１年を有意義に過ごす心構えをもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：級友とのコミュニケーションを広める。

イ ：２年生までで、不本意だった部分について克服していく。

ウ ： 上級生としての希望や抱負をもつ。

エ ： 上級生としての自覚や役割を理解し、良きリーダーとして活動する決意をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

揺るぎない自ア 何事にもリーダーとして積極的に全力で取り組ませ、その成果を適切に評価し、 上級生としての

ようにさせる。信と誇りをもって着実な日常生活を送る

イ 進路の面での３年生の立場を自覚させ、１年間の 。学習の重点目標と努力目標を明確にもたせる

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 始業式や入学式を終え、３年生になった感想導

を発表する。入

各自の３年生にかける希望や抱負、目標を明

５ 確にし力強いスタートを切ろう

分

２ 担任の先生の願いを確認する。

・学級開きの際の、担任の先生の方針を再確認

する

３ ３年生での学校生活の大きな流れを理解し、展

それらに対する希望や抱負をもつ。

(1) １・２年生までの経験を踏まえ、３年生で

はどのような学校生活を送るのかを発表し合

、 、 に関するう。

工夫(2) １・２年生までの生活を振り返り、３年生

→３年生での生活の流れをつかみ１・２年生までの生活開 での学校生活に対する自分の希望や抱負をは

の反省の上にたった希望や抱負の明確化っきりさせる。

４ 進路の問題から、３年生の置かれた立場を自40

覚し、３年生での学習に対する目標を立てる。分

に関する工夫・重点目標

→現状分析に基づいた改善目標の立案・努力目標

５ 本時の活動をとおして打ち立てた３年生での終

目標を短冊に清書する。末

に関する工夫・生活の面での目標

→決意の清書５ ・行事の取組に対する目標

分 ・学習の重点目標と努力目標

５ 事後指導

・本時で考えた３年生での生活や学習に対する希望や抱負を、次時の学級目標設定の活動に生かす。

・各自の、３年生での生活や学習に対する希望や抱負、目標を短冊に書かせ、教室に掲示する。

・各自の、３年生での生活や学習に対する希望や抱負、目標を通信等でも紹介する。

５～６名に発表してもらい、 上級生としての喜びの一方で、

指導的立場における若干の不安があることを浮き彫りにする。

そして、各自の希望や抱負を明確にし、さらに進路の実現に

向けて学習面での目標を打ち立て、３年生の生活を力強くスタ

ートさせるための活動をすることをテーマとして確認する。

高学年としての望ましい自覚と誇りをもって、後輩に気迫
と思いやりのある援助活動をするように期待していることを確
認する。

これまでの学習方法等を客観的に振り返らせ、今後伸ばした
い点や改善点を明らかにし、その対策を練らせる。その上で、
学習の重点目標や努力目標を立てさせる。

できるだけ多くの生徒に発表の機会を与え、多種多様な行事
や活動を挙げさせる。

挙げられた行事や活動は、年間の流れがわかるように黒板に
整理する。生徒には年間カレンダーシートを配付し、各自記入
させる。

終的には、各自の進路の実現に向かって１年間が流れてい
くことを気付かせる。

自分で考えた対策に基づく目標を一字一句清書することで、
実行への決意を強化させる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

意志決定能力

意志決定能力

思考能力

人間関係能力 感情統制能力 思考能力
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３年－ 題材名 「学級目標を決めよう」２

１ 目標

ア 「こんな学級がいい」という共通理解を図らせ、集団の一員としての自覚をもって望ましい学級作りをしていく

ための「学級目標」を設定させる。

イ 高学年としての立場と役割を自覚させ、学級集団のさらなる連帯強化や向上を図らせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：こんな学級にしたいという願いや考えをもつ。

イ ：中学校生活の 後の年を充実させるために、これまでの経験やみんなの願いを基に、自主的

に学級目標を決める。

３ 指導上の工夫（留意点）

「こんな学級がいい！」のカード 生徒に集計させ 結果を配付ア 事前に に各自の思いや願いを書かせ、それを 、その

しておき、よく読んで話し合いに臨むようにさせる。

イ 学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具体的で評価が可能なものになるようにさせる。

ウ に行わせる。 に行わせる。司会は、教師の事前指導を受けた生徒（仮議長） 資料の準備も生徒

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「こんな学級がいい！」のアンケート集計を導

確認し、活動のテーマを知る。入

みんなの願いを反映させた「学級目標」を作

に関する工夫５ ろう

のアンケート集計
分 →「こんな学級がいい！」

２ 学級目標作りに当たっての留意点や担任の先

生の願い及び活動の進め方についての説明を聞

く。

展 ・具体的で評価が可能なもの

・担任方針あいさつの内容の再確認

・学級目標作りの活動の進め方

３ 学級目標作りの活動をする。

(1) 数人ずつの任意のグループに分かれ 「こん、

な学級がいい！」のアンケート集計を基に、

に関する工夫グループとしての学級目標の案を考える。

→グループでの話し合い開 ・各グループの案とその理由

(2) 各グループからの案を基に話し合い、学級

42 目標を決定する。

分 ・各グループからの案に対する質疑

に関する工夫・各グループからの案の整理統合や修正

→全員での話し合い・学級目標の決定

４ 活動を振り返っての感想や決定した学級目標終

に対する感想を発表する。末

・みんなの意見や願いが込められた

に関する工夫３ ・学級や自分の進むべき道がわかる

→感想や気持ちの発表分 ・学級組織決めも積極的に行う

５ 事後指導

・生徒各自の「こんな学級がいい」のアンケート集計結果や、決定させた学級目標を、通信等で紹介する。

・決定された学級目標を教室正面に掲示し、折に触れて学級目標に込められた願いを確認させる。

アンケート集計結果から、学級のみんながおおよそどのよう

な願いをもっているかを確認し、みんなの願いを反映させた学

級目標を作ることを活動テーマとする。

学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具
体的で評価可能なものになるようにさせる。

学級開きでの担任方針あいさつの内容を振り返らせ、担任の
願いを確認する。

グループごとに話し合って案を作り、それを全体でまとめて
いくことを確認する。

司会は、生徒（仮議長）が行う。

グループは、座席をみながら数名で適宜編成する。司会と発

表者も適宜指定する。

その案を考えた理由についても発表できるように準備させる。

学級目標作りの活動の経過と、自分及び級友の言動を振り返
っての感想や、決定した学級目標の下での学級や自分のあるべ
き姿について考えさせ、発表させる。

次の学級組織作りの活動につなげる。

各グループから出された案に対し、本時の活動テーマや「具

体的で評価が可能なもの」という観点からの質疑をとおして案

の整理統合や修正を行い、全員で一つの形にしていく。

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力

思考能力

思考能力
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３年－ 題材名 「学級組織作り」４

１ 目標

ア 「学級目標」に沿った学級作りをするための学級組織の在り方（学級経営の基盤であり人間関係を円滑にする基

盤となる学級組織の在り方）を考えさせ、全校や学年の生徒会活動との関連を踏まえながら、活発に活動できる学

級組織を作らせる。

イ 組織は、構成員の協力がなければ機能しないということを認識させ、責任をもって役割を遂行しようとする意欲

をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：中学生活の 後の年を充実させるために、これまでの経験やみんなの願いを基に、自主的に

学級組織を決める。

イ ： 上級生として集団活動を積極的にリードし責任を果たす決意をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 。その際、学級目標のねらいを踏まえさせる。学級目標決定後に、自分がやってみたい役職を考えさせておく

イ 個々の生徒が思いやりと責任をもって活動しようとする雰囲気を作る。また、特定の生徒の孤立や排斥行為など

がないように留意する。

ウ に行わせる。 に行わせる。司会は、教師の事前指導を受けた生徒（仮議長） 資料の準備も生徒

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学級目標とその願いを踏まえ、その実現を目導

指す学級組織を作ることを確認する。入

「学級目標」を実現していくために各自の願

に関する工夫５ いが反映された学級組織を作ろう

→グループでの話し合い分

２ 学級組織作りに当たっての留意点を確認し、

進め方について決定する。

(1) 学級組織作りに当たっての留意点について

展 確認する。

・全校生徒会とのかかわり

・学年生徒会とのかかわり

(2) 学級組織作りの進め方について決定する。

ア 役員の決定について

・決める役職の順番

・候補者の擁立と決定の仕方

・候補者が重複した場合の決定の仕方

イ 班や当番の決定について
に関する工夫・班の構成と班員の決定の仕方

→立候補を原則とすること・座席の決定の仕方

・清掃区域や給食当番の割当の仕方

開 ウ 係活動の決定について

に関する工夫・必要な係の種類

→係活動のアイデア40 ・係員の決定の仕方

３ 学級組織作りの活動をする。分

に関する工夫・学級組織作りに当たっての留意点や進め方に

→話し合い活動沿って決定する

４ 決定した学級組織を確認し、組織の中での自終

分の役割について考えさせる。末

・組織が機能するように責任を果たす

に関する工夫５ ・学級目標の達成に向けてみんなと協力して活

→自己の考えや気持ちをまとめる作文分 動する

５ 事後指導

・組織図を拡大し、それに役員や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に生かす。

・決定した役員や委員・係等を、通信等で紹介する。

学級目標を全員で復唱し、それに込められた願いを確認する。
学級目標を実現するための学級組織はどうあればよいかをグ

ループで考えさせ、発表させる。

学級で選出すべき役員や委員などが全校や学年の組織とどの
ようにかかわっているかを示した組織図を用意し、それに沿っ
て確認する。

役員や委員などが決定したら、組織図を拡大し、それに役員
や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に
生かす。

話し合いによって、学級組織作りの進め方について決定して

いく。

司会は、生徒（仮議長）が行う。

話し合いをとおしてみんなが共通理解することによって協力

が生まれ、守られていくことを確認する。

希望とは異なった役割であっても、集団の一員としての立場
を自覚し、明るく楽しい学級となるように活動する決意をもた
せる。

役員の決定については、組織図を基にしながら考えさせる。

候補者の擁立については、事前にやりたい役職を考えさせて

いるので、意欲を優先し立候補を原則に進めるように導く。

係活動の決定については、生徒の意見やアイデアを学校の教
育活動の中で 大限尊重することによって意欲をもたせ、活動
を活発にさせる。

問題が生じた際は、その都度話し合いによって解決する。

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力
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３年－ 題材名 「自分で選ぶ選択教科」５

１ 目標

ア 選択教科のねらいを確認し、自校の３年生での選択教科の種類や授業時数などについて知らせ、選択教科への関

心を高める。

イ ３年生での選択教科の選択の仕方について理解させるとともに、１・２年生での選択教科の選択の経験を生かし

て将来をも見据えた広い視野での選択をさせ、意欲的に取り組もうとする態度を養う。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

、 、 、ア や ：１ ２年生時の選択教科の選択理由を振り返り 学習の満足度を考えた上で

どのような選択が自分にとってよいのかを決める。

イ ：自らの意志で選択した教科に意欲的に取り組む決意をもつ。

ウ ：選択教科のねらいや教科の種類、授業時数等から選択の可能性をとらえる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア とし、 選択教科の学習のあらましを理解させると共に、ど学年合同での学級活動 選択教科担任の協力を得ながら

の教科が自分にとってよいのかを考えさせ、学習への動機付けを明確にさせる。

イ 選択の考え方の例として、 。卒業生の先輩の体験談を生かし、それを基に討論したり個別相談したりする

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ ３年生の選択教科のあらましを知り、選択の導

仕方について考えることを確認する。入

選択教科のあらましと、適切な選択の仕方に

５ ついて知ろう

分

２ 選択教科のねらいと、自校の３年生での選択

教科の種類や授業時数、選択の仕方などについ

て、教務主任の先生の説明を聞く。

展 ・選択教科のねらい

・選択教科の種類と授業時数、教科担任

「選択教科」の関連資料・選択の上での留意点

・選択教科決定の手順

３ 各選択教科の学習内容や学習方法、必要な経

費や物品などについて、教科担任の先生からの

説明を聞く。 に関する工夫

→教科担任の協力・学習内容や学習方法

・必要な経費や物品

・適正人数

に関する工夫開 ４ 卒業生の先輩の体験文読む。

→先輩の体験文・選択教科の選択の理由

38 ・その選択教科を学んでの感想

５ 選択教科の説明を聞いて、選択教科の選択に分

及び に関する工夫当たっての考え方について、討論したり、個別

→選択の在り方についての討論や個別相談相談したりする。

６ どんな考えでどの教科を選択するかを、各自終

でまとめる。末

に関する工夫・希望する教科とその理由・決意

→自己の考えや気持ちをまとめる作業７ （第二希望まで）

分 ・選択に当たっての要望

５ 事後指導

・正式決定までの間の試行機会や、随時の教育相談を利用し、より適切な選択をさせる。

１・２年生の時の選択教科の選択で、よかったことやよくなか
ったことを出し合う。

３年生の選択教科の選択に当たって、よりよい選択の在り方に
ついて考えることを、活動テーマとすることを確認する。

学年の学習担当の先生が司会する。
選択教科の開設状況についての資料を用意し、それに基づい

て説明する。
選択教科申込用紙の記入の仕方と共に、決定までの手順につ

いても説明する。
状況によっては第１希望通りにならないこともあること、正

式決定までの間に２単位時間程度試行機会をおくことや随時教
育相談を行うことを付け加えておく。

すべての選択教科の概要を一覧表にした資料を用意し、それ
に沿って説明する。

教科担任の先生が、独自に資料や授業風景などの写真を用意
して説明してもよい。

討論は、選択の仕方(組み合わせ)の可能性の面から行わせる。

討論でも不明確な点は個別に相談させる。

選択教科の選択について、自分の考えや気持ちを整理し、選
択教科申込用紙にまとめさせる。

選択時の考えや、学習終了時の感想を書かせておいたものを
プリントして配布する。

開設されているすべての選択教科についての資料を配付する。

思考能力 問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

思考能力 問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力
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３年－ 題材名 「３年生の学習」８

１ 目標

ア ３年生の学習は、中学校での学習の総仕上げとして調和のとれた学習を進めることを第一義とするという意識を

もたせる。

イ これまでの学習方法等を振り返らせ、今後伸ばしたい点や改善点を把握させて、学習の充実を図らせる。

ウ 学習や諸活動に対する重点目標、諸活動とのかかわりを踏まえた学習計画を立てさせ、３年生での学習や活動へ

の見通しと意欲をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応・選択）にかかわる能力

ア や ：これまでの学習方法を振り返り、今後伸ばしたい点や改善点を明らかにし、

その方策を決める。

イ ：３年生での学習を、中学校の学習の総仕上げとしてとらえ、計画的に取り組む。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア の実施し、資料化する。３年生の学習に対する疑問や悩みに関する事前アンケート

イ させる。教科係に、３年生での学習への取り組みの心構えや留意点について、各教科担任から取材

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ ３年生の学習に対する疑問や悩みのアンケー導

ト結果を確認し、活動のテーマを知る。入

３年生としての学習の心構えについて考え、

５ 自分に合った年間学習計画を立てよう

３年生の学習に対する疑問や悩みのアンケート分

。２ ３年生としての学習の心構えについて考える

(1) １年間の学習や進路選択についての流れを

確認する。

展 ・先生からの説明を聞く

(2) 教科係が各教科担任から取材してきた、３

年生での学習の心構えや留意点を聞く。

に関する工夫・ワークシートにメモをしながら聞く

→各教科担任からの取材を基に学習の改善点を考える(3) ３年生での学習の心構えについて、学級全

員に共通する事項を確認し、話し合う。

に関する工夫・授業を大切にする

→学習の心構えについて学級全員での話し合い開 ・毎日の学習（家庭学習も）を充実させる

３ ３年生での学習を充実させ、効率よく進める

ためのポイントについて班で話し合う。42

分 ・教科や諸活動の重点目標を設定する

・自分に合った年間学習計画を考える
に関する工夫

・自分に合った生活リズムを確立する
→効果的な学習についての班での話し合い

終 ４ 本時の活動で学んだことを基に、年間学習計

画表作成に向けての決意を高める。末

ムリ、ムダ、ムラのない具体的な計画に・

に関する工夫３ ・中学校の総仕上げの学習になるように

→年間学習計画作成に向けての決意表明分 ・毎日の授業や家庭学習を大切に

５ 事後指導

・宿題の年間学習計画表は、提出後に点検や助言をし、継続的な相談活動に生かす。

・良い計画表を通信等で紹介する。

受験や進学に関する不安、効果的な学習の仕方、学習への意欲
等についての悩みを抱えている仲間が多いことを把握させ、３年
生としての学習への心構えや年間の学習計画を考えることを、活
動テーマとすることを確認する。

３年生での行事定表等を活用し、１年間の学習や進路選択に
ついての流れを把握させる。

３年生の学習は、中学校の学習の総仕上げであり、その過程
の中に受験が位置していることを説明する。

次のようなねらいから、共通の取材内容項目を設定して取材
させておく。教科担任とも連携を図っておく。
①各教科に共通する心構えや留意点について考えやすくする。
②各教科（特に、自分が不安や悩みを抱えている教科）の学習

の心構えや留意点をとらえやすいようにする。

ワークシートのメモを基にしながら共通する事項を確認する。

導入で提示したアンケート結果のうち、効果的な学習の仕方
や学習への意欲等の問題を基に、これまでの学習で良かった点
や悪かった点、今後伸ばしていきたい点等を具体的に考えさせ、
目標設定や計画的な取り組み、それを支える生活リズムの確立
の大切さに気付かせる。

年間学習計画表の作成は宿題とする。
数名に、年間学習計画表作成に向けての決意を発表させる。

思考能力 問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力
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３年－ 題材名 「何のために学ぶのか」10

１ 目標

、 、 。ア 学ぶことの意味について視野を広げて考えさせ 生涯学習の意義に触れ 一生学び続けていく姿勢を醸成させる

イ 学び続けようとする意欲や姿勢は、その人の生き方と密接に関連していることを理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：学ぶことを、自分の生き方から見つめ直し、逃避や怠惰の心に立ち向かう。

イ ：学ぶことの意味を考える。

ウ ：一生学び続ける意志をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を実施し、資料化する。「今、どんな理由で学んでいるか」のアンケート

イ を実施し、資料化する。「学ぶことについて」のアンケート

ウ 学ぶ目的について 、自分の生き方を豊かにするための学習というとらえを再確認させる。班で話し合い

エ 身近な地域の させ、資料化しておく。生涯学習実践者から 「学習に対する考え方」を取材、

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「今、どんな理由で学んでいるか」のアンケ導

ート結果を確認し、活動テーマを知る。入

人は何のために学ぶのか、中学校３年生の立

「今、どんな理由で学んでいるか」のアンケート３ 場で「学ぶ目的」について考えよう

分

２ 「人は何のために学ぶのか」をテーマに、班

毎に話し合い、発表をする。

(1) 「今、どんな理由で学んでいるか」や「学

に関する工夫展 ぶことについて」のアンケート結果をヒント

→班での話し合いにして班毎に話し合い、発表する。

・生きていく上での知識や技能を身に付ける

・自分自身や人生を豊かにする

(2) 各班の発表に対して、質問をする。

(3) 先生からのアドバイスを聞く。

３ 生涯学習の意味を知る。

開 ・先生の説明を聞き、ワークシートに記入する

４ 生涯学習実践者の方から取材してきた「学習

に対する考え方」を聞く。40

分 ・学ぶことを楽しんでいる

に関する工夫・学ぶことで自分を高めている

→生涯学習実践者から 「学習に対する考え方」を聞く・学ぶことに終わりはない 、

５ 本時の活動を振り返り、中学校３年生として終

の「学ぶ目的」について、現在の自分の学習状末

況を踏まえながらどう考えていくかまとめる。

に関する工夫７ ・将来の自己実現への大事な活動

→「学ぶ目的」を自分の学習状況を踏まえて考える分 ・社会に出てからの生活の基礎

・生涯にわたって学び続ける基礎

５ 事後指導

・感想文を通信等で紹介し、保護者の方々にも理解をいただきながら、家庭での励ましをお願いする。

・生涯学習の実践者の方から取材してきた「学習に対する考え方」も通信等で紹介し、進路コーナーにも掲示する。

学ぶ理由として受験や進路のため等、さまざまな理由が挙げら
れていることを把握させ、義務教育 終学年の立場から「学ぶ目
的」について考えることを、活動テーマとすることを確認する。

「学ぶことについて」のアンケート中の、学んで身に付いた
こと、学んで良かったこと、今後学びたいこと等の視点から考
えるように助言する。

生涯学習とは、「生涯にわたって自分で学んでみようという
ものを見つけ、それに適した方法で継続的に行う学習」である。

学校での学習は、社会に出てからの基礎となっていることを
確認させる。

場合によっては、ビデオ撮影してきたものを提示したり、ゲ

ストティーチャーとして来校していただいて実際に話をしても

らう。その際、学ぶ喜びに力点を置いて話していただく。

学ぶことに終わりはないことを確認し、自分の将来の生き方
と結びつけながら、積極的な学習に努めるように励ます。

学生の時だけが学ぶ時期ではないことを確認する。

感情統制能力

思考能力

意志決定能力

意志決定能力

感情統制能力

思考能力
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３年－ 題材名 「学級の充実と改善」11

１ 目標

・時期的に停滞気味になりがちな学級の活動（班や係の活動等）を反省・改善させ、役割と責任を意識させてよりよ

い学級を作っていこうとする心構えをもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

・ や ：学級での活動を再点検し、問題点をあげて、その解決策、

を考え、よりよい学級を作っていく。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級の諸活動（班や係の活動）チェックリストで活動の点検をし、資料化する。

３年生スタート時の学級や個人の目標を基に、今を振り返らせる。イ

他の班からの班活動の改善や要望や提言をブレーンストーミング法で話し合う。ウ

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ このごろの学級の様子や雰囲気について、感導

想を述べ合い、活動テーマを確認する。入

学級の諸活動について振り返り、課題を改善

学級目標や班の目標に照らし合わせて振り返らせる３ して、今後の学級の諸活動を充実させよう

分

２ 学級の諸活動のチェック結果を知り、学級の

多くの仲間が考える問題点は何かを確認する。

に関する工夫・学級全体にかかわる問題点

→学級の諸活動の再点検と問題点のピックアップ展 ・班や係にかかわる問題点

３ 学級全体及び班や係の問題点の原因について

班毎に話し合い、学級で確認する。

・緊張感や変化、刺激がなくなって、漫然と日

に関する工夫々を送っている

→学級の諸活動の問題点の原因考察・なれ合いが生じて、規律がゆるみ、真面目さ

が薄れた

・人間関係（男女関係）がぎくしゃくしてきた

４ 問題点の解決に向けての話し合いの方法につ

いて先生からの説明を聞く。

開 ・ブレーンストーミング法

５ 学級全体及び班や係の問題点の解決法につい

、 、40 て 班毎にブレーンストーミング法で話し合い

発表する。分

に関する工夫・よりよい学級の在り方を目指し、考えつくま

→ブレーンストーミング法による話し合いまに活発に意見を出し合う

６ 発表された意見を集約し、具体的にどうして終

いくか、全員で確認する。末

・学級全体で取り組んでいくこと

に関する工夫７ ・各班や係で取り組んでいくこと

→よりよい学級にしていくために全員で確認分 ・各個人が留意していくこと

５ 事後指導

・新しい活動目標や活動内容、活動計画を作成する。掲示物なども刷新する。

・必要に応じて組織の改編及び、役員・班や係のメンバーの刷新をする。

数名に発表させる。学級役員や班長等に感想を述べてもらうこ
とも考えられる。

評価の芳しくない事項を問題点として順次挙げさせ、学級全
体にかかわる問題か、班や係にかかわる問題か分類させる。

特定の班や係の非難に走らないように留意させる。
３年生スタート時の意欲が薄らいできていることに気付かせ

る。

〔ブレーンストーミング法の原則）

①出されたアイデアに対する批判厳禁

②自由奔放に発言する

③より多くのアイデアを出し合う（質より量を求む）

④多くのアイデアが出されていく過程で、それらのアイデアを

組み合わせ改善し、より一層発展させたアイデアを生み出し

ていく（付け足し大歓迎）

司会者と記録者を決めて話し合う。
問題点の原因毎に、解決法を出し合い、まとめる。

学級の全員が、解決に向けて行動できるような視点で考えて
いくように助言する。

後に、学級全員で解決に向けて努力していくことを確認す
る。

思考能力 問題解決能力 意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

思考能力
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（２時間扱い）３年－ ・ 題材名 「先輩の姿に学ぶ12 13 」

１ 目標

ア 先輩の進路選択や決定の事例をとおして、将来の生き方や希望する職業に基づいた進路学習の大切さを再認識さ

せる。

イ 自分の進路を自信と希望をもって切り開いていくために、どういう心構えや準備が必要かを考えさせる。

ウ 進路選択のための６つの段階を自分に当てはめ、進路計画等の検討・改善を図らせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自信と希望をもって進路を切り開いていくための心構えと準備について考える。

イ ：自分の問題として進路の問題に取り組む。

ウ ：先輩のメッセージから、自分の進路選択に必要な条件等をひろいだす。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を実施する。 も積極的に呼びかける。学年合同で「先輩と語る会」 保護者の参加

（注） 招聘する先輩としては、次の理由により、各上級学校の第２学年の生徒から人選する。人数は、各上級学

校から２名が望ましい。

・上級学校での生活が１年数ヶ月を経過し、学校の様子により詳しくなっている。

・現在の中学校３年生にとって、中学校入学時の３年生にあたり、大きな影響を受けている。

イ 事前学習として 進路選択に必要な条件 ６つの段階 をまとめ 自分に当てはめさせ 不足していることや 先、 （ ） 、 、 「

輩と語る会」でつかむべきことを焦点化させておく。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「先輩と語る会」の趣旨を含め、校長先生か導

らのあいさつを聞く。入

先輩方から、進路決定までの体験談や各上級

５ 学校の様子を聞き、進路選択の参考にしよう の実施学年合同での「先輩と語る会」

分

２ 各先輩から、進路決定までの体験談や進学先

の各学校の様子を聞き、質問をする。

展 (1) 各上級学校の先輩の発表を聞く。

に関する工夫(2) 発表を聞いて、自分の進路希望と照らし合

→「先輩と語る会」わせながら考えを深めたり 質問したりする、 。

・高等学校（公立・私立）

・高等専門学校

に関する工夫開 ・専門学校・各種学校

３ 先輩の発表では分からなかったことについて →「先輩と語る会」の事前準備

全体をとおして聞きたいことを質問する。90

分 ・各上級学校の様子から

・先輩の、中学時代の進路への取り組みから

４ 代表の生徒が、感想を含めてお礼の言葉を述終

べる。末

に関する工夫・進路の決定までの心構えや努力事項

→「先輩と語る会」を終えての感想と決意５ ・各上級学校の様子について分かったこと

分 ・自分の進路計画の見直しに生かすこと

５ 事後指導

・先輩の発表要旨や３年生の感想を、通信等で紹介する。

・事前に作成した自己の進路計画の修正や改善をさせるなどし、継続的な進路相談に生かす。

・夏休み中の高校体験入学への動機付けを図ったり、二学期の高校説明会への橋渡しとなるよう資料を整備する。

司会進行は、学年の進路担当の教師が行う。
渉外関係は学年主任が中心となって進める。

各先輩に順番に発表してもらう。
事前準備や開催条件によっては、ポスターセッション形式で

進めることも考えたい。少人数に分かれて各先輩から聞くこと
ができるので、効果が上がると考えられる。

事前に、各上級学校の概要を調査させたり、自分の進路計画
を作成させて、「語る会」の際の質問項目を考えさせておく。

先輩の発表から学んだこと、取り入れたいことを、ワークシ
ートに記入させ、代表の生徒数名に発表させる。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力
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３年－ 題材名 「一学期の反省」14

１ 目標

ア 一学期の学年と各学級の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、夏休みと二学期の生活につなげる。

イ よりよい学級、学年の姿を目指して話し合う。

¥２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：一学期の学年と各学級の諸活動の成果と課題を確認し合う。

、 、 。イ ：課題点や方向性を踏まえ よりよい学級 学年にするために取り組んでいく事項を確認する

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期に、学年や各学級の活動で実行するよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

、 、 。ア 学年執行部が中心となり 学年や各学級の活動結果をまとめた議案書を用意し 事前に配付して集会に臨ませる

イ 学級での話し合いは、短学活の時間や放課後に行わせる。

ウ をとり、学年執行部や各学級の活動について質疑を交わしたり相互評価したりさせる。学年集会の形

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学年生徒会長が、本時の学年集会の内容やね導

らい等について説明し、みんなで確認する。入

一学期の各学級の活動の成果と課題を明らか

学年集会による一学期反省３ にして、夏休みや二学期の活動につなげよう

分

２ 月目標の取り組みの成果と課題について、学

年執行部からの発表を聞く。

・各月毎の取り組みの成果と課題

３ 学年執行部の発表に対する質問や意見を述べ展

合う。 に関する工夫

→一学期の学年の活動や学年執行部のへの賞賛・月目標の取り組みの成果と課題に対する質疑

、４ 二学期の月目標の取り組みの方向性について

学年執行部の提案を聞く。

・一学期の課題を踏まえた提案

５ 学年執行部からの提案内容について討議し、

学年としての二学期の取り組みの方向性を確認 に関する工夫

する。 →学年で取り組んでいく事項の確認

６ 各学級毎に、一学期の学級の取り組みの成果

と課題、二学期に向けての方向性を発表する。

・生活面、学習面、行事面での成果と課題、方

向性

。開 ７ 各学級の発表に対する質疑や意見を述べ合う

に関する工夫・各学級の一学期の成果と課題に対する質疑

→一学期の各学級の活動の成果と課題への賞賛44 ・各学級の二学期の方向性に対する意見

８ 学年として共通に取り組んでいくべき事項を分

確認する。 に関する工夫

→学年で取り組んでいく事項の確認・一学期の課題と二学期の方向性の中から

９ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで学年や学級の活動を向上させていくことを末

確認し合う。

に関する工夫３ ・二学期の学年や学級の活動への期待や希望

→二学期に向けての決意固め分 ・みんなで協力していこうという気持ち

10 先生からの講評を聞く。

５ 事後指導

・話し合いの決定事項は学年執行部の通信で、話し合いの様子については学年通信等で紹介する。

司会進行は、学年執行部または学年議長が行う。
事前に、進行についての練習や、関係者との打合せをしておく。

事前の分担にしたがい、学年執行部の担当者が議案書を利用
して簡潔に発表する。

議案書に、必要に応じてメモをとらせる。

学年の活動のすばらしさや学年執行部の頑張りに気付かせる。

必要性の高い事項、学年全体で取り組める事項を考えさせる。

事前の役割分担に基づいて、各学級の担当が発表する。
各学級毎に、一学期の生活面、学習面、行事面の成果と課題、

二学期の方向性を、議案書を利用して簡潔に発表する。
議案書に、必要に応じてメモをとらせる。
一つの学級について６番と７番の活動を行い、その次に別の

学級について６番と７番の活動を行う方法でもよい。

必要性の高い事項、学年全体で取り組める事項を考えさせる。

各学級の活動のすばらしい点を学び合う視点をもたせる。

学年執行部が、話し合いの決定事項を読み上げる。
学年執行部と各学級に対し、互いにエールを贈り合う。
時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

学年執行部の担当者が議案書を利用して簡潔に発表する。
提案の理由を大事にさせる。
議案書に、必要に応じてメモをとらせる。

人間関係能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

人間関係能力

人間関係能力

問題解決能力

問題解決能力
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３年－ 題材名 「生き方について考える」15

１ 目標

ア いろいろな角度から将来の希望職業と希望理由について検討させ、自分の生き方と結び付けさせる。

イ 働くことの意味について再確認させることで、各自の職業観や勤労観、生き方に対する考えを深めさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：希望職業と希望理由を考え、その職業について検討する。

イ ：自分の希望する職業に就くための進路計画等の検討・改善を図る。

イ ：職業生活をとおして自己実現を目指すよう決意する。

ウ ：働くことの意味を再認識する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 自分の将来の生き方や希望職業の上に立った進路選択を考えさせる。

働く目的について 「中学生活と進路」pp.24-25の「なぜその職業、その進路を選ぶのか」を基に「ロールプレイ 、

をとおして考えさせる。ロールプレイは事前に練習しておく。イ」

ウ し、職業生活をとおした自己実現について考えさせる。職業人としての生き方の実例を紹介

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 自分の希望する職業とその理由についてのア導

ンケート結果を確認し、活動のテーマを知る。入

希望職業とその理由について考え、働くこと

自分の希望する職業とその理由のアンケート５ の意味を見直して、生き方に結び付けよう

分

２ 自分の希望する職業について、どの位知って

いるかを、次の三点からチェックする。

展 ・その職業の仕事の内容

に関する工夫・その職業への適性や、求められる資格

→自分の希望する職業の検討・その職業に就くまでの道筋

３ 自分はどんな生き方を希望しているのかをチ

ェックする。

４ 働く目的（働くことの意味）について、ロー

ルプレイをとおして考える。

(1) ロールプレイを見た感想を発表する。

に関する工夫(2) 質問や意見をとり、協議する。

→働く目的についてのロールプレイ開 (3) 働く目的（働くことの意味）について、自

分の考えをまとめる。

５ 実際に働いている人から取材してまとめた 職40 「

業人としての生き方の実例」の資料を読み、感 に関する工夫分

想や自分に取り入れたいことをまとめる。 →「職業人としての生き方の実例」の感想

６ 本時の活動で学んだことを基に、自分の進路終

計画の検討点、改善点を考える。末

・希望職業についてもっと調べるべきこと

に関する工夫５ ・自分が望む生き方をはっきりさせること

→自分の進路計画の検討点、改善点の明確化分 ・働くことの目的をはっきりさせること

５ 事後指導

・自分の進路計画の検討と改善を行わせる。必要に応じて、個別の相談を行う。

・自分の希望する職業について、不明な点を各自で調べさせる。

「 」 、 、 。・ 職業人としての生き方の実例 にしたがって 身近な人々等からも職業観や労働観 生き方について取材させる

希望する職業とその理由が多岐にわたっていることを把握させ、
希望職業や働く目的について考えて自己の生き方に結び付けるこ
とを、活動テーマとすることを確認する。

各自、ワークシートに記入する。
書けないからといって時間をかけ過ぎないようにする。むし

ろ、自分の希望する職業についてまだ不明なことが多いことに
気付かせる。

現代の社会は価値観が多様化しており、いろいろな考えがあ
ることを補足する

演技者には、事前練習の際に、演技の後で質疑の時間をとる

ことを伝え、あらかじめ心づもりをさせておく。

聞き手は、各自メモをとりながら演技を見るように指示する。

場合によっては、ＶＴＲ等での提示を工夫する。
職業人としての生き方の一端をつかませる。

将来の職業生活とその人の生き方は密接不可分の関係である
ことを確認する。

進路計画の実際の検討・改善作業は、宿題とする。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力

問題解決能力
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３年－ 題材名 「夏休みの生活設計」16

１ 目標

ア 一学期間の生活の反省に立って、中学生としての 後の夏休みの在り方を考えさせる。

イ 夏休みの意義や夏休みの生活のきまり、夏休み中の行事などを確認させ、夏休みを有意義に送るようにさせる。

ウ 夏休みの生活と学習の目標を明確にし、それを実現させるための計画を立てさせて、実行する決意をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：不規則・不摂生な生活や、過度に心配して不安定な生活にならないように心掛ける。

イ ：１、２年生での経験や一学期の反省に立ち、夏休みをどう送るべきか考える。

ウ ：有意義な夏休みにするため、しっかりした目標のもとに計画を立てる。

エ ：計画に沿って有意義な夏休みを送る気持ちをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学年で取り組んだ、一学期の反省を踏まえさせる。

イ 夏休み中の主な して配付する。行事予定は、生徒会で一覧に

ウ 夏休み中の して配付する。学習課題等については、教科係が教科担当に確認し、一覧に

エ 「夏休みの生活のきまり」や「高校体験入学」については、教師から説明する。 考える。学年合同での実施も

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 夏休みを迎えるにあたって、どんな気持ちで導

いるか発表する。入

中学校生活 後の夏休みを充実したものにす

２ るためにしっかりした生活設計を立てよう

分

２ 夏休みの意義について先生の説明を聞く。

・進路の実現に向けて力を蓄える時である

３ １、２年生での夏休みの経験や、一学期の学

年の反省を踏まえ、有意義な夏休みにするには に関する工夫展

どうすればよいか班毎に話し合う。 →有意義な夏休みにするための班毎の話し合い

４ 夏休み中の主な行事や生活のきまり、高校体

、 。験入学での留意点について 先生の説明を聞く

・関係資料を配付

５ 夏休み中の学習課題について、各教科係から

の説明を聞く（課題がない場合は割愛する 。）

・課題の一覧表を配付

６ ５番までの説明や話し合いを踏まえて、夏休 に関する工夫開

みを迎えるに当たっての留意点を発表する。 →夏休みの生活のきまりや課題等の自覚

43 ・大事な夏休みである

７ 夏休みの計画表作りをする。分

に関する工夫(1) 生活と学習の目標を決める。

→目標を明確にした上での計画表作り(2) 計画表作りを進める。

８ 夏休みの生活と学習の目標を発表し合い、有終

意義な夏休みにするための決意を固める。末

に関する工夫・規則正しい生活リズムに関する決意

→夏休みの目標を発表し合う５ ・毎日の学習時間等に関する決意

分 ・進路実現に向けた活動に関する決意

５ 事後指導

・夏休みの計画表を完成させて提出させ、激励、修正等のコメントを入れる。

・期末面談の中で、計画表を基にして夏休みの生活について話し合い、確認する。

・高校体験入学に関して、必要に応じて個別指導する。

数名に発表させる。
楽しみ半分、進路に向けた学習の不安が半分といった状況を確

認し、有意義な夏休みにするための生活設計を考えることを、本
時の活動テーマとする。

夏休みの意義①社会的体験の拡充、②苦手な教科の克服や得
意教科の伸長、③部活動の充実、④健康や体力の増進 等

「夏休みの生活のきまり」の中でも、健康や安全にかかわる
事項は確実に指導する。

「高校体験入学」については、体験の目的やマナーについて、
確実に指導する。

適宜質問を受け付けて、指導の徹底を図る。

５番までの説明や話し合いを踏まえ、夏休みを迎えるに当た

っての留意点をしっかりと意識させて、計画作りをさせる。

作成の仕方は、１、２年生の経験を踏まえさせる。具体的で
評価が可能な目標、実行が可能な計画となるよう、留意させる。

全員に発表させて、各自のがんばりを誓い合わせる。
後に、教師が生徒全員へのエールの言葉を述べる。

１、２年生での経験については、思い通りにいかなかった時
のことだけでなく、思い通りにいった時のことも踏まえさせる。

感情統制能力

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

感情統制能力

思考能力

問題解決能力
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３年－ 題材名 「夏休みの収穫」17

１ 目標

ア 夏休みの生活と学習の目標を、夏休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 夏休み中の行事等で感じたことや学んだことを発表させ、共有化させる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：夏休みの生活や学習が不本意に終わっても、その気持ちを引きずらないように心掛ける。

イ ：夏休みの目標や計画に沿って夏休みを振り返り、成果と課題を明確にする。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 夏休みの計画表を活用する。

イ 夏休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 夏休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

中学校生活 後の夏休みを振り返り、成果と

３ 課題を確認し合おう

分

２ 夏休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 夏休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・ピア・カウンセリングの手法を取り入れて、

互いの夏休みの成果と課題を振り返ることを

知る

４ 夏休みの計画表を基にしながら 「夏休みの反、

省用紙 にしたがって各自で夏休みを振り返る に関する工夫」 。

→夏休みの計画に沿った振り返り・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー）。

・クライエントの成果や課題に対して、アドバ

開 イスや励ましを記入する

６ 回答を熟読した上で、自分の思いや感想をま

とめる。40

分 ・カウンセラーがどんな思いでコメントを書い

たかよく考える

・自分の思いや感想を記入する

７ ピア・カウンセリングを取り入れて夏休みを終

振り返っての、自分の思いや感想を発表する。末

・頑張ったことを認めてもらってうれしい

に関する工夫３ ・不本意だったのは自分だけでなかった

→ピア・カウンセリングによるアドバイスと励まし分 ・新しい気持ちで二学期をスタートできそう

５ 事後指導

・夏休みを振り返ってのアンケートを集計し、通信等で紹介する。

・２年生時にも同様のアンケートを実施していたならば、それらと比較して成長点を賞揚する。

・必要に応じて個別の相談や指導に生かす。

数名に発表させる。
有意義な夏休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の夏休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことを、
本時の活動テーマとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

カウンセラーになって、級友の夏休みの成果と課題にアドバ
イスや励ましを考えさせる。

〈約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

夏休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配付させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの付いた反省用紙を間違えずに持っていかせる。

次の観点から、自分の思いや感想をまとめさせる。
・成果や課題を書いたときの気持ち
・成果や課題にアドバイスや励ましを記入していた時の気持

ち
・回答を読んでの気持ち

数名に発表させる。
仲間を信じて、前向きに二学期を歩んでいくように促してま

とめる。
「夏休みの反省用紙」に氏名を書かせて提出させる。

感情統制能力

思考能力

思考能力

感情統制能力
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３年－ 題材名 「二学期の計画」18

１ 目標

ア 二学期の大きな流れを確認させ、どの時期にどんな生活を送るかの見通しをもたせる。

イ 行事などの取り組みを想定して、学級内の問題解決を図ったり学級内の絆を深めたりして活気ある生活を築くよ

う、話し合わせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：学級全体で話し合って決まった事柄を優先し、自我をコントロールする。

イ ：二学期の大きな流れを理解し、どの時期にどんなことを頑張るかを考える。

ウ ：話し合いをとおして問題を解決する。

エ ：話し合いで決まったことに対し、自分が心掛けることを明確にする。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 一学期末の反省（学年集会）で確認された 「二学期に頑張っていくこと」を踏まえさせる。、

イ 「二 を用意し、行事を中心にして見通しをしっかりともたせる。学期の大きな流れ」を示した資料

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 先生からの、二学期における期待や思いを聞導

き、本時のテーマを確認する。入

二学期の学校生活の流れをつかみ、学級とし

３ ての二学期の計画を考えよう

分

２ 行事を中心に、二学期の流れをつかむ。

・二学期の主な行事を順番に確認する

に関する工夫・先生から、２学期の流れについて補足説明を

→「二学期の大きな流れ」を基に、見通しをもつ展 聞く

３ 一学期末の反省（学年集会）の結果を振り返

り、二学期に学級として頑張っていくことを確

認する。

・生活の面

・学習の面

・行事の面

４ ３番で確認した事項を達成するために、何が

大切かを班ごとに考え、発表する。

に関する工夫・しっかりとした目的意識

→学級として目標達成する上で大事な事項を考える開 ・厳しさと暖かさ（互いの信頼）

・計画的な行動と協力体制 等

５ 各班からの発表を基に、学級としての取り組40

みの基本方針を決定する。分

に関する工夫・共通して出された事項や学級として大事にす

→学級として目標達成する上で大事な事項を考えるるべき事項を中心にまとめる

６ 学級の活動の方針を受けて、各自がどのよう終

に頑張っていくか（努力事項）をワークシート末

に記入する。 及び に関する工夫

→各自の努力事項のワークシートへの記入７ ・仲間を信頼し、協力して学校生活を送る

分 ・自分のできることを責任をもって精一杯行う

５ 事後指導

・決定事項を学級掲示し、取り組みの前後（節目節目で）実行状況を確認させる。

中学校生活の大きな山場であり、行事等をとおして良い思い出
をつくっていく学期であること、各自の進路の決定を控えて精神
的に不安定になったりすることがあるが、そのような時こそ、学
級みんなで支え合っていくことが大事であること、そうした学級
をつくっていくために、どういうことが必要かを考えることを、
本時の活動テーマとして確認させる。

１・２年生での経験を基に、二学期の主な行事を発表させる。
教師が用意した「二学期の大きな流れ」を示した資料を基に、

二学期の学校生活における諸活動の見通しをもたせる。

一学期末の反省（学年集会）の記録を基にして、学級全員で
確認し合う。

一人一人の生徒に、しっかりと意識化させるために、確実に
一学期末の反省（学年集会）の記録に目を通させる。

２番で確認させた「２学期の大きな流れ」ともかかわらせて、
どの時期に何に力を入れていくかイメージさせる。

学級としての目標の達成のために大事なことはどんなことか

を考えさせる。

生活の面、学習の面、行事の面から各自の努力事項を考えさ
せ、ワークシートに記入させる。

各班から出された事項に対して、必要に応じて質疑を交わさ

せ、学級としての考えにまとめさせる。

感情統制能力

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力感情統制能力

問題解決能力

問題解決能力

思考能力
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３年－ 題材名 「自分を見つめ直す」19

１ 目標

ア 進路選択の主体である「自分」に対する理解を一層深めさせる。

イ 自分の能力や適性、興味・関心について検討し、進路選択に生かすことができるようにさせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自己理解の学習を振り返り、自己の成長や変化に気付く。

、 、 。イ や ：自己の能力や適性 興味・関心を見つめ直し それを進路選択に生かす

ウ ：自己理解を深める力を培う。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア １・２年生での学習を生かし、総合的に自分をとらえさせ、進路の実現への基盤とさせる。

イ 生徒一人一人の希望進路を確認しておいて指導する。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 進路選択のための段階を確認し、本時は「自導

分の特色」について考えることを把握する。入

自分についての理解を深め、自分の諸特性を

３ 進路選択に生かしていこう

分

２ 自分を理解するためにどんな学習をしてきた

か、また、自分を理解する方法にはどんなもの

があったかを確認する。

展 ・進路適性検査

・十人十色

・自己評価、相互評価 等

３ ワークシート「自分についてのまとめ」にし

たがって作業をし、自分の特色をつかむ。

に関する工夫(1) 自分の行動の傾向や性格について記入する。

→自分の特色や進路適性を考える(2) 自分が考えている将来の仕事とその適性に

ついて記入する。

４ 今までの自分と比べて、変わったところ（成

長したところ）をワークシートに記入し、発表

する。

に関する工夫開 ・身体的にかかわる変化

→自己の変化（成長）した点・性格や言動にかかわる変化

40 ・学習にかかわる変化 等

５ 希望進路（上級学校、職業）実現のために、分

今後努力が必要なことをワークシートに記入す

る。

６ 自分について見つめ直した結果から考えて、終

自分が希望する進路について適していると思わ末

れる点や不安な点をワークシートにまとめる。

及び に関する工夫７ ・希望進路について適していると思われる点

→自己を見つめ直した上での希望進路の選択分 ・希望進路について不安な点

５ 事後指導

・自分が希望する進路について適していると思われる点や不安な点を書けなかった生徒には個別に指導する。

・ファイリングして保存し、個人相談の資料とする。

教師の説明で、進路選択のための６つの段階（①将来の希望職
業、②進路を決める目的、③自分の特色、④進路先の状況、⑤進
路計画、⑥進路相談）を再確認し、本時の活動テーマを把握させ
る。

※進路選択の６つの段階＝３年ー ・ で触れておく。できれ12 13
ば教室掲示しておきたい。

１・２年生での進路学習の記録があれば、参考にさせる。
客観的に自分を理解する方法として、進路適正検査等があっ

たことを確認する。
確認程度とし、意見が出ない時は教師が説明する。

作業のための時間を十分に確保する。
机間指導をし、自分の特色や希望職業に適している点等を書

けないでいる生徒に助言をする。

できるだけ多くの人に発表させる。

同じようなことが出されたら、挙手で意思表示させる。

肯定的に自分を見つめさせる。

「自分についてのまとめ」と希望進路の特性を対比して今後
の努力事項を考えさせる。

机間指導をし、書けないでいる生徒に助言をする。

まとめる時間を十分に確保する。
不安な点は、教育相談等をとおして、できるだけ早く解決す

るようにアドバイスする。

思考能力

問題解決能力 意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

問題解決能力 意志決定能力
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（２時間扱い）３年－ ・ 題材名 「進路先の調査」20 21

１ 目標

ア 自分の希望する進路先を調査することの大切さを理解させ、調査方法、調査事項等を考えさせる。

イ 進路先の調査を積極的に行わせ、その結果を発表し合って、進路情報をつかみ、自分の進路選択に生かすように

させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア 及び ：進路希望調査に積極的に取り組み、結果を発表し合って自分の進路選

択に生かす。

イ ：自分の希望する進路先の調査の大切さを理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 進路先の事業所等の内容や特色を調べ、進路決定や修正の手がかりとさせる。

学年合同で実施する。イ

４ 展開（１／２時）

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 進路先での先輩の体験談資料を読み、その感導

想を発表して、本時の活動テーマを把握する。入

希望する進路先について調査して、発表し合

に関する工夫５ い、自分の進路選択に生かそう

→進路先の調査の重要性を示す資料の提示分

２ 決定した調査先毎に、グループに分かれる。

展 (1) 上級学校別のグループに分かれる。

(2) 事業所別のグループに分かれる。

３ 自分の希望進路先について知りたいことを書

き出す。

。(1) 上級学校について知りたいことを書き出す

開 (2) 事業所について知りたいことを書き出す。

４ ３番で考えたことを基にしながら、グループ

毎に調査方法と調査内容を話し合い、調査計画40

を立てる。分

５ 本時の進行状況を確認し、次時の活動に向け終末

て準備すべきことを打ち合わせる。５分

に関する工夫４ 展開（２／２時）

１ 発表にあたり、発表順や方法、聞く側の心得 →希望進路先の調査活動（放課後等を活用）導入

や留意点について先生から説明を聞く。５分

２ 調査したことを発表し合い、それぞれについ展

て質問をして情報を共有する。開

・グループ毎に発表する

に関する工夫40 ・メモをとりながら聞き、発表に対する評価を

→希望進路先の調査結果の発表活動分 する

３ 他のグループの報告を聞いて思ったこと、感終

じたこと、考えたことを書く。末

に関する工夫・自分の希望する進路先にも通じるものがある

→自分の希望進路と対比し考えを深める５分 ・知らないことがあって興味がわいた

５ 事後指導

・各グループの発表資料は回収し、冊子にする （場合によっては、進路コーナーに掲示する ）。 。

・進路相談に活用し、自分に合った進路計画を立てさせる。

資料を読み、何が問題だったか（進路先の状況をしっかりつか
んでいなかったこと）に気付かせ、進路選択の諸条件の中にある
「進路先の調査」を本時の活動テーマとすることを確認させる。

(1)と(2)は選択で取り組むことも考える。特に(1)について
は、高校体験入学を生かし、その体験レポートを基にした報告
会で情報を共有することも考える。

事業所については、共通の概要資料を教師側で用意し、生徒
の調査先選択の判断の一助とする。

グループの中での役割分担をしてから、調査計画にしたがっ

て作業を進める。

場合によっては、ポスターセッション形式で実施する等、実
施方法を工夫する。

聞く側がメモをとるためのワークシートは教師が用意する。
各グループの発表後に、その都度、質疑の時間をとる。

自分の能力や適性等と照らし合わせて学習を振り返らせ、考
えさせる

事前の準備として、生徒の希望進路先を調査し、それを基に
学級の枠を超えてグループを作る。

調査活動は、各グループ毎とし、放課後等を活用させる。

問題解決能力 意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力
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３年－ 題材名 「学習の課題や悩みの解決」22

１ 目標

ア 学習上の不安や悩みから逃げずに、前向きに解決する努力をさせる。

イ 事例検討や相談活動をとおして、学習の改善を図らせる

２ ガイダンスの機能（適応／選択）にかかわる能力

ア ：自ら進んで心を打ち明け、相談する。

イ ：学習上の不安や悩みは誰にでもあり、それから逃げない気持ちをもつ。

ウ ：グループ討議や相談によって解決を図る。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に 「学習に関する不安や悩み」のアンケートを実施し、集計して資料化しておく。、

イ や教育相談を実施する。ピア・カウンセリング

ウ 一人で悩んで投げやりにならないようにさせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「学習に関する不安や悩み」のアンケート集導

計を確認し、活動のテーマを知る。入

学習上の不安や悩みを取り除き、学習活動の

５ 改善を図ろう

分

２ 「中学生活と進路」p.50の「集中力を高めて

」 、 （ ）成果をあげる を読んで 悩みの原因 問題点

はどこにあるかを考える。

に関する工夫展 ・ ながら勉強」「

→学習上の悩みの原因と自分との対比・夜遅い時間帯の勉強

３ 「中学生活と進路」pp.52-53の「苦手意識を

取りのぞこう」を読んで、苦手意識を取り除く

方法を班で考える。

に関する工夫・不得意になった原因を突き止める

→グループでの話し合い・理解できるところとできないところをはっき

りさせる

・自分の将来の希望と結び付けて考える

４ 各自の学習活動の実態と、学習上の不安や悩

みを「相談用紙」に記入する（クライエント 。）

・相談用紙の、今までの「家庭での学習の取り

に関する工夫組み状況」のアンケートに回答する

→「相談用紙」への正直な記入・学習活動に関する不安や悩みを書く

５ 任意の級友の「相談用紙」にコメントを記入

する（カウンセラー 。開 ）

・クライエントの学習の実態、不安や悩みに対

42 して、アドバイスや励ましを記入する

６ 回答を熟読した上で、自分の思いや感想をま分

とめる。

・カウンセラーの思いをよく考えてみる

７ ピア・カウンセリングを取り入れて学習活動終

、 。末 を振り返っての 自分の思いや感想を発表する

・不安や悩みは自分だけではなかった

に関する工夫３ ・具体的なアドバイスがあって参考になる

→ピア・カウンセリングによるアドバイスと励まし分 ・どちらも悩んでいるので先生に相談したい

５ 事後指導

・学習計画を作成させ、それに基づいて学習させる。また、必要に応じて個別の教育相談を行う。

アンケート結果から気付いたことを数名に発表させる。
学習に関する不安や悩みは、誰でもがもっていることを把握さ

せ、その原因や解決の方策等を考えることをとおして、各自の学
習活動の改善に結び付けることを、活動テーマとして確認する。

Ｍ君、Ｆ君と比べて、自分の学習習慣や学習環境と似ている
ところがあれば指摘させ、挙げられた点について学級全体の傾
向を挙手により確認させる。

導入で示した、学級のみんなの「学習に関する不安や悩み」
のアンケート結果とも照らし合わせて考えさせる。

苦手意識を取り除くための視点として、三つの点を指摘させ
る。

各自の学習活動の実態と学習上の不安や悩みを素直に記入さ
せる。

「相談用紙」を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付
けさせる。

「相談用紙」を集め、任意の級友に渡るように再配布させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの付いた「相談用紙」を持っていかせる。

数名に発表させる。
本時の活動を基にして自分の学習活動を改善し、進路実現に

向けて努力していくように促す。また、教育相談を随時実施す
ることを告げて、まとめる。

「相談用紙」に氏名を記入させ、提出させる。

次の観点から、自分の思いや感想をまとめさせる。
・学習活動の実態、不安や悩みを書いたときの気持ち
・カウンセラーとしてアドバイスや励ましを記入していた時

の気持ち
・回答を読んでの気持ち

人間関係能力

感情統制能力

問題解決能力

問題解決能力

人間関係能力

感情統制能力

感情統制能力
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３年－ 題材名 「進路を最終決定する」26

１ 目標

ア 進路計画の検討と進路相談をとおして、自分の進路先を 終決定するための方向付けを図らせる。

イ 自分の責任で進路を選択決定していくという意識をもたせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア 及び ：自分の進路希望や進路計画を吟味・再検討して、 終的な進路決定への方

策を考える。

イ ：自分の責任で進路を選択していく。

ウ ：相談活動をとおして進路の 終決定への情報をつかむ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を活用する。「進路希望チェックリスト」

イ と を用意する。進路計画表 進路相談票

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 進路選択のための６つの段階を基に、最終的導

な進路計画を作ることを確認する。入

進路計画の検討と進路相談をとおして、自分

３ の責任で自分の進路先を 終決定しよう

分

２ 「進路計画表」で、自分の進路計画の現状を

書き出す。

①将来の希望職業について

及び に関する工夫展 ②進路を決める目的について

→進路計画の吟味・再検討③自分の特色について

④進路先の状況について

⑤進路計画について

⑥進路相談について

３ 自分の進路希望と進路計画の検討を行う。

(1) これからの努力事項（まだ取り組みが不十

分なところ）を明確にする。

及び に関する工夫開 (2) 目標や実現への意志を確認し明確にする。

→進路計画の吟味・再検討(3) 適性や家族の意見など、周りからの条件と

42 の摺り合わせができているか確認する。

４ 進路の最終決定に向けて、進路相談の際に聞分

いたり相談したりしたいことについて、各自で に関する工夫

考え進路相談票に記入する。 →進路相談の内容の具体化

５ 進路相談について、先生からの話を聞く。終

末 ・進路相談は大切なものであるが、 終的な決

定は自分で行うものであること

に関する工夫５ ・進路相談の指導体制

→自分の意志で進路決定する心構えの醸成分 ・進路相談のスケジュール

５ 事後指導

・進路計画表と進路希望チェックリスト、進路相談票を集め、点検する。

、 、 、・特に 進路相談票については 他の先生との連携や新たな資料の収集など早期の対応が求められるものがあるので

できるだけ早く相談項目の概要を把握しておく。

・進路計画表や進路相談票に基づき、進路相談を進める。

進路選択のための６つの段階については、１・２年生で簡単に
触れている。また、３年 「自分を見つめ直す」でも学習した。19

本時は、それを再々確認し、残された進路計画の検討と進路相
談を進め、進路の 終決定（中学校段階としての、将来的な見通
しを踏まえさせた上での進学・就職の 終決定）に進んでいくこ
とを活動テーマとして確認させる。

「進路計画表」は進路選択の６つの段階を踏まえて作成する。
・ 「先輩の姿に学ぶ」で作成したものを参考にさせ、現12 13

在の状況をできるだけ具体的に記入させる。

「中学生活と進路の」p.64「進路希望チェックリスト」も活
用して検討する。

進路希望チェックリストに準じて、進路計画表の各項目も５
段階で評価し、実現に向けての進捗状況を総合的に判定させる。

できるだけ具体的に記述させる。

進路相談は、あくまでも自分での決定のための援助であり、
情報の提供やアドバイスはするが、決定は各自が行うものであ
ることを強調する。

自分で納得した上で決定をしなかったために後悔したり、自
暴自棄になったりした例を紹介する等の工夫をする。

進路計画表は、２年三学期に作成。３年 ・ 「先輩の姿に学ぶ」12 13

や 「生き方について考える」で変更・修正してきている。15

思考能力 問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

思考能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力



- -98

３年－ 題材名 「自分の道を切り開く」27

１ 目標

ア 誰もが進路を控えて不安や悩みを抱えていることを知らせ、気持ちを和らげさせる。

イ 先輩の事例を参考にさせ、自分の進路に生かしていこうとする気持ちをもたせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：今の自分がなすべきことを考える。

イ ：先輩の事例をヒントに、不安や悩みをどのように解決したらよいか考える。

ウ ：先輩の事例を自分の選択に生かす。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 自分がなすべきことと必要な準備を把握させ、不安や緊張を和らげる。

イ を実施し、資料化しておく。受験や面接を控えての不安や悩みのアンケート

ウ 受験や面接を控えての不安や悩みの解消にかかわる する。先輩の事例を準備

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 受験や面接を控えての不安や悩みのアンケー導

ト結果を確認し、活動のテーマを知る。入

受験や面接に対する不安や心配を克服する方

３ 法を考え、自らの進路を切り開いていこう

分

２ 数人の先輩達の、受験や面接を控えての不安

や悩みの体験談とその解決策を読む。

①「志望動機をはっきりと」

展 ②「気分をリフレッシュさせながら」

③「自分を信じて進もう」

④「チャレンジ精神でがんばる」

３ ２番の４つの事例について、不安や悩みの解

決方法としてすばらしいところ、参考になると

ころを話し合い、自分たちの考えにまとめる。

及び に関する工夫(1) 班毎に話し合う。

→先輩の事例から不安や悩みの解消策を考える(2) 各班の話し合いで出されたことを発表し合

開 う。

４ 不安や悩みを解消するために、自分が今なす

べきこと、できそうなことをまとめる。42

に関する工夫分 ・メリハリのある生活を送る

→不安や悩みの解消のために自分がなすべきこと・やるだけやって自信をつける 等

５ ４番で考えたことを発表する。

６ 今後の進路の学習や進路事務推進の見通しに終

ついて先生からの説明を聞く。末

・三者面談に向けて家族ともよく相談する

５ ・次時は、入学願書や就職相談票の書き方、面

分 接の受け方について学習する

５ 事後指導

・進路相談を継続する。

・生徒達が抱えている不安や悩みを通信等で紹介し、家庭との連携を強化する。特にも、生徒の気持ちを理解し、温

かくかつ力強く支えていくこと（腫れ物に触るような感覚での甘やかしをしないことや、家族が不安のあまり神経

質にならないようにすること）をお願いする。

ほとんどの仲間が受験や面接を控えて、不安や心配、焦りな
どを抱えていることを把握させる。そして、本時の活動テーマは、
それらを克服して進路を切り開いていく方策を考えることを確認
する。

「中学生活と進路」pp.72-75の４人の例を読ませる。
事前のアンケート結果から浮き彫りになった生徒の不安や悩

みに対応した事例を、各学校の卒業生の実例で用意できれば、
申し分がない。そうした資料がない場合は、教師の指導経験の
中から実例を資料化して提示する方法も考えられる。

先輩の事例から、参考になる方法や考え方を抜き出し、自分
達の悩みや不安に当てはめてみるようにさせる。その上で、そ
れらをより実際に則し効果的なものにするためにどうすればよ
いかを考えさせる。

３番の、班での話し合いでだされたことや、各班から発表さ

れたことを、自分に当てはめて考えさせる。

できるだけ多くの生徒に発表させる。

進路が目前に迫ると、誰もが不安や悩みをもつようになる。
本時はそれを和らげる方法を考えたが、仲間を信頼し励まし合
うことは特にも大切であることを強調する。

受験や面接は個人の問題ではあるが、それを控えての不安や
悩みは、みんなに共通することである。そこで、みんなで支え
合い励まし合っていくことが必要であり、行事などを通して培
ってきた学級の和、人間関係の真価が問われることを理解させ
たい。

面接に関しては11月末の時点で

はそれほど不安に感じていないこ

とも予想されるが、冬休み前後の

本格的な指導の契機にしておく。

思考能力

問題解決能力

情報選択能力

情報選択能力 問題解決能力

思考能力
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３年－ 題材名 「進路の手続き」28

１ 目標

ア 進学や就職のためにどのような準備が必要なのか明確にさせる。

イ 入学願書や就職相談票の記入の仕方を理解させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア 及び ：進学や就職に必要な準備を整え、自らの力で準備を進める。

イ ：好ましい面接の受け方について考える。

ウ ：入学願書や就職相談票の記入の仕方を理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を用意し、実際に記入させる。入学願書や就職相談票のコピー

イ を行い、面接の受け方を考えさせる。面接のロールプレイ

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 入学試験や就職試験への最終準備としてどん導

なことが必要か考え発表する。入

入学や就職の試験に向けての 終準備の中身

５ を知り、着実に準備をしていこう

分

２ 「中学校生活と進路」pp.70-71の「進路実現

へのパスポート」を参考にして、現時点での準

備の進捗状況を確認しチェックする。

３ ２番で、まだ準備ができていない事項（○印展

がつかなかった事項）を確認し、それらに対し

ての今後の取り組みについて、先生の説明を聞 及び に関する工夫

→進学や就職に必要な準備のチェックく。

４ 入学願書や就職相談票の記入の仕方の説明を

聞き、実際に下書きしてみる。

に関する工夫・入学願書のコピー（公立、市立）

→入学願書や就職相談票の記入の仕方・就職相談票のコピー 希望者がない時は省略（ ）

５ 面接のロールプレイを見て、よりよい面接の

受け方となるように、改善点を出し合う。開

(1) 次のような役割分担で、よくない例を意図

40 的に演じる。

に関する工夫分 ・面接官役－担任教師

→面接のロールプレイをみて改善点を考える・生徒役－副担任教師

(2) どこをどう直せばよいかを発表する。

６ 進路の手続きについて、先生からの今後の指終

示を聞く。末

・ 進路実現へのパスポート」を活用して、各自「

でできることはどんどん準備を進める

５ ・入学願書や就職相談票の下書きを提出する

分 ・先生との面接練習をする

５ 事後指導

・ 進路実現へのパスポート」を集めて点検し、必要に応じてアドバイスする。「

・入学願書や就職相談票の記入（下書き）の点検をし、清書に向けての指導をする。

・面接指導をする。

思いつくまま発表させ、それらを確かめたりすることを本時の
活動テーマとして確認させる。

関係書類の提出期限については、厳しい現実があることを、具
体的事例で強調しておく。

「中学校生活と進路」の例を参考にして、自校用を作成して
おくとよい。その際、複数校を受験する生徒を考えて、確認欄
を増やしておく。

教師が各項目を読み上げ、必要に応じて説明をしながらチェ
ックさせる。

全員に共通する事項については、教師から準備の指示をする。
個人的な事項は、教師の助言を得ながら各自で準備させる。

時間を有効に使うためにも、記入例を用意して説明する。
公文書の記入上の注意の学習も兼ねて、氏名・住所、学校名、

学科名などを正確に書くことを強調する。
時間が不十分な時は、課題にする。

受け答えの仕方や内容はもちろん、入室から退室までの行動
や服装、言葉遣いなども意図的に問題のある形で演じる。

生徒が演技をする場合は、事前に指導し、練習させておく。

面接にかかわっては、過去の質問例を印刷して配付し、自分
なりの回答例を考えさせておく。また、面接の手引きがあれば、
それも配付する。

教師との面接練習に臨む前に、友達同士で練習しておくよう
に指示する。

思考能力 問題解決能力

問題解決能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力 問題解決能力

問題解決能力
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３年－ 題材名 「冬休みの反省と新年の決意」31

１ 目標

ア 冬休み中の生活と学習の目標を、冬休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 卒業までを見通して、これまでの歩みを振り返らせ、まとめさせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

。 、 。ア ：○残り３カ月を共に頑張ろうという気持ちをもつ ○後輩に託すことを 心を込めて伝えるＡ Ｂ

イ 及び ：これまでの中学生活（自分達の足跡）を振り返り、どんな形で自分達の思

いや感謝の気持ちを伝えるか考える。

ウ ：感謝の気持ちをもって学校生活をおくろうと決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア する。冬休みの計画表を活用

イ 冬休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

ウ 。班や学級全体での話し合い

エ 自分たちの歩みを振り返るだけでなく、後輩に残し伝えるものは何かを考えさせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 冬休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

冬休みの成果と課題を確認し、三学期の流れ

３ をつかんでまとめの学期を歩み出そう

分

２ 冬休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 冬休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・夏休み明け同様、ピア・カウンセリングの手

法を用いることを知る

４ 冬休みの計画表を基にしながら 「冬休みの反、

」 。省用紙 にしたがって各自で冬休みを振り返る

・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー） に関する工夫。

６ カウンセラーからの回答を読む。 →ピア・カウンセリング

７ これまでの自分達の足跡を振り返り、どんな開

形で自分達の思いや感謝の気持ちを伝えるか考

える。42

分 (1) 班毎に話し合う。

及び に関する工夫(2) 各班の意見を出し合い、学級全体の意見に

→後輩に託すことと周りの人々への感謝の策を話し合うまとめる。

８ ７番の決定を受けて、各自がどのように取り終

組んでいくかを考え、反省用紙に記入する。末

及び に関する工夫(1) 先輩としての心構えや思いの面から。

→自分の思いや感謝の気持ちを伝えるための決意５ (2) 学校や世話になった人々への感謝の気持ち

分 の面から。

５ 事後指導

・冬休みを振り返ってのアンケートを集計し、通信等で紹介する。

・後輩に託すこと、学校や関係者への感謝の方策の具体化に向けて有志を募り、計画の立案や実施への助言をする。

自分たちが大事にしてきた活動や思いは何であったか、今ま
でどのような人々に支えれて学校生活を送ってきたかを振り返
らせる中から、取り組みの方向性をつかませる。

取り組みの具体化については、学級役員や有志に一任し、提
案に協力していくことを確認させる。

中学校生活を有終の美で締めくくるために、自分はどのよう
な心構えでどんなことをしていくか替えさせる。

数名に発表させる。
有意義な冬休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の冬休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことと、
自分達の思いや感謝の気持ちを伝える方法を考えることを、本時
の活動テーマとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

〈ピア・カウンセリング実施上の約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

冬休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配付させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの反省用紙を間違えずに持っていかせる。

展開の後半（７、８番）に重点

をかけて活動をすることも考えら

れる。

人間関係能力

思考能力 問題解決能力

意志決定能力

Ａ人間関係能力○

Ｂ人間関係能力○

思考能力 問題解決能力

意志決定能力
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（２時間扱い）３年－ ・ 題材名 「勇気を出して自分の道を」33 34

１ 目標

ア 新しい学校、新しい職場生活に積極的にかかわっていく勇気と心構えをもたせる。

イ 新しい生活で予想される悩みについて、どう解決していけばよいかを考え、自己向上意欲を高めさせる。

、 、 。ウ 身近な人のメッセージから 夢をもつことの大切さを再認識させ その実現に向かって努力する決意をもたせる

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア 及び ：先輩のメッセージから、自分の生活に生かせる点を考えて、不安や悩みの

解決を図ったり、夢の実現への意欲を高めたりさせる。

イ ：不安を克服し、夢を求めて自分の道を歩んでいく意志をもつ。

ウ ：みんなが不安を感じていることを知る。

３ 指導上の工夫（留意点）

メッセージや、アンケートを基にした話し合いア 先輩、先生、家族の

イ を実施し、資料化しておく。新生活への気持ち（特に不安）のアンケート

４ 展開（１／２時）

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 新生活に対する気持ちのアンケート結果を確導

認し、活動テーマを知る。入

新しい世界へ踏み出す勇気と心構えをもち、

に関する工夫５ 夢を追い求めていこう

→新生活に対する気持ちのアンケート結果分

２ 班の中で、新生活に向けての今の自分の気持

ちを発表し合う。展

３ 先輩からのメッセージを読み、１、２番で確

認したみんなの不安や心配事への対処法で参考 及び に関する工夫展

になる点について話し合う。 →先輩のメッセージを自分の不安解消に生かす

４ 新生活に対する各自の決意をワークシートに37

記入する。分

５ 各自の決意を発表する。終末

に関する工夫・座右の銘をもっていつも励みにする

→新生活に対する各自の決意の発表8 ・新しい環境の中で新しい自分を築いていく分

４ 展開（２／２時）

１ 前時の復習をする。導入

5 ・新生活の不安や心配事への対処法分

２ 将来の夢をもつことについての身近な人から展

のメッセージを読み、感じたことを発表する。

・人生の先輩の言葉は、重く、励みになる

３ 将来の夢を実現させるために大切なことにつ開

いて、先生方からメッセージをもらう。 及び に関する工夫35

→先輩のメッセージを自分の不安解消に生かす分 ・校長先生、教頭先生、学年団の先生から

４ 将来の夢の実現に向けて努力していく気持ち終末

を作文にする。

に関する工夫10 ・自分の願いや理想をできるだけ具体化する

→将来の夢の実現に向けた気持ちを作文分 ・スモールステップで夢に近づいていく 等

５ 事後指導

・将来の夢の実現に向けての作文を、通信等で紹介する。

・必要に応じて個別の指導をする。

新生活への不安や心配事は誰もがもっていること、その一方で
新生活への期待もあることを把握させ、本時の活動テーマを確認
させる。

「中学生活と進路」p.80の「感謝のことばをはげみに」を読
ませる。

１番のアンケート結果を踏まえて、より適切な事例を、各学
校での実例から用意できれば申し分ない。

先輩のメッセージから、自分の新生活に生かせる点を取り入
れさせる。

前時に書いた「新生活に対する決意」をプリントにまとめて
配付し、振り返らせる。

生徒の励みになる内容のメッセージを用意する。
夢をもつことの大切さを再認識させる。

今までの進路の学習で学んだことを踏まえて、できるだけ具
体的に書かせる。

※第２時間目を、学年集会の形

。で実施することも考えられる

できるだけ多くの生徒に発表させる。

学年集会の場に、校長先生を初め、数名の先生を招いてメッ
セージをいただく。都合がつかない時はＶＴＲに録画しておい
て紹介する。（時間的なことも考えると、この方法が確実。）

思考能力 問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力
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３年－ 題材名 「希望にあふれて」35

１ 目標

ア これからの人生を希望をもって歩むための心構えや抱負を考えさせる。

イ 自分の将来についてのプランを書かせる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：未来に希望をもって進むための心構えを考える。

イ ：希望に溢れた自分の将来の姿を構想する。

ウ ：将来の生き方についての意志を固める。

エ ：これまでに学んだ方法を総動員して考える。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 10年後を想定した を書かせる。「未来の自分からの手紙」

イ 手紙を、 することにする。タイムカプセルに入れて、10年後に開封

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「中学生活と進路」p.82の「夢や希望を実現導

」 、 。入 するために を読んで 活動テーマを確認する

「未来の自分からの手紙」を書き、未来に希

３ 望をもって飛び出そう

分

２ 自分で決めた進路先について、希望をもって

進むための心構えを考え、発表する。

ア 可能性や夢を追い求める

に関する工夫展 イ 粘り強く努力する

→希望をもって進路を歩むための心構えを考えるウ 職業の三要素から考える

・社会に貢献し認められるようになる

・満足のいく収入を得る

・自分のもっている能力を生かす 等

「 」 。３ 次の要領で 未来の自分からの手紙 を書く

ア 前文「10年後の私から、10年前の私へ」

イ 10年後の自分について考えたこと

開 ・今の生活や家族（日常のようす）

、 、 に関・中学校卒業後の歩み（進路、就職、生活）

する工夫40 ・どんな仕事をしているか

→「未来の自分からの手紙」分 ・就職するまでの苦労、努力、成功や失敗

・今、親しくしている人（友達）

・中学校の時の経験で生きていること

・その他

４ 「未来の自分からの手紙」を書いてみての感終

想を発表する。末

・書いたとおりになっていればいい

・10年後がとても楽しみ

５ 今後の取り組みの予定について、先生からの７

説明を聞く。分

５ 事後指導

・ 未来の自分からの手紙」をタイムカプセルに入れる。「

・場合によっては 「未来の自分からの手紙」を文集にまとめる。、

希望に溢れ、生き甲斐をもって暮らすためには、自分の良さを
生かしながら社会に貢献できる人間になる必要があることを資料
から押さえさせる。そこで、そのようになっている自分を想像し
て、未来の自分からのメッセージを書くことをとおして、将来へ
の希望をふくらませることを活動テーマとして確認させる。

入学試験への合格といった目先のことばかりでなく、長い目
で進路をとらえて考えるようにさせる。

プラス思考で考えるようにさせる。

手紙の様式は、教師が用意する。書かせる項目は、生徒の実
態などを考え、適宜変更する。

夢や希望が溢れた内容になるように、前向きな気持ちで書か
せる。

10年後、20年後、30年後、40年後のライフプランを書かせる
方法も考えられる。

希望いっぱいにして新しい世界へ飛び立てるようにさせる。
できれば、全員に発表させる。

10年後のみんな、10年後の自分と今考えた自分との再会を楽
しみにして、力強く歩んでいくよう促して話をまとめる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

思考能力

問題解決能力 意志決定能力 情報選択能力
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４ 指導資料

１年－ 「中学生になって」１

１年－ 「学級目標を決めよう」４

指導実践で用いた指導資料の一部を掲載します。●

紙面の都合で、記入欄などを縮めています。各調査紙やワークシートの大きさ、レイアウト等は適宜変更して

ご使用ください。

学級のみんなに自分を分かってもらおう！

自己４月 日（ ）の 時間目に、下の を使って、「自己紹介カード」
をしてもらいます。わかりやすく、そして楽しい紹介となるように工夫をしてみてください。紹介

カードは 冊子にする予定紹介後は、この 集めて、学年全員分をまとめて印刷し
です。そこで、 あたっては か を使用してくだ記入に 濃い目の鉛筆 黒いペン
さい。

自己紹介カード
このわくの中に

自画像を描く→ 氏名
（ ）ふりがな

平成 年 月 日 生まれ

血液型 （ 型）

１．好きなことば、食べ物、色、スポーツ、遊び、動植物など

２．私をこう呼んでください（ニックネーム）

３．私の長所・特徴

４．趣味や特技など

５．○中生になっての抱負・希望（頑張りたい教科や活動など）

「自己紹介カード」に書かせ

る項目については各学校・学年

の先生がアイデアを出し合い工

夫する。

冊子にしてまとめる他に、拡大

して学級や廊下の掲示板に掲示す

るなどの工夫も考えられる。

学級目標を考えよう

こ ん な 学 級 が い い ！
第１学年

１年 組 番・氏名

１．○○中学校でのこの１年、私は、このようでありたい！

［生活の面では］

［学習の面では］

［行事に対しては］

２．１番のことを達成するために、

［私の学級は、このようであってほしい！］
［学級目標の案は］

４月 日（ ）の朝、担任の先生に提出を！

【活用上の工夫】

◎ 提出を受けた後、全員の願いや意見を箇条書きで集計し、学級目標作りの前に配付する。その資料をよく読んでおいて

学級目標作りの話し合いに臨むように指示する。

◎ 全員の願いや意見の集計結果や、話し合いの後で決定した学級目標などは、学級通信（学年通信）を利用して、家庭に

も知らせる。

◎ 場合によっては、父母の願いや意見を書いていただく蘭を設け、それも踏まえて学級目標を考える。
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１年－ 「中学校とは何か」の「班組織と活動内容の概略」の説明でも使用できる１年－ ・ 「学級組織作り」５ ６ ※ ２

○○中 年/月/日班 活 動 に つ い て

各学級とも組織が決まり、本格的な学級の活動が始まろうとしています。さて、第１学年では、班の活
動（班活）を熱心に行いながら、学級全体・学年全体の活動を活発にしていく仕組みを作ろうと考えてい
ます。

下に示すのは、各班の活動のうち、これだけはやってほしい内容です。これらの他に、各班で独自に考
えた活動を盛り込んで、班活動活発にしていきましょう。
○中に新たな○○○を！「 」

築こう！ 私達の手で○中黄金時代を！

学級の心の面での向上を図る班♦レク班－
＊ 学級レクの企画・実施
＊ 毎日の学級合唱の向上のための企画・指導
＊ 新曲への取り組み（選曲・楽譜・掲示用の歌詞の用意など）
＊ 合唱交歓会（他の学級との交流会）の企画・実施

学級や自分達の生活の向上を図る班♦生活班－
＊ 「学習・生活記録ノート」の集配
＊ チャイム着席の推進、遅刻や居残りをなくそう運動
＊ きまり（服装・持ち物など）の徹底
＊ 教室内の生活の指導・呼びかけ
＊ あいさつをしっかりやろう運動

学級の学習の良い雰囲気作りをする班♦学習班－
＊ 朝読書をしっかりと行おう運動
＊ 学習クラスマッチの取り組み向上運動と採点
＊ 授業態度の向上を目指す活動
＊ 忘れ物をなくそう運動
＊ 発言を頑張ろう運動

情報を正確かつ迅速に伝える班♦広報班－
＊ 学級新聞の発行（ 低月に１回）
＊ 他の学級や学校の新聞の整理・掲示

他にどんな活動があるかな？＊ 各班の「班だより」の作成の呼びかけ
＊ 学級の掲示物の整備と補修

学級の健康と安全面を担当する班♦保健班－
＊ 病人やけが人の世話
＊ 給食の準備や後片付けの指導・呼びかけ
＊ 牛乳を残さず飲もう運動
＊ 学級の窓開け・窓閉め（換気）

学級の生活環境を整える班♦美化班－
＊ 学級の財産（マジック・テープ・のりなど）の管理と整理
＊ 花や植物の世話
＊ 学級の本棚の整理
＊ 清掃活動向上運動の推進と点検
＊ 正面黒板の管理（黒板消し・チョーク補充）

班の活動計画を立てよう！

１年 組 班

（学級をどのようにしていこうと考えるか）１．班の目標

（箇条書でよい）２．活動の重点

（どんな活動を、いつ、どのように行うか）３．具体的な活動内容

（◎：班長、○：副班長）４．班のメンバー
◎ ○ ・
・ ・ ・
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１年－ 「私達の将来の希望・その１」14

将来の夢と実現のための努力（クロス集計）

イチロー選手の小学校６年生の時の夢

①将来の暮らし向き×将来つきたい仕事・夢の有無
とても豊か わりと豊か 平均的 少し貧しい 貧しい

ない １２．２ ２３．４ ５２．９ ６．３ ５．２

あるし、そのため一生懸命努力している ３１．４ ３０．２ ３４．０ ３．０ １．４

②将来の生活の満足度×将来つきたい仕事・夢の有無
とても満足している わりと満足している あまり満足していない 全然満足していない

ない １５．６ ６１．９ １７．０ ５．５

あるし、そのため一生懸命努力している ３８．４ ５２．１ ７．３ ２．２

③今と比べて将来は幸せか×将来つきたい仕事・夢の有無
とても幸せ 少し幸せ 少し不幸 かなり不幸

ない ２６．１ ５５．１ １３．６ ５．２

あるし、そのため一生懸命努力している ４４．９ ４７．９ ５．８ １．４

④自己評価×生来つきたい仕事・夢の有無
あるし、その
ため一生懸命 ない
努力している

異性に好まれる ２２．０ ＞ １２．３

クラスの人気者 ２４．０ ＞ １３．３

成績がよい ２６．０ ２１．３ ①～④とも出典は、

よく勉強している ３０．２ ＞ １４．６ 「モノグラフ 中学生の世界」

運動神経がすぐれている ４７．０ ＞ ２８．９ Ｖｏｌ．５８ 中学生の人生観

仲間から信頼されている ４７．２ ＞ ３３．２ ベネッセ教育研究所 １９９７年

友だちがたくさんいる ７０．６ ＞ ５０．７

親とうまくいっている ７３．８ ＞ ５７．０
(注) 数字は「とても」＋「少し」そう思う割合 ＞は差が５％以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

あるし、そのため一生懸命努力している

12.2

31.4

23.4

30.2

52.9

34

6.3

3

5.2

1.4

とても豊か

わりと豊か

平均的

少し貧しい

貧しい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

あるし、そのため一生懸命努力している

15.6

38.4

61.9

52.1

17

7.3

5.5

2.2

とても満足している

わりと満足している

あまり満足していない

全然満足していない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

あるし、そのため一生懸命努力している

26.1

44.9

55.1

47.9

13.6

5.8

5.2

1.4

とても幸せ

少し幸せ

少し不幸

かなり不幸

「僕の夢は、一流のプロ野球選手になることです。そのためには、中学、高校で全国大会へ出て、活躍しなければなりません。活躍できるようになるためには、
練習が必要です。ぼくは、その練習にはじしんがあります。ぼくは３歳の時から練習を始めています。３歳～７歳までは半年位やっていましたが、三年生の時から
今までは、３６５日中、３６０日は、はげしい練習をやっています。だから一週間中、友達と遊べる時間は、５時間～６時間の間です。そんなに、練習をやってい
るんだから、必ずプロ野球の選手になれると思います。そして、中学、高校でも活躍して高校を卒業してからプロに入団するつもりです。そしてその球団は中日ド
ラゴンズか、西武ライオンズが夢です。ドラフト入団で契約金は、一億円以上が目標です。ぼくが自信があるのは。投手と打げきです。昨年の夏ぼくたちは、全国
大会へいきました。そしてほとんどの投手を見てきましたが、自分が大会ナンバー１投手とかくしんできるほどです。

打げきでは、県大会、４試合のうちに、ホームランを３本打ちました。そして、全体を通した打りつは、５割８歩３りんでした。このように、自分でもなっとく
いくせいせきでした。そして、ぼくたちは、１年間負け知らずで野球ができました。だからこの調子で、これからもがんばります。そして、ぼくが一流の選手にな
って試合にでれるようになったら、お世話になった人に、招待券をくばって、おうえんしてもらうのも夢の１つです。とにかく一番大きな夢はプロ野球選手になる
ことです （原文のまま）。」

※生徒には、誰の作文かを明かさないで提示し、読後に教える。
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１年－ 「人と個性」27

事前調査
「家族から見た私」 「インスピレーション・クイズ」

、 。１ 私のよいところ ※友達と相談しないで 自分の考えを正直に書きましょう
２ 私の直してほしいところ １ 私の将来の夢は、
３ 将来のこと（期待していること） ２ 自分の性格を一言で言うと、
４ その他 ３ 今、興味をもっていることは、

４ 友達によく言われることは、

授業で用いる資料
※ワークシートに貼り付けやすいように、付箋紙を利用してもよい。「○○さんのよいところ」

（ ）さんへ
私は、あなたのこんな点がすばらしいと思っています。

※性格、行動や態度、学習、運動や技能、特技や趣味など、よい点だけを書いてください。

授業ワークシート
【自分の特色についてのまとめ】

（ 、 、自分自身での振り返 諸検査や実体験から 周りの人 家族 友人
りから 先生）の意見から

行動や性格
学習への興味関心・成績
身体や運動能力
趣味・特技
仕事への興味関心
進路の希望
家族の希望や考え
その他

【本時の活動の感想】

１年－ 「自分の特色、友達のよさ」28

授業で用いる資料
学習ワークシート
【この職業にはどんな個性をもった人が適しているでしょうか】
警察官
看護師

【自分の希望する職業に求められる能力や適性と、今後の努力点】
自分の希望 希望する職業に求められる能力や適性 今後の努力点（自分の個性と、求められる
する職業名 能力や適性を比較して）

【ジョハリの「心の４つの窓」で自分の個性をより深く知ろう】
※先生の説明を聞いた後、実際に下の各「窓」に書き入れてみましょう。箇条書きにすると見やすい
と思いますよ。

・自分は書いていて、他の人 ・自分も、他の人も書いていた面
は書いていなかった面

・自分は書いていなかったが、
他の人は書いていた面

【 開かれた窓」を大きくし、将来の希望の実現を目指すために具体的にどうしていくか】「
※班の中で話し合い、班員からもらったアドバイスをメモし、決意を固めよう。

具体的な方策（何を、どのようにしていくか）
改善や努力をして
いくこと
いっそう伸ばして
いくこと

秘 密 の 窓 開かれた窓

暗 黒 の 窓 盲 点 の 窓
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３年－ 「自分を見つめ直す」19

３年 組 番・氏名
Ⅰ 「自分についてのまとめ」

自分の進路を 終的に決定していく学期を迎えました。自分自身を正しく知ることが、進路選択の基
本であることを理解し、現時点で自分についてのまとめをして、進路選択に役立てましょう。

１ 自分の行動の傾向や性格について、次のような観点から自己評価し、特色をまとめてみましょう。
それぞれの評価の観点に対して 「はい 「どちらともいえない 「いいえ」の３段階で評価し、○を、 」 」
付けます。

評 価 の 観 点 評 価
はい いいえ

１ 自分の都合が悪くても係の仕事や約束などを優先させるほうである。
２ 自分の考えは、学級や委員会などではっきり主張できるほうである。
３ 先生や親からの注意は素直に聞いて、きちんと改めるほうである。
４ みんなを指導すべき立場になったとき、しっかり指導できるほうである。
５ 失敗してもくよくよせず、すぐ立ち直るほうである。
６ 学校や学級で行う行事などにすすんで参加するほうである。
７ すぐ怒ったり、人に当たったりはしないほうである。
８ 学級の仕事や清掃を人が見ていなくてもきちんとするほうである。
９ 部活動で厳しい練習にたえるなど、忍耐強いほうである。

何ごとも細かいことまで考え、よく気を配るほうである。10
自分の特色

２ 今、自分で考えている将来の仕事について、次のような観点から自己評価し、上の１番でまとめた
自分の特色も考えに入れて、適している点をまとめてみましょう。それぞれの評価の観点に対して、
「Ａ、どちらともいえない、Ｂ」の３段階で評価し、○を付けます。

評 価 の 観 点 評 価
Ａ ＢＡ Ｂ

１ 多くの人と協力してする仕事 一人でする仕事
２ 主として精神的な仕事 主として肉体的な仕事
３ 多くの人と話したり交渉したりする仕事 物を相手にする仕事
４ 毎日同じことを繰り返す仕事 毎日変化のある仕事
５ 時間が決まっている仕事 時間的に自由のある仕事
６ 高度な技術や特別な能力を要する仕事 単純な仕事
７ 特別な資格や免許を必要とする仕事 資格や免許のいらない仕事
第１希望の仕事（ ） 第２希望の仕事（ ）
適している点 適している点

３ 自分が興味を持っている教科や自分の特技を書いてみよう。
興味を持っている教科 特技

Ⅱ 「自分の成長点・努力すべき点」
１ １・２年生の時と比べて、成長した点や、今後も努力が必要な点について、次の観点に沿ってまと
めてみよう。

観 点 成 長 し た 点 努 力 が 必 要 な 点
自分の性格・言動

仕事への興味と適性

学習の状況

身体の状況 運動能力

２ 以上のとおりに自分を見つめ直したことを総合して、自分の希望する進路について、自分が適して
いると思われる点や、今現在不安に思う点をまとめましょう。

希望する仕事の名前 希望する上級学校の名前
（ ） （ ）

適していると思われる点 Ⅰの２で書いている人は省略可。

不 安 に 思 う 点
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資料その①３年－ 「学習の課題や悩みの解決」22
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資料その②３年－ 「学習の課題や悩みの解決」22

「相談用紙」進路学習ワークシート 学習の課題や悩みの解決

【表 面】 ＊裏面の□（四角）の中に、あなただけが
おもてめん

分かる印や記号を記入してください。

１ 「家庭での学習の取り組み状況」を振り返り、また、学習上の不安や悩みを書きましょう。

(1) 今までの家庭での学習について、自分の取り組み状況を振り返ってみましょう。

（している） （していない）１ 計画を立てて勉強している ４ ３ ２ １

４ ３ ２ １２ 計画どおりに勉強できている

４ ３ ２ １３ 教科書などの復習をしている

４ ３ ２ １４ 要点などをノートにまとめている

４ ３ ２ １５ 問題集などをしっかりと解いている

４ ３ ２ １６ 単語や漢字練習などは書きながら覚えようとしている

４ ３ ２ １７ 分からない点や理解できない点は友達や先生などに聞いて解決している

(2) 現在抱えている学習上の不安や悩みを書きましょう。

＊表（この面）が見えないように、二つ折りにして、前の箱に入れてください。

２ 「家庭での学習の取り組み状況」や学習上の不安や悩みに対するアドバイスや励まし(カウンセラー)

→１番に記されている学習の取り組み状況や不安や悩みに対して、アドバイスや励ましを考え、記入してくださ

い。

＊表（この面）が見えないように、二つ折りにして、前の箱に入れてください。

３ この活動の内容についての感想、クライエントやカウンセラーを経験した気持ち、２番のアドバ

イスや励ましを読んだ上での素直な気持ちなど、自分の思いをまとめてください。

氏名

【裏面】

【事前アンケート】 「学習に関する不安や悩み」

あなたが今、学習に関することで不安に思ったり悩んだりしていることはどんなことですか。該当

する番号を○で囲んでください （複数回答可）。

１ 家庭での勉強に集中できない ７ 授業中集中できない

２ 勉強時間が確保できない ８ やる気が起こらない

３ 勉強方法が分からない ９ 苦手教科があって克服できないでいる

４ すぐに飽きてしまう 10 授業についていけない

５ みんながどれ位勉強しているのか気になる 11 分からない点を教わる相手がいない

６ 適当な問題集や参考書がない 12 その他（具体的に ）
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Ⅲ 参 考 資 料
学習指導要領に示された学級活動の活動内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわりの一覧表◎

具体的な問題例活 動 活動内容
活 動 の ね ら い 指 導 上 の 留 意 点解 決 策 や 指 導 の 方 法

（題材例）内 容 の例

１ ① 生活全般についての適応を図る ・入学や進級、学級 →入学や進級の際のオリエン
学級や 編成替え、転入・ テーション

学校にお 転出などの際に生 →個別指導やグループ指導
ける生活 じる人間関係など →学級成員の親睦を深める活
上の諸問 の諸問題 動の場や機会の設定
題の解決 ・生徒会の委員会や

学 学校における様々
級 な集団への所属と
や その後の適応に関
学 する問題
校 ② 集団生活としての学級や学校の ・様々な問題を出し →組織や係が、生徒会活動と ＊いじめ、暴力、差別、
の 生活の充実と向上を図る 合って解決したり 連携して自発的、自治的な 偏見には、学級活動だ、
生 役割分担し合って 活動を推進 けでなく、生徒会活動
活 処理する活動 などでも適切に取り上
の げ、学校全体で解決に
充 取り組む
実 ③ 集団生活の進め方にかかわる諸 ・生徒会活動や学校 →グループや全体での話し合
と 問題への対応とその解決を図る 行事への参加や協 いや討論などで解決
向 力の問題
上 ・組織や係活動の円
に 滑な運営に伴う問
関 題
す ・学級の環境整備に
る 関する問題
こ ２ ① 学級の成員すべてが互いの個性 ・学級の目標や組織 →グループや全体で話し合う ＊学級の全員が、自己の
と 学級内 を尊重しながら、何らかの役割を づくり 役割に対する責任と喜

の組織づ 分担して協力し合う ・仕事の役割分担や びを感じ、よりよい学
くりや仕 ルール 級にするため様々な創
事の分担 ・学級生活の充実の 意工夫ができるように
処理 ための工夫 する
３ ① 学級や学校生活への適応を図る ・生徒会活動や学校 →上級生などの経験等も活用

学校に ② 積極的に多様な集団へ参加し自 行事への参加や協 したガイダンス
おける多 主的、実践的な活動を進めること 力 →生徒相互の話し合いや体験
様な集団 への指導・援助を行う ・多様な集団と活動 発表
の生活の の在り方 →地域の文化・スポーツ団体
向上 ・集団生活のマナー やボランティア団体の人々

とルール を招いての講話
１ ① 青年期の心理、心身の発達の特 ・自分が不安に感じ →ブレーンストーミングのよ

個 青年期 徴やそれに伴う悩み、発達課題な ること、悩みとそ うに生徒が自由に話し合う
人 の不安や どに対する理解を深めさせる の解決方法 →資料を調べる
及 悩みとそ ② 題材の設定を工夫し、不安や悩 ・青年期の理解に関 →先輩や身近な大人にインタ
び 個 の解決 みを率直に語り合えるようにする すること ビューして発表したり話し
社 人 ③ 人生における青年期の意義（青 ・自分の身近な人の 合ったりする
会 及 年期特有の問題を乗り越えること 青年時代
の び で人間として成長する）を理解さ
一 社 せる
員 会 ２ ① 卒業までの期間を見通して系統 ・自分の長所・短所 →グループや学級全体で話し
と の 自己及 的、発展的な指導を行い、自己の ・友人への期待と励 合う
し 一 び他者の 個性をより正しく理解させる まし →諸検査の実施や教育相談の
て 員 個性の理 ② 他者への思いやりを深め、共に ・個性を生かす方法 手法を活用する
の と 解と尊重 生きる人間としての心の豊かさを →卒業生や社会人などの講話
在 し もって成長していくようにさせる を通して他者の生き方に学
り て ばせる
方 の ３ ① 社会生活上のルールやモラルの ・集団生活における →学級や学校における生活上
・ 在 社会の 意義について考えさせる ルールやマナー の問題、地域における身近
健 り 一員とし ② 正義感や公正さを重んじる心、 ・自由と責任及び権 な出来事、新聞やビデオ等
康 方 ての自覚 自律・自制の心などの大切さにつ 利と義務 の資料
や に と責任 いて理解させ る →話し合いやディベート
安 関 ③ 社会生活を営む上で必要なマナ →パネルディスカッション
全 す ーやスキルについて体験的に習得
に る させる
関 こ ④ 自主的、自律的な生き方は、義

、す と 務や責任と表裏一体のものであり
る 中学生であっても社会の一員とし
こ て責任ある行動が求められること
と を理解させ、その意識の涵養を図

る

網掛けのしてある「活動内容の例」が、ガイダンスの機能を生かすことができる
と考えた題材。以下、113頁まで同じ。

中学校学習指導要領（平成10年12月）解説－特別活動編－ .32 54を基に作成）pp -
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具体的な問題例活 動 活動内容
活 動 の ね ら い 指 導 上 の 留 意 点解 決 策 や 指 導 の 方 法

（題材例）内 容 の例

「 」４ ① 男女相互の理解を一層深める ・男女相互の理解と →アンケートやインタビュー ＊ 性的な発達への適応
男女相 ② 人間として互いに協力し合う態 協力 をもとに話し合う とも関連付け、生徒の

互の理解 度を養う ・人間の尊重と男女 →新聞やテレビ等の資料を基 発達段階や実態、心身
と協力 の平等 に話し合ったり討論したり の発育・発達における

個 ・異性交友の望まし する 個人差などにも留意し
人 い在り方 適時、適切な指導を行
及 ・男女共同参画社会 う
び と自分の意識
社 ５ ① 様々な人間関係について振り返 ・人間関係づくり →ロールプレイングや体験発
会 望まし らせ、その集団の中の行動の仕方 ・望ましい人間関係 表を取り入れた話し合い
の い人間関 や生き方について考えさせ、望ま の在り方 →学級成員等の親睦を深める

個 一 係の確立 しく円滑な人間関係の確立に資す ・自己表現とコミュ 活動
員 るようにする ニケーション能力 →体験を通してのコミュニケ

人 と ② 人間関係を形成する力や自己表 ーション能力の育成
、 、し 現力 他者への思いやりや正義感

及 て 連帯感や協力心などを育む取組を
の 積極的に進めていく

び 在 ６ ① ボランティア活動の意義を理解 ・社会福祉活動 → ＊自発性・無償性・公共ボランティア活動の様々な
り ボラン させることによってボランティア ・環境保全・保護活 性・先駆性等のボラン場面や実際について紹介

社 方 ティア活 精神の涵養を図り、自発的な参加 動 →ボランティア活動の意義の ティア活動の基本的性
に 動の意義 への意欲を高める ・災害救助活動 理解を深める 格の理解と実践意欲の

会 関 の理解 ② ボランティア活動の方法等につ ・地域のコミュニテ 喚起を促す
す いての啓発を図る ィづくり →勤労生産・奉仕的活動に参 ＊学校内や地域等で可能

の る ・国際社会への貢献 加しての体験発表や話し合 なボランティア活動体
こ と協力 い 験を企画し、ボランテ

一 と ・ボランティア活動 ィア活動に必要な知識
に携わっている人 →生徒会活動の一環として行 や技能を体験的に学ぶ

員 を招いての講話 われるボランティア活動の ＊学校行事や生徒会行事
・生徒のボランティ 取組を基にした話し合い との関連を図る

と ア体験談を聞く
１ ① 心の健康を含め自らの健康を維 ・心の健康や体力の →様々な視点に立ってこれら ＊学校教育全体で行われ

し 心身と 持し、改善することができるよう 向上に関すること の問題を考え意見を交換で る保健指導や安全指導
もに健康 に指導・助言する ・生活習慣病とその きるようなディベートやデ 等との関連を密にする

て で安全な 予防 ィスカッション
生活態度 ・食事・運動・休養 →実践力の育成につながるロ

の や習慣の の効用と余暇の活 ールプレイング
形成 用

在 ・喫煙、飲酒、薬物
乱用などの害に関

り すること
・ストレスへの対処

方 と自己管理
② 生活行動を見直し、安全に配慮 ・生活安全や交通安 →事故の発生状況や危険箇所

・ 健 するとともに、危険を予測できる 全に関すること の調査結果をもとにした話
力や的確に行動できる力を高めて ・種々の災害時の安 し合い

健 康 いく 全に関すること →「ひやりとした」といった
③ 自然災害等に対しての心構えや ・生命の尊重に関す 体験に基づく感想や発表

康 や 適切な行動について考える ること →安全マップの作成
・環境整備に関する →実技を通した学習

や 安 こと →ロールプレイング
２ ① 性に対する正しい理解を基盤に ・思春期の心と体の →資料等をもとにした話し合 ＊自己の行動に責任をも、

安 全 性的な 身体的な成熟に伴う性的な発達に 発育・発達に関す いや討論 って生きることの大切
発達への 対処し、適切な行動がとれるよう ること →専門家の講話を聞く さや、人間尊重の精神

全 に 適応 に指導・助言を行う ・性情報への対応や に基づく男女相互の望
性の逸脱行動に関 ましい人間関係の在り

に 関 すること 方などと結び付けて指
・友情と恋愛と結婚 導する

関 す ＊率直に意見を言えると
ともに、 自分の将来

す る と結びつけてしっかり
と考えていけるような

る こ 取 組をさせる
＊保健体育をはじめとし

こ と た各教科等の学習との
関連、学級活動の他の

と 活動との関連を図る
＊個人差を考慮して取り
扱うとともに、家庭教
育との関連も図る

３ ① 望ましい食習慣の形成、食事を ・健康と食習慣 →アンケートや新聞などの資 ＊養護教諭や学校栄養職
学校給 通しての好ましい人間関係の育成 ・食事のマナーと楽 料をもとにした話し合いや 員などの専門性を生か

食と望ま などをねらいとして、日々の給食 しさ ディベート す
しい食生 の時間における指導との関連を図 ・栄養のバランスの ＊家庭との連携を図る。
活の形成 りながら、心身の健全な発達に資 とれた食生活 家庭の中でも話し合え

するよう指導する るような題材の設定
② 学校給食を実施していない学校

においても、望ましい食習慣の形
成については健康・安全に関する
指導の一環として指導する
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具体的な問題例活 動 活動内容
活 動 の ね ら い 指 導 上 の 留 意 点解 決 策 や 指 導 の 方 法

（題材例）内 容 の例

１ ① 学ぶことの意義として、次のよ ・自分のよさや得意 →上級生や卒業生、働きなが ＊日常の学習や選択教科

学ぶこ うなことに気付くように活動させ なことを伸ばす学 ら学んでいる人、地域の職 の選択、当面する進路

との意義 る 習 業人、生涯学習に取り組む の選択や将来の生き方

の理解 ・自身の学習のつまづきを克服し ・充実した人生と学 保護者などの体験談などを を考える学習などとの

たり、自分のよさや得意なこと 習 取り入れながら、自分なり 関連を図りながら活動

を伸ばしたりするために勉強す ・学ぶことの楽しさ の考えをまとめ、発表した を進める

学 る やおもしろさ り、話し合ったりする

業 ・自己を高め、充実した人生を送 ・学ぶことと職業

生 るために勉強する

活 ・学ぶことの楽しさやおもしろさ

の に気付いて勉強する

充 ・自分の将来の夢や希望を実現さ

実 せるために勉強する

・ ２ ① 生徒主体の教科等の学習の事後 ・自ら学ぶ意義や方 →教科担任の教師との連携の ＊学校図書館等をどのよ

将 自主的 指導として（問題解決型の学習過 法 下で、生徒が意欲的に、楽 うに利用したかを含め

来 な学習態 程を振り返りながら 「自ら学ぶ」 しく取り組むことができた てそれまでの学習を振）

の 度の形成 ということがどのようなことであ 教科等の学習などについて り返らせ、自主的な学

生 と学校図 るのかを理解させる その学習過程を振り返りな 習の場、様々な情報が

き 書館の利 がら、なぜ意欲をもって、 得られる場としての学

方 用 楽しく勉強できたのかを話 校図書館の意義や役割

と し合う活動 に気付かせ、積極的に

進 ②（学習のつまづきの原因やその克 ・不得意教科の克服 →教科学習等での悩みを率直 活用する態度を養わせ

路 服の方法を皆で考え）自分にふさ ・自分にふさわしい に出し合い、多くの生徒に る

の わしい学習の方法を見つけさせる 学習方法 共通する悩みあるいは深刻

適 ・自宅学習の内容や な悩みを学級の問題として

切 方法 受け止め、その解決や、そ

な のために各自ができること

選 などについて話し合い、実

択 行し、成果を確かめ合う

に ３ ① 各学年で、どのような選択教科 ・選択教科の理解と →選択教科をどのような視点 ＊ガイダンスの機能の充

関 選択教 が設けられているのか それらは 自分にふさわしい で選択したらよいかを話し 実を図る観点から、学、 、

す 科等の適 それぞれ何時間の学習で、どのよ 選択 合ったり、どのような理由 級活動の時間のみなら

る 切な選択 うな内容の学習を行うのか、どの ・先輩に学ぶ選択教 で、どのような選択教科を ず、選択教科等の時間

こ ような選択が可能であるのかなど 科の選択 選択しようとしているかを の一部も充てるなどし

と について、十分に理解させる 互いに発表し合ったりする て十分に時間を確保す

② ①のような活動を踏まえて、生 る

徒が、自分の能力・適性等を伸ば ＊全教師が協力して、各

す選択、あるいは自分の興味・関 選択教科の説明会や体

心や将来の希望進路に基づく選択 験学習、あるいは先輩

など、様々な選択があることを理 の経験から選択の在り

解し、自分なりの考え、理由をも 方を学ぶ会などを計画

って選択教科を選択することがで 的に実施する

きるように指導・援助する
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具体的な問題例活 動 活動内容
活 動 の ね ら い 指 導 上 の 留 意 点解 決 策 や 指 導 の 方 法

（題材例）内 容 の例

４ ① 多面的に自分自身をみつめ自分 ・自分のよさの発見 →自分の興味・関心、得意な ＊職業適性を取り上げ、

進路適 を知る ・職業と適性 教科の学習や活動、性格や 適性と進路との関係に

性の吟味 ② 友人の理解を通して自分を知る 行動など多面的に自分自身 ついて考えさせるに当

と進路情 ③ 職業適性などから客観的に自分 を見つめたり、生徒が互い たっては、進路につい

報の活用 を知る のよさを見つめ合い、確か ての夢や希望を抱き、

④ 自己の個性の理解に基づいて、 め合ったりする活動 その実現のための強い

自分のよさを発揮し、個性を伸ば →職業適性検査等を活用して 意志と努力に優る適性

す進路を探索するために、当面す 個性を生かす職業について はないという理解が得

学 る進路に関する情報を収集し、整 考える活動 られるように留意する

業 理して、自分や友人が活用できる ・生き方を学ぶ →地域の社会人や職業人の講

生 資料としてまとめる ・学ぶ制度と機会・ 話を聞く活動

活 学校調べ →勤労や奉仕の体験を通して

の 生き方や進路の多様性を理

充 解する活動

実 →上級学校を訪問、見学した

・ り、体験入学をして、その

将 結果をまとめて発表したり

来 する学習

の ５ ① 職業・勤労に関する実際の体験 ・学校行事などとし →事前、事後の指導として、

生 望まし などを通して、生徒が、働くこと て実施する地域の 調査、話し合い、感想文の

き い職業観 の楽しさや厳しさを知り、職業・ 職業調べや事業所 作成、発表

方 ・勤労観 勤労についての関心を高める ・福祉施設等にお

と の形成 ② 職業・勤労の目的や意義につい ける勤労体験・介

進 て、生計を維持するためばかりで 護体験

路 はなく、職業を通じて社会の一員 ・職業人や福祉団体

の としての役割を果たし、自己の能 関係者を招いての

適 力・適性を発揮しているといった 講話等との関連を

切 視点から理解することを指導・援 図りながら、身近

な 助する な職業、働く目的

選 と意義、働くこと

択 と生きがいなどに

に ついて題材化

関 ６ ① 将来の生活における職業人、家 ・人生と生きがい →地域の職業人や福祉団体関 ＊進路の選択の指導に当

す 主体的 庭人、地域社会の一員などとして ・30年後の私 係者の講話と感想文の作成 たっては、個別指導と

る な進路の の役割や活動及びその変化を知り や発表、話し合い しての進路相談を、学、

こ 選択と将 生徒が将来の生活を具体的に描い →ライフプランの作成 級活動における指導と

と 来設計 てみる →進路計画を立案し、発表す の関連を図りながら適

② 将来設計を進路計画として立案 る活動 切に行うことが大切

する ・志望校・希望職業 →志望校の選択について選択

③ 進路計画の実現を目指して、生 の選択 のためのスキルを学ぶ活動

徒が 卒業後の進路選択の問題を ・進路の選択と私の （進学目的の明確化、各学、 、

自分自身の課題として受け止め、 悩み 校・学科の特色など目的実

自ら解決するために （中略）何を 現のための選択肢の理解各、

知り、どのように考え、いかに行 選択肢で求められる選択の

動するべきかなどについて検討す 条件や必要な努力について

、 、る の理解 選択理由の明確化

選択の結果とその受け止め

方など）


